
29

特 別 講 演

1・ 結縷議鐙変糞灘避伝一其講灘盤に閣遡払て一

(4f慧 日3。蕪～歌鱒)

ぐ瀬療ノ縄∫荘)豪 灣 滋雄

結縷欝乃至麹酸薩講蕊獄の研究職1よ擾禽,膨 質曝入,

灣翼転換な鑓の方誌 を実/葺・忠 法々 となし得ないめで,研

究 訟驚灘の解郵流 云 う鑓接ll陰墨幾によ詐壽ざ孫薦馨ない、

讐 やぶ毅えて菰の問題 を急舞識 望た鰍1憲は,従 寮抗酸麟

特にへ㌻疇嫉麟の変餐垂総}嵐 賦の醗 駕が総めて乏 しい菰蕊

払 驚欝撫現織式の弾 駕自沖を騨 就罫齢続L懸 からであ

懸 鳳の講懸は抗難繭の遣/熱織もつ撫が恐と懲われ惹、

薬絶溝甑鈴麟饗甥撃妙》・つは,欝 雛度に達続灼な無数

調)段野び あ悉魁 慮たはギ等iギ勺壕 きビ}ど の段階 しかな

いのか 証云うことである.

蔦 ㌻i蕊物や絢酸藩以外の織ご瀦灘こおいても,或 導無質

に綜 びして磯伝チの薫が窪震 ギ導蕊懲 載され導、鼓酸欝

の「乱藻郭鍍 善獣コ飯定をしてよい乱難われる 鎌黛物では

繕々の灘 嘱導質藩鴛嬢 し欝鷹い群で,鰻 将の欝に撫療す

る 煮1繊響ぐう の1職 灘1講氣1備溝磯が膨欝潔みなさ尋しる.

<寒慧1鱗 難は離!ざ1婁1譲1来する薦總・月,実蹴 菰は獣一築

欝引蹴 ㍉蕊に霞熱1る 曝養/彗瞳 選ぶ、轟き醗 は 種 の純系

であ導か も突然変異 を起さぬ眼鯵,心1撒蕪 を溝成す導薦

の遺伝チ盤は等Lい 転弩えられ蔦)、謎 つて種 凝跨条蝉

で得た総1瀞織聡 の1灘簿峯叢撫 総講成を㌃らぺて 獅灘1撚婁織

構成の讐が幾つあ恭か をLら ぺれば,そ の璽数に薄応す

撫遺鼠F慧 の存寮が考え得る 議九 鈴鱗茎鍵董磯1構 成跨

型数だけの遺伝内な灘韓=度があ灘菰と1こな灘。1薫続的な

醗性幾の段幽があれ1調多数誇1灘1搬茎就璽《糠 驚成の際が翻

察 され贔讐であるt,少 数の段階㌃か なければ少激鐙

鈴1灘1蹴薫礁 欝成跨!聾が観察 され灘讐であ嬉 欝挫轍灘

する場含,獅 騨1織葦囎 鐡続は凝耀灘窒にたいす蒸生鍵

曲線 ぐ麟掌靴黛奪)と して蜜康蒔される.

注意すぺ きこ転隷,遷 続陶な窯残熱隷の 窪窪や一定濃

縫の襲懸墳地にメく小種礎の集落が 窪叢三することをもつて

直ちぱ遭続1鞄な欝ド羊:度の存蹴を弩えて1よならぬことであ

嶋 か ㌔導運1続輪楚 繋は遺鳶幾曇の楚灘を惇わぬ彷懲変異

轍よつ℃も1滋じ得蒸.彷 熱饗i異と突繋鷲疑葱は 欝鱒麟欝

驚1轍 購成 をしらべる叢鍵 慧よつて慕騎てき轟,紡 雛驚

セ織凝1縫慧伝 で/鱒1篤11麟継1欝 磯の平腐郵強は茎誘転と変1♪な

い答であ導、.

灘究は入璽結検薦 箋勤1ミv撫 融/懲 綜艶憶 紛 繕払

軌熟嘗いノ鞭臨 二i蔓1琴,心鷺総ず聖数曇慧ご磁難芸鐘試躍1式

癬癬 瑠 離 獣、講妹,竹 愚採

を辮い驚。だ誌 は慈春には

1%小/l薦 壌威,後藩 瓢は

s撫 鎗磯 寒天 壕地 を灘い

た。

羅鱗犠藩分触 こよ蓼得た

綴綜を報 将鐙濃 礎跨薬遡

壌地1こ擾 種 乱,生!5た 単

懸犠薄 を増藏 して欝 た株

(蜘 叢賠 跨 欝鱒ミ11麟蓑鑓 構

戒を㌃らぺ,灘 慧薬離 蝋よ

導撰獣 をつづけて響た鱗薄

の1灘灘嚢瀧熱難 構成を次潔

と㌔らべてゆく。この方法

によつて得た 欝鞭灘1講薫礫

構成ゐ型数か ら灘伝子型数

が分難 また1海 織欝駕 及

び!鋤y灘 雛&$露 麟叢1紘1鐙

云礪 蝦獲 得母斌 も購時に

観察で奪る。

繕究結業

1・ 遼伝笹灘一數及び醗盤獲

得膨式(糞 灘照)
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i織果は麟麹 隷 鞍異な葛が,薬 欝墓を2群 に大懸 で謬

蕎.す なわち,S瓢 及びK魑 醗性及び5磁 犠 別贈性

は多還斌峯型で醗盤震の多 くの段階があ悉。一方,欝A$

鷺磁,嵐漏 導聡 醗性は窯乃薫數億め選黛子型を承 し 従

つてこれに繕嘉す葛少数の醗性農の段階しかない。

難.醗 性の上觸i

撰択 を繰運して到達する融 生上眼も麟株によ頓差があ

嶺が,人 型結核菌では薬凝を大凡3群 獄分 類で 鳶臨

舗 醗性及びK嫉 醗性のま報 は無眼九 薫醸 醗性及び

繋AS灘 盤の上隈は轡眼であるが罪常に高 く,感 性蕗の

1が押1び 催の醗轄獲鵜達す悉.V瓢 鮒挫,C$醗 性及び

鱗峯魚 遡納性の上隈は徽 く,撰 択を繰返しても感性薄の

2《》鑛穫麓の酎性を得るにす鰹な転㌔

斑。突然変異頚嚢

繭株及び薬麟によ鯵異な恐が,入 璽繭では 鐙蝋転畷 撫

鍬調株では 欝擁一1(拶,竹 尾株の 欝 欝醗性は蓬だ高 く

鱒畷卿欝嬬 である馨

w.遺 黛子の糧加的効巣

一般に低鱈性薦からの高醗性癒出欝馨は感挫菌よ辱も

高事であ悉処から,選 無子の禰加的効果があ難と考えも

れ葛.し かし青毒難株のPA$醗 性及び 童瀬鱗發附性に

ついては絹加的効果は認められない。

v。 変異の種類

他の生物や微生物と欝欝く変異鐙原鰹として次の3つ

の可態難が考蔑られ嶺,(1)環 境によ碁形 質の 変化

(2)不 安定な遺黛子の変撫或は遺繊子の変化によ不安

定な月多欝の変襲意(3)安 定な遺伝的変ぜヒl

v王.嚢理型遅麺と醗性の防止

s簸 紺性の発規には嚢理型遷延 があ為が,璽騰黒灘 生

発規にはこれがない.嚢 現型遇鷲の原濃は遭俵干鐙変化

後に起る雖棄系再編成に要する 圭嬉 と想籔きれる・s欝

醗幡発親に嚢現型遅簸がある処から,雖 素系薄纏成の叢

鎖 を切断す嵩かまたは纏編成に必要な織鍵欝 俄絵を断

つこ乏 によ桝磁性発規を防止し得導欝能性 が考 えもれ

添./。かし 脳鷺 灘牲1についてはこのような可能挫は考

え難い。

特別雛欝 結核菌の抗縫核翻鮒性⑳生化攣的機携

(東 大織菌)横 懸 健

結嫉菌に灣す導抗結縷稱の作講機序及びこれらの薬離

に戴す導醗窪繭の蟹 騨 機 磯 ま種紺の鰻由から,… 般 羅

蔽にお脅るそれ程解購惑れていない.勝 瀞)は 峯ぴ型絡

核蕊を使愚 し,やASの 事婆型緒譲螂 離対す嵩発警灘出

作締は,欝 ・載難叢織晦繊灘磯 麟 礁8茎滋鎌 黛雛(やA欝G)と

黙鍵繍 総 との結鍛購憲瓢よ導志のであ鯵,そ の結熱

1巌 素鷹子移數補雖嚢(窃 欝及びC9纏)で ある選元醗

禦 讐謙 惹灘 轟錺?雛嚢麟
態糠 磁 に…騰勤 欝A$鋳 在によ辱c礁 磯 鱗

が場強き繍 とい㍉ 講

翼に 簿磁議醜 翻慮 戯 量》獣董噂 は縄様c・罫鍍 蹴繋

磁 灘 す翻 醗 あ翻 隷 はFA欝 鵬 熱鱗

えの代謝蹴審に漏 も醍 じひ 導・1儲は瞭 艦麟 謹

を使粥し,3Aは 蕉 囎轟及び 醜妙猷 においては,議 響

難種の 脚 癩 養鷲(恐 らく還元型)から蜘欝又は懸滅1

であ聯癬凝の 鉛欝盛鳳撒轡激賦難蜘 就灘③ え轟欝1ミミ

鋳のうも,脚 懸 驚 とF酪 伐 は1醜8G)為 穆結奮 ㌦

を購審す灘二ゐが薯発育離鳶作罵の主点であ鉱 難念'で

SA磁 翫 ・眼 び鋤 獄 裏欝繍 搬 ④ 磯 誠 艦

が場強 してい導ため瓢$A存 在下なお充分な 礁磁 演驚

もれ裁 撚 醸勧 機講であ導としてβ へ 灘 蒙蕪1鋤『1

籍鵬 の葉酸禽成に閣す葛3蒋 競い1塾 ・と戴説を提場瓢、ミ

てい悉ので,こ の観点から轡 型結鞍藏を欝 馨して得蕪ミミ

れたPA$攣$Aの 醗響機 臨 こついて論 導て兇た、・鳶'三

叉で嚢得れば1℃ 璽N澱 を欝 携㌃て得られた詩 繊 ミ

結核藩 こ灣する 欝 擬轡)作 驚機序 と醗性 機構にうい ・

て む獅 幽 灘1心 贈 紬 灘 畿の 翼N醸 に薄す,る欝鍵聴 卜

載犠蹴7夢叢燃撫の韓8職 醗警鞭y纏"撫 隷糠鑓 などの補酵棄讐・"

あ難 響撚 膿麟 麟㈱麟鍵が)及 び 紳N蚕)な どの醐漁 類

ついても欝及Lた い心

1)雖 灘鱈灘:げ タミン,19:173,1総 貸

2)鳳 〈襲.$8職慕鍛嚢丁.Y欲 醜議雲や齢導.翫 腿璽$o纂慧・

鷺讐19櫛

3)瓢 梅 総ぬ,驚K黛 憩聡麟 鷲.Ok黛 舞鐸 漁 灘驚輩

肇沁 惑㈱攣1鱒3

4)文 部蟹科学研究費 ギ抗酸麟の変異 と分難」灘灘

3慕年第 鷺ぎ類協議会議事録 叢》愈2『7

特別発欝 総菌におけ為遺黛挙⑳黛達

(慶 大纈薄)渡 辺 力

物 諜oみ⑳欝 緯購 において薬斑彗酬生騨〉程嚢と灘から薬

凝醗挫の選獄機縫を解明しようとす嶺東村博士鈴努力轟

その業變は高 く騨髄 され愚ぺ薯ものと儒ずるむ しかも一㌔

:方,諏 らの斑象型 〈灘 戯7欝 黛)の みから遺伝子型'

(霧鋤賦y斡〉 を論欝為こ蕊に無霧ぶあることも指摘 霧れ・、

なければならないだろう.東 村博士その戴鐙非常な努力

賦 もかかわもず,鈎 拶麟欝癬 舞雛 での変異と選無の購

究は腸内纈麟その総に紘 してかな鯵遷れていると響荒毒

れ懲.そ の懸磁としては 物 灘諏綴鍵会欝灘 が場磁遼麓購

遷 くて栄養要求が複維であ蒸瓢ともあるが,そ れよ鞍灘

むしろ 絢 灘み灘癬 融辮 では ヂか轄禽わせ藤が毘やかつ

ていないことぶ璽要な理禽 であろう縣選獄子型はか婦禽
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轟蹴 よ醒 始奴 織 湖 鞭 あむ蕩 離 戴 徽

警欄 いてはか給 わせの発見織 つ礪 獄機講ぶ蕗灘
よくわかつて趣鵡 潔鯉o諏 ぐ紛 編辮 載お転・て懲侮ちか
'の形式のかけ合わせが発見 され嶺瓢とが切に鰹蕊れ難

の

鷲 そ鐙葱嚥 こおいて現在知 られてい鶏細菌鐙か癖含わ

せについて解説 したい.

細繭で鐙かけ禽わせの膨式には環在次鐙様なものぶ知

られてい盤 そ鐙ひとつはオス騨)i総繭とメスの細灘 とが

撲奮 して,寸 スの細齢 警染臨稼がメスの細欝に送馨は

れ纂臨ので,趨 等生物の欝性殖にかな碁)よく撫ている.

次賦フ響～ジ雛よつて細麟の藥磁綜の…部が切むとられ

て難の細薄罵運びこまれる場入 く鷺撒聡伽蕊沁の という

現象 及び選獄子跨本体である 峯購Aを 簸の細灘 こ与え

導と・それ瞭曳数むこ識 れ 悉転換 く鞭簾藪鍵撫滋憩灘)は,

總薄に特禽の彩式であ凱 接 禽は特定の選獄子を染難館

の上に位議づけ導のに灘してお 鞍,場 入及び転換は遭伝

子群の微納溝駿 を鱗もかにす恭鐙に役立つ.終 らに簸近

あ礪 のフ㍗ ジ,纈 齢 譲 殴 しての性鍵を嫉 騨

露rも 慧婁シン〈大騰麟のつくる抗盤翻 欝)騰 生霞子など

の細胞蟹欝 墜が,宿 主細胞の染餅 叡の一部 を激 鞍慧んだ

譲ま難鐙綱繭鑓接禽によつて移きれ馨ことがわかつた.

2・ 結核菌の毒牲物翼

一轄に 導o羅 ぎ畿獣o欝 について一

(4月4鍵9。1{}～9。33)

(九大緩駕学)撫 灣 雄一

結核薄の毒性物難としては 難.搬㏄難 らによつて分離

婁れ・N磁,L磁 鍵鍵鍵 らによつて携燈が決定 された

¢導綴 舞蕊韓(以 下c欝 と略配)が あ黒.(津 は結核繭捧

内に存在す導趨轟級分鮫謄紡酸であ嶺嶺畿一ル酸の2分

子ぶ 》シハ糠一ズの8,げ 戴の炭素に瓢ス勢ル結含 して

い導ものであ為べ 灘 の 鐙μ蕪 をマウスの腹腔内に く絵

遡し注劔する払 体璽減少,下 粥などをひ鷺おこし,遜

に數死きせて鮎蕊う誉

二のほか結麟繭態染によつてアレルギー化 きれた動物

に投与する払 一種鐙アシルギー反慰を蕪盤 として動物

を激死薯せ愚歎死鰹予や,ア ナフぐラ卑シー一 シ躍ッグ

をひ蓉お菰憲せる麟糖類についての報告があ嶺が,こ の

講演においては滋 としてCFに ついて述べ導.

1)C欝 糟製法の検討

シ撃カゲルを使月蓬する簡易なCFの 精製法を考按㌃た

純 雰定型的抗酸藤に対 してはこの方法や}曙醸 らの醸

嚢では不充分で,8韮1績襟融繰塗蟹慰8111鎌艶 などを綴余

富て使縮す嶺必要があ蕎尊

2)結 縷繭以外のc欝 鐡分の検討

《二Fは 黙して懸の毒力と麗簾があ葛か.あ 嶺いは 《灘

以外に毒樵物蟹は存在しないか.な 欝の疑闇を解 くた轟

鵜 入型結核菌 簾N鷺醗性株(弱 羅),鷺 α墜,舞定盤筑酸

藤1彗5撫No・22,灘 井殊および 躍.〆擁 癬繍,A.

筏 躍 ・魏 ～醐 湿・躍 曜撰騨煮舞 の 《二欝麟分 を徹底的に

繕製 して化学的,生 物学的鵜検討した.

そ鐙結無 入型繭以外の藤からのC欝 跨敬黛は一般に

紙も 激輪 高 く,赤 外吸数スペハ ノ払は,獅.22,躍 、

かダ翻 編織A・71,擬 。擁 爆 は入型繭と全く一徹 す悉

が・その縫の熱試繭株のCFは 異つてい燕ことをみ 轟め

た。

毒性裟はいずれもほとんど差異はなく,人 灘薄以外の

c欝 の撫水分解によつて得られ導ミ畿～ル酸部分は一般

鑓融煮が高 く,水 溶性部分からは}レ ハ難一ズ とグゐ職

一スのみを蔽曙 した。従つてこれらC欝 鈴は 箋箒一ル酸

部分のみを異裟しズその池の欝縫は入型繭めc欝 と大藻

がないと響蔑もれ導幕

3)c罫 の毒性の作用機作

CFの 投夢によつてマウ黙騨鐙膿ハダ酸 および 弍欝簸

を助雖嚢 とす蒸税承嚢雖嚢系は薯明な瀬挫 の低下 を承

飢 この原鰹として 蜘A跨 誘導体の滅少ぶ湾蔑られ,

CF投 与によ嶺勸物檸内にお糟る代謝薪〉擁蹴の様櫓 撒つ

いて得 られた成變を迷べる.

3・ 結縷患者⑳精神身体医攣的療法

(4灣 難欝$.1導～・3。4慕)

(懸立八事療)潔 潔 要

1・ 糟神身綜襲学の概念規定について

精神身体緩学はもと毒とは,あ 導疾患についての器蟹

的変化 と機能的変化 との移行状況 とその騰渡 しを索め蕎

のに心理的懸子の介在を容認す愚,と いう立雛 をと導遮》

ので・したがつて糖神身綜懸学的疾患 と擬・う臨のは,げ

んみつにい蔑ぱそれほど多 く霧在す 愚もの ではなかる

う・臨ちうん結核癒薫は結核繭跨存在なくしては発病しえ

ない臨のであ蔀,結 核盤を織神身韓症 として轡定す孫こ

と碁こは無懇がでてく愚慕もかし糟神的鰹子によつて心藻

的鵬難 を譲きおこし,そ れが生韓機能 の調灘破縫 を捲

熱 そこへ結核繭の優入につれて結鞍臨病変漆場 織学的

に生慧てく鵜 という概念隷系のま二賦立てぱ結核簾 蟻憲

た精拂身捧総学的に考察 しうるとい う領域 ぶ生 ゆて く

碁。

しかし8ら に拡大解験を行蔑ぱ,と くに糟神身鉢羅学

を分科せ しめること欝隷ぶすで鑓再考すぺ嚢ことぶらで

むしろ臨駄獄学はすぺて精簿身捧緩学的欝あ灘轟ぶ本来

であ嶺という理念の上に立つことも灣能であ 鞍,叢 たそ

うした方が実際臨糠においてはよ謬本蟹的であ萎ように

考颪られ・した求つて精神身緯縫学 をこ樽ように概念規
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定 し薫結核藏の精神身体籐学についてではなく,結 核患

藩 という病人を糟神身体癒学的な理念をもつて跳めると

い うことにす嵩"

2.結 核患斎1こみられ導心身総騨問題

この問題に灘 しては,閥 題に近接しう難険界み闘係か

らして,の 結核発病に溺与すると愚われ愚締神的な懸挙

とい うものが存在するかどうか紅ついて情納反応のひか

くて8著 聡な女子患者について考察した.紛 つぎにす

でに繕核発病をしている患蕃についての心身相関機禽鷺に

醐しては,霞 律神経機能 と穫脇 搬態 とのむすびつ蓉をみ

た.の さらにとくに翻腎皮質ホル愚ンの分泌状幌 と心

理的黛憲類型一との橿灘を考察 して,こ うした問題につい

て⑳生緯の生化挙的機能 と心理灘 との連濁への手がか鞍

蔚索め ようと金麟 した,の つぎ1こは結核臨黙症状鐙変

勸にとくに薯るしく作罵 したと欝定せざるを得ないよう

な心理的諸賎子の分析 をなして,結 嫉にお雑葛心身相購

をこまぎれ的ではなし紅襲よ融総体的に眺めてみた難

3.結 嫉患者の心理的実態の臨騨灣考察

既述のように鯖神身体甑学を拡大解釈す難と,結 核患

嚢の心理的様態をさらに実際鐙臨駄場醗に騨して深くひ

ろく灣察す嶺必要が生ずるとともに,そ の実態に対して

分析的な理念綜系をもつことが薫要となつてく導.

の 繕鞍患者御心理的実態を考察する菰との露饗性に

ついての認簿は まず先行すべぎ課題で,こ れに縄Lて は

繕核患者の中にみられる精神障警藩數の調査さらにはわ

れわれの診療行勸にみられ導麟灘作環,あ 導いは結嫉馨,

藩⑳心麗的反応類型一に騨す5霞 他覚的評傭の離隔状況講

査その他のi數項 韓について考察 した.舞)つ ぎに結核臨

躰そのも騨〉にまつわ導心理的諸問題に蘭しては14療 灘

について考察 した.心)ま た結核患表鐙心懸的なその簸

の一般的な問題 を13項1轟 にわた鞍,と くに矯筑懲蒋 を

と鞍まく人聞騨係的問題については13環 霞,ま たとく

に霊症患者の心懸的様態についても考察をなした。

4.繕 紳身舞鋸 学灘療法 を結核患者にどうあてはめる

か

諜の諜題こそわれわれ臨黙簸が結核 診療 をなす場禽

に,心 懸学藩あ葛いは精神臨学悲とは異つて,独 灘の立

對を再発晃するために必要な縄懸であるが,方 法論的に

は一般 的な慧策と概念をみちびいて,そ のあ とで醸懸性

を臨つた各結核患者 を眺め導とい う過程をとらざるを得

ない。

の まず結核患者の心理的様態は変動 す 萎ものであ

犠,と いう認定の上に立たないことには該療法概念 を実

葡 にうつす憲義がないので,こ の薦についての実灘的概

筑 をなし穿そこから結核患者の心理的様態は力勸的に鐙

握鑓 であ熱'獅 購 えた論)つ ぎ礪 鞍 態

翔その難の薬物畷法による心理醸の好転状溌の考察嚢糠＼∵

し,や はり結繊 瓢学療法 と欝行したこうした療法⑳併驚凝

の必勢 勲 知つた.の つ翫 老禽結嫉患叡 つ㌦・て戯1

心薦的響察あ灘いは葱療祉会事業学的な心理麟考察な鍵＼

から,環 境調盤対策の必饗挫も知つた.の とくに糟神

身揮賦学療法は一つの入購麗係的療法であ悉ことを,臨

撫裏あるいはナース証結蝶患 轡の撫・藤1論交渉の蕎につい 、

ての考究から把握したさ

s.さ いご紅結穣患者に簿す灘糟神身体鷹学的灘念に

ついて経験的知 絃を申骸として,一 つ跨私発を論慧てみ ＼

たい㌻

講.結 核菌燐騰翼抗漂によ灘繍結核の癒灣攣的診断

く4月 ミ}日§。ミ欝{ぱ9.3暮)

(北 ノく轄研)高 儒 義炎

従来,締 縷甕特1嶋糖結嫉の血濤諺1罫診 断の欝的で餐穣 ・

の方法が研究発養婁れて来たが多実継の域に達した臨⑳ 蟻

は1つ もないぐ19赫 撃豊醸 撚1麟獅磁■)匙1蜘8爵業ツベル1

契 芦ンを感f鴇 慧 す嶺感作赤血球凝集反応を発婁 した

が,凝 後幾 襲の研究跨結難本探応も捧診断的無縫ぶない 、

事が指摘護れるは到つた.

私達はさ鷺に,従 来感作謙織球凝築反癒の惑作癒にな ・

毒ないとされていた繕鱗薄燐謄質治叢慮派に感作原にな葛

ことをつ きとめて精渋薄燐膿蟹感作赤漁球凝鰍 応を磯 ・

立し講時に本猟応並びにM董 灘糞鋤懲》無D鋤 礁 猟臨及鑓 ＼

拠輝織 麗応 を稽いて(こ れ ら3つ の撫漕反応はそれぞ

れ特異穰応であ聯二とは抗体吸駁法によつて既に証購し

てあ巻),結械臨清中には少くとも結核蛋自翼,多 糠簿及 ＼

び燐贈質に対応する筑捧がそれぞれ独立 して消長してい

愚こと,及 び蟹爵質及び多聴雄雛侭は μ結鞍感染謬とい

う事実があれば,多 少強弱の差はあつても,患 者錘雖麟

の懸な く殆んど一様 に産生 されるが,こ れに簾 して鱗贈

質抗体は,単 な灘 声憾 藥露が抗体産生の義奪提にな5こ 為

は総めて少 く,生 津内に存在す嶺結嫉薦ぶ強嚢の破鑛融

解を起すような条件下,鄭 ち臨誘ミ約には ≠発癒 縛 電抗綜

産窯の騰擾にな導二とをつ蓉とめた導

以上の事実は,細 麹竃鐙難灣勃 醜診断の欝的織蟹鱗膿

賀撚 細)消 幾 を遷及すべ鍵であ為菰とを示 してい輪

そこで私灘は醜漕学的手披を簡 灘にす愚ために,戦 蕪 ㌔

原 として赤撫球の代 娘にカオザン親子を矯いる露法を欝 、

究 し,ヂ結籔薦鱗贈蟹感作カオザン凝集反廟 を確立も

た、本簾繕は三欝婁が擁めて簡単であるばか りでなく襲慧 ＼

作抗原量は赤撫球の場含に比ぺで1!舗 以下です覗 ご

以上の研究の途上,も う1つ の盤要な盤繭 学的塞糞演

発見きれた.そ れは一艘に撫澱 気応寅灘に際しては雛検＼,:



33

}'滋溝をs6℃
,3馨 分加熱 して講鋤 化す難のが常識になつ

てい葛が,結 核銃体特に燐贈質抗捧はこめ撫熱によ碁難

勸癒操作によつて大聯麟繍 鑿を失うことである.加 熱に

よる非動/鉱によつて鱗膿蟹抗鯨の號体癒は 至13以下に減

蝦し,従 つて購樵率も藷 しく儀下す愚.こ のような不硬

を防ぐためほ撚>TA韓8磁 燃騰就無麟磯鍼撫撫熱畿磁r無

就磁総紛 で非動駕す孫方法を考案 し,最 欝 瓢この毒の と

蠣8燃 麟繊総 緩簿渡を認一禽せて 疑蓋鉱4～S講 の 汀 魑鷺

緩衝液」を作つた.

カオ醤}ン凝集反礁の輿旛に蟻つては,生 藻的食塩水 墾》

容量載対 して 丁鍵鷺緩簿液容鑑 を加颪た緩衝生食水を月憲

いるむであるが,そ れ鵜よつては導めてはつ蓼13した場

鍵正しい凝集癒鑑が見られるので,丁 絨鷺 縷欝液はカオ

ぴン凝集簾応にとつては不響欠鐙試葉であ孫。

結 縷麟鱗贈賛感作カオ夢ン反応の実驚方法が一・菰確立

麟/た ので,北 海道内の5力 蕨鐙療簸所に入葦警沖 の縢結

核患暑/,麟2名 訟,ツ ベルグ撃ン夢ミ慮磯難ないわゆ薦健

康巻3ミ}3名獄本探応を実施し鵡 、撫溝稀釈3縷 以上娚 叉

懇を隣性 とす導と爆 挫率は結核患灘 こおいては縣 。4%豊

健康隷 こは/2。9%,離 均抗抹癒は結渋懲=審紳では 灘惑爵

健康霧では1議 であつた.又 翼TA分 類,学 購分類,

及び濤鋤跳分類によつて騰性率及び平均抗体趨を算出し

てみたところ,本 簾応の強弱が騰糟核鐙酒勸跳不活勤挫

を癒めてよく猟鋏することぶ分つた、,特に,鯵 外科拳徳

を受鷺た患藩轍おいては,抗 捧儀は火概の場鎌に短時 灘

(2力 欝内外)で 囎しく低下 し,一叉高い抗韓癒 を示 した

いわゆ導漣康=審の申から数名の発病蕊が出たことは注難

に鰹す嵩蕊患われる謙

非結藤難疾患 を育す嶺患者の中で陽性 獄慰を曇す導毒

⑳黙あつたが,大 概の場禽8× 乃鷺16×穫礎の低い抗体

癒であつた.優 し璽症漫性灘籔夢ウマチ,膏 軟骨疾患,

漫盤響炎及び肝硬変の場禽は 鋤 × 以上の轟い類概反臨

を承すも緯があつた。

爵オ溶ン凝集膜慮は梅灘漁漕と或騰嚢藻癒/。たが,し

かL搬 轍 は藪 く,し かもカルヂぜオ箏イビ⑳ 隷 萎貌

体懸 との闘に俺もの構灘 〓係が認めもれなかつた.即 ち

薩/灘 潔ぜ罫抗体ではあ轟が結核の場禽と梅毒の場合は

全 く異るものと慧われる。

硅締癒1$0脚 こ本反応を輿旛 したところ約 鶉%の 騰

性灘であつた。これは従来の病懸解劇所見によ導篠蹄藏

の麿結嫉離とよく一致す蕎.燈 し獄態の出現はレ線研見

とは必ずしも一数しなかつた.レ 線勝晃!二r結 核 あ 鞍

(癒+渥 と判定 された鱒 名の うち$3名 鄭ち約 瓢%に

本反癒陽畿であつたが瀞その飽の患者(鋤,伽 一,撫土)

δ2名のうちでも2泰名,即 ち約40%に 猟応隣挫であつ

た。

レ線辮晃による診断は主観的方法であ鞍,識 れに簾し

て叢灣探礁は答観的方法である.従 つて爾蕃は必ず し亀

一歎しないのは憲然であ導が,蒋 来は撫溝撲応鐙成綾を

考廢に入れた鰭結核の活動盤分類が確立 警れ導ことぶ璽

しいと思 ㍉

§.結 核懇染の疫攣的考察

一ツベルクぴン茂応を中心として一・

(4∫聾 日13.灘 ヴ灣。2の

(名大 欝防鷹学)騰 澱 欝

入類櫛永い歴史裟於脅犠感染癒の消鍵とその斑雀に於

け葛餓置を把縫す導ため垂こは夢その感染症の慈染,発 病襲

死亡の霧13方 についての認識と考察を必饗 とす犠.如 欝

な鴇感染症1にあつても,そ む病ぎ璽綜の侵淫の も訟に欝

の様に患藩が発生 し爵どの楼に入凝が死んでいつたかは

時代の流れ と共に又地球.靴の地域によつて著 しく異 嶺臨

のである。そ して疾患の變勢,発 病,経 過,死 亡の寝絵

方は驚族ほ於げるそ鐙疾患跨侵淫の露さと,民 族の病漂

継 蟷対する趨然抵抗力や集繊免疫度,病 原綜の毒力 とと

もに衛生的菟地からの環場や生活程嚢などの 鍵o圭o縛麟

鷺"癩績o黙 によつて規定姦れる箒

感染症鈴疫学的観察の基礎をなすものは驚 籔に於響馨

感染の状況即ち病鎌捧御蔓延の認知であることは論を俟

たない。 しかしながら結穣癒にあつては古 くから拶く⑳

入々}によ鞍疫学的観察がな霊れてはいたが,そ 鐙殆んど

溝死むをもととしての観察であつた。それは結麟嬢演過

ゑに於ては蕉に臨結した挨患であつたことと感染や発病

を灘知する知識や手段が鋤較的近奪叢発展が遇れていた

ため鵜 菟亡慧灘拠することが最臨蕉鵠 を得てい愚と薯

えられたためであつた.

如簿麟 感染撚 誘 つても感難 三の轟い処女集醸へ病

鷹伸の優淫 した鶏期に於ては,感 塾の場に於け難発病や

菟亡の沈璽は萎るしく薫いも緯 となるのであ導が,集 騒

に於鞭導侵灘が古くな為とともに魯はや蔓延初期に於酵

悉嘉 繕/二すがたで霧巌するものはなく,発 病,菟 亡⑳

横態や鷺璽に藩蕎Lい 変化をぎたす誌のであ葛.と ころ

で結鞍癌の蔓延は産其革命による入閥の都欝集申によ孫

欝0慾雛沁難櫨磯離7の 場大ど交通や接触盤の場加によ墨

心o雛撒鞭 沁鋤撚響 の場大が そのきつか競をなしたこと

は一磁学史の數えるところであつて渉その蔓麺の携期に

於け嶺死病としての恐擁は薯るしいものではあつたぶ,

曝はや理今に於ては脅戯の座から脱藩しただけではなく

て発病や経過のすがたの著悉しい変貌 とともに感染の叢

絵方にさえ変撫 を示 して嚢たのであつた。

環今は結核疲 賦たいす 導 鱒1縫蝕繍 〇三導慕圭餓董撫韮醜矯露
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に変化を誕たしつつあ孫縛代ゐ考蔑られ鵜 灘ち遍叢に

禁 ては結核菟への講いに主力が注がれ,そ の疫学的観察

は死亡 を基礎とし,そ の.ヒに発病の予防に努力が払われ

たのであつたぶ,し かし現今鑓於ては感染 を中心として

⑳考察に黛点が麗かれ,そ して感染の揚に於酵難予防が

この疾患の撲滅に大 ぎな泣麗を占め嶺時代 となつて蓼た

と考え毒れる.そ れ数に感染を認知する最良の方法 とし

てのツ茂臨の繍勸 鱒 認識婁れるぺ き時期 となつたので

あ凱

ツベルク婆ン反応は我騨でその判定基準が設定されて

盛んに鷲われる様になつて以来,今 鷺迄に約20年 を経

てい葛.と ころで環今はその発現様態が当初と異鞍かな

駿8為 しい変撫を薫たし肇亀はや在来の方法ひ蕊準によ

つては,確 実瓢判定出来ない場合ぶ多くなつたために,

羅検討による改良を行うぺぎ時期に至つてい愚のであ

導.婁 て発競様態鐙変弛と一しては,う すい覇定 し鑓くい

獄応の場加,欝 燃鍛前後の弱猟憲の場加,ツ 反応常総部

赦での促進理象の出現及び還発反応の場撫などが主た嶺

もの噂あ難.そ して此等の理象は,こ の反憲が本来結籔

感染 を認知 するために定められた方法や基準 であるの

が診難CGが 盛んに行われ出㌻たために,そ の効 黙判定

に紙罵憲れるに釜一つたことに窯た樹9咽 が婦せ られ葛の

であつて,8(滋 によ犠軽嚢免疫 の普及 とツ液諏頻灘馨

入ぶ我灘驚のツ ・アレルギーの発現に変貌 をもたらした

とLて も無理から灘ことであつた誉そこで■瀧 諸現象の

観窺 解析 とともに,そ の改良への努力として,現 在の

20難登倍OTを 使罵す為場舎,11沁 倍癒どの濃懸ツ液使

稽の問題やさらに歎米各麟で現今 吏薦されてお脅,我 醗

で懲以離よ鯵欝究婁れている精製ヅに切換驚為問題など

につい《教蜜の研究成果を中心 としてツ欝究婁鷺会の成

變をも奮めて論述 したい と愚 う。

なおさらにツ反感発規様態に影響 を及ぼす と考えもれ

薦要鰹として,駕G援 變や ツ頻醸注射のほかに鮒性結

麟麟感染殊に 雛A簸 醗牲薄感染 の問題や難定型航酸薄

感染についても我灘に於轄る優灘にも とつ ぎ考察 した

い.難 定型抗酸葭はその分嶺ぶ逓蒔 鍛界的注難を慧 くに

蒸 融,我 麟に於てもその感染載よ愚葱思われ愚癒綱が,

齢 余鋼報轡 されているのであるぶ,此 藻が結核葭 と鹸

遡⑳ツ・アレルゲンを麿すること慧大謬な縄題濤鴇 る.

親今結核疲の趨勢は滅少の途をたど触,感 染の場鵜占

め蒸発病 と死亡の此璽はき毒に低下を恭す瓢とが考えら

れる。 とは欝えこの蕨患の撲滅への遺はまだまだ遠い.

こ⑳斑憲に離す葛予防は理鷹 欝CGに よる発病 を串心と

するものぶ主体をなしてい嶺.し かしながち毒録 こ感染

の段隊 こ於て予防を講ずる時代である こと購考 えられ

蕪 叢嚢諜 織 膿 欝濃鷺難耀
鑓あつては,そ 跨予防が錐継免疫に俟たねばな醜 の欝'驚

あつて,効 果の著導しい予防接種の轍鷹諏主力麟注麟轟 蒸

べ 嚢であ灘が,し かし感染の鋒体が努力によ翰認知㌃箏 幾

磯聡敏挫憲藩謄あ碁),難つ3CG鐙 効墨が上記鶴もの穫

顕著でない結核症紅あつては騰放臨鷺者の発晃と廰雖演,

経済的裏轍 ナとともに徹底して行壽》れるべ 選籍鰍 謹懸

していると考えられ導のであ鵜 そ して縄時に予防へ融 ミ

努力は 蕪CG接 種と誉購転嚢や感染の危険の多い春紅簿 ＼

する抗結核別によ悉発病予紡 と病鍵 を禽する隷 こ鰐す蕎 、

薬離によ嶺場悪購止などの綜禽的対簾が強力にとられ悉

ぺ糞ものであろ製 ・

感染の認知は結核癒鐙疫学的考察にも又そ跨撃防灣策

にも璽要な撫点を与えるものであつてその蕃毅であ導ヅ

反応の締驚を高め葛ためには我麟鑓於け嶺現命讃 駕 《}

接變態勢の再検討 翫ツ液の感作醸性への考究を必饗と溝 ・

える。 ミ

蔭.大 空洞に対する簑潟切翻筋肉弁完填徳

(4月5驚1爆 。2(}-14。s静)

(麗 東逓信病院結骸麹 沢瞬 簿次N

肺結核大叢澗の治療は安静,入 工気騰,化 学療法,胸 ・

廓成形徳糊れも灘独ではその欝的を達 ㌃難く,肺 切瞭癒 量

と雖懲幾多の難点がつ嚢まとう。

演藩は篇の大盤灘 こ対 して昭鵜 器 年以来.塞 灣饗 欝

纒,騰 騨成職 禽茎納間筋肉弁充蟹の灣時箏欝を行つ畷 獣

来た.:大肇澗に懸 して騰購成膨衛を施響した蜘 こ起鞍雖 り

ちな選残塞澗を内部から筋肉弁紅よつて充鱗 して叢灘 拳

充実性漕癒を計らんと企てたわけである.茎

準備漕療としては蜜溝阪引療法,化 学療法を以て繕麟

樵炎癒の沈静,塞 澗内壁の浄駕を計嶺めを原灘と/。,後

療法為しては化学療法を絹いた.

充蟹す導筋肉弁は納間筋を構い轡茎的に作襲し鵡 轡

茎肋闇筋晦弁は結核挫化駿藥中に於て嬉強憲抵撹力壷窟 ミ

し,周 懸組織 と簸疲性紅癒藩 し,病 鍵跨漉癒を鴬み得愚 量

ことは肋廢外合成樹贈球充蟹衛後の蜜溝穿孔,鰍 灘除衛 ・

後の気管支痩等鐙璽癬禽併疲の溝盤に際し演嚢が數多く 養

稼験したこ議 であ導。

叢料は年代噸と旛設瀦に3群 に分たれる。 騰

!群 は 総 鰐(羅 立広島療養研,昭 灘2欝細3春勧 癬 瀞

難群は40樋(麟 立療養勝久璽浜病院,欝 灘2壷}34馨 〉,一

難群は9灣(閣 康逓醤病醗肇昭灘33～ 鎌 年)禽 計1291

弼である.羅 慈

叉數 雄 澗の種魏 は つて3憩 こ分 たれ る・大譲溝講

(蜘 職)は82機 普遜翻 く4・瓢縮 溝3礁 灘
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5麹成後選残嬢濁は11例 であ導
.

衛離後の鑑学療法は 璽,叢 群畿於ては舗めて少燈の毒

のが多 く,灘 群に薫つて始めて兜分叢罵いちれてい嶺。

篇れは施行雑代を灣えれば麟ら萌黛であ嶺礁

これら患藩は衛後1～ 鎗年 を経てい導跨でその遠繍成

績を発導に大蜜澗群に於ては就労6甑8%,療 養12。2%畢

死亡 蓋9蒸%筆 不鑓}2。4鵯で夢 喀蝶中結核藩は死亡藩 を

餘登陰牲5甑5%,騰 歎1{}講%登 不明19.醇 も とかな琴

箆野であ薦。

之紅翼L欝 還察溝群では就労懸惑%,療 養2.ア%,死

亡2・?%,不 明2。マ%,喀 鍵 罫囎 核 蔽は琵 亡者 を除 嚢

盤盤9L轟%,騰 雛三2。3%,不 聡 翫㌘%で 巌然乍ら翼に

優秀であむ夢 騰成後選残嬢澗群では就労 蕊.4%錨 療養

9・命%,菟 亡2乳2%,不 購 綿.1%景 喀餐中結核薄は死

亡蒋を除難験性73。春%,隣 挫難%,不 明 器。(}%となつ

て藩干劣つている。

菟亡は2馨 綴G翫3%)で 大塞溝群15鰐(19雌%),

讐懸樂溝群1別 葦遺残笙溝群3弼,で ある箒その原欝は

1撃徳死3濁 掌結核死 学縄,非 結核i死§弼き峯曙1灣 であ

鞄

結核琵は董疲締結核に多 く,難 結核菟騨)内醗は蹄炎,

鐵殺,心 臓麻蝉,冠 苓全,愈 鷺轡炎,腸 躍塞,急 牲轡拡

張等で儀齢機能奢が多、㌔

手徳前鐙各磁条件と遠購成綾との觸係,そ の池の細繋

の分析結梁 を報告す薦,

叉病理組織攣的に筋肉充雛局断は如藏捻る断見を黛し

てい導のであ導かの疑問が生ず嶺.之 に対 しては喪好経

過の死亡濁2携(大 犠澗1鰐 謄普遡撫洞1鰹)の 覇検所

見 と,不 成功例1蓋 別(大 蜜澗 爺綴,普 逓灘澗2纒)の

切餘肺の病理縄織学的検査成縷 を示す.

灘 ち充蟹局蕨では筋肉弁はよく生存 し,盤 澗内壁に結

締織性に硬購に癒藩 し,充 分な灘澗濾癒が得 られてい葛

が,周 囲病巣が禍いをな鮎てい悉癒のが多 く,手 徳不成

勢の原覆は2別 の筋肉弁壌死の態は簸騨野の乾酪性蹄炎

(塞溝化),気 管支痩形成,禰 懇乾酪藁との融禽,娘 演藁

の嬢澗化,小 病巣の残存(1部 軟化)等 である.

之等の不成功纏は充分な化学療法の併常,周 懇病藁へ

の衛前の注慧があればかな蔭防ぎ得たと愚はれる心

又不成勢の漂鰹としての薬欝囎 性も兇逃 してはならな

い櫛以上の成纏から大嬢澗瓢簿す愚塞澗切騰 癒叢麟間

騰肉弁兜蟹徳の禽饗盤 を結論し,そ の適癒を考察す蕎.

特溺発欝 歎米における鍵灣甥鷲衛

く京大結欝)擾 石 忠三叢

我々pは渉昭灘18難 以降,特 善こ昭和2織 年以陶 こ特つ

た謙結穣の雛8懸拶膿 蟻溝鑓闘す葛研甕姦奪黒か ら,盤 澗燐

騨繕が灘結穣,特 に戴癒鮪結核への治療法 として必要欠

くべか らざ5も のな導叢とを凝次指携してい導が,今 罎

は昭織34聯9月 以降1年2力 講に豊悉欧米滞在中誇晃

醗を基紅して,欧 米に於酵難切露緯膿療法の現況を繕介

し,沢 綺溝士共紺璽澗切麗衛が更に答メ緬 か 建》検討せ爆

れ,広 く応驚 されるぺ灘懸櫨あ薦ものな導ことを撫摘し

たいと患 製

話の申心となる資料の血なるも鐙は欝昭瀦3難 年9月

初鱗にパサで廰らかれた1撫 縣 輩沁翻 撫io締 飾 麟

丁慧雛緯蜘 欝編 に於け葛シぶ・ぶヂぜアム 伺 会藩1:揮oま.

R撫k(独);演 藩 や鱒葦鞭搬癖鷲(仏),騨 顛.鱗 縫難糠

(欝),鐙 緯繁.Bo繕韓藏(ソ 連),疑,W峯 嫉 〈スぜ蝋〉

及び擬騰),昭 灘 蕊 年3月 下董鱒にウイーンで纒らかれ

た!纏 鍵繊麟 轍滋1(沁難灘愚慧8¢蜘裟》叢慧撒8奪8礁董雛騰 心糠鑓

等の出席購及 び 轡o葦。Ri濾 韓 麟 綴娩…畿),騨o葦.

鮫濤懸練(N鋤 磁 〉等の訪問等の見聞や印象であ為む

歎 空濁a胸 騨成形との諸闘題

(4月6韮 日叢難X)0～1ξ転3{〉)

(結核 予防禽課生懸)久 留 幸男

は/りめに:抗 菌化学療法の鍵期鍵用が蟹常とな絵,無

効な嚇合戦切除が考えられ導ようになつた規在絢灘成彩

徳の占める雛躍は如鋳.こ の問懸については演藩が嘗て

述べたことがあるが,そ の後$年 間にあま鞍変癒はない

よう紅思われる.す なわ潮も摩生省麟療鐙手繕蕊舞牽でも,

衛生統計懲報の結核予防法 購講で も,切 験:成 形の姥は

概ね3:4乃 楽一4:1で あ滲墾最近の赤倉の全麟驚欝に

よつても切除 暮6%紅 灣 し成彩は33%を 占めてい5難

そ二で結嫉予訪会保生屬で193を}灘 年に成形を受翰た

298鰹 を中心として演藩 らの経験 をのべ皆様の御批懸 を

簿 ぎたいと患う幡

A.適 憲

L一 般について1.患 者跨性糠 議男232(78%)女

総(22%)で 奪度懸の差はない.2.年 金響彗には簸近高

令蒋ぶ場えづ 難あ嶺.3.欝 罷から手徳 までの期閥は 融

%が2奪 以上,す なわち練購患藩が多い.4.講 離緯航

繭化療は大部分が2講 以上の併薦.5.繕 前化鑛期欄は

初購には5鷲 以内が多かつたが響最逝は2年 以上 漢最

姦6。 徳別病型はc843%cc嘆 春%,つ いで難,欝

(8纏)で,D渉 丁.は ない,,掌.盤 灣の 麿無 は窟81%

疑14%無 難3%.S.塞 潤 の種類はK艶 噸33%K脚 畷

17%.9。 塞溝の大嚢灘は大17%中S1%小14%ぴ 鱒.

薄側の病型はC熟34。5%磐C心31。 壌%な し29。5%襲 穀

{灘の鍵溝は窟 魚7%疑8%,そ の種類 はK蕪 岬慕鶴%

K蝋ハ喋5"%⇔

鉱 成形をえらんだ理由 この鳶も演 蕃らは19S3レ 》
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195マ1践の盡㌻4馨乱難8の症灘駅甑つ簸、畷=分析 した毒慧ン今嚢灘改

めて ①XP所 箆,② 糠磯能,③ 年令,④ 醗性,⑤ その

徳(全 身状態,糠 外含欝疲,摩 入の希璽など)の5項 織

について聯 しく検討した。その結果多 くの場含これ も諸

条件め綜含き縄断によつていること爵箋明らかになつた魑,

x騨 所兇を漿視す鳳薫では前報告 と変 諺がなかつた藤

灘.XP所 見について成形 をえらぷのは多くの場合上

葉 と下葉上潔に主病巣があつて下野にも撒霧 を認める陳

購病変や濁觸鷹汎病変であ嵩,1.上 鑑璽澗(い わゆ燕

糠門嬢溝).成 形溺を騰期聞の燐餘18溺 と比ぺると,成

形のほうぶかなむ窺癬なのに戚績はほとんど差がなかつ

た。2.蒲 綴叢溝。2暮 携中爾縄に外科療法を実旋したも

の20弼(対 鰹成膨1S切 除3充 漿鱒球按成膨1),片 測

成膨のみ18例 であつたが,ご 蕊の纏外 を除 くといつれ

も経遜良好であつた。何れか…・方軽症で新鮮病型の灘を

化療と欝側磁騰効黙鑓期簿 し拳茸醐成膨で済む可龍性が

大糞くなつた。又既に数年離に鷹汎な成膨を受けた癒擁

に鐵斑 した対鎌控 灘 こ対して,成 膨1は安金に実旛出来鑿

方法であ態.3.大 灘溝については既に屡溜述ぺたので

欝略す嶺。

凱 糠機能儀下者について標準肺活鑑遮40争も以下4

趨謹5軸》40%鎗 別,ほ かに瞭活鍛男20ウ祭女15春〔》以

下をとると2導 例が該当.之 を分析すると大部分(簿%)

は蹴縄灘機能低下も奮併 していた導その源變難は高礎麺膜

羅雛癒藩,気 講,成 膨等であるが,瀧 れらの癒鰐にも安

全に実旋出来,呼 阪不全による死亡は金 く無かつた.

マ.高 令隷 こついて5導 才以上の症弼は成形13。爆%賞

切除1。4%で 約 憩 倍であ義,成 膨擁0縄 を調ぺ葛と不

麟勢綱はまれで喬携菌陰性艦,就 労等の諸点できわめて

優秀な成綾 を得た.

鷲。抗麟翻醗性鮒性患藩の数は検査の糟密抱もあ慈ぶ

最近場えている.徳 薩鹸のある%樹 でシ識一ヅ,衛 後

業難藤8等経過不良灣を検討横酬ると多灘蒙性群33警る惑憂隻三群18

%で あ嶺が,之 は醗性群に璽癒i者(学 羅F型,大 雀溝

馨),大量排蕾藩が多い為であ り,醗 性為は鷹接結びつか

ない。

B.響 駿.蟻

蕪 繁1ぽ諜 セ∵蜘 鰍 織騰 灘
L第1肋 膏をとら鍛成形並に納轡勢除数の減戯調 艦

∵繍 雛1懇2灘 嘉轟鍵霧灘

選1欝難鰍薦総1難籔
伴う騰職 潮 よザ 勤骨購 を粥 灘 な筋膿 辮'壌

別翻 えの移行を強調したい叢 ・ 憲
 

慧.諦 麟離と徳後虚税藤嚢離を高嚢,中 等嵐 軽嚢業 擁

瞳 し 簸 のX靴 描 灘 縄 良,騨 勸継l!
3段 階に分け轟と,こ の爾蒋は概ね平鷲す嶺が,必 ずし 、i

 
も一轍 しない・灘 継鷹 虚駿 衛後成職 も多少軽1

ちぶいがあ鵜 しかし明ちかに藤別離が不充分な識嶺i
ゑ

果嚥 い槻 塾'の 硬 搬 お難職栂 た眺 耀

灘 磁蘇蠣鰯 る融1禰9灘 麟

黙 灘 灘1欝 謙難 嘉鵡讐葱!
別では死亡1劔%不 携 鐙%療 養3.5%就 労7拶1

第2期43警 綴では灣三亡5%う ち藩結核死1。5%不 場'・
…

1惑%療 養4.葦%就 労 綿%塗 第3期2灘 携 では斑鳶

痴4%う ち難緒嫉死2%療 養8%就 労38%と 最選練

蕊 しく成績が懸上 してい議5。 額

難.死 亡纒の検討死亡は第1期29,第2期22,第3

期11と 漸減 してい嶺が,そ のうち鷹接菟亡は鶏鐙騨 欝 ・

垂こ11(0.4箏も),8(1。 呂%)葦7〈2!7『鴻)。そ・の死黙 を分析

すると初期の童い化膿 を除けばほ とんど全てシ欝ッタ毒

換気不全であ導.と くに最近肋廢擬傷 と後 出漁ぶ夢い ・

が,之 は気管内麻酔と輪磁によ雑充分欝処し得愚毒のでi

あ鞍,安 会慧挫は懸1二した.r

灘.糠 機能麟繰について当屬で提場してい導藤機態納1

練は実雄後乗だ数年で経験は淺いが,鯵 機能畿下と変簸 箋

の防止上,切 除緯揚禽よ鞍一・獨爾嚢であ毫5と云荒蕎箒

i
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シンポジアム

1.結 核 管 理 の 再 検 討

(4月4日10．00～12.00)

座 長 国立公衆衛生院 重 松 逸 造

G)健 康餐管覺の闘題点
一騎…にツ覆応陽転および概陽性発病につひて一

(東北大抗麟)無 津 泰孝

ツ猟臨購転,既 隣轍発病がいわれは慧めた時代と生潅

環境が変鞍,1叉結核がよく満癒するようになつた現在,

健羅姦管理におげるこれらの憲義を検討し,健 康藩管理

よ最も震要な事項は韓であるかについて,学 麓期および

愚春期におけ導観察成績に基いてのべてみ海い難対象は

轍台憲立全小中轟校児童生徒であ葛.毎 年約7万 名の全

生徒に払線検査妻ツ反応,賜 性でない全轟に 黙CG接 種

が行はれ,上 学年のツ購鷲三率は 襲◎%以 上で,結 核免疫

率が高い。

この奪禽層では発継核性陰影(一 過牲陰影及び永続盤

陰影)の 頻疲が鯖核性陰影に鋤べて高いから,そ の鑑騨

除外が結核の発病 を論ずる場合特に黛要である。険影追

求紅よ馨一過牲譲影を鑑霧/。,ツ 還応陰盤鷲 の闘接又は

大型 レ写糞との此較裟よ鞍,永 続性 陰影 を鑑別餘外 し

た。昭35は74マ36名 中レ欝断見者11!2名 で筆 その

中難結核52鴎%,殆 ど職灰化嫌だけの結嫉(以 下職灰

化型)28.5%で,石 灰化型 を除く結核は21!名,漁 ◎%

にすぎなかつた恭

管理に入つてからはツ撰応購性でない金無に 獄二G接

種を繰返 してきた跨で,厳 蜜な意味での購転発轡は確認

し得なかつた.鷺C(}接 種藩ではツ撲臨から露然感染を

正 しく認知出来ず,感 染と驚病の濁係 を明かに し得 な

い.従 つて,こ 弊ではツ猟痴成綾か毒,既 購性発病 とし

て学令期鹸感染者か毒の発病 為,学 令!驚以後の感染発演

灘ち小入学後 難α}接 種籍から鵜発病 と賦わけて観察し

た.既 往のツ蘇臨の成績,鷺(澱 接種 の有無は殆ど醗録

によつ鵡

入学後1鷲G接 種藩からの昭 鋤～35発 病藤縄 名で繁

年平均 《憩3%,学 年による麓異はない導45%鵜 糊屠蒋

に結核患藩がいた。発覺縛ツ演癒は(一ト)欝%塗 く暑)55

%警(紛28%,鷺C蕪 接種後一年以内鐙発病25%で あ

った。昭 齢肇欝 入学後 黙(X驚接種藩約2昏難○名宛の中

卒叢のツ淡慮 と発病 との灘鎌をみた.(軒)以 上の探癒

藩の発病の危験性は多くない撫(辮)猟 臨蕃は 玲～12%

あ鞍,発 病毒はL2-1護%必 下であつた.発 病者のs5

%は 最初の(帯)潔 鷹鋳既濃発病 してお鞍,そ の醸 こ異

常なく其後発病 したものは少い.以 上 鷺C蕪 擾變藩では

年一翻のツ蘇慈成績からは発病危険率の罵成趨い群を選

出することは困難である聯

昭35～35石 阪化型以外の結核艇15鶴 簸についてみ

ると,学 令期前感染者の滋る懸合は塗 串高校 で も毎年

64押83%で 塗低学奪1は更に多 く鍵各学年共入学後 難く黙

接種者の舗合よ融も多い.

発病濁(鷲 発盤及悪化)に ついてこの麗縣をみた。薮

発生は前奪 レ全 く異常なしからの発生,悪 撫は醜聯 シ職

灰化糠だ警又は其難の所晃から陰影場加 した勢金で,間

接 レが主で大型疑麿所擬老か らの悪駕は殆 どない難昭

鈴～3汐小2年 以上の発病春 照5名 中入学後 鷺心G接 種藩

は検査入轟の ◎.雛2%で 各学奪略籍一定 し,こ れを1と

すれば,学 令期鹸感染藩は小2～4年 で2漆 であ惹麟,

小5～5奪 では減少して1ぶ とな絵,中 趨校では羅ぴ場

加Lて2港 を承 した難

紹25華2賎27小 入学生の中享迄のi辮発見例について

みても翻様の傾尚であつた.又 昭23年 小一奪結嫉癒辮

晃亮童85名 の//年 間の遍求成纏も思春期に悪癒再燃

し易いことを示㌃九.

学令期前感染藩の発病 をみ葛と,鷲 発生は上学年穫滅

少する.鄭 ち鱗感染か ら年數 と経巻為無所難者からの薪

発生は少くなる.逆 に侮等かの驚所見嚢かも跨悪化ぶ夢

くな む,中 高校では悪化弼の §S%に 石灰化嫌 を総 轟

た。鄭ち愚春期になると停止盤ぴ濃癒性であつた病嫌か

曝悪化発病 し墜くな導.中 高校生に学令期鋳感染者から

の発梅が多い理露である、上学年賦多い石灰化型かもの

悪織 こ欝及す灘。殆ん どぶ学令期前感染者にみられ,蟻

学鱗 こ少 く,学 令期態感染憲の発病携中,小5押 暮年で

は25%,中 蕎校では 娼%を 占萎.申 学ではレ無瓶見者

からの新発生賦比べ5。5藩多い岱麹方学令期前感染藩の

申学黛年時大型 レ上約 瀕%獄 石灰化漁を認めたか転

石荻化型か毒の発病毒内礪性再感染に よ難ゐ考え られ

る。学令期前感染中学生申大灘レ写嚢上石荻化型禽所晃

藩の年闇発演率0。3%浄 無所見藩 熊蕊%と 推定薯鵜

両群の闘に著い ・差異ぶあ箒。

次に内羅轍ジ薄感染であ導なら騰選化型からどの程簾繕

核菌が検出 書れ悉か群今遙喀癌瀞腎瀧培養を鷲2916鰐

の結核禽所見藩に鶯い9。8%購 縫で,灣 液は喀蝶の3藩
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め検出率であつた.石 澱化型は3S名 購性で,灣 液場鑿

では 蔭59名 の石荻化灘串5灘 の騰性率で夢23橡の天竺

鼠接種では強霧種鐸の菌力を承した.職 灰化灘でも内鞭

盤再感染鑓よる発病鐙斑能性がある。

むすび:発 病防止の羅的で 欝CG接 種 を繰蕊してい蕎

学薫期及び思春期では 獄二G接 種藩からの発病は毎平均

賦薦%の 低率で罫既騰性灘ち学命期醜感染考からの発病

の劇合が多い.蕪CG接 種嚢申高い発病危険事の群 をツ

翼癒成績か も選出することは照難であ導。学令期鋳感染

藩の発病防止は乳幼発期の結核管理賦まつ点が大糞く驚

濃癒型 を奮めシ所見か もは治療の必要がない と思はれ葛

結核禽駈見藩賦霧液培養を行い隣性者を治療することは

凱の群の発病 を少 くす嶺が,こ 》に述ぺた程麓の悪化鹸

の病巣をすぺて発見し,治 療す葛ことは実際にはf勲 難

毒い.鄭 ち環在は小入学後の感染藩から鐙発病,入 学鹸

感染の既騰性考から跨発病 とも効離よく予防す嵩ことは

欝難であ蕎。

以前㌶姥ぺて生懸環場,結 核の免疫状態,発 演の様綴

が変 暮,黒 つ羅期治療で結懐が充分治癒す灘現在,縫 康

嚢管蕊上最 毒糞要な事環は次のことである.即 ち既往の

ツ驚一癒成縫に拘1)な く全轟にシ検査を繰返し,畢 期発晃

につとめ悉.見 薄 しを少 くし,非 結捜臨陰影 を鑑別し,

レ簿幌 の1懲既往の闇接又は大型レ写輿 との比軌 争護瞭 歴,

結穣蕾検査特に灣液培養成績等を参考にして治療の要否

を決定す導.要 療養と決定 したら適確に治療す鵜 濾方

全議鑓ツ茂感を宥い,繋 α}撲 種を繰運す、

鹸縫に以.汐)方 法で管環を続睦て愚た織台霧学童生徒

躍灘35年 のレ検査成纏畿欝及する。

特薄1騰欝
・(警 視庁健康管懸蜜)梅 沢 勉

棄窟部寝焦跨夜嚢申等労作職,成 人藥醸に購霧 鐙 奪

よ辱5年 闇行なつたツ翼応麟然購転(以 下賜輯 とい う〉

蒸甕求管懇灘群1393董 羅欝践嚇設窪管葦難群24524粥 の実態爵愚

磁,管 藻の手鼓,実 際と能率,懲 能域などをみた.

01}瓢(}接 種せ灘場禽は ギツ反応,念 縛硬結ある発赤

1嚢撫難 以上を購転,黙CG既 接種では接種後1年5カ

月総はその期闇 と摩みを参照 して決定す 愚。」判定蕊

灘にょれば輿奪闇購転率は 別 年35%,34年24%

購転発病率は嗣 導く1創S%,2.㌘%と 年 とと誌に低

下を承飢

鱒 実際の管理対象綜は純締の来感染と懸われ蕎ものの

ほかに管藻麗始織 こ問診裟よるツ癒応歴と麗始時のツ

漢絡を照禽 して決め嵩群や,欝CG接 種後強賜性 を持

繞す嶺群,変 動のある鰯賜性 を続け,い わゆ導よろめ

蟄嘉藁せ饗盤轟欝_購 賦懸罫糠畿前魚》盛蝿嵐燐戴漸籍、酵

縞 瞭 麟 脚 纏 礒 噸 で泌 ・そ紳 選 灘

際には未感染群の1・5㈱ 場麟 撫 とな観 繋

これらを擬期観察し発病の欝無を確かめた結集,礪

鰯 後鐡 蹴 鞭 脚 みは麟 べ鰻 期磯 騨 騰

璽ましく,懲 灘 年管理の後既購性管藻に移してよい誉

ことを認めた。

03)購 輯 よ鞍発病までの期闇は現在も1年 以内であ篇肇

つま鞍隣転後管理期聞は1年 が原羅とい義る。

④ 本管理緯欝的は,発 病予防のための騰転藩保謹 と,

病蟻の皐期発兇にある.管 理 鐵的の違成座すなわち欝

能域を騰転確認 したものよ魏 》発病と,確 認し難かう

たものよ蓼の発病,濁 者跨姥かも推定 してみ導と,保 、

護警能域は前考 磁4灣 後藩33,す なわち 総%,羅 難

発見禰 慧域は離藩35対 後藩12豊 すなわち85%で あ阪、

導.化 学予防もこの態率が実旛隈界と灣えもれ尋.

紛 既磯性発病灘は 獄5㌻毒で灘外結核は全発病の 鎗鵯

である.

⑯ 管理の密慶という点から1年 のみ管理,2年 闇管理
一憾 年闇管理の各群1こ分韓夢そ鐙既賜性発病率をみ導

と曇1年 管理では0.蔭%,S年 管理 では 轍4%と な

絵,管 理を璽ねるこ翫によ絵や 逸低下する.

07)既 嚇挫無辮見者と治ゆ病難保愈蒋の発病毒は爾者差

がない,、すなわち講蒋は購導管理方武でよい.

㈲ 既騰性藩の発病縛病勢は全発病の15%に 甕澗が認

められ減少勇傾縫1は認め難いが,手 衛施行儲は30}無

44%影34年8%と 逐年減少してお 難,そ の点軽映も

やすくなつてい難とい蔑る。

㈲5年 購管B1されたも鐙でも1擁%の 既騰盤発病ぶあ

警,しかもその15%に 塞澗が見られることなどは,た と

え擾年健康診断を受げ健康を確認されていても,や は

難毎箪検診を受脅導必要跨あることを物藷つてい萎.

(2)患 者管理⑳閥懸点
一特に治癒覇定蕃準について一

(結核予紡会結研)島 灘 患灣

(研究織標)

臨練的1ご治癒覇定を行う場舎1こ簸も脊力な拳披として

灘い うるのはx線 辮見と盤醗見である趨この巾で職断に

主観が入愚のはx線 所見であ愚ので夢どのような藻見 を

濃癒 と籍蔑たらよいか紅ついて悪態灘を搬標にして観察

を行い,憲 嚇 鵠 れ と薦醗騰の觸簾について検討 し,濾

癒判定基灘 を作成した。

(研究方法)

東京鑿謬内《鍔》事婁鍵蕨集 強箋2お よび策=羅0長慧郊の学検簗嚢難

25の 結嫉禽辮驚奮について擾鵜に観察を行つた成績を

もと雛して,病 翻 掛 化学療灘 陰轡無懸に悪ぜ臨率を観察
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じ し,さ も鑓x線 醗毘と薄蕨箆との麗係を検討した。病整

には雛研病鑿に一部疹正を癩えて使灘し九。すなわも純

緯の難型を鷺鷺で承し,純 騨の¢型 をc〈)型 とし,そ の

中闘に移行型として,Bに 遭いものを欝鷺,cに 近いも

のをc繋 で承した崇化単療法来施行群の場禽は化学療法

を躍飴した蒔点 藪たは悪化を起した縛点でその病型 とし

てむ観察を打ちぎつた.化 療 を行つた群では一箆化座を

,中 比してから群び化療 を始めた時点蕊たは手徳を行つた

時点あるいは悪撫を起した時点であ猿病型としての観察

を打ちi醤つた

鰭 究糖墨)

撫寮乗施鱒群について病型糠 こ1蟹》驚蕊o難7磁r蜜 鞍

鐙悪癒麟を観察すると,8(二 は観察麗始後3年 までは欝

%を こし,5年 まで 歎2%,そ 抑後 鑑3%為 漸次轍下す

る,0灘 は5辮 まで5。4%,そ の後は2藩%で,5年 後に

なお0鵬3であ悉も鐙のその後鐙悪癒灘は2護%で ある,,

CCは 好転 して(二¢為なつた騰ので2。1%,観 察翻始縛

すでに0)Cの 懇跨1譲%で,5年 をす謬難と悪化率は○讃

%ま で蟻下す嶺.難 の悪化離は 鉱2%噂 變めて低い,,

化療実旛群で,黙Cと 診断惑れてからの化学療法の期

総製に駕療終了後鐙悪化灘を観察す嶺と,鷹 ちに化療 を

申出㌃たものでは 乳4%,1年 以内鐙駕療 を行つた誌の

で$灘%,2年 以内の翫蝦 を受けたもので4惑%埜3年

以内の化療 を受唇たも跨3。8%で あるむ鷺難蔭は塗心繋

となつて鷹ちに化療 を申止し海もので 編%,1雑 以内

鐙化療を行つたものでは,化療終了後1年 までが4。1%,

そ鐙後が1。ア%で あ辱,至 年をこす化療が鶯なわれた場

合は轍6%に まで薩下する.化 療串翼《二Cに なつたので

化療を中止し 或いは以蕪に化療を費つたことがあ靱 そ

の後経三8観察罅窺ccと なつたも鐙をその後駕療 を行な

わず織観察す蕎と む.$%の 難1禽で悪鶴がみられ芝5。cc

になつてさ煽 こ化療 を行つた場奮は,化 療終了後1年 ま

では1惑%費 そ緯後は甑5%で あ導ぐ以上の成籏が承すよ

うに,敷 瓢鄭は病懲 こよつて異な離,さ らに麟¢病型で

嬉化療の奮無と期総,経 過年数によつて異なつて く嶺

病型醤憲をこのよう賦細かく鶯 膿うとの霧観性につい

て,聡 鯨 リツぜルムを 嚢人の緩師が独立賦読影した結

集について検討 してみると艶判定の不一致が約1～3縫 認

められ添.縫 過を響座裟入れて判定す1ると不一致は稍減

少す葛が,そ の程獲は著導しい臨のではない・

小児ジ〉結核籔ついて上と麟様な検 討 を鷲つた成績で

は,小 児の病型は姥較的短い期購に好豪蕊してゆく傾懸が

薯難しく,病 型鯛の悪化率の餓尚は癒潔離記成入の鵬舎

と灣様であ嶺が,c()の 化療来旛讐群の悪化率は5。2%

と可成奪高い点が異つてい孫心肺門婆ンパ線廢脹の騰禽

は,1年 をこしてかもは悪化は起つておらず,発 菟後羅

期の乗漕療の縛期に悪化が箆られてい萎。

病型一と欝藩⑳醐孫を検討す萎と,CB型 では約3%に

擁 慧が見られてい番が,C(二 では1%に な蓼,化 療を行

つた竃}のでは携菌が少 くなつている鶏

(結論)-

x線 鎌兇および盡贋冤嚢もとにして,臨 床的に治癒 を

職定する聴準 を細5こ とを試みた.管 麗の便宜上不活鋤
・臨結嫉 をつぎの3段 階に分つことを提案す導.不 活雖

議は治療を中止一して観察に移す時煮,籍 は患藩登録かも

はずす蒔煮,磯 よ既騰挫発病率と懸導程嚢にまで悪化毒

が下つた段階であ嶺.悪 駕灘 を搬醸にしてこの3段 階に

区分する場禽,議 の決定載際 しては或る段廢に灘した縛

さらに治療を行うことによつて得られ嶺利益 と,そ れに

必要な費矯手數を考 え含わせて,ど 鐙程農の悪傷率 をと

するか決める必要がある.従 来一般に鶯なわれてい15線

は夢悪化蔀3%紘 の点で麟 慧してお鯵津それから3年 た

つ と無にしてい駆 難への移行は実際上の硬宜からこの

ように してある.心 は悪化率 轍5%前 後であ臨X線

辮見から蔦れにあてはめて基灘 をつ くると,C峯3は 不変

5年 蒙たは化療1。5辮 で議,CCは 薩ち鷺犠,化 療あ警

の 無はへの期闘を1年 に短縮 し得,¢ と判定しう属めは

翼)糞cc不 變5年 また蝋 ヒ療あ翰co)で 勤となつてから

2年 であ為籍Rは 慕が認められなくなれば撫欝その後1

雑で難としう蕎き

患 蟹 の 管 理

く九電病院)森 芳瀞交

この報告は,従 叢籔約2万 入で多くの分數事其辮を持

つ九勢ゆ 電気事業捧の結核憲蒋について5年 乃至 欝 年

余 魯観察 して 嚢た成績をもとにした ものであ雛

私は,疾 病 とは一 臨こ云えぽ,生 搾のバ帯ンスのみだ

れた状態 と愚う.昨 年の本学会でイバネは ザ我凝の臓器

は身檸全体に觸遷してい嶺ことを知るべきである。規代

晦学の欠点は,癒 法で云えぱ撲i近法ばか絵を繕いてい導

ことであるが爵遠近法 を臨罵いるぺ善であると愚 う」 と

述べたが,特 に結核管理の立場からは全貌を観察 しなぶ

ら病気を考蔑ていくことが大切であろうと悪い,結 核癒

の勤態…活動篠の波勸 を追及したいと患 う.轟 敏では,

31年 よ弩結核攣撃理 を始めたため31年 以降と漢試1雛婁で匙柔条

件が金 く異導ので,前 藩を後期とL,そ れ以前癒離期毒

した。

業.結 核癒の勸態

1.濡 動窪の変化の型

試みに結核症を溝勸期と難濤勸期麗分け,活 勸期 をイ

ギ騨スのせグ婆撃チにならい進轡窪,不 変性および遜蓉
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性の3区 分 とし驚これに難活動期を含わせ尋区分とも事

進行性を最上位に,錐 活動期を簸下位に麗 言,管 擧魁嚢

⑳経過をえがいてみ葛ときまざ震な型で嚢わ警れる。灘

ち濡動期をAと し擬 轟動期を!と し,例 えば瀬動期に非

灘動期が続 く塲含をA畷 型とす悉ようにした.A磯 型

をと感もの約70%,A-A型 鐙%,茎 耀型11}%,そ の他

トA型,A或 一A型,夏 …A畷 型,A一 レA臓 型 などであ

つた.稠 導くA畷 型でも1興 も再発なくその期聞も短

かく順調に董になつたもの と,Aの 期稠に7演 も3麟 喝

轍しく動嚢叢期稠持続 した宋になつたもの とでは,原 田

はなんであれ癒隷的には大 きな特性の差として受脅とつ

てよいのではなかろうか鶏か 》る意味から,型 や期職

再発の灘數などを知導ことは管理上言要と愚 う。

3.鴻 動黙の期稠

上説のA嘆 型の霧手徳例についてみ蕎と,後 期患者

は大体毒年以内載10鳶%非 活勤縫になつてい孫ぶ,前 期

患轡では4年 欝では5麟%余 絵しか非活言耀・三に入つてお

ゐず,12年 かかるもの懇あ惹,管 理によつて活動樵期稠

を短縮しまた濡癒状態 を確実鑓 しうることが判嶺.

3.再 発について

挙研病型鍵にみ薦と鷺8,鷺Cお よびC難 型など欝の

要素の多いもの程好転悪瓢ともに多いが,期 稠的裟は 捻

乃至15カ 月稠に多 く起む,管 理鵡期のものは,そ の期

稠購簸擾婁れる凱とが明らかである.cc型 について《}

灣様であるが,そ の再発率は逐年的に低下 し,後 期では

3年 欝よ誘1%程 度である。

4.誘 困灘姦

33年 以降鑓らかな発病 または再発状態 心るの約13縫

鯛につ蓉藏接鷺接法によ娘,鉢 蟹および縫会的条件の影

響 を鋼査したところ搾質的儀霞の少い もの(鹸 い人)灘

鍍の多い懲の(弱 い入)と では,前 者は社会的舞霞数が

多 くなつて発病がふえ導が,後 ・言は1～3の 娃会的麟羅

で大いに影響 婁れ 添繍 灘にあ急,ま た発病と賛鐵 との縛

期的麗係をみると3韓 も を日途とすると鎖難の持続期聞

は 捻 カ月以内であ13,そ の始期は銭カ月前か毒と云う

ことぶ寧鎚.

難 病院の治療成績

外科療法からみると肺切37鷺 弼につぎ,再 発諜叢は 澱

卑 欝忍繋繋30年 以降毎年3%程 壊に滅 鞍34年 は1譲

%で あ孫.入 醗患藩の中の排鑛藩鐙翻合は 認 年56%で

鍵 離 認%と 演 絵,退 院考の中再び騰性 となつた蒋は 鱒

年15%,34年3.5%と 遂年的翼減少 した.作 難療法

は塗34年 よ蓼始めたがその参雛率は50%程 獲であ為心

入院よ蔭作繋麗始までの期闘は化学療法巻!4.鑑 爵月手

納携13.黛 カ月,作 発月数平均3カ 月,手 徳弼の復驗ま

での期稠は作難鋼娘後 欝.欝カ月であ 鯵,作 其療法擧灘

審よりの再発率は3。3%よ 鯵5。3%で あ悉ぶ,欝 薄鰹

発鰍 灘 麟 繋 齢 後の騰 で編 為瀞 鰍/押5摩 、

月,化 搬纏1一 導 力鷲であ15.次 に 《二醸 法によ鞍欝

安静縫嬉藝に愁講の状態をみると,安 静特,作 発鵬娘特,

作其終了時纏願に愁欝は滅つて健康入に近づく二と饗難

つた。

蘇.捧 蟹学的灘定纏について

長期閥瀬動機であつたもの 》原鰹を鋼査したが,化 麟

療法,病 型,措 麗誌分などでは説嚇しにくいと思われ5

ので体質的要嚢との溺係を遺及す愚為,身 長,捧 言,騰

灘およびx線 の肺鐙長婁と身幾の比について検討してみ

た。

叢.治 癒輝定について

復職町能な状態 とは,勿 論綜合約に判定すべ激であ番

が,x繍 鱗こは学研病型(二c型 になつたもの,麟 壜難藷

作難能力も撮持 され精神的にも健康人紘近い状態灣者蕊

云 うことになる紫病院治療からみ蕎と,復 職まで紅6療

月程縫の作其療法期聞 もおいた方がよ蓼安全であろう.

肺勢徳後から云えば最少眼 難カ月後と考沈てよい.言 藻

期間は復職後少 く懲3力 年は必饗であ1,,活 動樵鐙型や

治療芳法綴体鐙綜蟹などを充分みながらケースによつて

は相巌鍵期聞にわたむ管藤 して、・く必要がある.し かし

誘灘調査から判る如 く祉会的麟因については禽鶯管麗を

強調 しておく必饗があろう。

特別発言

(国立札幌療)宮 城 行雄

1)前 結核の療養所治療の終点 として略濾とゆう概念

がある.其 鈴儒續慶と条件を,欝 年～34年 闇撒札娩療

養所略治退瓶蒋3繊 名と,紛 年以降の札幌後藻護指導

漸1の懸復蒋35黛名について掌欝濤療毒を指騰 魏 て検前

す駆

紛 れ療の遜所藩は生課5/%保 険 聡%,半 数が無

驗、年聡羅}翻寮率は平均1。欝%,成 形 簿 携巾 熊慾鵯寮

切除4§ 蝿中L鎚%,費 瞭!鈴 携中L総%.蕊 療で

略治の条締鵜 各種治療で藤陰性㍍後一定期闘を経て歩

行3カ 月の繋荷を無事に終る事であ嶺,繭 陰雛撫後誇一

定期間は警成膨 慧 力灣切除5カ 月駕演 綿 カ月となウ

たが,切 除群は徳後在所難欝は予縫紅影欝 しない,叉 靱

盤群もむしろ退瓶時X線 撰晃が問懸であ愚が少くとも病

藁の拡 絵は予後と関鎌撫い。

3)醜 後保入蕨の条件は澄3カ 月以上湊続繭陰i生戴彫

徳縫1年 以上切除繕後 嚢カ月以上の灘復藩で輩生保56鶉

鐵費44%全 部無職,入 辮期醐1艦 、年闇轉濾療麟は華

均 蒙。総%,成 形 鎗 鋼串 瓢04%,切 除 懸 騨中 慧照 覧
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蓉沸療1黛5榊 黛・慧$%講 療前 はc縞 心¢ゆ 型⑳

1類に予後が悪いぶ拡嚇 瓢は溺縣なく○型◎Tに 蒋濡療な

し。入辮藩 の検疫成綾は 欝.7%が 纏養賜性で,再 濡療

豪ζ漢知た30奪 壕の診断毒欲癖菌!4魑 撫餐建喀漁3灣X糠 診
'断6儲 力恥

瓢ス場悪3鰐 である爵

・
、 の 療鍵所漕療の略治基灘は,⑧ 麟形衛は繭験盤化後

/ぎ 轡 前 嫉 勲 総 曜 に前 後少 く昌3鰯 の獅

撫 又は作業を盤納し,⑧ 燐除納は薄険鷲化 し麟が癒つたら

黙 嚇 舵 してよい。僅 し納れもx線 腔 灣を認めず,退 蕨

難騰 磯 発騨 鋤 又は漕療 を条餓 錨 事があ嶺.
　

/・ 退所後の薄悪撫の診断は,X線 検養を餐言す葛事なく

藝 蕪検蓋i齢 膿 撫し,懲 覚漉では漁痩囎露 こ留慧する饗ぶ

あ灘.

退所後管環の便堂の識 こ鞭映 〈休難治療 を饗す紛 藩

遷 溝,溝 癒(爾 管理内にあ難),全濤(管 麗か曝はずす〉の

ミ 曝称をi縫案し,凱 れ特に蕪く管理言樋を糞承す灘.

特別発言

(岡大医学部)西 純雄

緊＼1)雛 結櫛 治癒職定繊瀧 部レ線所絶,菌所騨 璽

繋 婆な読 は論を倹たない既 外科療法後の懲憲にお梅・て
は祉会復蜷の条鉾として肺機能の閥懸懇嶺然言慮憲灘べ

の 今国の検甕慧象は手納後/年5力 灘以土経過した

/§療 鋤 うち,肺機能低下群ならびに轟欝締 施費群であ

難 鵜 灘ち①納前%V£ 。60以下の熊磯数は前切除10",

縫糠 騰 欝灘 欝騰癒
鑓 贈 前 綴45鰹 あ凱醗3)撫 難 魁 し

ては

懸＼ ①徳後成績とくに漆癒鰐鑓ついで・その頻嵐 納式熱 ゐ
の縄楓 納後禽併疲との爾楓 病灘との灘係・懇化率

総及饗 脇 簾 礁 醗 事鱗 稠そ⑳

蕪、 ⑧心糠縷龍納瓢(其 餓機能,及 び愛灘シメーター勧

総こ の 就歎 嚇 否について齢機言緬 駒 みた墓準 を検討

/∵ 識 労糊噸 難 検蘇 　 てのべ
購(3)結 核管權運欝上の鶏懸点

蕪 一特に健康診断ゐ患言管嚢⑳糞施方浅についで一

総 繕麟譲雛灘 搬諜翻 如肇輩讐醒饗的
検鍛を挨つ闘懸のみにとダまらず,汎 く鮭会的見地 よ蔭
ミ聴號さ萎べ き數多く繰 斡 な縄懸麟獣 ズ い導

燕こ》で

は主として検診受診率 と発購 籍 の受療率に焦点をもぼ

つて検欝す導こと痛,之 に衡逮す導閥鋼点を指摘す蕎

と共に検診方法読鋼す導灣察 を行い今後の結核管藻言欝

に難かで曝役立てたい。対象の纂国は企発隷,一 般往蝿

に大別 し く攣言は納 ・た),企 其擁は更に大,中,小 ぬ

難餓 職 分したが,こ 鐙様な賦分の仕方にも管灘運言上

闘鋼はあ蕊であろうぶ,一 履 彫 初 賦分に従つた.

1・ 従難縫5む 入以上の企業体(納 生管理藩禽)に お

け導受診状況 と受療率について

愛知繋におけ葛大,中 企其隷の數は約2{》鱒 爵所であ

愚が,鰻 透数年稠鈴それらの検診鍵癒 郵は 嚢む%前 後で

あ翰,特 に従叢轟5《矯入以上を轡す導企発檸鑓おいては

金て検診 を行つてい導。徽れら火,中 企発伽oお 響纂従

難欝の受診率,憲 藩の受療率については殆ど特記寸べ誕

閥鋼点は認め難い。

2。 復驗不能審の退職後の状況

主 として大企発紅識 ナ碁復驗不能によ導退驗嚢1懸 名

について鋼査 を行つた.特 に注 灣護れ導織は就叢蒋麟少

く(26%)蹴 申定期検診ぶ行われ蕎職場にあ嶺蒋は撰誇

て少い点であつて従つて,生 保 こそ縷かに3名 であつた

が,大 部分の藩麟壊族の叡入,退 職金,年 金に績つてい

蕎実状裟あ薦難

3。 従難言5貸 人来滿の企其隷(納 生管纒藩無)の 受

診状況及び受療率について

部欝にお彎葛小企発体の數は膨大であ 鞭,輿 數の総據

は極めて国雜であつて,従 つて検診輿灘跨讐及状況 を知

導ことは殆ど不慾能に遭い。名古麗憲昭秘保健撰管内に

あ番殆ど金ての小企発隷 欝1爵 所 についてみ嶺数昭灘

34年 壊検診実麹企其搾は111癬 辮(4籍灘%)で あつズ彎

成 鞍検診麟行われて戦5轍 とぶわか葛.従 発澱の受診繋

は約1難 心力漸の企難偉について検討した結果稠接撮影

6ト 鱒覧 糟検受診灘は 鍛}鐡%で 金般に大,申 企業

休のそれに沈 して可麟 鞍低 く,特 に繕検受診率は検診方

法による藻其が藩Lい.こ れ ら精検受診率の儀い企発体

については答企叢体毎に受診 もなかつた理由の講蚕 を行

つたが,そ の申明雜 な灘露を指摘 も特なかつた藩が約箏

數 を露めていた。饗休養春に対す導休発措置に灘しては

745勲 所の小企業稼につき昨年末調査購鋒われ(愛 知鍛

磁療祉会事難窯協会)一 応休養を認 めてい導企藁隷演

4惑%あ 犠が津これ らの中1奪 以上の搾總期稠を定めてい

犠企難韓は儀かに 欝%に 遇 蓼ない。国復藩鑓対して鷺

宜な保護を加えてい嶺企叢鯨は 鍛%で あつた。

4.一 般盤蝿 にお垂ナ芝5従藁別受診毒

所鋼一毅住民の検診籔ついて先ず稠懸ときれ難のは対

象の厳密な導掘握が国雜な轍とであつて,一 般往饒の受
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診率が全懸 こ幾い訟とは続知の通 辱であ犠が,び)塲 含

蕉確な葛受診毒を得導ことは容易ではない。名古麗鹸 鳳

おいて欝総なる鋼査によ翰対象が蕉/バ 掲握 されてい導

慧課難瓶の本年嚢の従其懸受診率 を検討す灘と磯穂深健

所(盤 こ宅戴薫叢裟)で 妻欲家事従事謹釜力驚最高 を響隻し(44-5%)摯
'
日權ぶ叢儀を承した(1轍3%)港 保健勝(工 場地区)で

臨略凝之 と懸様の結渠を蓉㌧,叢 趨は家事従擧巻の75。3

%婁 鹸幾は日藤の 驚"念%で あつた噂

5。 地域分舗露点方式について

愛知嬢懸B保 健飯において羅和31奪 慶よ絵3年 闇管

内全域 を窯分舗 して毎年交灘 凱漿点,錐 婁点地域 を設定

し,璽 点検診方式によ蓼検診が蓉われた。その結果叢点

地域の受診率が篤いことが確認 されたが,そ の主霞は蟻

なる検診塲醐設数,検 診鷺数⑳多少にあるのではなく,

薫点地域内の地鼠総織の育成醤及によミ5綴織の協力活鋤

にあ鯵,昭 承達34年 度以降においては管内の殆 ど全地域

に地賦繊織が充実された為に糞点方式を廃 して管内一様

に検診が行われたが襲その後も可成 穆蔑い検診率(59%)

ぶ得られている鞍

蔭.爺 次累穣方式について

私其麟検診を行つた名古遷毒中村保健勝の一学賦につ

いて3年 闘累積方式による検診 を行つた結果,初 年度

く昭灘33年 度)5騒%,次 年壊63%3年 蔑 暮3・4%と

な 鞍歯特に40押6の 才の女性においては響%で あつて略

々全部が3年 稠に一壊は検診を行つてい葛ことが分る。

7.鷹 療機蘭におげ葛一般注民の精検委託爽施 につい

て

塞年壊 よむ愛知集安城保健所管内におけ為一般往驚の

糖密検診の一細 瀦 核予防法指定臨療機鋼へ委託されて

寅施されたぶ,前 年麓31%で あつた糟検受診事ぶ本年

壊は ㌶%と 趨 くなつたと共に患藩管理についても読影

婁鍛会の綴織等保健所,医 療機麗の協鋼によ蓼充分な成

果をあげ得てい嶺。

蕪.饗 懸療登録患藩にお峯ナる受療状況

愛知嬢における要総療登録患藩(昭 澱33奪 姦鑓登録)

611名 の露年稠の経過 を検前した結果,受 療中1磁 名,

数麗及び治療中止1鱒 名,濡 ゆ 羅黛名,死 亡33名 であ

つて,中 止は6夢 月未満の蒋が多く(5§ 名),そ の麗蜘

についても鋼1蕊を欝つた§

特別発 言

(大阪府衛生部)前 田 成納

蟻欝叢1糠灘鰻1隷
箋モ趨ぞ蕪 欝 蕊 暴謬箋磯
としては保簿勲 勿蜘 その描磯 鑛 機隙 誌 擧漉 求 懸

莞糀黙覧饗縦綴蘇翻続灘講
%季 昭和35年 嚢においても約4難%に とどま嶺i爽状囎 繋

あ翫 匙 で眠 の本撚 錬 対す徽 識,理 脚 鍍 麟

憂診を左震す葛祉会的背景等について解祈す贔ため癒下 鍵

5地 区(A地 区は地域総織強力で毒轟愚も嚢わめて穣灘 懸

的な串都毒毒欝地賦,鷺 ・c地 区は主として保鰹所演撫 餐
や

進力となつてい導町郷 と山稠地賦,勤 ・鷺灘郷 は純處村/
　

で地域総織力は此軟的弱く,結 核予防会大販実部ぶ検論 蒸　

にあたつてい蒸地区で3年 稠累穣受診率は夫概 約 騨 灘

雑搬錨 澱で瓢 蕩父芝彎講
面鑛によ嶺鋼査及び一部に検診を行い,従 来の方式に灣 曝

す葛反霧 を試み,併 せて健康者管理にお締犠本検診の欝M

果 と意義について検討した燈

又結核管理には籔療機鋼と保健崩 との協鋼が必要であ 、、

嶺ことは当然であ1,,大 販府においては定期健獲診断⑳

締蟹検査を秀ず賑療機蘭に委託し精検受診率及び発鼠憲

藩の受療率に及ぼす好影響かも結核管理には賑療機麗婁 欝

託方式 を穰禰的にと鯵あげ悉べぎことを強調した。その

後管理検診にも滋療機驚の参加を求めたところ保健醜其

施分$欝 名(対 象の約54%)で は要襲療憲蒋発箆聯ぶ

捻.3%に 匙 し残余のi襲託鶯1欝 名(対 象の約/3%)に

ついては37.1%の 高率であつた箒翼に患蕃蒙族検診を

患者入院病院(府 立灘範驗病院)及 び在宅患藩の通院醒

療機騨に灣 して夫礎婁託したところ受診率は従来の聡

浅の みによるよ絵晦まん 効果的であつた。以上の成雛轉

を考察し行政的見地から結核管藻の赦善禽麗化の方簸に ・

ついてのべたい心
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2.薬 剤 耐 性 の 臨 床

(4月5日10.0～12.00)

座長 結核予防会結核研究所 岩 崎 龍 郎

(1峯)醗 盤⑳臨床(總 言攣的発地よの

一灘牲灘驚濠訟驗鎌一

(国立策京療)小 灘 敷敏

1・ 療養籏入所患藩の其鷲融雛の実態

猟 昭和31年 よ警35年 家叢に東窟療養断に入懇し

培獲隣性 であつた結 騰憲潔 につ嚢5懸,欝AS,欝 鍍 に灣

する入辮時の前性薄検出の類縫はS無107評 薫憾5憩 ッ評

欝難17完 金醗性でみ嶺と,央 糊19。勲%～4《1%麟欝。5

押15覧 慧1。$%～27%で$凝 を餘慧顕薯な変動はみら

れない。

轟・来治療藩の 瓢翼欝欝餐 検出 灘は33年4.5%,

34年14。7%,35年17。2%と 漸増の鋤灘がみられ導熱

o・ 入院結核懲者岡に醗樵醗惑染があ 雛う為かをsカ

/朋 幼 鞴 姪 焚 陛 灘 醗 を追鶉 触356
弼の長期入所患藩について検討したが,鷺懇 前性薄の突

/然 の出現 を 圭藤 戯 醒 とす疑,$灘 を演たに投 箏せず

}し て紙耐性又は感性縫舞麟審が蔑醗 噛 を証明 した症綴

iは 発見で嚢なかつた.灘 ち病窯内の結核憲審岡の感染は

/現 爽には殆 ど無視してよい と思われる.

!、2・ 一般に日常的に旋行きれてい難前性測定漁及びその

成績の欝續慶に閣する検討

猟 東京部にお硫為大学,国立病院,研 甕所,臨 床病麗

検査施前特16旛 設の脇力を得て磨騰一の材料 を難雛1鍵

の検査法に従つて耐生灘定 を飲績し,測 定結渠を比前 し

8. た。測定方法は衛生検査指針に全施設が墓いて行われて

織 ぞ灘平羨藩 盟 論 夢馨嚢発擾
} 査劔において臨耐騰 の 即鯉 ・太至撫・の算定は儲 の構

/異 を示し鵡 購 其つた灘驚 では 帥 庶 融 分析の/
熊較紅は余1》臨床的癒発憂強調で豊ない,,
ぎへ/揺 憲前

の酎難培地の態較

1磁 灘 製熱嗣 …榊 駿鰍 た。薄辮 の轡惣 劣
さ

1 導ものが散晃したが特定の製贔とは斷ぜられない.濁 定
と

　 結果は前記の諸検査機蘭の成績と大差は鷹い./、/3
。藏立拡數法によ嵩前性灘定法

!最 逝抗結鞍欝藝が増加しそれぞれの薬荊耐雛灘定が必饗!
臆 つ鷲 た謝 麟 定礫 搬 徹 の無 蝋 物 を

ミ

/
取滿焔 ことは繁雜の感を危れない一 量$1《灘 隷 孫一

/般 の醐 覇綻 の如 く簡鍵な結鱗蕊の翻生灘定法がのぞ 謙
象

い ・拳鷹立拡数法によつて凱の岡懸 を解決す嶺こ義に成

功 した。

慕.藏 立拡散法によ導国止帯の長 婁と倍數稀釈法によ

導耐挫壊の灣數の岡には一定の範懸で薩線騰撚が戚立す

るので阻止帯の鑓 きによ鞍醗性度が達続的に測定 で言

悉.測 定縫の誤差は纏激稀駅演に余 韓劣 らない.盤L前

性鑛の 欝o灘嬢 沁難の分析には不濾当であ愚.

わ.其 購を 戯駄 に一定特岡漫して冷暗沸 こ乾燥鎌存

す嶺と1力 年以上力懸を維持で鷺導ので嚢一紺其液講襲

の手数 を省略で 嚢る,、灘紅臨んで管鱗旗 注加した発溜水

に 磁曲 を投入するだ酵で事足鞍鵜

¢.直 立拡散法によつて覇定した成績は従来の十譲稀

釈演に態ぺて菌鐙醗性慶 を隷旛的に把握できて臨庫上に

も実際的である燈

4.検 欝材料(獲)の 擦霧並びに輪送

黛%醐 酸水をぷ婆諜チレン・チ畿一ブ紅入れて愚慧し黛

喀綾をこの中に少鐙喀撫して郵送す鵜 発送數 馬3黛

の期岡があ愚が4%》 掘)難 で前処理 をして分離培養を

行 う.蒋 染簾は34,3δ 年 驚力奪岡総計3{購 件 の各灣

別成績では最大 窯0%に 達す導が判定不能携は最轟2.6

%に すぎない爆この方法で遠薩の購宅療養患潔の醗性灘

定も実旋で嚢犠藤

5。 醗挫澱定に隣8連して 鷺夢3の 爽味ある菌株について

雛.小 灘場地で培養でき絵が焦性ブドー酸及鋼懸を繍

えた小鮒培地に毎織発育す灘.又 林氏ま愈溝寒天,小 鮭氏

変濾撚磁溝擧天壇地に発育せず,翼N猟 前性測定跨国発な

鑛株を検出 した.

穏.難彎麟鰍1瓢y¢o醸 心賛r撫 二採

5,臨 床と耐臨

畿。5鍼,PA5,茎 醗藁窯藩鍵翔療法の鱗i中の欝薄量に

及ぼす効果 訟,鐵 散法によ羨5菌の5購,P酪,璽 ト灘 前盤

度 と鐙編係

S瓢5～1劔(完 全),夏臓運0。黛5～1}./㌘(完全)ぶ 概ね

欝効無効鐙境界と決簸した。FA$は 盆魏 完全は概ね無

効であ導.

わ.蔑 巾の結核菌の繭性の変鋤

鉱 前性が土欝しないのにもか 》わらず薄ぶ瞼性化 し

ない弼の検討

礁 三蒋併灘療演で前轍出現 し藏(一)化 賦失敷した
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例⑳治療について

以上の諸岡鋼を報告する.

特別発言

(結核予防会結研)工 藤 祐是

耐性灘定方法の検討

結核麟耐盤灘定法は各国各施設で甚 しく獄凝で,そ の

墓礎的検討も不十分である。われわれは耐性検査の判定

徳を変勲漆せ孫と思はれる国子を鱗燐 こ検討してい墨.

1.培 地作製時におけ導含彎其剤の力懸変動:其 凝撫

場地紬出演の力懸を拡散法で生物学的に灘定した。5嫉

では水溶演対照に比べ毫5と,凝国前卵液中で既に低下が

み られ加熱凝懸瓢よ鞍さらに甚しくな為謡そ してその言

は濃壊の低い方に藩明であ難、獄魏,難A5で も拶少その

傾灣はあ嶺が,5簸 穫大差はない。

2.5嫉,v賊 夢翼《織 の難卵壌地によ嶺吸藩 重これら

其凝溶演を難卵培縫麟灘 こ流入 し,一 建時岡後測定す灘

と,短 崎闇でか撫醇縷購な低下がみられる.寒 天培地で

は蟷のようなことはない。

3.譲 継代賦よる判定縫の変勤 二掘懸 耐盤検査で高

嚢耐挫薦藩少叢混鷹 してい薦蔵株では,継 代によ馨耐性

鑛の滅少,消 失がみられ,判 定櫨の低下が趨 蓼得る。低

耐挫菌では変動が少ない.

4.據 種鑛言による変動:前 畷と岡◎く猟 登 耐性薄

⑳混寝率が少ないと,接 種鋼簸の少ない発禽は不究全耐

魅の繊が低 くなる.し かし耐性藤が 憩%以 上奮濠れて

いれば,判 定憾に差は鵡らない.菌 數の多い発禽は不究

全ぶ究全耐性になるぶ,耐 性億が蔑 く鐵る欝龍性は少な

い と患はれ葛。

5.保 存による培地申の 掘獲 活性の低下 一醗叢含剤

難卵場地を嚢濾に保霧す犠と襲10㌻では慧週 竃であま脅

低下しないが,17で は2遍 からや纂低下する導37℃ で

は107で 懲購麗で儀下麟みられる穏

6.據 灘法と単独濃縫判定ならび縫拡散法の姥較 包手

鞍の簡略化筆安定化のために,患 蒋崎疫よ穆の鑛につい

て,こ れもの実規性を検討 した.

7、 欝賢 耐鷺言 為感性薦混禽據種動物にお融葛濃療

爽驗繊績:

〈2>薬 麹鮒性の臨鉢的眼界

(察立愛知病院)永 坂 蕊夫

前結核患藩に於け悉$灘,欝A5,獄 慕に対す導結鞍蕪

の薬繭耐挫の驗駄的限界濾瓢前いては,既 賦多数の其綾

麟発嚢 されてい葛が,そ の多くは,す べての騨結核癖に

蹴す葛準均的な醸として示 されてい葛.然 しこの鍛界は

耐雛の検査法,擁 結核の病型,治 療法によつて異嶺もの

之考義られ,翼 に耐性 の条件(鮮 無 鍵ぎ驚5箋5漁難聡 か

鵬 讐潔鵬 騨 騨一 欄
私はこの様な発解の下に・叢海国県蕨在の病院 繕機講

療養蕨,結 嫉纏談藩の患者1翰o名 の臨駄纏に就いて鋼 黛

査 し,臨 駄的に麟 蓼にし得孫薬購耐轡)隈 界を求めよう・歳

と試み鵡

鵡の鋼査紅当つて準拠した生なる点は,一 ①耐潔 》＼・

凝賑灘 雛縄購 翻響 課箋灘1㌔{
経過判定は学研分類を月蒙いた.④ 藻の陰特ミを効擧覇定の ・、

第一の指擦 為Lた.⑤ 治療躍始後s力 懲で勤璽を講定し 、;

た。一…特 であ轍,然 して聯数以上の好転を以て禽鶴為'"

し,鷲 干鐙撫察 締 磯 て禽効賑勲 求め鵡 従つて娩1

に欝う禽効とは,菌 険紙化が確灘!!2以 上期待鐵来為ど 、、

鷺 う意味で,無 効と称す導感鐙《〉,好転の期待が1/2以 ・1

下 と言う慧瞭で,効 果がない と鷺うのではない,

各其鵡に対す葛感受雛三は蔑い方から次の膿序紅配列婁:1

れ導.(ポ5繍 麟 鷲 趨 生鍵 瀞犠纏総 鵬 嶽灘 不究全 、ミ

耐難,じ 雛 麟 難編 鰍雛 究全翻生,単 龍は 屑鑓の

5醗 ほ鞴>1欝10滋>1之1{撫>/0欝100$>1鋤鐙0攣>

1數鱒縣>1畿1愈 曝>1む競

勲A5二1難>1欝 欝欝>1駕10騒>10欝>1胱

蟹蕪二む.1灘>0.1採難〉蔭。1雛{)5>1麟偽>1欝10欝〉、

鴛10慧>1も1伽>10も へ

成繍及結論

1.初 翻濾療翻では大多數が低濃鍵感性例であ蓼,病1

型 懲当然にA型,鷺 型に轍 慧している為に,餐 病翻 騰 き

濃裟耐挫の意発を見出す壌は国雜であ灘ぶ,少 数鰹に就 こ

いてではあ難ぷ,蔦 農耐性め塲合は無効の搬である.

2。 以下,鋤 漁w騰 薫繊 ㍑鑓に濁 して逮べ鵜 翻

其講単独の驗熱的譲界

$鍵 灘A$・欝難併耀,鷹 接法では$蟹 の驗鉢的譲界綜 ＼

学欝公類A型 では10欝欝臨 欝型1慧1《隔 ¢型1欝105で1

欝型は15で 亀無効。鋭A$の 隈界はA型10欝,欝 灘,Ol、

型は1欝1◎5で,欝 型に1$で も無効.撫 難 の隈界はAミ

型,8型1ρ1難 欝,C型0.1欝1蕪 で,欝 型は0。1慧で臨無 ド

勧。閥接法では概ね薩接法の塲合と一致す難戴 全般前;1

に稍 ・々高據獲に限界が移 悉.慮

5M灘A$㈱ 講 據法では灘 磯 界は蝿B繋

C型 共に1鵬 灘 と灣えもれ萎.罫 型は1難 で 臨無前.'誌

PA$磯 黙 蝋 畷 雌 郷 ・,。欝魏1・ 礁

曝無効.岡 接法では,矢 張 鯵稽溜蕎據嚢耐臨で臨萄前磯

m鑓 難 併鳳 蹴接法では・ 舞れの病型に於い篤:藤

欝AS麺,脳 鎌命.15噂麿効 と聯綻 婁れない漁㍉ 鷺型で職

PA$鷺,蓋 醗 嚢.慧,C型 欝型では 雛S1奪,簸1賑 撰
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蕊麟 繕 し横 前 聯 納くな5澗 據法ではB型,

惣 で欝A51臨 職 耀 鉱・・畷 輪 蝦
欝 蕊灣蔑られ翫

慧.拶 蒋耐性の臨躰的隈界を求掩嶺に嚢つて,上 鶉成

鑛を盤照bて5擁10撃 綴 寮欝A51鵬 鑓ノ,烈B1撃 綴 に

灘す葛感受性鐙懇禽嘘 をとつ鵡 従つて纂謬場含働 蔑ば

黛鷺畿 は10酬 鵜 以上 鐙據嚢に究金耐樵のもの曝嚢濠

醜翫

5勤1。欝A54》鰻 併灘,藏 據油,初 蹴濾療では,轟 璽,

黙一 蜘 灘 鞠 騰 麟脇 幟 では鋤 ・1勘,

灘,砥慧では3剤晦 であ萎職瞬嵐禽効であ嶺ぶ塗それ以上の

鮮 前 磯 禽灘 灘灘 紗 稔・為騨 識 響灘 鞭 鴛,/

… 灘鴛 蝋 瞬 藤 ・鞠 で麿凱 蹴 繍,鍵

薮 購灘 購灘1欝 籍 ¢盤では3講 蘇で欝熱 欝型嬢濾藤
叢鷺でも納熱 闘接演では膚敷 藤がや畷 くな葛熱

無$欝 鵬 織 灘 洗 演 譲 で総 畷 鋤 ⑳謙糠
であ嶺が,少数別舜為に不確定。霧濤療綴ではA灘で

華2凝 欝緯塲禽灘み慮効.岡 接漁で毒初蹴演療ではすべ畷

蘂 麿効.毒 濡療鯉饗はB型で2薦 宅を除いて欝熱 そ鐙鰯

蓑納効鳶A難撒不群登

欝《54難難欝薦で臨纏織油療ではすべて轡効と考颪ら
＼れ筆灘濡鑛総噂は,B型 閥接演に於いて蟄すべての場欝
モ翼麿効と毒颪られ鰻5のみであ鵜

ミ 毒.鋼 凝の症鰹に豪うて捻,よ説灘独,夢藩弗塲奮の
難戴方鍛蕪界を擧考為すれば,藏瞼転⑳期待ぶ凡を箏懸婁

れ凱
5.翼 線慰頻慧移からみてもひ軽嚢改言以上跨好転を

講機為す蕃と,o)灘を除いて概ね上紀の隈界㌶一歎す鵜

6.織 鑑溝のない騰懲 激,灘慧講濃壊鑓繊界が移勤

し,従つて欝樂溝鰹では轍濃縫に移鋤す燕毒⑳と灘えら

れ凱

特別発言
(九大胸研)杉 山浩太郎

所講定簸場養 撚雛蕪1奪む犠麟 漁 で対照縷地の繋薄数

を総湘紛融難簑にな鮎蔑た為響,耐 盤鍛薄數との態 を求

め嶺方法で,種 潔鐙其辮濃度に対す導耐牲鑛の劇含を検

査してみ灘訟,耐 樵獲特⑳騰禽,儀 壊耐轍鑛の翻禽が増

すにつれて次第に識農耐性灘も出現 ㌧てく導状態ぶやは

勢大籔i數を藩め葛.獄 難 併灘療法串,慰 難 高凝灘盤戴

の難禽購演少 しで く嶺と鍵に臨,緩 魔耐盤薄は必ず し臨

これに伴わないで,む し穆場す塲禽も夢い鎌瓢⑳ような

状態を多數の繊 膿ついて言ねてみ墨と,携 蔑ぱ 継難 感

受樵と 搬難1御 癖 究金耐盤特 との醐の耐盤麟ぶ場撫

㌧てゆ く灘穣を醗盤獲得嬢懸⑳騒に欝て遷 う凱とぶで誕

嶺.驗 床的耐盤の境界淋聯在す導畿噛れば,そ れは国の

中⑳線群,灘 蔭低耐盤に於鷲趨い%で,趨 耐樵に於畷儀

い鶉の点を結ぷ斜継⑳ゆ⑳納れ軸 紳撫謹す嶺言であ輪 、

排繭⑳場加叉は讐醗 臨,レ 納 競 の悪鵜,臨 薦 縄 簿

毒,耐 難検蕉i繊鑛とを欝沈 して,上 説繊群癖,5藻,欝AS

1轡 癖10掌4,蓬 灘潔1マ姻10%附 近をよ撃孫線溝縫界線

と考蔑られた.瓢 れを10纏も耐性織其競濃農であもわす・

訟すれば攣5羅2灘3撃 姻,欝A5鷹 撃癖,灘B憩 。17醜 訟・

な鴇ぶ,縄 一材購を定量纏養油鑓よろず納 医/ゼ,辮 寒鑛

数が夢い編禽轡上記の究全耐轍の薬麟濃嚢癒以てす灘場'

界は(蝋 の霧禽勿講欝分灘はわかもない)高 濃麗の露韓

移鱒す5こ 為は聴瞭で轟5。

灘難の境界は検蕊法や生言数と溺達し,又 一鷹 無戯

蕊 欝欝麟 糠 との灘係感騨遮 を舞 も塾翫

耐盤演査成綴 を実際に麟驚す葛場 爵一窺跨規灘が警颪

ちれてい導慧とは黛 憲しいが,黛 羅一濃嚢のみの鑛の発

剤状況を耐挫の縫界のし5も 為す薦鵡 とは譲解蔚麟 凝塗

又談藻を生慧やすい徽と曝灣蔑鉱れ難.

(紛 灘盤擁⑳内科的治療

(東大無摂)詑 塞 溝

耐熱纏の灘療は照難な岡題であ蓼嚢源灘的には愛耐盤

のついていない其物 を投蓼す轟か,醗 難藻の其納 為なや'

てい難生病発蓼鱗醸す5か,ご つが生な方法であ鵜

内舞的濾蕨齋は前藩 を中心為もて考颪感蝋と賦な鵜

併 鮎醗黙のつい黙 ・ない其物を投塾す5と いウ畷毒麟、

次 凝為納しい薬 を購い,次 溜訟麟 盤を盤欝して鷲 く塲禽

懲夢 く,無 条件に次凝納しい薬物 を懸 う萎こ8慧 畿言慮

すぺ嚢点臨少くな、・。 この点については線 講馨び触れ4

こ轟とす鵜

現在われわれが環い う嶺結嫉化学療法蕪 譲,叢 越 ・プ

}響 ぜシン05澱),パ 勝ア ミノサ讐チル驗 建A5>顛 ド'

讐ジド(猶B,蕪 無5,蟹 欝磁,欝),ビ 警ジナ 注ド〈鷺A),

サイグ鷲離婆ン ぐ0コ5),サ藩フ騨荊 〈5鯵,カナ礎ぜシン

◎o嫉),バ イ零マぜシン 〈v藤),瓢 チオ轟ア 芝ぎぐ撫 〉

等あ鯵,耐 性 を獲欝Lた 其物 を上詑のう懸除いて,モ 轟

難の亀⑳を愚騨総禽せo,耐 挫綴の治療 を響 うわけで轟

蒸.識 た投尊法勲 磯,癒 申濃嚢を蔑めて耐盤壊以生藪

もようとす嶺方演 亀灣蔑られ凱

いま欝繊耐盤遡について,ど ういう翫学壊演で蕪納麟

晃られたかを盤纒 してみ慈と,5蟹 のみに耐難の癒稠で

は 灘B1(こ とに 灘B毎 欝〉をふ くむ3蒋 翻 灘で聾前す

5臨 のぶあ灘が,$蟹 と 獅難 蕎灘 識耐樵の綴ではか 謡、

灘纂とは祐で,戴 形率3嚢 併驚蓼強力3旛 鉾講登溝チ壕

講ア養ド使簾,爵 ナ響イシン使講などによ愚静転 ぶ灘

い.こ の鵬禽言癬 を一湾われわれの分類 亙,叢,雛 α

よ彎難⑳糠に言癒)で 分彎てみ燕と,難 から1へ.螢 か、
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も"へ 織 癒 よ1灘 脱)の 好転のみでなく,灘 から難へ

の推移 も少数乍ら認められた。

灘難 耐性樋に燈する 丁薮+c5垂 鑓 方叢について試み

海ところでは,蔵;叢挫慰率が顕薯で,塗 抹慧性撫は3力

灣で蹴%に 違 し,塵 灘 こおいても壌研2議,鍮 の好紙

が少数乍ら認められた・

K蟹 耐性{灣に対す嶺丁簸昏響犠襲こついてみる垂為K雛

耐雛の 駕潔v株 はK簾 襟簸の 疑蓄訳》株 よりも丁蚤1に

対す導感受性がつよく,マ ウスでも岡様繊腰尚があ嶺と

窃 戦B數 授もの成績は,わ れわれの所で も岡襟 であつ

た.そ こで臨彎銭二に も岡搬のこ翫があるか否かを検索 し

た毒ころ,K鍛 醗鷲灣に 丁蕪 を藻稽した場禽,予 想以

上に奏効した滋思われ嶺数縄を経験 した,併 し 推計上

膚意義なほ ど鐙症鰐は未だえられな録'・

K蟹 耐性剤にVMは 耐性でないが,V酸 耐性蔽には

鷲醸 が耐 性で あるとい う蔭騰 響議y心鐙懸 騰$至s捻鍵難

⑳岡懸については,漁 轍 鱒 の成綾で鷲干4>論議がみも

れてい葛が,実 際に臨謙上分離 婁れた菌株について検し

驚 ところ,叢0欝 耐窪言は時にV瓢 感受慷の儀下 してい

番ことを認めた趨

耐性薄と腸結嫉の岡題については,わ れわれは新たな

脹 を1霧けて藩干検索を行つた.糠 結核化学蟻法の進歩に

よつで,薄 陰性化が高率となむ,喉 頭結核などと共に驗

結籔の著しく演少したことは明かな箏実であ嵩が,一 崎

殆 ど影 をひそめた本症が,近 縛羅び台頭し,轍 見しは鶏

めた傾向がある。われわれは喀襲と共に嚥下警れた結嫉

菌の耐挫慶が抗結鱗剤の腸内濃魔を。ヒ姻導場禽,そ の菌

によ1,腸ぶ侵きれうるのではないか推定し,糞 便内結核

剤の耐暁嚢と糞硬内抗繕穣凝濃度とを鋤較観察 した・未

だ十分多數の症懸 こ達していないが,抗 結核斉ゆ 糞便内

濃嚢は,S瓢 筋注の場合S蟹 の それは極めて低いが,

欝A5總 灘 の場禽 欝ASは 多 くは 憩○学以上であ蓼,欝 難

経日の場禽 獄 欝 は 聾くは5轡 以 熱であつたこ従つて

欝ASか 猟蕪 を淡灘している眠り,s蟹 耐性であつても

腸繕核を防止しえようが,PA$,振 叢等を使騰していな

いか,又 は 欝A5,銀 疑 を使環 していてもPA5,羅 罫業

特に蔑耐挫の蝿禽には鳴結核発環の可能懸があ導と考え

られ翫

耐盤例に次凝と報 しい藁物を使うことが,蕪 条件鑓よ

いか,蒼 かそのこにおけ導ぺ ぎ急幾悪撫のことを考慮す

蕎と.臨 演ミ上言饗な煮であろう。

耐盤例のうちには,化 学療溝そのものに抵抗して・そ

の効璽が璽めず次灣と耐挫薄 を生欝,翰 も耐性慈製造瑛

の如嚢様 構を示す場禽が少 くないむ併し一方においては

獣みに使用 もて予態外慧蔽陰性化す葛場含鵡あ導。もし

ほせ

今新た鵜一つの密力な葉繕が登嚇 ㌃たというような場禽黛

慧は,そ れ滋の切柱であつた蒸瑠緯使懲は拡大 して臨賦

いのではないか,鐘 し次の禽力な薬が登場す惹叢は少く、

と亀一種懸鈴霧ノ詳な薬離1を譜驚 として蔑)つ方がよいので

はないか,そ れら鐙点につ㍉・ても考察 を加え九い黛

なお紺性菌と乳襲 と{贋嘱係等についても藩干言及す馨

こととしたい灘

特 別発言

薬剤耐性症例の臨床

(府立羽曳野病院)山 本和 男

肺結核癒の撲期撫繋療法の広汎な実懲 こ伴い,其 耀醗

樵鋼 は年 と共に場加しており,酬 生號魑の治療は聯 織ガ

の言要諜題となつてい臨 、

先ず,5継,嬢 鷲,艶A$の 一或いは瓢趨以上に耐盤を1、

獲得した疲弼に岡 慧醗性 となつた薬遡を使駕した場舎,》

その化学療法が更に驚効か否かを検討した繋この揚禽驗＼・

性疲鰐の病型はもともと化学畷法慕反応 し難い硬化型及 、

び硬化壁甕澗を膚するも緯が沈較的多いので,あ 蕎其麟

に鋳7耐 性があ嶺から無効であつたといつても,そ ⑳

原国は其麟醗挫鵜よ悉のか病巣麟偉の難状によるのかぶ

不購である.そ こで 嶽醸難o雛麟 撫就07を 一定にし耐

性癒岡を非硬恕灘と灘 と難に分斗ナて地較検討した購,そ

の驗痒効果は其講の耐性壊以外裟病灘によ導左膚され病

型は其剤耐性の臨飛ミ的眠翼の検隷 こ際 し無視 しえない国

子であ馨5と考蔑ちれ蕎、

次ぎ賦,5醸,PA5,猶 難 の一或いはご剤馨以上に耐性

となった症£醸こ,銘 ～㍉K砥()S,1314Th等 を主軸と

した化学療法を実施した成繍について述べる.こ れら其

鵜の捷編によ1),露 症耐性症綴の脚部x線 所見の改善は

それほど期待 し難いが,喀 綴中絃嫉鋼の陰性駕轍かな鞍

の率にみられ,特 にK躍 ふC5の 成績は優秀であ導。以

。上の成績から,璽 癌灘幾簾i鱗の治療醸 よ,崎 蓬中結核叢

の険樵化を窯日據 と知て,2～3の 来醗驚薬斉ゆ 鹸力な

併用療法を鷲 うのが濾撫饗あ導と考えもれ難。ただし,

新 しい 銃結鱗剤臆 縫然 と畏期岡鰹用 すぺ言ものでは な

く,例 え喀疫串結鱗蔽鈴 陰挫轍をみない場 含賦おいで

も 一定期鰍ハ優灘で日鞍/二"ダベ蓼であろう.

特 別 髭 言

外灣的にも拠蟹出来ない鮒性言保剤例⑳治療

(京大結研)内 藤 益一

5蟹,PAS,茎M翌 を鍵年癖 こ蕊つて投与 し,し か恵納

崎擾中結穣繭陰挫に到達/♂ない藩繍轟鯵憲蕃の数は今やお

びた ジしいものがあ鱒,療縫所や病院結核病購切10%幽

ら5的 毒 を～訪 て羅る.醗 性検査の成績は常きン 雄獄も

ないが,讃 ず之等の患者は或雛嚢以ま二鐙耐・誕三菌藻轡鰹と
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獣 叡 歎 懸燃 、臆 わ編.
§ 之等の繊饗で鱗 韓 拠 置の織込の少い蕊及其を承講し

ない霧の化学療法に就てむ騒熱鐙経験 を述ぺ孫.

先づ 烈鑓 を長 く鍵驚 して羅ても!0}ヅ ¢心1N銭 毒瓢常

載感受性を掌す憲載 は7鱒 羅 漁黛蕊鍬繊礫 との慧定の下

鑓 猶銭 大數0甑5以 上)を 投与餐蟻 緯は審易な方法で

獣み嶺に癒す灘が,勿 論之で常に成功する譲ではな、・.

泓共は現窪までに,翌》蝦(大 言)・サルフぜソキサゾー

ル ・ビラジナマイギ3者 併稽豊チビ愛ン ・勢撃予サぜグ

撃ン併構,カ ナマイシン ・サルフぐソ離サゾール併愚,

カナマぜシン ・テ》ラサイグ夢ン併稱,カ ナ哩イシン・

サイク欝ゼヌン轡絹 を検紫して来たが,最 後の2つ 殊に

カナ響イシン ・サイク雛鳶弓ン鰭 灣が叢も麿璽の様に思

われる鳶之に1314を 加える感瑛い箒

倶,其 効黒はc型 に於ては繕患に期讐警れるがF型 で

は余 絵良 くない。其処で演様な患藩を之以上殖きない様

に努力す謎5輿が大切であろう。

我国の現在に於て最 も言饗な,そ して必ずL臨 実行不

可能ではない対策は初購化学療法巾に総ての繍結核患藩

に於て少 くとも喀痩串結核鑛だけは嬉養験性化 し,之 を

持続すると言う難標紅到達すべく最大の努力を払う事で

ある.既 事は耐性菌感染 を防止する方策 ともな轟.

其の実際方法として初灘診断時の病型載癒裕て薬凝の

數 と量 とを工夫す懇のも禽力な拳段 と考え齢れ15.之 に

関す導経験も述べたい。

(4)発 蕎嚢耐性と欝科治續について

(慶大医掌部,国 療村松崎嵐荘)加 納 保之

1)耐 性欝と外科濾療禽翻 叢

現今施費慧られてい惹肺結嫉症の外科療法は化学療法

を墓盤とするも膿であ1),抗 結麟凝を使粥 して結核菌を

搾別し手衛賦毒もなう結核性 含轡盤 の発生を防止す導こ。

とによ滲優れた成縫を収めてい嶺,従 つて耐挫を獲得し

その薬剤の効饗の低下 ㌃た癒綱については治療成纏の鍾

下をま灘がれない。難結嫉織おける肺切除療法は外科的

にすぐれた方演であるが禽併癒としての気支痩は禰めて

不快,予 後に言大影響をもつものであ難、耐瞳獲得 と気

言支癒併発載灘す曝研究は従来多數報告せちれておぢ,

その闇に欝渠閣簾の存す嶺識蕊が認められてい導が昭灘

欝 年～32年 に翌馨岡瓢行なわれた全国鴬療養所におけ

悉灘結核の外科濃療載績1こ灘する協岡研究の結墨からみ

ても約3/,0!3灣 の繍縛除徽 こおいて簸も夢い手衛奮併

疲は気管支壊である.す なわちその全発生灘は 帆2%に

達 してお勢,韓 繭陰性群で4。$%,陽 牲鮮 で12。5%,ま た

感蟻群ではs・4%で あ嶺が灘性群では1讐縫 示㌧,殊 に

3購 耐性群では26.4%に 違してい撫のであ葛.と くに

耐性醗に舞し部分燐除,磁 城切除,復 禽切除特を施行L

た場禽に著しい蔦率 を紫 してい騰、 また絢繊徳の成縫裟

おいても就労灘が感性群では 照%で あ嶺鵜対 し耐性騨

では 総%で あり驚成1)低灘であ蕎き從来の多 くの報告

も岡様に耐盤繭の穿巌と気管支壊の併発との岡の闘鎌を

指摘 してお愚のであ鯵其剤耐盤 を獲得 した症例に薄す巻

外科療法1こは種雌の配慮が必要であ孫。

2)外 科療法施行の適期

環今にお彎嶺轟結核癒の治療においては講蕉な治療謙

鹸により化学療法 と外科療法 を駆使して療總期岡を短前

すべ言であ り,い たずらに擾期岡に薫る㍍学療法を脅い

耐性を獲得させたのち裟外科療法を行うのでは好い結果

は特雜い.従 つて外科漕療鑓移行する崎期の決定は言饗

である.化 学療法の勧果は病型に規定され葛ところが大

であむ,化 学療法の効果ぶ期待出来ない病型,化 学療法

を行 うも結演菌の陰盤化し得ない藏携では高嚢の耐性 を

獲得す導以前に外科療法の適講が募慮 されねばならな

い.ま た化学療法によ鞍病変が 雛璽磁 欝o量雛 塾こ達した

場撫・においてもその病変の範懇 と性状によつては外科的

療法を饗する携金 誌あるのであ 華)初隣撫学療法麗始後6

押 §力懲後には前密な性索を行いその後の治療方鍛 を決

定すべ藩であ鵜

3)觀 鑛性病嶺中の結核繭

化学療法によ翰生 葛た所講 部雛醗綴1鳶蜘 ガ 養につ、・

てその病鍵内繕核麟の其凝耐性 を検索した結集によれば

欝験例437携 綜おいて 懲.3%が 培養国性 であ 蓼,そ

の57%は 耐性 を獲得 してい た.こ れらの ㌦1磯綴

矯 麺バ 中の結核薄跨耐性の穫壊はその70%は5難1鯉,

欝A510誉γ,IN難17以 下 であるが残余はさもに蔑壊の

耐性を獲得 してお蓼SM10>00ぎ に達 してい葛もの毒あ

る。このこ証は高度の耐性を獲得 ㌧た病票は被轍認れ難

いことを承暖する愚のと云えよう。 またこれらの ㌦ 沁・

醗煮茎構重oバ の再燃 についても留慧すべ言であろう鳶 ・

の 耐性鰹の外科療法

外科療法 を薦行す葛にあたつて考憲すぺぎ言饗点は拳

繕に錐う合併症の発生,外 科治療に伴 う機能低下鈴状態

および拳欝の安全性の3点 であ導瀞切除療法は現今齢外

舞療法 としては最 も決建的効果を示すものであ勘 場 凝

醗性綴に対す轟切除手徳裟おいては結捜藩合併漉が轟率

に発生する瓢とは 嘉き鑓述べたところであ葛.其 離耐性

獲得鰐において舎鎌症の発生率が蔑いのは1)耐 性戴に

よる劇灘の感染2)気 警支切断部範おける結核性変化の

存在がその原購と考えもれている.そ の灣 策 としては

1)耐 騰麓㌶対し感受性を麿す蕎薬購の使繕によ惹含鉾

漉発生の防止 と2)外 科披徳的跡止方法が考究 婁れな酵
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ればならない。鹸藩については従来多数の報轡 亀あ鯵驚

成 勢の成鋼をあげてい養.ま た前に懇述べた遜絵,耐 性

鰐のすべてに金併癒が発i生す糞5わけで轟謙ないので外科披

納的紅もあ葛程壊は防比 し特 聯と考蔑られ愚のであ蕎.

殊に現巌広 く矯いられている絹糸特の難吸叡性縫倉材料

は惑染轟物窪驚を麿し鋼據鐙漕癒を瞭欝す懸.従 つて我

凝は33年 以降荻駁性の騰線 を縫禽材料為して縷騰し気

剤支は広範国切醸によ蔭鱒断部紘の病変を避け導ようば

して気言支癒跨発生率を戴下 させ難こ議 慧あ惹程嚢成勢

している.こ れら跨外科技繕的改言によ導禽鉾症発畿率

は絹糸疲線 凱よる30濃%か ら騰線醗鱗によ導 欝。$%夢

麟懸$薫糠 縫禽法瓢よ導7.3%ま で滅少せしめえた鐸ま

た講成繕は化学療法出現以灘 こおいても70%溝 賦よの就

労事を轡したが灘験灣賦おいては耐性な愚症纐の就労毒

繊%,剤 蔭性化灘 総%に 対 し耐性群ではそれ 銘 。5%,

総%で あ鞍言 しく欝 愚ものではない.従 つて醗瞳を據特

した言症醒については陶成徳を毒つて謬暮ず葛瓢義も十分

載考慮きれねばなら壕い.ま た簸鐙新らしい外懸的方法

も研究きれねばならない.

特 別発言

(東北大抗研)鈴 木千賀志

耐臨憲藩㍑おいては藤切除繕後結嫉性禽鍵症の発生率

ぶ高いことは多くの報告・剤が均しく認め嵩 ところであ

翰,崎 に$擁 耐性に溺/、ごは,耐 性醸が高い穫,ま た

縄崎に 工期 および 撚 蹴 誌 醗 鋤 難 鴛てい悉臨の程,ξ

換言すれば高慶 ・多鵡耐性患蒋にお㌦・て欝後結鞍性金研

癒の発生離が蔑いことが知 られてい導.瓢 共は,耐 性是 、

者における肺獄絵繕後の金併建防止策 として,次 のよう

な方針に拠つてい難、

感染前患蕃でも,耐 性菌患畜でも徽前1こ喀疫言が陰性

化したもグ〉では鑓勢除衛後舎騨症の発儀をみないか,あ

難いは極めて欝 くないという事実にもとず嚢,耐 性患憲

に薄Lて 轟前約3力 讐総いわゆ導強翫3蒋 療法をおこな

い,続 いて 欝A糧 燃罫療溝をお叢なうと,約30%が 一

縫的ながら喀褒剤の消失をみ導鐙で,こ の騰 を逸せずに

肺切除をお濫なう費

以上のような!総学墜濠によ嵩毒1馨痩磯の陰性駕費み撒

かつたものに離 しては,響 赫および欝後数遷闇以上に薫

つて姦灘新抗結嫉薦を騨糧㌃つ 》肺舅除をおこなう.カ

ナ響イシン 壷!3慧丁甑療法 を併弄聾して癬甥 除をおこなつ

た瀦 生欝奮2!縄 では今欝までのところ1纏 も徽後奮鉾

症撒発生をみたものがない導

叢近では窯麟的に高度 ・多凝耐幾鰐の蹄鑓除が多 くな

つたにかかわ毒ず,術 後結嫉性舎絆症の発生率が減少し

つ 》あ轟二訟は論読慧ばしい爵窯,甑れは濾切な納抗結篠

剤騎)併醗ばよ導とともに,夢 徳拳披上の細かい浅意や管

言灘いた欝前およが徳後管懸等にも鍛 うと菰ろ藩竃大 慧い

と考えもれ塁親

3.INHの 臨 床

(4月6日3.30～5.30)

座長 名古屋大学医学部 日 比 野 進

茎濾艦爵11欝52年 に驚場してよむ撃獺轟 鷺月が経たが,

1醗望の鯵結核癒 齢治療瀬に於て露め嶺位言は年次薦 く

な瓶1騰 烹を含む2凝 ないし3講 の紳繕ぶ汎 く実灘 され

てい愚斑状であ導.そ れにも拘 もず如擁にして瀬蕊慧し

て究鷺な嶺濃擦 蕾患藩の各鱗入に行 うか,如 轄賦して撫

学療法の隈界を広めてい くか跨岡懸は来だ解決 きれてい

な㌦㌔

置轟 葦療法 を考 え嶺嚇合,本 来の轍糞療法の姿であ燕

無獣灘灘麟 糠雌撫経7鷺1鉱勧聡無や の概念に於て性討され

ねばならない幾

本 シン選ジアム縫於ては.永 年 搬難 岡鋼を研究 湊れ

てい15方 巨々にお願いLて 暴礎的な岡題 と構騨 して 蟹難

.療 法 を討總す葛藤

欝鶯 は生体内で結核菌に封して抗微生物的活性の殆

んどない鍵就聾熱醗 を始め,幾 つかの代謝型の誘灘隷

に変海し,撫 蕪 鐙抗微生物的瀬性は火懸分が舞代講型

即も遊離の1N翼 によ導訟鷺繊婁れている藩箋,本 シンポ

ジアムでは,濤 燃 脳鞭 議嚢の灘定法譲検討,次 いで活

性1N雛 量で岡題になつている5ぬ 騨 蒙熱礁魏就蟹,撒 麟

薫懸礁1職乳蟹 の定発,そ の遭繊分布,如 鑓にしたら搬申

濃獲ぶ高められ難か,鍵 繕講投与による影響,翼 に病鍵

内濃慶か毒生鉢内に熊 髭5贈 難 代謝の岡懸にふれ臨,

次に趨蕉なる投与黛は郊彎にしたらよいかを濃療効果

漁串濃魔,病 理学的検紫,併 購療法の化療成繍,誘 導

搾,投 与納式特の藤から検討を加える.

最後に嬉 醗凱したち鄭掌療法の隈界を広め う犠か とい

う岡鋼 を,烈 蕪津罵磯序,耐 性,誘 灘捧特の藤から考察

す轟。

以上の諸岡懸をパ冬ルヂ ぜスカツシ欝ン風に腰醐して

行 誕熱 ・.
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一 般 演 題

シンポジアム(1)INHの 血中濃度

(演 題1101～1112,4月4日 午 後,第I会 場)

凄繊 熱傭 瀧 蓑礁⑳代霧毅二ついで

一一鋤 欝薫鑛慧,鍵磯管葦・獅 離叢鍼滅,緬 轟麺藤 難緯

灘羅 化攣的驚蟻法

⑳検酎と応用一

(県立是張病院)鰐 蔀 秀夫,堀 懸 釘一

鋼 日 洋慧,○ 稲灘 力

繍熱慧雌蕊糠欝 驚鷺雛 難"騨鋸・1×8及 び ¢滋董鱗

獣漁鶴欝 驚$擁 蓋沁脚8x・5ギ以5に よ孫7総 叢蕊磁獅撫蕊".

慕驚擁7とN難 撫鑓無 ら鐙 戯07重 鱒 懲鱒騰 を併繕 し

た0麟 鱗撫C。B戴 撫 ら緯 総"貸1麟o蓬く1N聾め の北学的

定言法は追試の繕東欝成 諺高度の 鱗鱒 鋤熱yと 鯉 ⑪。

v鍵¥を 示すものと考え導,本 灘 こよる撫中 触 嚇 澱薫

濃座は経欝投与後1～2時 蒲で長薦 とな りひ磯2崎 聞で

究全に溝失する.一 方 畿畿麹慧N鑓,捻 磯 髭"藤雛沁 麟4

の濃嚢は場加する.鷺 蝦 投与後24時 聞難に鐡醸 され惹

實鈴 欝Aの 蟻は総めて少 く殆んどが 欝磁y纏N難,蜘 ・

簸泌 伽 圭"麟 轍として繊叡される.爾 この結束は,小 弩ぎ

氏の薩立拡數法によつて生物学的に感地較検討 した.

獣簸 の大量投 与では菰の不議化滋れ愚比率は減少する

ので治療上紅は響及的大量投与が璽 震しい。総 猶H・

総蜘 瓢魏総 については欝下検討中であ絵追構遠加発嚢

する予定である。

鷲02寒 茨華娠拡散法による 撫H活 性灘度灘黛法

ならびに灘定罎績 〈叢報)

(新潟鉄瀞 茜院)金 沢 裕

発者は倉又 と共に繕醸 と学療法挙余総余(昭 瀦35年

7灣)に おいて薄層力轡プ法瓢よる体液中 購H生 物学

約活性濃座灘定法鑓ついて報告 した.

本法は検定菌 として1N難 感受性痩鐙高隔・講病 騒雛i抗

酸性蕪0溜4灘3)を 灘い,1賛販の納家寒タミ培地(著 者

鐙処方した感性デイ猟グ培壌 一前産)を 鋳稽し,2繋 以

内に灘定を完了 しうる耕点があ灘.実 癒専の実験誤差に

ついて検討し,激 た結観愚蒋織つ㌦・て灘定し,不 活性轍

様式の判慾 瓢役立つ篇とをも縦告 した,し か 鮎そ擁 ミ縫

憲能或は>0}。3酬癬 であ弩,な お縫濃幾0。2～0157/認

まで灘建を要す嵩との報欝もあ灘ので,本 灘定法の鋭敏

北について検討を加蔑,ほ 羅所期δ欝的 を達す難瓢とが

出来たので第二報 としで襲浩 する.

欝03螢 光定言法によ墨1冠H鐡 中灘座の研究

(健 深発ケ丘病院)蔑 灘1松 機,○ 岡購 蔦男

従来の 据H漁 中濃座 の撫学的定言法は臨簿的臨講に

不濾であつたが,長 近 拠捻懸 が螢光法による新法を発

叢 した.追 試㌧た風 灘定隈界はo}.1γ繍 で臨確的に

極めてすぐれた別定法である事がわかつたので,本 溝を

燈いて次 の研究を行つた.健 康人5蠣 に 獄麓1捻8を

投与2,4,5蒔 岡後の漁中據獲平均櫨は夫 々遊離 撫鷺

L770。 絢0。5撃 総 瓢撚 ε57473。57適 で結嫉患

藩35弱 載 獄欝 日1.2奪を投 与2崎 総後跨叢串濃座は遊

離 撚 縫幾高3.8撃 長儀 焦27平 均1ぶ ㌢総 獅簸 長

蔑 慧7長 鰍37単 均6。5ゲ心心で 欝醜鍵5の 成綾に鋤し

総 瓢墨葺はほぼ岡鱗であ導が遊離 鷺磁 は紙膿を牽す.

鷲惣 瓢よ導発はないが織本差は発 い ㌔ 欝AS併 絹に よ

撫 脳鷺 漁中濃嚢の影轉を17綴 について見ると総 欝難

はほぼ不変であるが遊離 欝欝 の上男傾 向が飛られた。

サルフ7別 ㌶A併 矯によ151NH撫 中濃座ま二興は明か

でない。 昏

慧04灘 蕪 溝化管内畷収⑳糞驗的概究

0鑛立大販療)和 知 鋤,松 本 懸ご

○伊據鷹千穂

我凝はさ藻 慧 醗1及 びその誘導抹の人欝及び職鼠欝

内での溝長につ撃報管 したが,そ れによると,頚 縫 誘導

侭は霧内で容易賦遊離H燃 とな導ことを知つた.Lか

し臨較的大部分は階の震まで癒腸管に逢しているので引

続い脚0携鼠によ灘1搬 望経日注入崎溝化管内残霧言灘定

実験及び窯魔消臨管内 購灣 薩接1凡窯入蒔癒中濃座灘定輿

験を行つた。

その結果,溝 鼠に 購H水 溶演を経欝注入す聯と小騰

毒凱達 した 議Hは 建常に念速1こ吸駁 湊れ,1N難G・ ぬ は

その ままでは小嚇か ら吸取 婁れ難く腸内に滞留す難.薮

た家蒐潰撫管内に 獄難 を薩接注入すると,霧 からも僅

かながら吸駅され嵩ことを認めた,,㌧かし叢 もよく吸叡

され導部紘は小麟で,こ 礁では難常に速やかであ辱,織

鼠小騰の場舎と岡oで ある韻球難大賜では注入雛講では

小腸の約1譲 の速変で導及収 される,

箋紛5脳 難 鈴生体内代觀藁に病墨内瀟性灘座

(結籔予鯵会結研)○ 舩崎 芳郎,斎 藤 千代

麟瀬の報告賦おいて生鉢にお酵る慮中活i生 繕蕪 濃座

の漉長を宏讃す難も戯 嵐 就磁y1{臨 の機能の耀違が主要
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な国峯であ纂ことを入および実験鋤物について確かめた

が,今 国はこの機な発活性北が生鉢内の如儲な馨部分で

艀われ蕎ものであ騰か載縫求するため入および動物の薫

常なる臓器および病其部 の 董鱒騰心藩難撫糠 に1臓 蕉を加

えて一定温鍵および崎岡賦購麗㌃てその舞漁性化を検討

遮較 も鳶黛た切除膝病嶺部の活性 獄縫 據臓を定:量して

作繕機序の一蕊を解聡しようとした.各 材料の 緬騰確・

鎌数総 隷加えちれた 瓢難 騨〉メ〈半が吸藩乃至結合され,

結核性壌死物賀でもかか導変化が藷聡であ導こと,婁 ら

に乾酸物賀に毒活発な酵嚢作隙 菰よ導1欝 翌の難澱性化

籠が轡寝す葛こと,お よび座溝内容物よ鯵懸性 茎醗董 を

定搬し得た症鰐は血中活性 脳難 濃嚢の蔦鐵よ絵も総織

滲態学的な譲条件 と関懸のあるこ為等を曙か裟した.

llo61灣Hの 繊中澱度及び生体内分霧について

(1報)(国 立神奈繕療〉 京 武鍵

灘簸 み慮中濃慶及び生鉢内分轟の臨沫的意発 を,と

くにIN難 定量法,猟H代 謝型,1騰 葦の生綜内濾選性

という癒から検討 した.1驚膿 定鐙法 としては微生物学

的方法 と生化学的方法を岡一検綜 を驚いて鰭較 して前藩

麟低濃座灘定に轡利であ弩,後 藩が趨濃嚢灘定賦麿別で

あ導ことを確かめた爵肺結嫉 勢 鰍 こついて 蟹銭 代謝

型の内審,分 布を講査 ㌃たが,1》欝 代 謝型は趨入差が

発明であ難が岡一入では沈鞍的覆定であ警,大 楽が藩鋼

臓錘娘無総癬 識蟹(欝 掌毒〉に属 した.購H代 謝型 と驗

床勤墨 との岡には発鴨な棚灘麗係を認めなかつた.海 長

を薦いて撚 ト蔓の生捧内分嶺を検討 したが,獄 難 皮注崎

は経縣投与崎よ弩も轟 く,繭 藩毒も肝に性 く,腎 に蔑い

濃慶を戴明 払,諸 臓器濃度の時間的推移は癒漿濃度と平

鶯 して濾長 した.

董総アINH血 中澱度(化 攣的灘驚)に 及ぼす諸鍍峯

に就いて

(国立棄京療)○ 村田 彰

(国療銀水磯)中 丸 好交

試験管内におけ為 鶯磁 抗蒸濃礎は,お およそ解つて

い葛が,生 鉢内に於ては,漁 中の 猟H濃 座求高い方ポ

簾いのかどうか判然 としていない.二 れポ欝甕のために

は,正 確な婁験方法の確立 と,生 捧内に於1勲51N難 戯

串據度載及ぼす諸国子の解明が必饗 と思われ蕎.演 は実

験方法鷲ついては變凝報告 し,禽 研究続行中であ葛が,

今国は我凝が慧案もた翫磁 氏の変法 を使灘して測建し

た鋼數が麺べ約 蘇 拳携紅達した跨で,そ のうちよ脅実験

剤勺に確実 と恩われる別を厳選 し,特 に 欝銭 及びその誘

導韓 ¢ ド繋ンサ ン艶ビポナイプレむ/)に つ糞,併 総

剤藪〉影響,男 女差,年 令言,投 与言に戯5影 響,患 蒋の

状態によ嶺変北,投 与 日によ蕎変化,織 れの瑛象などに

響麟 繍融_購 灘
灘 礪す礁麟 驗 灘

騨鷺 蒲鑓 欝糠霧果獅
導揚禽,勿 論瀞 瞭 要約 を考慮されなければなもないポ{こ

騨 前 瞭 あ灘 瓢 捲 融 溝輪 撚脚購1
は,→ ・叢先行条件でなければならない・われわれは婁響、隆

に発叢したe結 樹3簿2月 号掲載予定)納 駄 灘定演 類

依つて,肝 機能崎審鷺剤しない当院患憲 を無窪慧拙鐵1,

て1握 難,峯懸15,獄 釜錨,内 服法 によ嶺漁溝中欝効 灘鞍

濃渡 の推移 を検 し 各噂 こ特麿な傾海を認め,崎 に1箋灘Sl

の血溝中剤効濃度の持続盤の強い事 を知つた.薫 職

購澱S敬5慕 の皮下注射と経欝投与を10覇 の岡一入難 ・

施行L,そ 鐙漁串剤効 禦H黛 を測定した結果,皮 下濾＼

搬撫 塾によれば,撫 串麿効1醗 濃蜜の低下は速毒・で議

つた.此 れ特は 田滅5の 騰管 よ蓼の吸敷岡駕の崎轟前言

に遷延す態性蟹に慕 くと考 られ嶺.

蒙欝9晦 中遊離 羅Hな 燕びに サルファ麹 灘座撫駕'

攣療法⑳治療効集撫⑳閣係についで

(灘大聡田内桝)鷺 瞭 二鄭,古 澱 久雛

轡藤 馨也,古 沢 繁勢

松島 良雄,剤 榔 購雛

欝演 明光,熊 釜 數

○小穴 蕉漕,欝 田 安難

探繊 糠夫,小 原 激

入院串の騰結核患者2総 名獄ついて遊離1醗 叢の漁串

濃農を小灘氏織立拡數法によつて灘定 した処,8沁 騨茎籍

隷畿量掌滋欝 は10.2%,圭 雛鍵驚磁雛8撫 蹴疑職慧鍵 濾

38譲%撒 麟蕊1撒鉱魏鍵o劉は5L5%で あつた難瓢れら

3群 の患藩について 羅 縫 を禽む北学療法の濃療勤嬢の

発を検討 したが,統 謙学的には禽意の差 を承 婁なかつ

た。

1澱豊の 琶糠蕊圭職電糞鱗 の 撒警羅,漁 雛7灘磁叢隷糖,蜘 騨

の判定には小ず1紙の賀立拡前法爵1一般に講いられてい番

淋,こ れは長崎欝を饗し,黛 つ操作が煩雑であ導。われ・

われは 繍 隷 撮灘磯1奪 を 糠,薫嬢,葦慧贈 雛麟 滋馬 蜘 轡

漁鶴雛職輪7の3群 の患藩に投与し,藏 中ならびに難申

の遊離型,結 禽型,欝 敵y美化麟を別定し,そ の結集かか

嶺方法によつて 獄難 の生綜内 茎無償叢v融撫灘の灘座を

推定鮎特 聯礁とを知蔭得た.

1筆鱒 難A$設 欝鋳⑳生緯鈴ア載ヂル北龍及び 灘 鷺

血中澱座について

(長崎大籍島内斜)渡 還 秀夫,○ 罵獄灘炎

鮪結核難藩についてPAS投 鱗 こよ5生 隷のアセチル
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鵜能の変勲籔び 雛黙 叢中濃澱を講縛に灘定 して次⑳結

集を得だ 叢)茎》A$i綬夢賦よ纂生ギ峯講アセチル化能の変

璽穣為 欝黙 箋蕪 憩翼 窯遇間投与群及び 艶A蕪 凄講 融

驚選鷺投ぴ帯壌織,蛍》A$藩 膿耀時のアセチ鳶化舞難鑓建

し 薄意のぐ}を 認めた、 露)ア 妻チ騰ぜ/二能の織下灘穫

灘 滋,暮 騨典,メい:蕊灘時に緯して 黛《跨轟未満跨 ものが多

かつ、 漆)魂 ひ1爵斑定 した 鯉蕪 漁l/馨濃 鷺とアセチル

イ繍疑 ボ、聡態よ,ア セチル化能畿下群では,黛,凄 及び

藝醇難無 隠 コN縫1館 峯濃 嚢の土響鰻慈を認め得灘が,

凱 藩賑び幾い拳間懐の}腰に⊥昇例が瀞い鋤 磯を認めたぐ

爆)磐 セ畢 ンー襟云下の穣嚢と,灘 難慮申濃度の上昇灘

との鐸蒸には」.も雌癒 鰹縄は認誇られなかつた燈

鷲彗 欝律機能⑳ 鷺曝縦 礁溝中議度に及ぼす影響

く継 濠くノ∵捻黛内科問 徳藁慧購比書,◎ 事島 武徳

鰻な 交彦,関 嘉成,騨 葺 周拳

我凝は毅寒§蒙蟻を購い迷♪鷲紳経一・例切醤響,大 内臓神経

轟《慰舞驚 浅,騰 び 搬 撚 鍍靭撫 撚瓢心灘無難謙 鱒羅糞総 α

鷺A獄 熱謙羅髭驚,麟 驚糠茎鱗 艦鱒撫劇k慕{弄懸後鐙 猶慧

礁漕中灘 匙醗綴蕎的鑑移を,抗 酸綬消失を指繧とL微 生

物学湾定欝潔 こ慮り灘蜜ぴ 慕軟検討 した,鄭 ち迷走神経

一謹甥 渇漫鴫は,薫 時醐糖で3纏 纏践 鯛に/。縣壌1癬 押

難譲灘営茎齋 と驚濟の⊥ 難,嘆 鯵醐嫉では灘趣盛餐慧～魂倍

糠蕃欝驚 では慧偽に 薫～黛1終の上罫が認められた.叉,

大内擬紳総 眼 ミ冒 駈では,監 時闘緯が 業譲脚烹14,翻 撚l/

値ぶ 慧 ～懲.醗 講1鵜 では 繊 ～鱗 とそれそれ猟下

を示した一避にビ欝騨 凝総 丁鷺汽魏 欝購 では全遡共 爆懸

醗鰹て郭∫∵中 尋を愚し,業 麟難撚 蕪難では 麓懸灘植

及び繕藩購纏で$磯 巾鷺纏紅 黛繕 転欝がみもれた.以 上

の繊纏よ絵 烈鷺 漁溝中濃嚢は,劇 交感蟹蕪}麟1}灘ち迷

走神経切籔,丁 戴A黙欝綴驚懸甑 登携1て は上》事織融が、

逆に交感神繕遮羅下,灘 ち大内臓神経疑騰 で1よ瓢墨が認

められ,鷺 律馨軽 縷舞諺の 響N難 鵡 詳捧 濃繕 こ及濃す影響

が大なることが蓉え毒れる.

零■灘 亙繋難 ⑳生体内代謝について

(名大資比野内恥)◎ 最鱗 、i翠,黛 襲 憲藩

斎藤 洋 一・劉懇 婁ミ 癒

仁菩答阪麟脅灘奪 正彦

伊醸 覇鷲

我紺は投与 された 掴 叢墨が撫書楚中及び各蜘器雛移讐瓢

て如纏なる誘導沐として存雀 し,鷺 つ又その誘導暮の黛

的灘 系が賠醗と共にど鐙様ilこ鑑檸 婁葛かを,人 灘及び響

ウスを灘いて検講し点・驚づ入勇灘液を叢漿 と鶯球成分

賦分1㍉ 喪紺濾紙ク鎌マ 》によ舞解析 し晦耀夢瀬鷲幾塾

潔類似した量の 費鐙 黒樽 董,綜撫櫛懸 峯N}蓬,蕊ザ 総撚捗

撫 鷺 が存に窪し欝就申 郵縦韓熱蓄N縫が従駐郵轟報1璽こ焦 ㌃

霧成な盤認1めもれた。又一方 ミ℃ を 撫熱麟 した 蓋N蓋葦を

響ウスの腹整内に入れ,縫 需的鐙各織器の羅二級樗鵜1董灘

建 もた結果 ミ℃ の導汽は馨,彗1∴ 肺,心,疑 麟顯に篤

く各練購 慮液及び隈齢釘れ轍も濾紙 上麟鵜縄繕熱灘,

鍵獣ぎ峯蓬M蛋ば靴磯N茎薫,蜘熊恥韓叢難茎心蹴羅 及ひ寒薦認鐙、
烹～黛の煎舞欝 撒 ボ撃》を認めだ 叉1記 各物鍵の麟 議

的綴移を 貼懸と趨菊拭 郵慧心韓醗 繋貰 が欝く,次 いで

就磁ぎ茎讃薩萎が増量す聯・ 無総議N銭 は各1昏簡讐少難で

あつたが筆一織闇嬉がビーグをなして㌦・た.

細 菌

(1寅鞭 慧 薫難艘 鷲黛黛繋 墨、羅 姦羅蟄飛噸受 第 黒r豪揚・)

奪1捻 織核灘鰐鋤保揮金織液答鎌i培鍵獅敬鷺 α叢報)
-1辮難い変法壕地⑳考案一

く毒二滋潜締罵病続)ぐ ン蒸ハ灘 澱次,大 答 爽華

我紺は知 瓢,懸 宥全漁液を灘いた変渋羅 葺蜘 導難鍵劉寒

天培地及びK糞 ㍑無驚繍 寒天繍爆獅 欝ミ容鷲澱粉を加え番と

接糠物が懇撚に嘗がり易 く嶽る事や,1叉樫 難撫綴織をあ

導聡獲鯖匙1㍑隅騰事がで 慧る繋を発表した.Lか し識れ

らの嬉壕隷,そ の黛の実験慧よれば,薦 株賦よつては小

/l賠地に比∵て鳶誉の鯵鞭 ♪を鷲た拳それで灘 こその成

綾を礁実に欄る為に,集 藩数を靴藪薗愚事によつて実験

し欝 姦%N畿ギ購 処磯線 こは姫K難 講湊◎悪(購 憩,罵癖響◎薦

暮譲脇 グゐダミン酸ソーダ 《妻。3慰,グ讐セ 撃ンL鞠",

鰐灘 盤澱鶴 焦鞠,転 叢%マ 夢カイ鎌 嚢縫。熱 心心,脱 灘

寒天 焦臨 蒸溜水禦欝鋤煮鐙様な処欝の溶液を濾麟 し,

之に傑影鐙鷹演を 憩%獄 加え導璽、のが,又 申和灘,

あるいは醜廼飛をしないものを接零壷す難醗 こは.き・餓 の

処方か ち 欝㌔ 齢 凄 を除夫した煙 ミ藁が 綴蕪 、隈存全漁

液嬉地よ馨すぐれてお脅,か つ3%小 無弩飽,蓋%小 短

培想瓢 匹敵す嶺の を疑た.織 之等跨縮織の轄蔚続入を防

ぐ力法,遜 常検査の成績等については今蕊爽に検誘 ㌃た

い聰

■纏 小灘法及び 泌 騰 瞭 畿沁一ぎ鐙 織 灘 膿よ墨篤

的材麟よ馨の継穣薗分離培盤成績の紘較

(公搬衛薫銑微生物学婁の 鐘 治

(い すジ病院)ぐ 大竹 総

結嫉蕊分 雛壊養法 ともての小類法 と,L謹 法を,喀 痩

及び饗液 農縣 佛 こついて臨較検討 した.こ 鐙結渠,培 養

購餐細が小鎖濠では,鯨 鐙闇後 欝 就,3遡 鱗 鰐,嘆

遡慈紘 蕪還 黛{饗,繕遡 難例,?還 叢鰹。しぎ法では,

馨遡1で 欝 例,3遡 灘 鱗,4遷?劔,灘 獲灘麹,蘇 選$
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鰍

すなわも,小/ll法 は醗性 難 携(捻 惑繋%),レ 薫法は

鑓 磯 ◎3.翰%)を 拳し,一つ讐にのみ翻 盤を拳 したが〉が

小/縫法載露闘,し き法に3綴 あつた。

次に両方とも陽撫で,葉 落数 が薫維に計算でぎた 絡

綴の築落数 窯沈較すると,ほ ぼ織数のもの 駆殊 約 慕縷

に夢いの郵雪、/{1法に3縄,し ∫法に暮縄みられた。

雑鐘鷺よる汚染で観察不能の培地は,小1ξ1鍵地3憩 本

串 鷲 叡 く犠総嚇,し ぎ培地は,こ のー爵に近い 慕3本

(77麟 であつ;㌧

撫お,い わゆ導薄病鷹性抗酸雛薦 と愚われる藷が・小

欝法で3鰹,鮎 ∫法で,導 例に検繊された・

馨璽籍 嘘療申結核菌の一譲i明法

一漸講塗抹陽性培養陰性菌⑳検討一

(棄北大抗欝)○ 高騰 義臨 旛縄 織一

饗的:塗 抹陽機で小ぎ1鍵響地に発育 しない馨褻中櫛結嫉

薄は死滅 したものであるか否か。

方法1喀 叢iに4%のN蕪o難 液を等鐵擁ん 擬難し

難丁難 を指示薬 と知て,蝋1%蕪 α 液を購いて 緯峯舞7{}

に修薫した、この膨紙物 凝 心を予め翼英粉 窯鋒撫曜 入

つた乳鉢に撫え.混 灘係だ この(1議 心心づつをマウス

の左姦下毅藩皮 ゼば注射 し,黛 遅,3遡 及び4還 灘に罎

殺 し,皮 下注蟹局所申の内容物 を抗峻i宝染 色した鋸 検

鏡L壁 増欝の麦 擾をガフキー喪を薦いて判定した・業皮

下注欝した《、のと購一物 を小繕壌地にも培嚢した・

成績 践§縄麟縁 縄のみが塗抹購軽三嬉養陰性・ 蒙鰯が

塗抹嬉養熟に黛性であつたが,こ の3鰹 は本方法では黛

乃ii灘遷闘で撫!臆 増菌が認められた。 §綴は本方法及

び小環窮養演に嚇磐ミであつた。

1■§ 繁流勤寒天培地による薬憲藝灘性検査

(囚立轡奈絹療)ノ 辱1旧 鐵夫

{環%半 援動 蓋)濾総 寒天三1、地の薬斉囎 性検査嬬地と

しての縷醗可誌態を検討 した.薩 擾法垂こは 頭 を曇惑 と

L闘 擬法には 曄 を 薮$とLて,現 行3%小 遡塔地に

よ薦鮒性検査成績と比較 した,、叢接法は醗挫あ簿と 繁態

婁れる塗抹繊 生患藩喀襲 を醜処理後 灘鷺稀釈 し接種 し

た.閥 接法は培養後4～ 難遡を経た分離蕊練より蔽液を

つ く1鮮接種係導遷まで培鍵,観 察 した。

講横培地によ嶺検鳶成績を地較すると,S鱗 について

捻3%小 撫培地の量織発育阻翫濃魔(醸 ⇔ は半流動寒

天培地の 蟹韓 の 黛倍ないしa/欝以上高かつ鵡

弊ASお よび 峯N鑓については,藏 　壌地による 鱗駕 に

著差なく襲ほぼ 一致する鱗海を示Lた 。

最終判定までの難闇を 芝～鷺遡短縮す導纂とがで熱

定鍛約紅醗性検査が胃龍であることを認めた,ま 鵡 接

離轡て て て 一 噸,
辮 結樋 碗 齢 轍 検莇 潔 関す翻 甕 灘

(麟尭護 ケ浦 病院)携 竃 織炎

未知の繭数 を含んだ轡 鍵或は癒液中の結縷藍を定壁醜

に灘性検 叢す鴇こ記は,培 地 も夢数 必要で 罫数 もか癬

簿,難 常懲 欝 繕 を扱 うには不鰹轟雛 遜 ・.聴こ囎書癬

濃嚢の藥遡を念んだ壊地に麟を鱗款に接総し,発 曹藏横

を対照 と沈較し,恋 蒲%は 誤差として,癒 皇竣は不発金

醗性 を慧め惹のが現礁鴛われてい導方法である 腰中

醗性繭 獅轡魏 繍 はメ1叢常賦変鋤の大 きい もの臨 瓢灘

ような方溝だ1}で鰻挫 をきめるのはメ1磁1む漫擬う騰 臨 瀬態

鴛 で室橋らの頒 絶 騨 凝肇騰 の纈 糖 鞭 醸

して湊 認 総 恥 嚇 斑 うゐよ轍 縣 鹸 糀 壕

て嬉地纂本宛に培養係,繍 癒 脚瞬t繍 ゼ淀 す駒鹸
ヨへや

方法を灘いて,、1礎実験を貸つた、そ跳 購壕 窯計疇騰 ・議

に鯵瞭 し,肇 均簗藩数の変軌 分布醗1,観瀬 繊戦等憂欝・

算L,舗,猟$,茎 醸 毎に撚 賦 を立て,擁 難 講 癒

度 を測定す懸方法 を轡えた。

■欝 ピr》ジナマイド灘樵結核醸⑳検査について

(v報)一 蟄叢 繋灘 ⑳ 董%小 鰐培地癒還欝検驚

として使購した威績⑳統計的かん叢つ 一

磯 穫懸 附 翻iの ひ沢井 鵡 犠 ミ織 畢 … 醸

館 菰 嘉 済 ＼建

醸 灘 朔%小 灘培惣 こよ羅 鷹A鍵L!蟻 を実懸 電
やお

の検懲 瓢使灘係た藏接法 繊 縁 間接法 搬 統拶成縷癒、認

統計醜 かんさつし次の様な藤 勲 窄獣 。 悩

α問 陽性麟,嬢 薄数,集 落の発 曹する漁での轟間を麹 錦へも

轍 てみ疑 津 艶 縦 検礁 惣 認 づ隷 幾 に織 陰

ズ結核麟の発育が悪い・ 鳶1

② 輩欝運醗性麟をもつて㌦・る患 蕃に 釜鷹義 と"}翼 を3

夢携馨して投撃す導と,感 雛三菌め《、α 藁批 て 墾寮ハ 醗盤 蔑

になり易い鵡 ＼、

㈲ 膨A醗 性検査培地は郵猷 二方法で/ヒつた場蓋ギ醜 渓

蝿 膨 少艘 動編 騨 翻 凱,感 繕 舗 蝿 ・嘆
鎗㌢以上の混入濃獲に発育する事もあるL,絃 照壌地鑓 毒

発育した葉勲 沙 い嚢がある.そ れで蜘 繋裁蕊 識 ⑳襲 懸

造毎に標潔欝殊 として 期A感 ・ト1懲をもつてその壌地癒 、

検定し 検定に舗 係た纈 齢 成績のみ祉 駄 楓 き

この培地は懸常検査として使絹す灘事が鐵築る、 零

類9試 験管内におけ る 艶AS,臨A農 び 灘臨 紋量

心x鉱麟母/s翼交代併編鋳の 笠8難 醗樵横得に澱 慰

ぽす影響 ＼萱

(鵡立札幌病院内科)盤 太 隆搬 ＼曖
燵

璽盤糖嫉鐙薬剤治療は,s懸 と 脳叢 織醗縢を謙尊鱗 聴

譲
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禽禰めて叢難 とな嶺、嫌羅 に併驚 港れ てい難薬凝は,

かな等あるが,瓢 れ らを 登磁 を申心 として交互賦繕い

たなら,或 は 蓋N慕の{欝挫獲欝懸延作欝1が増強婁れ葛か

臨知れぬと考えた誉騰燕v弊麟緯 べ}の肇《1罫轟鍵響融一$償

糟地 を驚い,欝As,選 鷹A及 び 鑓 緯交代併灘 を試みた.

鑓叢 は醸独系ダ彗に継代す鵜と譲代幾で即に{}灘γ趨灘

縦盤 を獲得 した.勲A$,㌶A及 び 鎌 を夫鍵併灘継代

す灘と!乃i灘露乃至3代 程礎醗鍛難獲得遷延を認めた爆

融 鐙轡撚 凝を交 娘 こ代える轍とによ澄 てこの遅鷲は瞬

瞭とな難が,ll寺に 鋸 鷲 に慧して 罫櫨$と 峯鷹A諏 交驚

纒代ぷ最も鹸く,鑓 景墓で 焦茎黙 学以 下の醗挫 を欝蒸載

過ぎ鷹かつた離

■窯鞭1難結縷懇潔囎撲中随伴菌

一驚 にヅ菌の結核藤難欝に及縷す作購一

(慈葱大林内拳もi鋲 ㌔1貸野療)近 藤 寿郊

○小趣 鰭

我聯は絡縷麟塗抹瞬臨の翻欝1糠!該患 蕎の噛 翻 蒙よ難

分離 したゾ 罫一球藩の薦濾液が,誉熱?搬 綜及び隣 ・礁 辮

の結核藩の発轡鑓如欝な犠影響を撃えるかを検討した.

ブ菌 慕ぐ}株中隷アグ謄一ゼ隣轍鼓色プ薦 懸 抹,鶯 アグ

ラーゼ陰挫叢色ヅ薩§鐸,灘 アグジ…ゼ礁鷲嶽色ヅ藤 欝

株で,中 撒アグ予一ゼ購挫鐙磁ヅ藩については,マ ンて

胆峯分解試験,そ の1蓑鍵〉試験を行い.病 駅鷲プ藩と認め

た。これ等の中,結 接薦の発育を揖覇 す蕎憲のは,雛 ア

ーグジ…ゼ賜幾黄磁プ薄蓋株,即 も病醸挫ゾ薦貸象で要

発轡促進 させ葛曝のは濃アグ謄一一ゼ鹸性叢磁ヅ麟購睾,

轟色ヅ菌 濃株に之1を認めた唱従つて夢醸雑麟としてのプ

薦の結嫉薦載頬す嶺作灘は撫めて軽微であ葛が,結 鯵藤

の発育賦醤等かの影響 を継えるもの並に病灘牲ヅ麟を賓

す猫 のでは,然 も撚 艇)に 軽べて,そ の憲嚢の臨床

癬状が,特 載咳獄,喀 痩ぶ多 く,侭 温 講℃ 以上,繊 沈

骸 聡 糠雛以_げ 導進す灘もの婚驚多いことが認誇られた.

鷲鴬 懲CG・む鷲Aの 獄)G培 獲に笈撒す影響

(東北大筑研)○ 萱揚 壷一・,宗膨嚢久翼

繋α葺の 翼)蒼A癒撫 蕪し,こ れを撫蹴麟 培地に灘凝

の欝含に添擁㌃て 董駕な に頬する増議ジ1効果を検討し驚.

9峯 〉饗Aを 筆一甑磁酬灘μ の麟 喬に添瞬㌃た栂禽跨

増燃率が量 も火 薫か噂た,

紛Lか し,弗 添隷総照培壌に業難㌔黛縄でL磁 離蕊す

ぎなかつた,

紛 新 しい藩養 襲1数の 蓬叉)Gよ むも古い薦 を擁えたカ

が増硫事がよかつた.

ll滋 藤 婁総$鋤 心薫の抗菌力1二関する知晃

(慈 恵大林内魯)韓 績 亮,移1難 蕉懸

趨濡 芳彦,○ 華林隆夫

合成女韓発簿物質 繍 鋤総勲轍 》叢の統醜 生齢 瓢対ず纂抗

藩力を培地爽藤慧種舜の条件で噴霧 しその発轡状態織及

ぼす影響を観察 して次 の如 き成糠 を得た.s鍵,猟A縦

等を噴霧 した場禽s籔 は約 論 万㌢旗 で遷 三繊欝分購

の噴霧反覆によ鯵完全轍発育封聯/効築を現わす.購 爆董

は約 黛万 導千学1心鷺遡 茎韓鷺 分欝麺〉反覆畷霧畿よ諺兜黛

に発育揮翻効 襲を現わす.獣 輪 薦総緯糞は 獣懸 撃鋤 の

濃嚢で懸1欝 捻 分懸の畷嚢霧では発育搾舗効撃が確実では

ないが闘条件誇嘘霧を遡 灘蝶,慧 購猟覆すると発育搾麟

効果が漸次瞬瞭となる.抗 結嫉剤の畷霧識よ導銃酸熱薩

に対する発育舞麟効壌は予灘鐙磁13で あ蒸が震性発縫豫

灘を麿する 就輪薦撫鋤 轟こも墳霧紅よる抗藏力跨あ嶺事

を確認 もた醤

シンボジアム(2)抗 酸菌の生化学的分類

(演題1201～1206,4月4日午後,第II会場)

葉⑳1入 型結核菌欝嶽難及雛 欝c◎ 薗ツベルク蓼ン

蛋白質化攣構造⑳比較欝究

(立教大理学部)○ 糟谷鑓佐久,稲 壌 昌獣

深播 康生,宮 驚 秀購

渡辺 横臨 萩谷 彬

我瀞のうち糟谷 ・萩谷そ跨{慧搭 よつて 箋攣騒 年以来続

酵られて来た数横 ミ綴バグ勢!ハンム属跨ツ蟹霞構成ペプ

チ 鞭 〉系統的鶴学研究のシザーズのうちで,入 璽麟轡織

B稽 養濾蔽のものは ◎鱒s餐 龍)(麓懸蘇年)糟 魯 ・萩谷綜

よ蓼,鐡 麟体蜘 煮1に就ては ◎縄藝蒼罫)ひ鼻井により,鳥 璽

蕊 凝簿蛋織については(欝 欝 拶欝)染谷紅よ琴夫屠 襲告さ

れて来た群獄コG藏 についても研究が進められつつあつ

たが,こ の興味ある菌のツ蟹白構達£に灘する知見が量近

我聯の手によ絵簸 積 壽れつつあ るの でひ覇 黙鑓量近

(欝劔 年)瞭 かになつて来たツ澱性 β一アジ畿ルペプチ ド

の溝造(・揮鄭は 欝齢 年33懸 購本生化学会発表〉 と併

せて両者の異懸の璽饗鷺つ興瞭あ嶺点賦ついて報撫 係た

い費

鍛0黛 抗酸菌の暴する硝酸塩選発笈応

(予研結核部)○ 佐藤 薩行,趨 濡 宏

黛濡 豊穂

各種抗酸菌の呈する硝酸塩選允反応を講ぺ,こ の猟慰
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為薦灘,蔵 株 との闘鑓,特 曝的 な関鎌があるか どうかを

知ろうともだ

そのため小lll嬉地 藻二絵発育 した各種抗酸蔽の懲休を記

絵.そ れら麟 漁N焦 溶液 を還元Lて 生ず愚 製銚 の簸

を,定 ≠雛灼 定または定縫的1こ灘定しだ そ誇灘定結果を

総括す馨払 入型結鞍藤は強陽性,牛 搬菌は弱　饗{中叉は陰

鷲,鳥 灘薦は疑鵬性または陰挫,藩 病療性抗酸藏の大部

分は鹸曝蘇 となつた.き らにいわ碁撫感蒸定 型抗酸趨につ

いてみる鵜 麟織難磯撚 灘瀞翼繊1こ 属す為ものは鹸陽簸,

鑓嫉顧 隻緯熱○慧繍 ほ属す導もの1よ弱陽輯,総 籍欝輪雛・

心撫鱒驚鵯礁 をこ属す熟も戯は疑i嚇性 または陰詐軽三と判完さ

れた無

以上よ輸貌醗麟種跨分難のためには,決 定的な試応と

はなりえないが,蜘 襲薦鱗穆ご難物撫1♂めこ蕊ミぎ糠を示すもの

として繋瞭深いものがあると懲 う.

糠醗 譲種銃酸菌⑳ 黛,sの 生物攣的性状及び薬麹感

受性

く広大羅瀬)託1部 薫,¢ 欝藤 肇

太刀捗瞬 輔

餐懸抗譲癒計 捻欝株を供露歳係,そ れらの 慧,3の 生化

学的濤難及び数懸齢葉 織 こ澱一ざる感受性につい て検講

し,以i・述 べるような結蒙をえだ

の 贈レアー・ゼ作購1瞬 二孚し動物結骸麓,鳥 醗繭変繋株

狼義緯簿定璽筑酸菌 い 翼亙)の うちの 麟嫉導ぐ難撚撚.及

び 瓢趣1蝉w響 並びに自膏堺 系抗酸演(s羅)の 供試

嚢灘 懸が,業 広義A無 の 撒欝繰 講ぎ縫轡総懸 並びに狼義

及び鋸蕊答A蟹 の 鍵磁 緯難欝撫.で はいずれも蒲率に

それぞれぎ懲曝購牲 であつたが,鳥 ■薄 定璽株並び に

欝繋撫欝撚.は 広義及び狭義魯A慧 ド)騨なく反臨陰性で

てあつた㌶)な タラ…ゼ作鷺)そ の強きは一般ゼ繍 こいつ

s絨 壷窟義A醸 〉狭義A懲 》結嫉態であ13,又AM及

び 熱薫と晦に時悶8)経 透ととも1こ力壁鞭一一ゼ綜 よ瀞繕

したが,疇 嫉薦では全 く鑓/二ぶみら愚なかつた、3)硝

酸塩還・撫蒲 ンー般☆旗凱いつて狭義A慧 のうちの$"か

執罵難騰撒.及 び 雛撫痛懸織.並 びに鳥繋ぎ定墾繕、は簸鐙

航醗 隷こ比べてその作灘は欝∫磯 り弱い よう であ吟た.

4>亜 硝襲塩の発育灘止作購;そ の 紮難Gよ 瓢登憩雛懸 撫

く犠鱒%)〉 魏砿鞭鷺1貰蕪搬ド・繕繍譲 ⑲1%)〉 難輩箋ぐ無熱

蝶黛.(癖瀞～・L韓のヰ撒欝羅 霧鈴鞭 懸 〈耗答～〉黒。"%)や讐

あつた の 醸ア津シが 冠灘=羅%欝 幹ソー一ダδ11叢窯愚縫

閣癒醗え荒たもの跨鞍凝は慰f核蕪G{1ξ》%)}狭 義A欝

〈縄。諜%、》繍眠4。 慧%)〉 広義A灘 〈熱%)で あつた礁

嚇 化こ鋳療法剤に懸す導感受磐三=畷 心 が≧L軋1ζ》轡 娩 の

嘉嚢酬 鷺三を撃す鑓株の頻嚢はsT蟹 ではs鍼 狭義A絨 〉

瓜義 λ蕩嚢欝ASで はS騒 〉瓢義A澱 〉狼義A鱗,1叉

継A蕪 では広義A瀬 〉$簸 〉狭義A賊 であつた惑叉鷲蟻

鴛懲 丁轟及び 鎌燃欝《蹴㌶ウ沁 他計 爆種の 鎌1魚 講のう噛

A賊 紅濾し て多少 ～ゴもすぐれた発書{灘翫作矯を潔した融

は 縦4丁 熱であ鱈 瓢の臨のはなかんず く麟働 轟鱒欝賦鵡
まけ

に欝 して人搬菌に澱す嶺と騰 欝懸糧嚢の発育随 瀧 を承 藤

した.＼ 嘘・峡
嘩⑳4抗 酸髄⑳生化攣的分類法 一ツ愛ルムア箋ター ご導

セによ薦雑蕊性銃酸蕊と病原盤蕊⑳鑑溺一 ぜ
ぐモ

(東北大撹研)賜 撫 鷺,今 野 淳 鷺こび

○ 鼠 灘 英 男 、ご
きと

生駕学灼方法で抗酸醗を分類する驚め,す で賦入難縫 露きミ

核薦を鑑別す難ナイアシア勢ス},お よび牛機蕪を難瓢 繰
み

するて慧チンアミダーゼ勢ス 》を提唱 してぎた.今 総織 還

非定櫻抗酸癒を織麟娃抗鍵藏記区雛す難叢とを主眼為Lミ

た抗酸菌の分類法載つ論・て報告する・ ∬

各種抗酸慈の無纈磁抽出液を想い 監7種のアミドに罐 黙

す巻アミダー観 甜 諭検 隷した・1)フ ォルふアミガー 漢

燃 購 鰍 麟 嚇 融 ノ矯 病!轍 隷 は鋤 繍 鐸

ない・これ饗凝纏 骨麟磯 鎌懲難がで欝る・の 轟コチンア 叢

ミダーゼ,ウ レア～ゼ,漕 粍によ1)牛製藩,鳥 難藏ぶ瓢1

鱗 しう惹、霧淀1型抗酸灘 よこれら滋溺群賦な難..1
ぜ

菰の事実から壕 憲歎抗酸麟とメ　ミ定癒ゆ鑑瀦がで熱 欝 、壌
ほも

に鳥型 ・牛璽 をふ くむ抗酸臨全1ドの分類法の響能搬恭 還
ミモ

生窺鵡 なお1囎 約実験としてフ 劇ルムアミダ…ゼの酵 謹
ハハま

素化学約注質を1讐毒か江Lた 、、 濃
やせ

稔鱒 撹酸蕪によ墨 鎌箋叢歯 化禽物の脅解 噸
り ハ モ

(販大竹尾結研)○ 北村 鼠{弾葦,小鳶 法光 ζ
、ぷ

慮瀦 宏 ＼

航酸薦の藏璽跨鑑懸に資す蕎蹴 ㌻で,抗 酸麟が種贈の?寒
ゑ

繍癩8こ 舗 駕 て生成 動る醗 ・黛を各癒搬について緯1

較Lた 葺 曝轟質 として 麟 麟瓢鎗 膿筆量総(憩),心 彊 峯轍1

畿難撫 ⑥,蕊 藤 雛蔭購掘 糠蓋癖 ②,尿 素誘醗 慧),ミ

撚癩 難轡 無 総体 σ),撚 擁 獣》叢欝ぎ罫童瓢羅1識蕪体 く3)な 瀕

どを使絹係た、燐酸緩働液茎醤こ溌驚薦及び裟質を混嵩 ごミ
ミー定時驚 欝℃ に保 存した後

,生 成 ㌔たN縞 蓼を 隷蕪か 藻

麟鱗Ol法 蕊たは 難総 笠麟 鴛瓢繰 によ琴轍離 摂撫 溶1使 騰
薯に懸焦L肉 膜的鵜灘定 係た

,入 型麟,牛!磁 蕪,鳥 肇薄,＼ 藩

灘・f繋騰n蕃鵬 轟乳 癬ぞ鮮罐,潔 」諏～解ぎ,潔。礁 灘,潔 。 ご謡

力纏鵜 瓢 擁姻 楓 醗 鐙謬耀 総 などがそれぞれ菰れ 燵

もの基質紅薄して特異の/乍メ暮難鞭 撒 を示し,こ れらの1
・§

成織が蕪型の鑑懸にあ導糧度/受蹴ちうるるとを認めた.、 蓬

謙た聡縣織鰯 騨 伽 ・繍 麟 うち耐 灘 麟 分＼藩

繋議灘欝蟹て 鍵/
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・繋総 銃酸髄⑳硝酸堪選鷺播驚とア1ミ穿一逡鰻犠 蓼

(粟 驚大航研)盤 藻 光黒,○ 佐竹 爽欝

小野 登臨一

講究醤籐:抗 酸藩の硝酸塩避元能為各種ア ミダーゼ豫

を濃求L麟 型分類に鍵意つかど3か 検討 し懸.

繋 欝究方法 鞘 酸ソーダ溶液 と欝浮灘液を一癒ll膿賑/;瓢

攣 せた後,還 元きれた蟹鞘 酸 を 《誉麟 馨・獅響y試 燃 こて
鍵灘定 し,又 各横アミド淋液と薩浮灘液を反臨 させた後,

数鵜総叢の試薬を綴叢て響ミダーゼの窟無を判定Lた 、

研究成縫 ミ入型薄,麟 伽 麟瓢獅 辮欝 及び鳥灘繭,

露然界抗醸薦の或藤は強力な選允窪罵があ犠.叉 各蕪灘

麗には欝徹的なア箋ダ ーゼが存餐聡し,入 慧犠 は 雛騰 鑓,

麟鑓磁 熱麟融鵠 欝沿灘量撒癬磁総購醜誉牛型麟は繋欝繊騰

蕪難識漁 董餓難 購臨 鳥型繭は 欝董戯1職 翻醸醗,欝 饗撫

難至職搬董醸総 購撫、 讃然界抗酸薦は一一般に各種緯ア箋ず

一ゼが存姦す嶺
.

結論1抗 酸薦の分欝熱こ役鵜つと思 う.

細 菌

(書鐵驚慧 監灘}マ～ 蓬慧窯1勲 講月 爆1遷ノ1準疑簑第 難鷹無纏灘)

§ 獅 ア 灘 轍 繊 横驚 に於書ナ樹 鱒 醐

馨＼ 撫欝"擁 購鑓熱鱒の分離について

碧(藩 締 立継核蜘 ◎木Mド 欝騰 氏家 沸雄

嬬核癒 為診欝懲 れてい燕憲薮鐙うちから 縄醗欝童職藁

到織翼曲識 麟 ゼ が どの紘の麟禽に分離され得轟かをみ1

孫ため,綜 嫉菌以外の枕酬 三糖 疑 室樋 の小/蹴 地麟1

ミいた結核藍培養検査を拳難慧して分離した.約/%に 分離

きれている純 現鹿までに約警1株分離 してい蔦 その約

窯!3は 懸篶麟難鱒磯騰撫"黛麟 で,磯 樽 叢,3が 賦撫}輪 齢。

灘曙雛 織遮す導もので,所 謂 欝1鱒撫轍鞘蜜懸慧轍 は分灘

、婁れていない,,

茎灘慧纏鋒勧麟獅ぎ駅壌撒1こ 嵐す騰も紛であ騰がゴ、ll講に欝

醗 され,し かも結嫉麟が分離 されない 驚薫鰻をみたが,

典に疲状は軽 く,か か葛麟の緋瀧壽れてい縢にかかわら

ず病状悪化の傾向はみられなかつた、又 このような麟紘

ついてマウスに於緒灘病罵ミ輯三をみたが,軽 嚢跨病騨墾は

み られ翫

気管寅拡張などの多い鷲人雛かか騰欝が麺1ξ璽購分離さ

激聯傾尚があるかを検講するため,鷲 入ホ…ム鐙検疾を

廷 尋鍛人に行つたが,1株 も分離されず,二 誇ような鰹

款漁妻オ識鉄勲.ル轍吟外、

捻囎 葬定型抗酸菌⑳優灘耀に関する競究 α 報)

(広島に大細繭)冶 蔀 灘,◎ 熱懸憲恭

斎藤 驚

ぐ鰹歳麟衛欝)梶 原 憾こ幾欝

〈趨韓瞭 衛勝〉 騨綺 溝男

ぐ糞轍 麟製漕虫保鋤 沿Fl名1響 ㍑

広島,鳥 取,講 知齢結核患響3鷲 犠,学 童 慧謀3名

趨学生 嬬 齢 名につ いて人璽塾霞嫉薦 峯叢1、遺v綜,駕 薫

型餐繊 麟のうち我懸で分離 毒れた 難磯畿鱒贈 繕戯 鈴佐

世 藻蒙株,鱗 伽 漁難糠壌礫 の松本舞及磯1撚 界抗酸薦

土 紛 殊よ難の各ヅベ 鞠グぴン難爵 驚の翫蔦 ㌢ 皮/触注

射によつて難嵐灘航酸麟跨護疑灘灘の 裏醸を追究tた.簾

臨醗讐綴 界を4時 闇後夢讐発赤径 緯蒙澱 箋以/磁 博凱嶺煮

斑燕v轄 の賜縫離が量《}高く,そ め難鐙欝賦よ導騰箆零

はそれよ憂)かな警紙くて,一 ・毅に佐撫鎌1認,秘 ‡謙,

こ/二3ぎ㍑ の瀬であつたが,鳥 取緯学童紅おいて鐙み縫凝

藩のそれが佐/i購慧轄 よ1肇も蔑率であつた.臨 潔v轄 と

その1{1王の㍑記群難難こは多慶と蓼藩藝関がみとめられ,と く

に鳥取の学竃におけ導それ隷極めて密接で轟つた.遍 象

轡1凄,茎到粛 粘驚陰難 でそ鈴蝕の 欝隆韓綱 は結核慈際 瓢

は 隻綴もなかつたが,学 欝及び中学 齢 こは少数纏科ながち

みとめもれ,こ のみち3{峯瓢鵜 以 靴の発赤グ難を承す臨緯

が4警 脇 あつた心

簸囎 マウスにおけ薦舞定型銃酸欝によ薦に発疫

(灘寛村爵療〉 ○乾 鑑,永 島 誠

小坂 久央

マ寧スに薄しかな勢ウイルレンスぶあ導難定型抗酸蕪

ま灘 株 礁1搬 懸,殆んどない渡灘株 瓶1燃 墓及び 諮Cな株

1》.室懲導 を慧群のマウスに懲静慧絞よ絵擾横 羅遍後餐群及

携短照群に入饗結猿麓黒野蘇 癖。h礪 を尾静脈よ軽嬢種

し掌擾癒 驚1誌,接 種後1蒔 聞準 蓋W聾 慧W繁 燕輝審$W

拭夫々 譲～3匹 つつ騰殺,難,騨 の定籔纏養を管い攻撃

繭激を算定 した,マ ウス瓢おいて 鷺《x}株免疫処麗が入

灘結核麟感染紅免疫を与え葛事は多く鐙報告の認め孫所

であるがマ豊鷹体内増殖力が 聾CGよ む強い と考蔑毒れ

篶1澱 株の免疫醗与能は殆んど認め毒れないことが本実

験では承書れた.叢 鐙事は難定型抗酸蔽感染に対 して特

異約免疫 力を醗与 し得ないもの爵癌 嶺いは上田株がマ㍗

ス搾内で増黛す灘能力と免疫躍瀞 力が平費しない嬉のか

を紫すものではないかと考えら孝、る穏



56稔鱒 葬定型抗酸菌⑳銃籐についで(鷺 報)

一一主として米麟由来株凝中心訟しで一・

ぐ東窟女医大細麟)平 野 憲正,○ 須子獣聾繋

瓢達は窪嚢に当教室保存め講饗 抗酸繭の抗原について

〈》駕絃磁熱鷺y法 によつて欝究 したが,今 翻は主とLて 米

懸鐡来の舞定型抗酸薦とさ灘 こ報告Lた 菌株 と鐙抗濠麗

係を欝究し,に大略次のような結集 を得た。

米懸綜鱒彗ち,N心.雛 と 恥.$と は難常によく戴て

を転,牛 型菌 繋{}と織 一採応を示し,鷺 講ミvと も一部典
献懸抗畷をも

つていることが灘遡 された。

蜘鎌撒灘 獄欝 とF蟹 嶽灘鍵 もよく似た反癒を示 し

たばか 弩でなく,NO.鷲 と 勘.Sと も,Lば しば近似

の猟臨を承した。薫{薦絡 と1滋 繊sの 抗/募ミも類甑 し,こ

の 鍵筆は教室保存鐙大成,鍵 谷環 とも近似の撰応を承し

た.i・灘内株の うち響府と騨達性のあるも鐙は 肇株もみ蕊

められなかつた。

以 薫の繭株を寧サ■の驚丸内載撲種㌃た成績によると

憩総欝 を除 くのほか,い ずれも結核鷲の病変が蘇ll/箆

れ鵡

絵■ 弊定型抗酸菌⑳i欝力について

(牝大結研)○ 籍罵 純,禽 本 難 一・

森綴 舞雛,趨 橋 義夫

難寒なもびにア～ ♪カで分離された講ミ定型菌 瓢 株の

毒力を次ド>3方法載よつてしらぺた.

め 愚ル騰囎》皮下接種後の病変の観察と1轡内生藻数

測懸

鱗 マ寮ス(C欝 系〉静脈内接種後の藤内生薄数の灘

定 と病変の観察.

紛 演著らの考案載よる細織蟻養滋を承麟1して毒力を

講定す導方法.

この結票,接 種藤誇生薦単位1硬 一1が 灘癬 灘大鍛を

懲いたにもかかわらず大部分の藷株は瞭ル嘩ッ》に鰐し

て殆んど毒力 を示 さず.か つ ヂツ」アレルギー賦与性は

弱かつた。

この成績は 鎗 畷能⇔で劔織内の葭増継を灘定 して行

う判定成績に1薫ぼ一致 した.た だマウス試験では蕪株の

約半激のものに,接 種後病変の出現,臓 器内蕪の増殖が

みられる。このような蕨見か 毒.モ 庵モ囎}と マウスで

は菌の毒力籾定鷺藩 導しい差違があることがわかつた.

稔捻 葬楚型抗酸麓の醗究 一特に犬分離

鷺心織心緯o撫 礪 磯$⑳ 鷺力につ毒、て一

(九大細薄)戸 繊 忠礁 ○武谷 健二

絵村 寿夫,天 児 和暢

萩駆 義雛

雰定型抗酸繭のうち 麟 伽 鷹蹴 熟ウ慰雛 群は光 によつ

購鑑懇簗鯖欝1麟
瓢た ・糞

犬分離抗酸麟の 弗ち数{廉が難定発抗酸菌申 難難紬 簿 ざ

漁螺轍 群続属 する麟株であることを,先 に購らかに㌻ ＼

たが,胤 の事実は慧踏織轟 獅蒲難憩礫 群の起源及び 就幽騨 ＼1

を考え葛 翫にぎわめて興癩深い,、～筆瞬はさら雛艶こ轟も＼享
.Σ獣株

のマゥ隈及び犬に短す聯毒ねについて報憲する.撃1

寮ス媒簿 してはかなり強い轟寿を示す株が発られてい 訴

るぐe

撫3葬 定型抗酸麓症の臨旅携理攣的欝究 ・

磯 欝 艶 磁 灘 郷1松 雛・灘1武 舟 ゴ

宮 ぎ 鱗良,ご 嶋 樗允予 鵜村 成 一 ＼1,

瀞や 陽鷹 ＼＼・

我麟に於け贔非定型抗酸繭癒の確認憲れた症綴は鋤鞭 姻

的少数のため,そ の臨床病理学的研鷺もなお未解跨城に認ミ
ヤハぷ

あ砧'柳 認 撚 購鵬1期纈熱 然総 餐
の肺切除を鷲 う機会 を得たので・その臨鋳ミ経燕並に織麟 ・壽

1灘 織 撫鷲1奨
ミミ

発色せず.ナ イアシン勢ス 杖 一),カ タ華一ゼ(～),繋 ハへいミ
ー 罫膨成(一),瓢 憩 秒でR撒 獅灘の欝群にぞ くす範 ∬

業定発挑酸薦 と考鳶た,総 ての抗結核耀に臨痒的完金醗 ～
ミゑ

性1を有す、分離繭の接種によ姶愚ノレ愚鍵},マ ウスに癒 藩

変 を形成せず。木癌の翻 驚 邊及び切除蹄の鞭 翻 還;説
いミき

結鞍は治癒鎮騰の獄もれない嵩度醗牲結核疲と全く磯搬 忘

であみ 、膜

懲4抗 酸灘ツアージに閣する研究(買 報)… ファ 鐙
こい

一ジ感受盤試験の藩礎的粂偉にっいて一 虞
ヘボさ

G3赫 二融講療)瀬 絹 二郎,○ 佐紺木窯雄 ＼曳
ハ の ム

浜鑓 良凝 藁

ぐ九大細薄)武 谷 健二 藩
ぶ

プアージ感受畳試験をおこなうには,遡 常(鋤 識絵の 慧

方灘 慰職 てスぶ囎峯灘 駒 おこなつてい騨,感 蒸
セも

購 撒 の磁灘か葡 鞍 定脇 つて識 の鞍 離 噸
キあ

は雛 係てもちいた鰍 の灘 および発働 遅灘 フ㌔ 嘆
一ジ濃嚢

,フ 響一ジ液スポ繋塾の時期との関係によ導難、強

した脚 鴬 の講 条勧 囎 輔,は 誠 酸齢 プ 華

アージの溶麟に関する研究を進めることは灘難であや

て,わ れわれは結横菌,弗 定型抗酸麟,お よび難病癒盤

抗酸磯ついて,そ れらのプアージ感受幾試験の方法に騰

する悲礎的条件を検討した.

磁難謎
,
こ灘 ・謙
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また,溶 藷纏判定について,欝一窯の実験をお胤ない,

その結果にもとずいて藩子の考察 を撫淺た,

ついで,ツ アージタイビングをお胤嶽弗際轄は,ツ ア
ージの 黛鰹》を決めてももい難ことが望ま㌃いが

事この

方法を航酸繭1募慕講㌔得嵩か蒼かを検討L,藩 干の知兇

を得たので,二 れもについて報告する.

鍛欝 灘鋼麟総紹劉隷 ⑳ 欝蟹欝撫y罫1叢代謝

(阪 大讐墨結研)○ 単野 和夫,癒 懲 宏

われわれは 轟秒君罐齢諏磐裏礁に おいても 菰講癬 懸蓋解犠。

無 沁 獣羅 ぐ霧一AtA)か ら 獅y麟y欝 無(叢》の が生成す薦

ことを報欝したが,今 購は 海 の生金成過程をたしかめ

るため鐙叢華の実験を餐なつたので報告 す灘.鎌 就鱗

変法嬬地に蜜藤壇養 した 鍵鐸ρ蝕撫 蜘 辮 ア鹸 灘(M.

丁畿 鞭)を 懲 いて 蜘 伽 鎗 と繍d難yl鵬 鱒 ㈱Aか

ら δ議LA及 び 獅 の生成 を遮求したがそれらの生成 を

確認係颪職かつた,し か し勲 癬砂灘蜘 獅 肇総 農擁 継

鍵羅欝 の撫1腋 媒よる が一A.LAの 鷹成が 臓悠 系轍 轟ぜ.

γ納⑳ 跨抽出液叉は洗浄麟を添加することぱよつて購

害をう嬬 二の灘霧は 鰻.襲 罐囎 を加熱す葛菰と紅よ

つて弱焦霞れた.こ め こ とから 鈎 煮罐欝欝 魏 鵜1戯 ・

わゆ嶺 灘魔 磁無 麟yd懸 鐸煮沁 を欠くとは断定しえず,

この系があ撫とすれば轄 らかの難審機構が考えもれ導.

さらにこの系以外 峯》雛の生成系 の存 在 を検討したが,

擬・γ鹸麟 の窯麟に,鐸 鉱磁獄憾叢狸愈縦 を加えた騰奮,

菌綜の 猟 含簸は約3倍 に増大し,ま た酸羅抽出液 を加

えた場含も問様に増大 した.

覆絡 柳 ⑳諏騨爾 潔耀 ⑳緬耀 竹薦株の 慕麺雛翼獄繍

代謝 αv報)

(販大鱈尾結灘う ○守寅 隆灘

(販大堂野醜内科〉 湯井 五郎

藤の無細胞櫓出淡を薦い 麟ワ繊y雛 総に ル藤雛黙灘融総

を添加す導と,翻 麟熱麟 懸蜘難以外に 慕蓋榊擁蹴糠 から

の説綴酸麟凝導毒Lい 菰とは既報した.今 灘は抽出液の

硫安 焦3～ 焦7飽 和削分を酵素液畿し,癒 量鋤 量醗 欝y齢。

擁鱒麟就難及び 擁慧を添加する蝋とによむ,上 説の推

定ぶ1蕉しいこ議 を聡か に した,、翼癒産物 と思われ 導

無懸 撫羅磯y融 を誕明す導こ.とはで嚢なかつた麟糞薫癒

液を過沃嚢酸酸駕L魚 撒 露 曲y漁 及びギ酸 を証明し,

翼に茂繕濾液を 鋤囎郵轡畿麟 難 と撫熱 し叢魯の沈澱

物を得た恐 らく 擁鋤ぎ繍 麗櫓雛鷺と慧気われ嶺が,鴛の熱驚叢

磯鱒撒識"慧熱魏罫で締製申で掌反鑑魔物の岡定に資した

い為考えている.以 上のことは 郵榊x郵 議糠 瞭馬ら 総玉yか

x翼滋総馨翼峯豊を経ないで 心撚わ磁翼撒雛 騨〉合成 婁れ灘

可能幾 を承し,蕊 の生灘挙上慧義ぶあ嶺毒鐙と考えてい

る。

捻醤 猫磁 鮒蟻結穣箇に鰐す葛 糞y鈴囎懲灘⑳影響

(懸疲大販難生懸〉 蔑部 勝衛

(阪大竹尾繧響)守 溝 隆章,○ 坂黙慧 嬢衛

獄猿 共存下の試験管内講養によつて裏示 憲れ導 欝 獄

鰍性嚢は,生 綜内部畷境にあつては,横 礎の物質,酵 素

等鐙作講によつて修飾 され孫可能性が考えもれ駆

鋸蕪 醗性菌を 醸懸 と郵礁 墨y総欝ぎ蒲蕪興存培地載培

養 し,そ れぞれ単独では増薙を羅止しえない馨農嚢でも講

者 を共欝婁せ葛と発欝が灘止 書れ難様な条件 を求め悉こ

とが撫来た.隻ぎ騨騨難鷺 を不活化した 絵,欝欝腺編鷲 を

欝誉い惹轟,菰 の様な現象はみられ なかつた。演嚢 らは

短懸騨難黛が 潔。欝癖辮 蟹科尾搬 こ作粥し,抗 酸性の濾

失,グ ラム染色の陰挫化 を慧 嚢趨す叢とを報撫 したが,

蓋饗磁y撫奪の酵素作罵によつて菌の鞭胞壁が変化を受響

ると歩熱讃 鐙蔵綜内への滲透礎が変る為であろうと響

え,そ の裏穂 ナを行つている、三騰{に 反 し,$欝 醗難

菌に対す嶺s蟹 雛 鑛y騰灘の協 懸作 欝は見毒れなかつ

た。

1黛綿 夏N難 のミ"バ クテ讐ヤ騰横に及縫す影響

(東悲大抗研)○ 本宮 雅審,宗 膨憲久男

萱場 薫一

猶獄 のBCG及 び竹罵株脂質麟分,特 に謄肪酸麟分

に及ぼす影響 をみた。繭林を培養後,紋 横,乾 燥し,鹸

化後,脚 搬襲纈分 をと蓼,メ チル諜ステルの形でガスタ

縦マ 拳ダ塑フイーによ贔分析 を行い,購 時に婚毘株⑳粗

酵嚢液を繕い,継(ン 酷酸の膿紡酸灘分えのと軽こみに

対す葛 猟蕪 の影響をみた蔀撚難 を作欝誌 せない 鱒 縫

及び 驚O鍵培善のBCGの 贈肪酸藤分の姥較では,⑳ 鷺

培善では1{壽鐵に鮎 し,全 体と係て謄紡酸藏分の増加ぷ

みられ導が肇組成の変化はみられない穏1薮 叢培養の 欝CO

及び3羅 培養鐙竹尾株に 欝鷺 を作罵 させ悉為,膿 懸酸

醐分の全偉 と係ての減少ぶみられ嶺.又 購〈ン醸酸の謄紡

酸麟分えのと翰こみは 醸簸 で減少す1る.

稔沿 結核灘の箕クレ嫁チ ド

(蟹立中野療)○ 餓驚 蕉明,楊 緯壌

馬霧 濃賢

(東大栄善)橋 本 隆

結核繭の代謝能 為密撲 な騨係を麿する携クレ愛チ 饗の

動態を,鍼 翻7,人 型菌,難CG,を 材 料 として検紫し

た。菌鉢 よ絵抽出した,酸 漕雛リン酸化禽物は,翼〉斜 醸 笈

(×$)ギ 酸型樹贈 を濁い,ギ 酸 ・ギ酸アン鰻てア系によ

る侮配溶出法によ難カラムク搬マ}グ ラフィーによつて

分購を行つた.得 られた翼クレオチギ各分磁は,活 性炭

処理蒋 爵ラムク繋マ 》グラフぐ一,ペーパーク鷲マ}ダ

ジフぜ一,紫 外部吸駁などによつて確認定量を行つた聯
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麟藤選クレオチ ドの大灘はA蟹 沿であ鞍,騰 ノ攣ン酸類

が大部分 を撫めていた.食 轡量は薄株の種類によ蔭異 な

鰍 熱つ 峯N鰹 を窪灘させ難ことに よつ て変動 す嶺.
蓋給 璽醗 を駄 ・て

,鍵 猟 丁搬 への 獄蕪 のと批 み

について検索 を行つた尊

絵難 結核蕊に購する 鞭曙慧 の作講機序

く劇 難大抗研)縄 捨鷺,○ 今野 淳

擬爵 英翼

結核蕪鑓離す導 欝峯翼の作講機序を欝 も爵鑑 す墨為ソ
ー 卦ン液捧纏地綜壇養 係た人難薄 欝麟《鍼 》磁 惑鑑藤及

び醗撫 籔に 患℃ 翼驚轍 勲 鑓え陀 蓬N縫 の毒翰こみを 鑑欝

蜘轡 心醸蹴 鍵 で測定 した.脳 慕感性薄は 憩熱繕灘勢

薦3聯 瓢 であつたが醗樵薄は 騒 辮羅 霞すぼなかつた瀞

翼に 豊℃ 茎N簸が感難 齢勝何謹、の部分鵜入つたかを見導

為蕊 を海砂で磨砕 し熱水で菌の抽出液を窪つた醜 抽出

液裟 む糠瀧 が藥まつた.そ れを鵬タノール 騰隷酸,ブ タ

ノー葎・メダノール・水でペーパーグ撚礎}グ 勢フぜ～ を

蕎い,加 認癬縫n♂総 捻澱紬慧ρ3欝 でバイオオー昏 グラフ

球一を鴛い欝更に 黛錨 恥轡 導《瓢蹴鍵 でベーパ～の上の

¢輔t鍵 を灘定 した。対照 として豚脳 購横総難,蓋℃議Nト峯,

及 び 望》沿Nを 講いて酵素的に禽成した ぴ毫℃。薫澱墨。Nで

総慧処選を鷲つた結果蘭体内の"獣 撚もを承 す物欝はベ

ーバーグ繋℃ 撃グラフ躍一上 難詳墨《慧鱗罫Nと 全 く縄篶

懇 讃器漿灘 二灘
れ鵜 繋

繊 肇凝脚加囎 纏 獣講株⑳㈱ 脚 鰐 轍 灘 灘
じヒ　

牲に関す薦魏究 麟

(購療大騰荘)瀧 村 遂難 慧

$澱 依存藤は獣講橡から約s× 憩嚇 の麟 細で分離で 糠
譲慧導

.量 初の分離は小項藩地を懲い難必饗がある.依 難 騰

懸は7× 憩蝉7の懸禽で稼存盤嚢央i変異を趨すが,瓢 の大 護
　

部分は褒現型樽に感挫薄であ灘.ま た飲簿懲 識4蝉$藩 農

K羅 灘牲 になつてい犠が・こ謬}《誠 敵 漁は搬 撚 載か/

えつて毒保持漆れてい惹、依 存薄は$擁 鈴欝無によつ 擁慧

て代謝溝窪に殆んど影響されず,核 鹸,蛋 窯ゐ含成 も難 蓬

害悉れ孫よ鱗 こはみえない、3攣 の核醜 鍮 隷翻分へのと §

弩こみド鴨 の鍮 ご磯扮 への鱒 こみもは じめは逆に灘 §

な しの方が総充進している.し かし蕊はs醸 なしでは 叢　

箆罐 にとど識つて対数期慧入らず,や がて発欝能力を炎!

う。勲$騨 ない構 ぷバラバ獣こ勧 鯨 を縞 轟/
　

ことは特轟的である.以 上の湧見から,$醸 がない為核酸 ミ

や蜘 爵の生禽成が購審説 応 薄鰹雲!三は薄 く,む 泌 形態/
茎的観察からみ

て継鞄膜の性鍵が変纂か或はそ跨繕生購鰭 譲

げ られてい嶺可燃 生が多いの噂はないか と懇晦され薦.!

灘

疫学 ・ 管 理

ぐ演懸 薫3縫・》13驚,4欝 曝欝午後,第 撮会場)

欝麟 下聴ギ島の継核

(関療大湊病院)津 欝 鷲一

下離楽轟の結核の状態を察知す犠方法の一助 と して

ザむつ」繰鍵所に於脅る結骸予防法審査会に昭織33年 ま月

以降 欝 年末 までに提鐵された陶部x線 写糞 馬懸毒溺に

つ 糞傘}鞭A法 季W騒 ◎法による分類を行つて罫各撫町

村の経済的載会的条件 との聞の検討を行つた.概 してい

蔑鶏ことは ザむつ」毒や騰奥湾に癒す嶺町村鑓比 し,太

平洋や津軽海峡に磁擾接す嶺農漁村が鍵症であ嶺ことで

あ導.こ れは廊活籔窮が藪接漂鰹す導というよ滲毒,縫

会騨 翻嚢や結核知識に対す悉轡蒙の不爆と毒 えた方ぶ

いいか臨知れない・年を追うてこの格善は減少す融 賦

であ導.結 核死亡数,結 核届繊数,予 防法審査件数 毒

鱒輝舗%の 灘捨 で遂年減少す嶺.籔 擬機関溺には灘立療

饗勝漆麗 く.麗 業賑が軸 ・のは嶺然であ嶺が,こ の善は

{隷つて増大す導如 くである急

董紛裳 徳之脚 叢におけ薦織核⑳実態

(鹿児島繋衛生部)麟 纏 稔,糠 木 擬 蕪.

内撫 裕○松驚 光ギ

(予研)醗 醗 道聡,纂 醸 磁徳

漢 溝藤,窯 機 難誌

(結鞍予防会結研)趨 聾 鐘二

〈騰発島県衛購〉 太鑓醸葉人,雛ll勢 之輔

(解生密結鞍予防諜)鷲 松 栄一,竹 尊凄1浩瓢

徳之論鱒綜禽衛生対策の一轟難 として徳之灘灘金盤鍵 ミ

の結核検診を雑つたので,わ が関の瀧方 ・難熱帯地域⑳1こ

一一つにおけ礁 灘 実態として難 する 約 叢鱒 臨 詐

の盤蝿 についてツ簾悠検査,欝 α凝 種,騰 都x織 検査,

喀蝶或は喉頭織液の検査を行つた,,

鷺 職 黛7購 鞭 瀦 鋤 轍 豪轍 簿 醜 の鱗

あつ為 ツ蘇応陽饒灘は平均紘 編 蔦 年翻凱 は礁 蓬

才離後が量臨高い欝臨事を示してい鵡 中翼嵌 粥 麟 藩
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1齢 蔀以鋤 繍 聯 ん獣 磯 種嘱 騰 め
藩 紘 かつた・ 勲 演灘 核 の麿蕨見麟は 叢捻%,饗 搬

蝉 灘は 欝・7%優 驚療L黛%,饗 観察 載$%)で,わ が

灘 の結嫉実態灘鷹の金騨 粋均簾 と磯 難譲搬であつた.な

お饗欝密検診者申繊轟名について喀褻或は喉懸粧液鐙譲

善を餐い,約 鋤 株の航酸麟を分離もたが,そ の騨繕に

ついては繊下検籏i串であ嶺凸

簿総 灘濃餐⑳結核の実態について

く結嫉予防会大縦実螺)○ 縄醗 静雄,縄 聴 罵義

大鶏 義馨,鐵 串 灘,灘 窪 敏交

浅海 題太

(大鮫欝斑生驚)薫 宮 茂人

(1灘療大獣摩難灘)高 木 善胤

我々は浮浪藩駁審縫設であ嶺大販齋立梅灘解生館に入

館 した津浪轡 黛袴名載ついて,闘 接撮影を実縫 し,そ の

結嫉の実態について検討 した.浮 濃藩は全麟欝難よ鯵集

む,潭 鷹館は 蕪本の浮浪憲:分布鐙纏購と臨菟られ嶺.

学会病型によ葛分嬢では叢蟹 欝 名(L鑓%〉 叢型 鍵

名(3縄%),欝 型 懸 爵茜 ぐ焦 鷲%)騨 難 ㈱ 名(蕊 讃

%)v璽 欝 名(箆 。鑓%)で 簸跨結鱗管藤集麟き畿糺 麿

病灘はかな1欝高墨であつた.

準秘 な 騰欝病曝め検討では峯璽,驚 型は答喚冷 層轄

絡平均 して爆葛が欝璽では年令の.上欝と共に結嫉禽病灘

は増加の鱗鞍が慰られた.又 繕覚症既往癬の無い蕃が叢

灘 美名,覆 鰻蕪名,灘 甕 翻 熱 こ認めもれた事は,今 後

之讐簸 灘の管理鐙必要難 を紫して鷹難と愚われ蕎.

1鎗4燦 手漿嶽譲地区における人結核お隼績核の関達

縫 α獺)

〈に東牝大抗研)龍 島 栄一一,工藤 穰

(罎手難大第は内科)木 村 武,溺 村 緑郎

○申村 婁雄勢菅原 叢鄭

(済撫会爆鍛病院)内 藤 爽勝,小 野轡警久男

(癒墾県嚢搬撮健澱〉 融沢 慰箪

(岩手県岩泉嶽藩保難衛生所)灘 村 栄一

総響轍 難麟難鐸のうちL3難 芦(器 。黛%〉 が牛を飼

欝 してい愚罎華県僻轡地岩騨 麹懲 こおいて糞詐鱗 こひ糞

つづ蓼人結核 と牛結嫉の閣違性 を観察す灘海めに,次 の

検蒼を行つて来た.す なわち飽民のツ猟臨,レ ン 》ゲン

検黛iめ難に曙餐,奮 轍水,鰐 液中跨結核菌 を検紫し,ナ

ぜアシン勢ス 事,て 灘チンアミダーゼ法で蒲灘 を鑑獺 し

た.雛 方徽 こ対しては法織鐙通 鞍ヅ猟応を行い,ツ 反応

鶴樵醗殺牛の臓器内結蝶薄碧養,総 織学約検黎を特い次

の結漿を得た.

統隷糞麟 こ鰹味す薦と,播囎 欝嶽族では露麟欝象鍵 激

比較 してツ猟癒購鑑灘が魔意嚢に轟い,,羅殺処分結核牛

を撫Lた 窯鹸のツ漢懇はLか らざ難家襲よ鞍ツ獄臨ぶ轡

慧義に高い、更に鶏嶽牛乳を併驚 してい愚乳幼発のツ反

応購挫ギは母乳叉は入工栄養乳幼児⑳ツ糞憲 よ翰趨い.

Lか しなが ら入聞の肺結鹸患者から灘簿聾 れた結嫉磯は

いずれも入型菌 義証聡婁れていゐ.他 方昭憩 蕊 弊鷹 導

頸の羅殺牛の淋雛腺,各 籔器,気 管枝分泌物中跨繕鞍戴

の検騰でも陰性で趨織学的には結核病棄ぶ轟㎎せられな

い.鮎 たがつて入結骸と牛繕嫉 とはツ簾篤鶴樵ギか鋸云

えば繋積してい嶺ようであるが,入 型藩ぶやに影響 して

いるか蒼か結論 を下すことが出来ない.ま た牛型結嬢繭

は入総からも藩殺牛からも豪だ一饗 も証明 婁れ ていな

い⇔

捻鱒 競行攣欝分類に講する補遣

(結核予防会大獣支部)C縄 鱗 正義,大 島 義罵

織醗 静雄,照 串 醗

茜窪 敏丈,淺 海 遡太

斑鷲学羅分類 を実際に謎薦 してみて,使 い難い点欝約

束の不明瞭な点,に或は多少難問の点等ぶ散 晃せ轟れ葛.

そ叢で之を補遣訂正す葛意麟の下に,我 潔む診療瓶に於

け嬢 鉱学療法の効果或は遠隔成綾等のヂ～ダよ蓼類欝す

ると懸蒋に,学 籏分類裟よる読影上の経験 を加えて検討

し考察を加えた.

t鉱 して符号の考え方,約 束ごとに対す導壕え宵であ

るが,余 むに複雛駕L過 ぎては,欝 つて一般餓購の障審

とな薦怖れもあ導ので一部は補驚訂正雌嚇ると係て毒,簸

ぬ 一部は単に附灘と㌧て補充㌔,必 饗に応 む之 を使絹 し

得灘よう鑓するのが妥豪であろう難

捻◎§ 健康診断で発見きれた騰結核⑳病型分析につ熱

て

(毒立秋穣総舎病醗第鷹内科)

○鈴木 爾夫,宮 瞭 灘夫

腕結核鐙管理には,そ の発見の際の病型搾鐙横ぶ量 臨

大騨であるど巷え,諸 分野鐙健籏診断において,発 ず灘

勤饒分類で大ぎく分けて,詳 細に分析する携禽は,学 研

分類を採聡す蕎為い う方針 をとつた.

対象となつたものは.A官 庁約島難○導入そ跨餓の諸灘

韓1瀞 難～L聡 奪入箒欝立の申蟻及び高校の金難 緯ぶ蟹》
～爲1縦}入 で,昭 穂33聯 嚢及び 騒 年度の定難健康

論断鐙成綾について検 討した.

この濾A官 摩及びその惣の諸懸綜については,新 擦繕

検診磁$入 についても検討を鷲つた.こ れも昭織$3及

び 鍵 嘩嚢のものである。

二れらの成績は,す べて私共鐵身のレン}ダ ン読影に

よるものであ墨.そ の概況は次の磁 蓼であ導.

1・ 職揚で鐙新採驚検診では欝採驚不灘(活 勤港分類
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区分一 三及び欝)がL磐 毒,操講注意 纏 分一$)が 縮

繋であつた.

凱 職域懸綜の定期難膿診断では,実 療養嚢(活 鋤盤

分類 薮分一1)脚 訟一鱒%,要 漕療蒋 〈慧分一 の

懲譲た 舷黛一難.黛%,饗 注意藩 催 分～ の は,蹴 慧・》慕

一鱒%と 搬幡があつた.

3、 蜜立中学及び高校のすぺてを離象とした揚禽は,

饗療養蕃(賑 療及び生活規蕉について鐙指導賦,A一 導

及び饗濃療春 ① 一1)の 計が 鞭磁%で あ翰繋饗注意

嚢(c一 慧〉も 奪.叢%に すぎなかつた.艇 し,発 晃 され

た臨鐙の約一麟が箋濁(学 研K)を 欝していた。

捻騨 静岡漿引佐郡におけ籍繍結核患餐⑳減少につい

て一 婆ぬ隼問⑳集検と患管讐理戴綾一

(静 縄県衛生部)須 欝 盤 多繊 茂樹

(鷹ケ縫保健所)小 沢 健介(御 殿揚保健

所)麗 繊規薙男(熱 海探継 所)安 方 魁入

(饗隷病院)○ 紳津繊克(引 佐 欝赤病院)

鈴木 武難(大 岩医院)大 岩 範一(撰 療

天竜腔)織 井 一一郎(蕊 ケ縫医院)書 森

麺(木 俣緩院)木 俣 公平

昭和 鍛 年以降連年,一 般住民約 難万人紅海いし%%

以上の簗検 を実旋し,か つ患者管理を行つて誕た結黙,

愚者の灘減 をみた跨で報告する懲

饗蘇療藩数を年度騨にみると,灘 年 き膿 名(A譲 灘

繋β 膿,蟻 の,$3年 総黛名(A鐵 偲,縞4s,(二 茎

欝〉豊3壕醸 総S名(Aμ 欝聖 犠 姦繊,C三$の,瓢 年

欝姦名(A謁 §,B蔑 鐙§,C1無 融 であ鞍,始 めの$力

年閥は患者数の増加をみたが,質 的な改善がみられ,蕊

年には患考総数が滅少した.

3露年後 の患者に33年 度の欝溌 見憲者 を加えた慧3壕名

について,蒙 ないし3年 後の現霊驚 お睦る状態 を指導賦

分でみ蕎と,A叢4,斑 鐙蓋,Cl鐙 墨,Q欝$,D黛 鍛,

鎌 鐙慧,そ の惣転鐵,死 亡,入 院中,転 病等 驚導譲名 とな

艦 改善へ緯擢移は…・層善明である。

なお レ線断児,入 院加療,死 亡,転 病について毛検討

を加えた。

34年 嚢の新患発生は 慧攣名.蕊 年度は 総 名 とな

峯3,この点で恵善 しい進歩が認められた.

欝総 簸近9錐 間の観察よ哲見た乳幼晃期における結

核の感染と羅患について

(名大予防賑学)濁 欝 博,○ 撫藤 孝之

量近江おける乳幼児期の結核感染の状況 を知 るため

に,名 古黛欝内一小学校の昭隷 認 年から3s年 までの

入学児童約$謝 名 を対象として就翠離の健康診断時に

行つた 鷺CG歴,蒙 族歴等の調査とツ猟応及びx線 検査

ぬミミ

等の戚績をまとめて次め結果を得た.難 α}歴 のない小1

児のツ探臨購樵灘,鄭 ち結核露然感染率は昭和 鱒《鷹創

年の 欝～総%か ら昭願3爆 《・総 奪には 熱艘欝%へ と.

滅少 してい蒸.x線 膚所見灘,要 緩療灘も夫鰭 躍灘 鷲,

欝 年の$%及 び 慧%蒲 後から昭和34～ 総 弊の1押3脇

及び 輔%鹸 後へ と減少係ている。禽BC償 歴のあ導

も醸 こついて,或 いは家族の結核患者の麿無による違い

裟ついて等の検討も行つ鵡 以 と騨〉様な結渠を綜会して

小学校入学離の乳幼児期紅おけ導結核感染ギは昭澱 怨

奪以後,驚 霧までに漸次,滅 少 ㌃て藩ている傾向が認め

られ鵡

総群§ 策寮都内郵敷職量における結楼既鶴性鍵病の推

移

く東窟郵数驚難康管懸葡 ○駒繋野 文夫,鈴 木 竜郎

牧醗 道子,中 村 正夫

(蜜京中央郵優織医務蜜)樵 穣 洋一
㌧ 塗畿 回雛 ・ 輔裟
、 ト配'T　 鵬 毒諜マ 講ぶ/メ澱㌦津ノ辱ノ 門 「璽幣 ～饗、細

既陽性発病紅ついては第 鍵,繊,33鱗 本学会におい

て,そ の疫学,本 態,瓢 蕪 こついて報告 した.今 織はそ

の後の昭灘 鍛欄瓢 年の夢ミ態を追求 したので報告す嶺

糊一藥臓であ導が,前 織 鱒 局 鷲藝鋤 人は今織は昭灘

蕊 年 嚇 局 驚轍}入 に増え,増 加は主 として藩年藩に

行われ糞鍵 才鼠では 鵡%増 加 し,熱 才以上鐙高令藩

には殆んど増加がみられない.鍛 年か曝鑛 年集検終了

誌 蕊で(灘 年を半年と㌃て観察期総を3年 判とする)に

既騰性発病 響 入,陽 転繋病 欝 入 を得,年 闇平均羅騰

盤発i病ギは集麟金員に対L{}.欝%で,蕊 懸成横(}。33%

に緯 し約判減 している.繭 織成績の轟鉢をなす集懸は戦

臨中の疫学的に強い初惑染を経験 した込ので,銘 較的蔑

い既翻 生発病率をボしたが,こ れら態較的騰冷 藩は縛の

経過と共に滅少し,業 年命の進行ととも鑓発病ギも低下

し,他 方戦後鐙初感染発趨ギ鐙徽い初感染 を経験した叢

年者ぶ前述の如く集懸串紅大 きな部分を占めつつあ難た

めと説明搭れる.こ の鱗憩は今後も進行 して既購盤発病

も類次減少 しよう。

撒 ◎ 都内禦業務の §難後におけ葛結核の状態の予灘

(電凝公社策墓健康管理所〉 ○松魯 蟹男

久保 義憲,春 懸 孝正

鋼蒙 露郎,磯 鑓 野康

東窟郷欝 灘 灘内の電溜公社職鷺 露?鋤瀞入余の量選

におけ導結核管理成綴を分析し,蓉 郊優の灘灘 爆昏年に

おける要蹴療藩,饗 療養考,被 管理藩の数の予灘を試み

た尊すなわも饗蹴療藩は約3削 減少して全対象の 烹謁%

療養者はわずかに難%減 少係て 焦総%,被 管麗藩」は約

鴛削滅少 して薮$%獄 なるもの と推灘 憲れ,全 体 として
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量近⑳著 しい改善をやや下懸嶺.各 群毒嬉,慣 常な し」

かもの新規発病 と,膚 所欝 蕊の響発 ・羅燃賦よ導毒のと

が1蕊ぽ懸数を齋め,こ の予懇を趨蔑導聾結巣を得嵩ため

の莫檸的な方法 としては,後 藩に対す嶺管理 と治療の徹

蕨iが蟹饗であ導.

織 讐 ツベル鱒 ン茂魑 然隣転驚麓⑳縫過と駕攣予

覆減 纏

(窟大結研小児部)○ 小林 裕,ヌ1鑓 義駕

寺林 丈男

(窟大小児科〉 三河 春樹,赤 灘 強懲

福灘 灘

耀職 撚 年秋以来,撫 然購癒 を発見し,鰹 接撮影で欝

年以 転経過を観察L九 学鷺生徒 懸驚例について藥計する

払 曝紙時難i鑓発病 係ていたもの 憩 纏,そ の後発病 し

たものs溺 で発病藩計 蕊 纏であ難、病型は!嬉門サンバ

線腫蕪鍵綱で遜半数を讃め,ご 次肺結核症 短碍磐撫行撒

霧は認めなかつた・陽転時無蕨見者の・…部1慧 難慧轍 副

峯《憩 または 欝As捻 蕪熱黛〆駕慧3ケ 講の鵜学予防を鶯つ

た・・対照鮮から黛鋸 礁 藩%),投 薬群から3鰹(焦 糞%〉

鐙発病 を認めた。烹 く発病を認め撫かつた溺から 三S趨

鈴石阪舞藻出現 を認めた。 こ緯凱とは初期結嫉癒跨治療に

おいて難然騰転を皐く正確に捉 え嶺ことの藁要賢/三をボ唆

してい葛と考えられ難・コ次糠結繊症鐙減少鐙対する化

療及び化学予防の役削慧ついては,今 後鍵賦検討を続酵

たい。、

織 黛 騨結核磯復期患蟹⑳急増武歩行作業について

(葉京鷹旛大第こ篇内科)○ 大灘 叢敬,島 難 良典

黛賀 昭蕊繋大島 識一

齢結渋甑潔の歩菅作業は籔復購患奮裟対す導縫会復滞

のための 欝磁齢綴雛離獄○焼 ゐして灘要 な意義を持つて

い難が,歩 費作鍵は一・艘 菰慎難な漸増方式が特われ,祉

会復帰の過程鵜多くの時綴 を費す結果 となつてい盤 こ

れ載対して先に我凝は駕学療法を併稽 係ない急増式歩行

作業を試み,一 癒所期の舞的 を短期聞に巣 しう悉瓢とを

認めて報告 し鵡 然 しなが鋸 その 憲い歩行作叢申の悪化

ぶかな鞍認められたので華今繕は化学療法の併灘 を鶯

い・その臨床症状及び血演澁状4)変動を串心 として検討

し鵡 その結果,弱 纏串 綴 鋼は歩響作楽串好転ない鮎

不変の経過を巡 罎,蔵■粥は一時的にレ線漁の増悪および

講繭をみたぶいずれ臨短懲闘に猟つて歩行前よ蓼好転を

みた・・蹴沈艦 へ勢グ糠ビン難,礁 溝爆鐵黛,A緯,悟

グ器ブリン量,黄 獲係数等は歩行前後を遜 鴛て藷変をみ

なかつた。これらの成績から化学療法 を併驚した急増武

歩行作業は短期闇 に欝黛董鍛 灘窯$欝憩撫 の欝的を達 係う

愚臨のと愚われ蕎鼎

撒$外 来騰結核患饗の実態

(熊本赤十掌病院)池 鐡 購一・

(熊本労災病院)小 駕 醗

(購療菊池病院)中 村 成央

(水 摂窮立病院)慧 鵯 勢

ω著騰憲立病院)縄 元 繋

(八代欝立病院)杜 上 和之

(新 縫蟹附属病院)繍 方 久燈

(菊水織立病院)石 籔 灘夫

(新瓢府病院〉 中原 典鑑

(蕊叢横善所)武 内 玄欝

(大分懸立病院)繊 縄 猛

(下灘摩生病院)河 村 蕉一一

(大津町立診療撰〉 餐銃 ・定郵

(1繋治病院)三 隅 簿

(熊本大河盤内科)○ 金井 次難

藤本 丈彦,照 辮 陶幸

3ケ 欝以土外来治療 を総 ナている遵鱗 傍の璽懸議 慮蒋

紅ついて,年 瓶 病型,就 労状態,遜 院の種類,入 醗勧

奨の禽無 推定発病よ奪治療縄始淫の期聞,蘇 療費突払

方溝などと治療経過との麗係獄ついて講査を行つた、,以

前1訊 院治療を行つたことのあるものが聡姦例,量 耕か

ら外来治療のみを費つた懲のが 慧緯例で両群共載 難 才・

以下が治療成績は良好であ 鯵,A,葺 遡 ぶF型 よ鴫 改

善ギが高嚢であつた.又 前藩では事故退院を係た もの

に,後 者では緩学 ゑ入貌治療鈴要あ吟として入銑勧奨を

受けたにも溺 らず飼等か齢麗爵で外来治横のみを行つた

臨の賦悪/と纏が多 く認められた.

13鱗 遷筋患者の外来治横及び管理

偲 療梅森光嵐懸)小 池 瀦央,塩 野瞭達夫

○黒輪 太郎

1)入 所中化学療法のみを行つて退辮外来漕療を継蕪

Lた 獅 綱 を1年 闘以上観察鮎,入 遜所蒔及環窺をX線

勝鼠,癬 菌所見から姥較 した.

の 入所縛鷺及c鋤 簿o%を 占め,樫 蟹齪鋤 婁鑓難

であつたが・退沸 雛 又は撫 に達 したもの §3%麿 璽溝

率 黛黛%と なつ鵡 特にK煮,Kわ では7銚 が輯 決を

みせた,

3)外 来治療麗始時 錨,CB騒,cc醸 等であ勢 驚

押欝 ケ鍔治療後
,欝 の全例がc欝 にc欝 のsの%が く泌

に改蕃きれ鵡 又盤澗では轄にK鼠 が 麗%の 軽快をみ

せ・就労下化学療法で尚治療ギぶ上昇する事を栄した.

の 撲繭は入所時5幌 にみられたが渉退辮時蔭%に

減少・以後は駕攣療法を繍 憂ても陰性化しない.

s>悪 化はx線 上 黛,細 麟学上 窯で少い。
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の 駕在これも嬢纐の §"%は 就労 しておむ塗入院期

翻簸縮,羅 い社会撫岳の講ぶ今後進む幾 引きつづいて

の外來潰療,管 藻が必要となるであろう.

欝瓢 退藩結核彦餐轡理に閣する研究

(懸康大慧鑓荘)○ 漢野 縫淘

東懸立字都宮療)鱒 壌 慶行

東懸怠予薬療)佐 藤 修

東鍵 寮千城閲)野 翫 英高

東総療溝瀬病㍑)導 獣 良 騰

東籔立小千捧療)㌻ 欝 知照

東縫立耀潟療)申 川 慮償

雄縫 所蜜邊所せ難結鶴憲藩は饗たして嬬 臆 導難康讐

ぎ璽をう辱てい難であらうか とそ の 実態を把撮する 賛iぎ燦

で,灘 欝地鷺大 羅講荘難 購鱗療 を昭報3が罫退所せる捻43

ミ溝

名についてアンケー 桟,灘 答をえた蒸錨 織 芯 い噴1ご

退所後の縫瀧管理の状騰や雄蜜状藤等 について講灘し ＼

た.ア ンケー}の 纏讐灘は 難3。蕪%一 §1。1%と 灘 灘隷

鯵区離であ嶺ぶ平均 縣%で あつ島

還蕨繕捜憲者の健嚢診断は驚・獣織雛轡 に字痴 れてい愚

ようであ導が,漁 駈後全然難診をうけない靭纏 讃 験 喋

みられ,鵜 れは退所後s年 縄 も駕'1幾寮法を貸つ鷲い難臨

のが 難%も みられ導撫とと蔑に指聯を要す撰駅 馨であ

灘.禰 懸1ξの健康状態は就・二汐醗 懇%,療 養中 焦繕～,斑

亡翫s%で あり簿入療中賦おける濤療法覇1こみだ 畿所蒋

の健康状態は瞭講欝において最 も優れているようであ導

が,退 騰後の 鮮ド醗瓢調査鰹グ》凱3%に 醇電懲ヒがみら

れナ濫 とは,還1欝時結嫉麟灘 ド1三蕊の予/登が著t.く不裏で

あ灘二葱と灘 こ侮 一}韓の健康鞠 璽の灘慮がのぞ まれる.

シンボジアム(3)化 学療法と再発 ・悪化

演題1316～1322,4月4日 午後,第III会 場)

給欝 騰繕核⑳外来化蟻療法中における講修彦彦の検

討 α 報)一 悪化に就て一一

束結核予防会冠働 ○叡堂 鑑郎,1撫1智 道

麟鳶 載

最近 曝辮欄の外来の轍療患輸1鴛,醗i"1鹸 騰を実施も鷲

つ魏姦資料完備 した/鑓 鱗を選び,X線 学ゴ瓶優び細麟学

輪悪化に就て講養し鵡 これを3欝 鄭ち第欝摯は電争醗

鷲群 東1灘以上1-3斉 彗に完全醗幾を示したもの)第 黛

群は不完全灘性群(完 全灘性は認めず不完全醗性 を示し

た臨の忍第$群 は常に感挫の毒ので感難群とした、第1

群のx稔 学的悪穐 東学欝稔舎判定)は 難瓢難%,第 窪欝

欝 瀞%,第S群!$。7%,又 最終時の彦嚇性毒は第1群

醸1。ξ編,第 黛群 欝 灘%妻 第3群1S瀞%で 奪曝誌 嘗意塾

を臨つて第1群 の悪化率は高かつた。以上の事から峯紛

よ雛適正な化学療法によ鞍薦陰鷲ミ/穏に努力を要するが,

少 くと臨霊ず不完奄醗難鷺とどめておかなければなちな

㌦・と捲え蕎、

131ア 牝攣療法中および終了後⑳悪化の検討

一シ識一ブ羅⑳予後に閣する饗察 磁 報》一

束轄樵予蟄会一健)渡 辺 博,ぐ:八 愚 猛

安川 隆薄1

今鐵は化単療法申および終了後にレ線写糞上悪驚を認

め た症綴紅つ藩,そ の後の/じ療によ導悪{ヒ漿の経遜を穣

鍵の要懸に蒙いて分析し悪駕嘆農予後を欝定せんと試み

★、彦轍後騨)翫療紅は初剛 穏療欝梅騰紅遷繍薬総の/}携蓬が

や や好影響を認めるが,縄 一薬剤群,壌 剤変更群では差

を認めず,薬 麟を減少 した群では成療がやや劣 略《い

た。初蝿の治醸で藩曝1改簿を認めたも轡からの選§鶴鰍ま

塗嵩綬鳥婬のものが移かつた.撚 たも熱 こ瀬撒した劇 雛葵

はその縫川 ぬ療で改善す蒸ものが少ない.芯1し病爆論病

醗A,黙 二襲は(二8墾 より比較鞠早三繕に改麹され惑fね 療

鍾ゆ 悪撫漿の小嬢嫉 渉>!l授が り鐙も戯 讃二 く憂,蒔 悪化

が多かつた.悪 撫跨予後鑓は麟雛薄鱒購題が関礁℃てい

蕎と蜘 郎される、悪!ヒ病巣の驚懸 こよる予懲 よ導嗣!繕

に 画応判建で嚢観

零3爆 騰繕核の化攣療法後の再悪牝について

(麿立羽曳野病院)○ 縮沢 毒海,笹 縄 ㎎一

鈴氷 孝,後 藤 夫雄

蒋ケ飛以上の化療 をうけ,遜 院後 叢一蔀 少隼経懸した

欝欝 鮒につき退院後の雄過を灘査 した結果,再 悪化は

退貌時に於け蕎,丁 澄.到 違の育無 と甕洞襲轡の寳無に

より決定的な影響 を鄭ナ,退 院時鐙篭本病型病繋鐙撚 辱

空溝の改韓状藤とも密擾な縄孫をもつ欝が分つた.翼 に

既等悪紀鱗鐙悪撫時の状況をみると塑溝拡たが蝦も勢い

が堂学研判定敏準跨塞洞の拡六がすぺて悪撫を意暇す導

ものであろうか.之 を検討する蹴 ㌻で入院中並びに薫院

後の餐澗撚大弼中拡大後少くも!ケ 寧以 歎縄過を追究し

得たものについて,拡 大蹴憩空洞姻 契溌と経透 蕊鐙麗藻

を鷺た新,購 準3灘 田以。鍵罫、のでは拡たζ蟻の繍 豊が峯

鍵職幽 歌就,壁 が轟薄撫し慧難灘 以下裁なつたもので

は,そ の縫も轟薄轍を雄総 華悉か或いは稔職弗 を藩誌 魏

鐙後の繰燃の良好なも跨が媒 ・ 鎚つて塞濁跨拡起灘す



鱒

難窟随震羨義灘 灘燃輪置識嬢
蕾 懇 ゾ欄 媒はついて亀撫 凄しだ/
・1鱒 誌結縷濃療後の喜麹 蕊つ都て

1＼ 東欝壌 長三大第蕊内誉〉 ○木村 式
へ 小野拳 稔

,申 縛 良雄
こ:鈴 奉 茂

,佐 藤 駿

:㌧ 小笠醸 寿,照 井 孝灘

細 幻惹ケ犠の職織穣滋貌患著轄アン今～ 》し,蓋73名

につ㌔〈1㌧=黛の磨無を灘査 した遇1誉郵婁撮は噛議 もで糞1ル

1、線/瞥ご)楢轡,階 癖 婁劇該 薄樽鐵斑 憂博豊つて決めた

.二1難 黙中 黛名 ⇔譲%)の ぎ琴発苦があつた 弗も滋

として熱1-1黙s樋N聾 鷺審嚢/澱跨化学療法のみ 愚争退

獣㈹ 触1糠 瓢串膨名 東黛惑%)が.弗 学療漁後外繕的処

裁 を樋/た53魯1凝 彗名 暮1譲%)が 謬発した、

麟 ㌻響こギ蹴法ぜ〉み勢けた 鶯 名緯 露～3年 薄経;ll烹費1琴

発が意壌∵てあ難 こ鐙欝名群入瓢1後川 訟学療誌の∴繕ll訟

摯袖li丸 三,f/謎 驚 鈴病董は浸溝嘆乞酔醗で聴蜘}痢 該

蕪諺∴鷺てあつた、

黎㌧ 辞£∵癖 鐵癒ダ)鷲陰難二 鞠1年 ～拳トr嬉1∴ 磯ミ灘

ぜ強 三 鈴病三は轄寒餐雛!,慧 騰乾離藥鷺,惣 溝1墨で二峯レ

濠豫鳶囲総憾 濫,掛 菌のあつたもの1諏1墨名であつ触

慧 を糖 劇ブる謡翻ゾ、}筆紙1は綾 講なものて,良!三;発後

の三∴∴替犬が最も撲/織する赴され導ぶ,謬 醗解 撫};す導

たぬ厚/レ継縷の濤療薪>1瞥1撫よ界醗分類x線 総 暴饗超 響 蓬

て 毅』 が嚇灘 ゆ 妬くであお、

篭瓢嚢 饗ウスに譲け轟1騨 鍍 最期潰藤灘霧藤染防禦

力鵜激獄す影響

東京大轄戴率難特疑評1二研)小 林 裕

噛 蕪 義男,e毒 嚇 受馨

綜4・襲 瓦演縷の 撚 系郎 性撃療ス!麟 涯を綿い入

灘鍛傾蕪黒潜 象き尾縫脈より接種 し 東大疑接種は3譲 ×

1賊 窪蟻 接藻は 藩。3×1{1㌶紅欝 蓉の た縫の菌接簿棄翌

謎か、 達N鷺濤療 を/購始した鮮,小 縫の蕾接種後鷲慧か

ち 婁N響碧 綱糠 雛鋤1しプ認1蒙吸 び薦接毬後4遡 川欝蓬れてか

も 茎N蕪 諮峨姦灘始 ㌃た灘 東いず れも/NHl獄 懲∫著マ

贈職)に ついて全く1N蕪 治享襲を緬 氏 な外つた織 餐群

鷺ぞ熱ぐれおき,1{藁燃1お よび/萱き照 繕よll∫感桑 紙$

×1拶 二蜜l/雛及び 獣礁囚1ぎ垂生薫挙紛 を施争ナし,器

遡戴,響 嘗圃の死亡華,fl瞳 二鐙援移,麟 換はよ導肉擬的

観驚ξを争〆琉.そ の綜紙慶黛接懸鑓職 多'瞭瀬 よド憾 懲に

対 し瓢鍵照群 鉱1擁隷織 熱 んど葬右禦力をぷ 姦ない鈴賦反

し 少鍛接強難治糠灘訟六蕊接種購 灘 糠 群ト 戴奮/い懸

禦力を示 ㌔鵡 少黛接種で 鋸 難 治療 を接種欝4後 還翻

遅れて闘始し,総 遷鑓載習感染Lた 群は少黛鞍種井治療

鮮裟は及ばないが,そ れ紅近い成雛を得,か な融の再感

染防禦力跨増夫 を認めたぐ

欝撚 継核饗注慧潔の喜発化学予防について

(門λ保鍵管響購)上 鑓 薦,○ 金光浩漆

穣本 聯,芝 野 忍,為 慧 哲雄

轡擁 郵裕,柴 綴 難数 唾

東鳥=懸鉄道病醗録縫管理部)療 灘 邦夫

小淵 温懲

(早 綾1撲道病院保健管理蔀)懸 巾 徳難

北九鰯雛総に勤務す葛懸鉄稔員について再発防止鵜学

斑防の効饗を検講Lた 、昭和31年 渡以降にお継灘蕪力

ず!闘の化学予防畷繕群鷺醸 溺とほぼ懸夫件鐙対照群 譲欝 、

魑について,そ の観察鵜姶以輪鐙化療の宵無,学 欝病型

溺鵜xb粥 擦 論 慧!ヒ,改 論率を比較した.澱 繕麟始

時 よ難聡絹終了後ぼ 欝窯年までの累積悪 灘峯は,た 訟え

ぱ織繍 群の 轄σ灘 苫。馨%,c黙 烈s.§%,cc型3譲%懸

照群は夫聯1翫 蕪,篶 惑,蝋 導%で あつた一搬薦群にお騨

轟慈化に1よ精らかな鰭1餐懲 な簸琴をみとめ薫かつたが軽

快は撮摺中よりも蟹l!農了後により多くお瓢つた。モの

ほか勤務様式,!二納肇奨の た曇さ訟繕邊の関}嚢鷲など裟う

いても検討した、

職灘群ぱついて謝野1、ソーダ ・ナツ}キ ノン法によ導録

中 裏N蛋薫検!l//式応 衰宥い,難 箏3鰐の うも 銀}葦齢挫;獣

難譲%,そ の中で職構について毒三教響を行つた鐡叢 繋

は 懸%で あつた,隠

懲澱 罵燃霧雛化学予防に閣する欝究 α 報)

一一檸止牲病樂に鰐する化学予防一

束東鉄銀縫管理購う 千葉 保之,福 鐵 安率

○近藤 審.誌 醗 裕,広 野 恵三

佐久総光甕,栗 穣 懲雄,木 内 達郎

近触 再燃父は謬発}跡 として撃護該 駕学治療離の投与

が宥はれて居嶺が,そ の薄 象の選たくは多種多様であ鞍

条件のそろつた夫撫 群 を設定レ ぐその後謹凝 過を十分に

観察Lた 繊 蟄よ少い。論嬬鼠轍療又は外科手術奮うけて

居ない学欝1爆 以下の轡病者 窯1気給名 賦ついて,昭 舞

灘 隼から纏 年迄砕聡の夫経遜を観察 し,化 学療法灘始

濫の$年 鷺跨経遜 をそろえた対照群との縄で化学鑛法の

効果を匙較Lた 、

その結 墨鉱《年不変で淳止韓1と愚われ葛病巣て憲,化1三奇

療法 を鶯つた際 心融では明にその後の悪鵜毒の藪下が認

めもれ,α きでも～1懲才では欝横であつた費之等の群麟

鰹映 率は化療なかつたも戯 こ態 しあ震訟差がないので蕊

擾騨)治療勤 渠よ蔭,簿 燃予防としてザ)意昧が大 逡、・も轟

赴思われ,毒 燃防上の漉当な夫重象と考蔑られ悉.蹴 年撫

軽快鈴あ葛瀞では,不 変群に比 し懇紅峯が高いので,や

は絵靴学挙防を宥つておいた雪がよい.
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シンポジアム(4)耐 性菌 と臨床

鱗 郎 慧鱗 穆1臓4解 縞 第絵 鋤

慧鱗$M・ やAS携 》磁 灘盤上隈⑳瀬人叢叢びに隼度

溺耐修の雄移

(麟療大府荘)策 村 滋雄,○ 安銀 学

糞癒肺結核懲響で繰藻し化学療法を受鞍た患藩につい

て 窯～3態 鵜$嫉 》A騰 撫簸,醗 性に灘する 紳欝、

融圭騰 雄成をしらぺた.

1)S醸 難蹴三の.}張は 榊 韓学畑 堪1の ものぶ約半数

であるが・1{Xη1心cまたは1ギ1ゲ¢cで それ以上
,上 らぬ

臨のもかなりある欝

のPA$醗 性の上限は/御 嬬 が約 総%で 上隈の魑

人差は一ド喜小蕊かつた.

3)脳 縫 醗性の上隈は繕入霞が比較的夫 ぎ く
,心。1

亨んccまたは1字!c¢ 駈桑張aす 愚ものが多い.

のs簸 耐臨 獄S醗 雛,夏醸 欝縦1の上限の闘慧糧

関関係は認めちれなかつた雛

の 年箆劉鰍雛の推移につい壌 鼠鰹=彊1櫨 は…審

瀦 盤が多 く・昭鵜 鍛 年迄 は二f藩醗醗が多 く,昭 灘33

年以降は三潔耐驚が多い鐵懸が認めもれ愚,

黛博黛 誌核化学彦法施行麟の晴漢中結核麟の灘姓検査

成縷と其の後⑳治彦戴縷

東窟大結研)内 藤 益一,前 川 暢夫

書欝 敏鑛,津 久間俊次

中騰 通泰,溝 水 鰐

川舎 満,○ 申井 準

池鑓 宣繕嚢書獄 窟方

久籔 文幸,灘 中 健一

紹和 詑 年 蒙懲1蕪 よ蓼溝 蕊 年離半に入院した上記

患者の澱 盤検査成績 を繋 計Lた 結果,s鍵,獄S ,灘 鷺

とも夫樗の醗性薄喀礁憲蒋が艦と共載ま懸加し,蘇 に$賊

に於て彦しく・昭織$導 年愛慧は 熱鷲1{辱完金講性鰐

は・箆4%・$誠 緯㌢ 不完全灘性溺は 蕪惑%と 欝 う驚

くべぎ数字を示した撒である.

予慧された如 く醗機鰐の翫学療法成竃叢は懲受鷲濁む其

に姥 して旗較的悪いが,然 し現在跨処では未だ膚効鋼の

方が多い瀞

総本研究成績江よ剃 難灘生再感染を疑わしめ蒸競弼

が無筏出来ない頻漉賦発見婁れた,

鑓総 未治療醗盤彦騰結核症に蘭する観究

東灘療溝瀬病貌)中 川 保欝

昭灘 窪§年以降 蕊 聯 慧 騰 叢の間,懸 立療養所溝瀬

病院に入院した鮪結核来濾療馨轡のうも糞治療前に醗性

検査を行つたのは 窯弱 携であ嵩.

このうも$砿 欝AS裟1の ㌘,駅 慧 に1学 以上の発金

醗慧をみとめたのは 紛 例 東1姻3%)で あ導軸

奪度灘にみたが,未 治療醗樵患藩は,近 嘩雄加の傾向

はみとめなかつた。

当療縫所稔騒発病審中に,か か愚乗治療 醗盤憲 嚢は

鑓%の 高率にみられたが,こ れは撫学療法の結果醗漁 と

なつた繕穣懸 こよる感染ど慧荒られた.ま た醗性患嚢の

熱%は 再感染であ離,初 感染は 臨%に すぎなかつた心

葺醸 灘挫菌の 毒餓 漁 下 硫 い疑 垂湾 えられなか

つた。

感幾薬剤による治療は,慧 紘懸誉の治療 と懸様歓良野

であ鵜 懸切絵した 鷲 溺の霧魂 は,醗 鷲鶯 による特異

な黙は認めなかつた。また叢陰幾来治療患春中㌶も,醗

娃耀が混入 してい難かも蜘れない.

鎖麟$簸 拷 醤薮 黛彦彗鰻性例に麗する藤床的欝究

ぐ葉京逓懸病錠)喜 籔嵐之助,c癬 藤 滅灘

欝中 元一繋 澱日 鐘治

惣撫元次郎

東罵棄串央病院)江 波戸鉱郎,伊 藤不二雄

璽警川 五郎

$駄 猶縫 驚薬剤に灘性 を轡する黛症溌1灘 濁を対象

としK繍C$お よび 叢314丁難の効果を申心として臨

床的な検討齢 賦 た澱 辮 ≦》年 よ臆4奪 までの鞍

ら薪)病院に隷ナ導調査で,患 轟総数,菌 騰臨携数は漸滅

してい 蕎が,窯 剤醗性劔数は 詑 年象では愈激に雄加}

し・以後K澱 べ懲 の使灘 とともにやや滅少の傾講を承

篤 鯖 彗醐 三搬 灘 し 翻 ・沿AS鍵 総1購cs4導 弼

薫N獲舵A鷲 濁騨)治療成藤は,K鱗 鮮,cs群 がほぼ相

等 しくすぐれ,墨鷹A群 はこれ載劣 嬰.次 に艶慧14丁 撫

と・K瓢 または 罵$を 奮む化紫療法を,欝 懸稔性濁 鐙

鎌に試みたが・CSと の併灘がややすぐれていた.な お

13慧 丁無慧薄す灘耐紬上罫を二認めた。最後歓,地 較的幾

期 東単均$年)に 観察した 憩嚢綱を麟象 として,悪 化と,

永続的な薦陰性化を中心として検討 し,そ の際K鍼 お

よび(溝 の果たす役彦続,そ の限界 を鱗らかにLた 懸

驚欝§ 飾結核における 簾N蕪 醗性出環鑛度及び 獄曙叢

鮒性⑳変動と鶏床症状

東羅立広喜療)○ 村上 妙,佐 凝木よ塾子



総

鎌韻 修,盗 掛ふみ薦 下川ツ蕾ヱ

私夫は綿結核におけ導!灘 鮒性の変動と臨床蕪状と

の蘭係を調査するため驚昭和33年 から 篇 年S驚 迄の

初灘濾療{弾 鶯 中,濃 療醗始前耐臨検査を行 うこ為の出

来た133濁 串の初繕に 撫難 を使驚 した麟 携について撃

撫難 醗性の出親類度 と昭灘 鍛 年,蕊 奪 の退所者で初

麟,羅 漁療を問はず窯年以上在所 したもの,及 び 欝奪以

上で環在織在所中のもの3㈱ 例中,慧 懸以上醗盤検査を

し熟 ・疑 の惣 懲 こつい℃ 獄懸醗挫の変鋤状態 を調

査 し,胸 部 レ線断晃,欝 高状態,気 管支修発生漸 転帰・

S蟹 灘性鐙変動状藤等 との蘭籐を検討 した・

灘総 貰N慧 灘性⑳臨探的研究

(籔立纏奈川療)伊 藤 忠 臨 ○亀晴 華家

大川難出夫,蜜 騰 正弘,杉 識 脊男

灘鷺 醗性 とc撚 ぬ 懸 茂応 東の および 難鱒麟撫鱒 反

憲 東の との彦1係を申心とし,欝 難 醗難鐙臨沫的推移に

つ嚢検討した.巌 所入院中穆緋菌者 鎌 名 東初繊漆療 欝

艦,再 溝療 謙 名うから毎灘1懸,響 力灘闇分藤壕養 東壇

地爆本綴用)し た/繊 譲株を粥いた.分 藤菌株のうち培

地1憲 につ曇東⇔ および 東紛 を実施,難 灘/本 は間接

法で耐雛灘定 を実旋した.さ 触 こ1N難 醗性培地上に増

殖 した麟集薄について 東の および 東緯 を実旋 し,観 察

し鵡

東の で 東傘)(一)の 田雛磁 塞}脚雛沁灘 を示すもの

多 く,これ らは(鯵 では 鐙東+)あ 悉いは 藪 ～)の 熱董1

紳轡1就蒙⑳ の彫に変つてい嶺ものが多い。c(牽)あ 嶺

いは 繋東→一 の 敷滋 轡轡1撒窯沁雛では,殆 ど 穣 難1ッ 以

下の醗黙で,心 東一)薄 の うち 蕊%は 紳 以下,欝 東一)

でも 慕嚢%が!㌢ 以γであつた、瓢鷺s～ 窯"学姻 奮轡

雄地に発育 した麟集薄は 描%欝 東一)を 示した・陰挫

化鰹,藪+)持 続鰹,茎域一)持 続磯の経遇を分析 した・

憲た葭集落跨(の 酒蝶三に蝦当の 欝鯵雛麟 撒 の変鋤を認

め鵡

灘鍵 鍵症灘樵倒における薬彦彗鮒性の雄修について

(九大胸研)璽 灘 勝美,杉 葬婿稔太郎

鬼塚 儒也,○ 篠田 淳

畑 雛 繍 騨 謹

石橋 凡島 松喜 健一 藤

萩本 依次,撫 瀬 縫士 ＼三

糞症灘性携に於て経晴的に$瓢,PAS,烈 難 に欝す蓬e

薬郎 灘 耀 鑛 法定難培養の上蕨講 磁 瞬 鵬 燃 濁 綜

よつて淵定し,そ 鐙検査纏の推移とその醐の化学喜法及1、

び臨痒蕨 難との濁係を検討し鵡 我凝の藤床舗 姓 の織 こ

界麟線を基溝 として各濃渡段階鐙検査簸を綜金して灘修 、

をA鷺C及 び感性(Cの に分けてみ慕と,該 当薬講を綴

薦せずして灘性ぶ繭の検査よ鞍上昇 してい融 蜷 綴麟麟

10{㎡欝%に み もれ,こ れを醗性の誤認と考蔑鵡 この胤 .

とを謝 駈 するとバN蘇 使驚纏聡に特に1醸 灘性のみ儀 、

下の傾磯が藩 ㌔い という結業峯瀧得られなかつた。

鮒盤鰹戦於て各種の薬趨を繊驚した場禽の臨確勘果は 、

当然の樵とながら醗簸薬凝以外の薬淵を使灘した岳禽に

薯しい,叉 晴喪串の生麟数の減少 と醗性鐙紙下 とは 三醗 ＼

醗歎に於ても必ず しも併費してない・

禦総 醗樵結縷薦に閣す薦礒究

一薬翔灘牲蹄藤核悪著の病態に就いて一

(新潟大木下内科新潟憲信楽懸)撚 猷

入銚晴欝麟鳶1鱒 蟹に就憲,入 院鹸傷学療法の轡蕪

入院時の病駿,灘 挫,濃 療経過を観喜し,薬 凝灘性藩⑳ ・

病態を考察 した.熱11轡 鱗,撚S1㌢!鵜1}轍1怜 鶏

以 疑 籍性 とす葛と,入 灘 瀟 掘綱 認鳶%藤 盤低下 こ

擁 驚L4%津 感性総 毒)灘%で 蟄醗性弼は欝乃至$蕊 醗幾 、

が多 く,又 灘 逡繋病難及び璽溝,特 載硬駕壁甕濁樋に夢＼

かつた。入院時駕学療法なし弼に醗琵乃至感整儀下{峯嚇叢

驚成1穿高率気 二鐙中には自然醗性菌轡 締 麟 多く含ま 、

れてい墨と愚はれ孫.入 號瀬療後の鰍性変鋤は不変纒麟

多 く,。妓 醐 は該薬剤を含む治療鯨 こ多 く,感 樵簿継 ・、

は皆無であつた葦

入貌縷経過をx織 所鑓改喜と彦陰姓化か㌫み導と灘織

例には好転が少なかつた.又 之爆を醗性薬麟を含む灘喜

と奮まぬ濤療かもみ葛と,鹸 者の三藩併驚及び後藩⑳

㍑A,鎌 使懲鱈に少数の禽効鰹が認められた。

症 候 ・ 診 断 ・予 後

東演題 黛/鈴畷/臓 姦那 鶴 糞難 会勘

懲鱒 難症結核1二閣す蕊購究

(棄大伝醗 ○北本 濃,福膿 徳光

杉浦 宏政,松宮 猟夫

早川 道夫

(郷立蔚中病院)嘗 川 修嵐 着井 欝騰

(驚還線 立小原療)吉 鐵 丈書

東桜町病院)灘 壌 患華

東佐禽藩生欝〉 概本 儒癌



欝

馨鵜学療法と外科療法の親段階から購めて・麗症繕核の

鑓喜と分類の立案を試みた。

髭箆がおくれ,又 は湾彦麹〉不充分 ・不規鍵脇 導いは中

だ燕みを経て病状が進肴し婁通常の化学療法には抵撹 を

灘し,無 条件には外桝手徳が簾行蕊れない状修の臨の。

このなかには蟄麟TA分 魏 瓢お脅難 無澱 醜 警学欝分類

にお癖るC嚢,欝 型のほかに,蓑 学A分 郎の 撒蝦 。麟V・,

挙研分類のひろが鯵 黛。にお脅導抗療法性 と藩えもれ導

懲のを含め蕎鑛これを藤濃結婆訟仮称 した燕藤治繕核

を,芸.亜 欝痙,慧.喜 撮,灘.修 驚症の$墾 こ分類し

た。

競の定喜および分類搬観点から,磁 蓮設よ鞍あつめた

鐡 例につ 熱 璽癖化への過穫,麹 薫者の薬纈醗 ゆ 状

瀧,鱗 磯 能,経 過などにつ謬検討を繍えた.

黛1憩 予後よむみた広範翻叢症化灘結核の分類

(雄薫難寛小原雄)○ 憲繊 文轡,村 灘 昭平

平嶋 懸子,小 林 宏行

罎幾 寛害,藤 縄 高雄

最近高次難盤難治の肺結核癒が増壌 して謬九が,そ の

予後や治療方法に就ては懇観的鐙場禽が多い,,欝症化え

の檬継1については色礎論議答れてい難が,羅 蘭は峯療藤

所に入所して1年 半乃灘黛年以 豪麟 過を観察 した 総 濁

に就て簸述の病状よむ逆載湖つて入断以来の経過を分析

してみ鵡

鈴 例中菟亡灘 黛/名,好 転退所爾 購 名,不 変乃釜多

少悪郷しつ 旛療養を続縫てい導臨の 窯心名鷲あつたが,

その盤,年 令,病 灘,発 見又は化学療法簾1始の年数,化

学療法衛式,化 学醸法凝醗性繭の出現模様,拳 衛 などに

就℃彦慮㌃た。

死亡劔は懸れも騰偲広範獄硬驚窪病巣があ絵大樂洞か

多彦簑濁ぶ一縄藤にあ辱,難 鰯齢に硬化挫の‡ま等大以上

の塞潤のある藩が多く,銃 結核剤紡止策 も趨切でなかつ

た.導 名は手衛死であつた.好 転粥及不変樋では病状は

や》軽嚢であつたが,欝 繭険輯傷又は灘晴拳繕によ1穿好

転もた,

灘欝 璽症繍結核悪餐の糞便内結核彦轟藤結核為の魏

違牲に就て

(雄黛県立小原療)○ 奮鐙 交香,村 灘 昭単

喜野 治単

抗結核懸の発箆以来腸結嫉の発生は霧しく減少もた.

Lか し簸近鐙璽漉藤結核患1藩では晴婆中結核蕪は懸 鑑抗

結嫉欝藝に鰍挫化してお鯵薯この晴鰹が嚥下 され愚欝鳳の

喜擁は腸結嫉の発生を夫さないであろうか,、叢の闘籐 を

灘べ難為載騨結核患磯 鮪 名,灘 結嫉性藤疾患 欝名,計

鐙む名の喜便内結鞍繭及びそ鐙薬剤縦挫嚢,臨 確断発な

どに就て検討す孫と夫に誉齢繕核で死亡 した13名 の稔

繕核の欝無紅識て調難 した.

郎結彦患蕃の糞健内結核菌の麿無は晴喪内結嫉藷と騨

連 して比較検討した.晴 蝶内,喜 鍵内襲に結核彦購轍旛

は 蔀 名,晴 療内陽懸難鍵内陰性は 欝 名で,晴 蝶内陰

性及聾結鱗難藤疾憲鰹では喜鍵内菌はすべて譲盤であつ

た.騰 症状は喜鍵,晴 痩共蕊購熱の宋期症縄数名に認め

られたのみで,翻 検13鋼 でも縷か黛名裟灘欝藻灘彦を

認めたのみであつた継醗性検査の成稔 をも金せ蒋修すれ

ば,喜 優内結核麟の出環は抗結籔斉囎 性と麗簾あ導様で ・

あ彰),晴下 された晴婆内繕骸菌慰海来す悉ものと想定 婁

れた,

餌稔 老入繍結核⑳臨床的観察

(乳1輝灘十掌病院呼吸器韓)○ 雛!ll鰻 郎

松本 行雄,北 川 昭工

近藤 金灘,鼠1職 康麟

繕憩 蕊 年1月 よ1)鷲 川叢の鋒薯体 勝呼吸器科磐夫を

麟れた糠結籔患轡総数 獲!欝名及び 捻 懲未競在入院加

療中群 慧憩 名計13欝 名中瀧 鱒 才以上のも鐙は約 欝

%で あ1,,鍔 は女の約 驚笹をしめ年令懸ては 暮登才金ぶ

過半撒 をしめ孫糠発児の鋤機中,保 鰹漸跨注斑検診によ

蕎ものが/β をしめ,睡 戦器疾懲の既往歴を膚す葛もの

が約 二$あ 難,鷲 講蓋入病緯含鋒窯を慈す猿も鐙が夢か

つた.紡 診鱒病型灘分類ではc及 び 罫型が半数 をしめ

獄蕪が$鰐 あつた.病 型濁溝療効果は 憩 才以下謬それ

と大驚なく,蒙 鹸歴では約 欝%裟 患者が感染源 と麟蔑

もれ懸ものがあ 蓼,現 在総感染源 とな瞬瓢 外戴懲藩の

うち約1ξ3が1誉 才以下の小発 と欝居Lて い 翫 予後に

灘しては年令的及びそ畷 駐の要素を除外した岳魚 姦修

外醤約治療の濾応あ葛毒のが全体の 麟%あ 惹がそれも

饗素を撫味 ㌔た場含には 繋%と 減少 し,化 療跨みにて

治癒薄能と愚われる 鱗。嚢%齢!lえ ても約半数が濤癒の

見込は少いなぶも化療樽みを行うのやむな 蓼現 状であ

駆

黛ll3思 春期結核の観究

(膿療浩風畷)○ 長井 盛輩,高 野 六郎,

小灘窮道雄,柴 繊 実

八木 光,爾 窟 公一一

現在の思春期繕銭憲藩の様穣を究め嶺ために.裁 礎は

それを老入結核患者群に比較 して次の譲点を区慰す導喜

が出夫た。

、懲寒緊翼慧結核 東1§紳/4才)→ 欝ぴと驚警雲蕊

老入結核(灘 ～)⑭G記 晴記

1)絢 部X線 島では欝には,A,猛,O饗 が驚干多 も

欝型は}》には蕪だ稀である尊



醗

慧〉 繋1醸愈歎 こは轟よ1詳も篶ジ少い。潔メ慧}識 よ/縣

が多 く,謹鷺 は態だ㌻いが,蕪 はこの緩 尋で薦誉、

紛 盤病の動幾はついてみ灘慧,築 検礁よ騰毒の/㌻は

蕉縫諭に欝いは黛して,慕 は少いむ感讐搬藁決は亙擁こは

少い慕1こは隣潜触い.

心 発癒から入}1糠叢の欝露!雛は夏彗よ磁 こ比べて,継 窯璽

く謎蝶 ち早1憲に入院Lて 暖る

紛 入靴野ゐ績騰磯繊 煎,塗 捻陽挫灘はF1黛%,ぐ 濃!

%,黛 養陽騰馨は沿4欝 轟,《》3sぶ%で 要す撫 慧擁 憲

率は蚤彗よ蕪に競知ては馨かに徽購であ惹、

① 搬騰嚢寮の頻灘灘きは 灘%,難 は お%.

わ 癒 撫こついては,熱,曝,終 等は駐には心に驚べ

ればかなり療い、

紛 謙沈獄 灘 耗以下のるのは蒼》に隷 饗%あ 冬澄驚,

叢に隷/欝%狸 霞しかない、

勢!N婁1繕 血聡 欝蔓を漂凝導してみると,}狼 綿縫4臨

総 日に於ては、曝群に簸翼を認めないが,難 蒔闇黙 こは艶

は{誉に蜘べて一一般に戴/l導を塁 して騰る。 要す導ぱ 欝繋

碁激,《}よ 鞍も1N蓬1の 欝醗爵窯逮である鋤 酪が窺颪た.

難4叢 遣 黛拳駕間の鵬藤炎懇彦⑳臨際統計的観喜

東壷擬/二購内轡う ○磯野 驚 一,鷲 瀬 藻磁

小池 繋夫.坂 ・餐 敦

霞石 透聾鵜沢 毅

村鳥 誠

鍋讃慧鰯測三の轟蝶くボ》年次灼雄移及び各灘冶療法襟効製

を検ほ 聖る鐸芋ミ∫で,最1烹 まで 懸 貴1鷺は讃教堂毒纂入院し

た鷺駿蓋憲弩鷺磁 名につ㍉・て,年 令濁,濤 寮試蝕 畿臨床

i統計請醗察を鴛い,轡 せてス勢繋イダ痴帯鰻 ン鼻鱗竃鰐織

ついて孚魎ごくの滲1鳥,戦 魂ミの変撫を胸餐内に1鉱入 した

懸璽人漁濡丁なゾミン 東!蝋溝A)を 指襟とLて 倹,慧した,

欝発鷲!畷漠炎は解代訟撫に潮殴する箏,臨1塾 嵐識も年代

と叢鐙璽樵へξざ減窒し,年 餐分憩 凝ぎご噴 欝やマ溌搾の覇が

低くなりつ幅ある、濤寮灘樋はご気て 喋勢罫置イ ダほ蒸やか

に解熱.貌 ごぐ織釈をもたらす§1戴沈の蔽警や窪ミ篶防18轍

は慈導しい 鍬ミを諜∵凄しえなか哨た.で!帆パ寮謙/劃襟黙の

改聾には特は瀞留㍉なかつた蝿

高隼 辞歌よ搬めの癒;峯こξ測七賦 な軽いが,黙 読は鷹犠し

鳥い蓑憩があつた、

鑓欝義 媒よる織 ∫を葉は 標い誉ミわでド畿ひ倹,胸 ごく浸出の

麟縫講をみたもの,戦 訳の鷲ビニをみたも誇があつた藝豊そ

講鑛燐の凱らかでない も{弩もあつた

灘瓢 鷲二蟻療法撫鷺力下1轟潜在す難灘動性騨畔彗定につ

い℃

東1ジごく懇べ努讐で夢}・院外醤湊 〔∵域所 達士

*漢 醗㌧ 鴬崎鑓羅

三

縮1ミ1濤寮,鱒 灘達から1{1の1訟寮 嬢総議薫定麟鷺叢,

難の軽渓をした1瀦蜜綜よ㍗糠垂讐鼠眠空溝もなく掛麟臨な

く・安定 した撫1〈1慧三えろが,そ の瞬除添を癩騰憲織麟黙ミ壌

磐滋灘灘1窯㌻紮糟2畿il鷲隷灘
難危翻 惣訣 緊黙 輪 漆鷺,鰹 響 〉灌鰯 婁いずれ1菰翼葛 ・蟻

かを細 嶽魔'i曝鷺する二蕊1凝獣灘 であ燕 ㌃か獣二ご説 ＼べ義

鵜 購,∵ 蟻

1・ 撫 蝿1歌醗C病 書獣l/麟)か 磁 鍵つて 輝 以内 で蟻

のレ糠藤 加 藤 擬 認めな瞬 ミ綿 ＼懸

11。撫療購始艀鼠鹸撫揺 郵葺銭叢は不甥な磁絹 、嘆

瓢 掘 黛噺 よ辱/年 ユ聴 麟軸 病 嘆の結1ゐ 享羅 ＼1懐

こ編 を導へ鱒 払 蟷 ・・憲麺 醸 笥 議 際噛 趨 ・、講

の判懸が鰐能 となり,潜 嚢播嚇 活動愉 をき舞捉攣孫轟穏黛 醤

鐵夫惹 礁

慧1総 外寒遜院中増悪 灘た妊薩婦結核:,醸

東聖絡ヤ欝丙鐘爵軽♪ 資謹滋 秀雛,増 海 麟欝 ＼蝿

肺に纏鱗の所見を窪し避こ疑産鱒 簿 川 を欺鞍つた誉墜

の中で!鐸f礪1款 三娠叉1訟ξ熱職を契機として増悪 したも跨

であつた一袴診時活勤i蓼1=紡縷であり歩化学療法中1撒雄悪

したものが3纏 あ1き,ギ・犠層矯縷(層ξ∴煮療法は充懸 こ欝 講

い勲 蹴 読 熊 鴻 髄!嚇 銑 考麟 続 翻 懸

榊 灘 舗 翻 瓢 鮒{総 縣 葡 齢 囎 翫 ・灘

今 まで綜 慨 生樽なかつ縦 ・川 川から発膚 しだ 雄懸 三

の欝握は聾娠中の茎、のては第7,蕪,§ 照が大部分蓼も ＼＼三

め,出 産縫のものては第轟導乃至/{ミ斗 に渋ん滞、撃箋 ＼隷

隷麟 簸1は/轍1噺 雪鷺1勤 〉た/鋼 ジ)箆は磁 靴 聴寮法'、 燵

で濤蝋 だ 新藤灘 ・1は鋪 撒奮艦 較薦!運 魍 覇 ♂等

象よ第 掌二で㌧瞳 罷./懲 激第黛バて㌧㍉離し驚嫉 感染鷺藩 ＼撲

い,二 討隷講31!で ノ＼レ嵐灘∴ た・その嘘の/慧 輪隷藤 ＼羅

窟 婆あ導 漁惣蝋 環 療 樹蜀:熱 く1よ無漸婦轡 ・ゆ 挙幾 灘

敵 撫 法銃 触 あ鵬 そそ・1ゆ麟 翻 がよ構 鳶灘

はれ獅!懲 瀞 ミぎ滅・献 こ蝿}。轟す遭 縁繋!軒 膝も跨諏餐驚1越

ら編 ・灘

灘鍵 聞撮叢影読影轟入的築件1鵜つい℃ く三

爵鑓∵ 瀦 滋鷹1∴譲鑛 講婁い、灘
読竃の入ぬ 築昏嶽つき聖凝討 勲;∴みよδとLた 黛

G鰐 鴛方灘、 奪謬輩に誤!縫した 艶ス}川 お激び濃諜検島 、＼》

瓢て灘1態 たツ ず瓢ふを警§い,痩 労撰簿:定IOはセ撃夕一 ＼ 凛

方犬のフ弩瀦力～愈試1濾島欝を川い,賦 響は講轡磁/7犠 湊.、＼藤

瀦 繍 罫 そ礎 瑞 爵毒亨ボ硬 三

(鰻究≦舗懲 、∴鳶二拭1よ魯義}1ざが必要で,驚 験を鞍む1礁噛 ＼諜＼

れ懸猛墨は塞 く,誌 み1蕊誌慧 澱くなつた・ ㌃か㌃鱒一修 ＼講

験 嬢よギ門のノノが客13東読み逸ぎが多い♪また 欝 才以 ・。還
∴1疇
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難劫 鞭 瞬 獅 て鴫 擁 黛難癖伽 靹 の
奮・読影では額 織 鍍 蜘 現 曝れ髄 鋼 魏 隷 賊 績に

影響がなかつたが,読 影遮凝 とは閣鎌があ鯵,還 いほど

成績がよく,読 影 日は遷宋,休 日翌 日ではや 憶劣る頬尚

にあつた.叉 勢少鐙盤欝は影響しなかつた.

灘総 治癒傾向凝誉する綿結核空澗及び尋⑳彦導気管

支の鷺影叢びに病理総藤学的購究

一特に空澗気管支修愈部に就いて一

束鑓擬溝瀬病醗)○ 牧野 進,高 縄 秀郎

長倉勇鱗郎,淵 沢雄之介

臨床的き菰濡癒文は静転した樂洞を霧す蕎症織 こつぎ,

気管支叢影漁を施行し,特 鵜その塞溝気管寅擾禽部の透

影蕨箆につき検誘し,こ れ ら症例砕うち騨溝 衛を施を懲

れた鋼について,獲 澗及び誘導気管華讐妻奮部の病理組織

学的検索を蓉つて,そ の醗藩を対比 した.又 対照樋とL

て,い わゆ贔硬壁来灘鑑溝で切除書れた縄をゐつて検索

を加えた.

灘澗気管支接舎部の遺影所発を,気 讐支の魔徹 こ戴角

に切断された円柱膨及び夫蠕がや・膨〓した概捧状の臨

のを夫 凝A,難 型義し夫蠕が毛筆状鵜のびてい導もの又

はよ絵総 くのびてい難型を夫奴 二,勲 型と分類 した.

これらのうちA,鷺 璽は病理癒織学的彰菰治癒蟹尚を脊

する塞鵜において《二,薫)型に比 し撤計学的に蕪を認め得

懇程度蝶勢く謙められた、 これに澱 して硬壁未治餐澗濁

ではC,夏)型 を示すものが夢かつた、

すなわち,鑑 澗の治癒穫礎は,こ れ毒鍵洞餓管支擬含

部の造影蔑醗 紅よ13,あ 導程度叢推定出来ることを知つ

た毒

鰍 襲 繍結穣におけ蕊黛管支⑳拡張性変化について

東東大獄研)○ 縄醗 棊懲,絵 村寛窯郎

北本 治

鮪結核黛,蕃に気管実驚影を行つて気管実拡張癒の認め

られるもの 総 織を得た、

気管支病 変を高疲,申 等嚢,鰻 嚢訟分1掲 と,高 嚢病

変には嚢骸拡張が多く,棒 状拡張がこれに次いだ.所 属

病巣区城は概ね一致 も膚上葉が簸 も夢く見られた.X線

懲との比較ではC型 に藩く難もれた,中 等撲携変には棒

状拡張が多 く見られ,左 舞川 二 棄 膿勢く見られた鐙は

離巻 と講様であ蕎.x糠 懸との蕊鞍では 欝盤 が増 加す

嶺、軽愛病変には撫状鉱彊が素縫も勢く晃られ,所 属病巣

蘇域は藩 菰簸川 こ蕊1叢東麟1慧や ・多 く見もれたのは慧外

であつた雛x線 漁と鐙比較では更ら1証 盤の増加が著 し

い。

線稔乾欝縦 の病巣中轟 職 象議気管支撚張が見られ,又

既往に灘 ご量三勘膜炎,其 の惣瀧騰岳演を受けたも幽 こは鍵

現ぶ多いように晃受けられた.藩 状の気管爽拡張ぶ夫行

し,周 懸の灘病変の波及によつて念珠状叉は嚢状拡張 を

夫たす毒跨と思われ蕩瓠

灘黛O齢 結核癒の治癒判楚法としての造影薦誘舞試稔

σ 報)

東麟立北海道第一療・北大結研予防謬)○ 安達 喜

蓉村 弘

蓋)研 究日標 二榔学療法の発達と共に晴藤iを殆んどみ

ない為に,診 断上種 館の照雄を来 しつ 鄭あ騰.然 悉に気

讐支造影癒後に晴綴増癩し,還 常検査で彦陰性春が蟹凝

菌賜転す灘のを認め導.そ こで我凝は造影構後の検鰹の

成綾と就労との閣係をしらぺ,治 癒判定 に撫 せん とし

た。

の 研究方渋;3力 湾以上喀痩塗抹 ・培養陰性者で

難TA分 類で軽症 懸 粥,中 等症$鯵 潤に造影衛を行つ

た.欝 れも学欝分郎では線稔難酪璽及硬撫型のものであ

凱

3)研 究結黙 茎軽症綱7鯵 溺中 欝 纏 ⑱%),中 等疲

暮暮弼中 巽 蝿Gs%)が 造影後藩酬 生化 した.

誘発試験陰性者 総 例には全く霧発鰐がみられず,そ

の中の 響 欄は薫労働或は中等労働載従喜中のものであ

導貸造影後薦賜性蕃 鍛 欄では$鱗 が退所就労し夢その

中4鰐 に響発 をみた。

姶 織 舘 以上の成績かも本誘発試駒 灘 酷 核症②濃

癒麟定の一勧 た 韓うる毒の と思われる.

禦鎚 鍵澗牲繍結核症⑳車ブラィ蘭一療法

東策窟警察病院内科)小 野鐵敏郎,島 木 盤曙

○藤載 芳枝,森 島葱美子

擦購 の虚騰擬法不成功鰐,控 銅 の虚税療法の簸臨外の

もの,塞 濁を併う難症混禽型陳旧性肺結簸など環在朔 鉱

学療熱の隈界 をこえるもの 欝 鰻に対 してネブライザー

による吸入化学穣法 を夫旛してみるべき礁縷を挙げたこ

とを既報 した麟,さ ら鵜寒灘 こよる治療鰹7輝 を追叢嚢L

て本療法の効 繋壷たしかめた.

晴挨結核彦塗抹陰盤追加爆満既報との禽計 黙 粥纏彦

翻 蟹雛 奪概 報訟の金計 晒 戴 従来の寒法では得られぬ

好成縫を得た,欝x線,臨 床所箆に於て徳約半数に改蕃

が認められた心上記癒鰐者には現在決定的な芳法のない

新,一 応試みて然 犠ぺ 湊方法 と思 う.

灘鍛 化学療法不蔵功構に対す蕊内科的虚醗彦法⑳再

検討 一人工気藤衛について一

束鐵立康京療)○ 羅日 至,川 井 灘夫

東東大懸坂内科)爾 庭 弘

(棄大き瞬 等内科)購 激子

東難鷺診療所)鷲 水 欝溝



簿

昭和31年 以降,主 として化牽療法無効の?1鯛 に入

工気腹療法を行つた.衛 武は概ね従来の通 蔭であ嶺が,

一麟跨送気量は 萎導C～齢奪ccに と繋め,気 藤続行中は康

藁艶 して化攣療法(特 に 葦醗望を含むもの)は 併罵しな

い轟藤騰不充分のため無動と認め欝菌騰性のま》1奪 以

内に申止したもの 捻 偶で,1年 以上濡療を継雄 した 鷲

傭,1中 気腹前陽暁であつた 鱒 綴では多喜養験性撫蔭カ

月以内に 聯 鰐 東澱%),捻 力弩遙に 欝 鋼(薄%)に

達 し,彦 亮 総 偲中 欝 偲が消失 した.修 決率は上騰野

病蟻載高く下灘野病喜では儀かつた.駕 挙療法後の駈講

鱒雛 嚢曙賦蒙鴨 では気鰹によ蔭速か慧彦亮の消失するも

の毒ある。

郎活量は気縷によ鞍却つて雄大す怒もの購多 く,醗 作

絹は特懸なものなく極めて安全な溝療渋と云うぺきであ

つて,人 工気腹岳の彦喜は岳確認き蕎ぺ鍵であ葛と蓉え

鵜

桜

黛捻3藤 結穣による鞍働に蘭する臨床的藩究

東譲牝 大抗)菅 野 藤

われわれの病院に入院し,最 返 懇 力年隙 こ遷院した

糠結嫉患者 惑憾$名 のうち,晴 磁経験者1騒1名(聡.嬉

%),轄 に,入 院中の晴漁蒋 薦黛名について藩干の検討

をおこなつた導晴血は化学療法晴代に入1),対 照的に急

激に減少した.特 載,昭 瓢 鱒 奪よ弩,入 院串の晴癒経

稔藩の死亡の減少は藷 しい。 しか し,こ の現象は,そ の

後の化学療濠の進歩と平行していない、 これは,化 攣療

法晴代に入つてからの晴漁経験藩の死む纒に灘夫蜜澗の

ある璽錨のものが比較的多い磯 隷 る もの と考え られ

る.し かし,癒 方,喀 滋の主霞が化学薬鋼の影響によ嶺

ものと考颪られ葛場禽があ悉.綴 えぱ,わ たくしは,修

症綴でも,入 院率に囎磁せる金疲鋼の$護%紅,こ れ を

認めた。

細 菌 ・病 態 生 理

東ミ叢題 黛灘》1捌》黛灘(}慕繋4月 器 日櫓鐘難辞愛霧羅会 燐券)

烈鱗 結核彦 翫馨蛋白質の構造及び生禽戴に蘭する

研究

(籔療刀根撫病院)○ 前繊秀夫,谷 淳寳

結骸薩の蔵体成分跨一つ 轡 求蛋白貫蓑1嵐抗獄性,結

核性嬢澗形成能等の生物学的活性を禽す難物貫であ沿,

又近晴微生物や欝侮鶏卵を綿いてのア ミノ藤馨入逮獲に

ついて謬研究で,婆 ポ喜漁貫が蟹撫貫生禽成む中閥生成

物とな難らい ・とい う報岱から晃て,生 化学的にも簸要

愚つ興瞭ある物貫である.従 つて結骸菌り潔蟹織貫の化

学欝造の究明及び生脅成に麗する研究は,結 鱗彦櫛承す

生物学的作驚や結嫉葭での彦灘貫 漁含成鐙響寛上興瞭漂

い喜であ葛と夫に修めて璽饗であ添心そこで舞 黙ポ鐙一

アミノ藤を糠 ・て婆ポ螢購貫への導入を蒸求す碁と共毅

又一方導入毒れた敏射能 を指修とLて 轍の物貫の糟製を

獣みたので,そ の成綴 を報審し鼠す.

難澱 結嬢菌のグ饗灘ペプチ ドに蘭する購究

東礪療η根麟病院)○ 撫藤 允彦

(・鱒 大学 窯物傷挙)璽 灘鑑鍵L磁 鍵麓

入盤結核彦勢ス》株,お よびヅレヴ響ンヌ株の生繭麟

林から ぎ.F靱畿蕪の方法に基いて,蟹 墨瀬茎鋤鱒醸 の癬心慧

慮球藤集漢応の抗光活性 を轡す難多糖貫藤分 を分藤,繕

襲 した.

高簿をア璽}ン 隷燃,フ 識ノール抽出および硫安分薩

沈澱によつて騰彗ぜ 劉,騰 彦爵したのち,メ タノール藤

籔液にょって抽撫 しアル饗一ル分醐漁で分離 した多糖貫

懸分は磐叢触 二)鷺A総 一セル欝一ズカラムによつて単一

物蟹載まで雄製する叢数がで藩た.

こ撒ものは愛ガ予グ}～ ズ夢アジビん…ズ,グ ル捻サ

ミン 難織撒驚沁 畿c縁からなる糖貫部分鈴嫌かに,ア ラ

錨ン,ア スパラギ ン藤,グ&ダ ミン藤,礁 ,籔ジア ミノぜ

メ蓼ン藤の4つ のアミノ酸をふ くみ,一 ・修のグ撃灘ペプ

チ ドと考蔑られ犠.ま た曇の総成鐙上から,結 籔繭の麟

膜を講成す嶺 無艶懸欝珍騰鯉 のひ蕊つ と考えられ愚票

鶯礁 爽験的結核蒙蒐の騰及び肝における謄鷺の生禽

攣的並に維織化学的検繁

東―沢大結研診縦部)ト 部美代志,○ 村沢 健介

高野 徹雄,出 日 麟夫

村 上 織正,摂 谷 勉

織江 寛,高 醗 英之

黒獄 晴雄,欝 藤 蕉嵐

梶獄 単

ウシ型結嫉蕪感墨ウサギ薄肺及び騨櫛購貫代謝を修晴 、

的に追跡 した.肺 病 驚の灘出変化は感染後/爵 鐸で雄難'、

性変化へ と移行し,そ め後漸次鐵然澱癒鐙傾海を紫す.

肝病変は3遡 を擁として病 変の激減が韓立つ.病 雄内の慧

贈離波藩は病変の進徹 二帯 して雄加し,1脅 鷲で叢高、、

とな紬 以後薄賊 す臨 謙 織 の沈惣 燃 染卸 還で嚢:ご

高とが3,3懸 で漸減 し,魂 遷で再び雄量す巻犠 週議藤,



難

鯵少く,後 漸減す難譜贈肪藤の彦類 をみ導と,パ ル驚チ

ン醜 猟勢ア婆ン稔 とオレぐン藤の 《譲 雄載は 田纒雄の

食禽ぶみもれ鵜 燐謄貫は肺病 変誇馨叢期 に現 れ後漸減

し レシチろ スフぜンゴミ溺 ン鋸 ケツ鱒 聴 含

禽す凱 黒野一酒弁氏法を灘いて樽謄麟酸の分擁 こおい

ては,臨 肝の不餓轍繕懸稔のメチル濫ステル量は/灘

賦増加瓢露遡で減少す感も再び増灘し,1力 欝を境とL

て激減す凱 飽禰 讐肪酸では禽意鐙藻は見られない.更

鑓円璽濾紙ダ雛マ トグ嘩フぜ綜よ導分藤謙購鑓よれば,

不飽和灘驚藤の推移は!タノ観ン酸のそれが窯軸をなして

い駆

鍛麟 糞藤的蕪菟藤繕核症に麓継墨藤溶樵燐藤化禽物

の代謝について

東鎚晴大綾島内韓)罵 嚇 窯1奮

瞭結核病嶺に於縫嶺酸藩饗三騰化含物砕増加が如欝な導

物貫の雄癩によ葛ものかを解鱒す葛ため載,二 次感輝鱒

遷聡後跨実験霞魚家鷺鈴膿講蟻酸溶・雛鱗撫撫物を紬出 し

酸灘 癬鎌撫禽物の分轡を1学い,之 を薫隙韓織織鐙それと

姥較検討 し織職 瓢聯 を毅与 ㌃てその導入状況を臨較 し

た瞥

G)ラ ヂオオー一}グ 予ムによ1鰹ぎ警繕織酸溶挫鎌撫合物

として無機燐,蕊 建,A鎌 》が念激れ嶺事を確認 し九。

東のA懸 践A薫 聯 代灘 麟讐変麟が非病変部賦沈 し癒下み

傾晦を承す。東の 病変部の無機繍難1灘響らかに増慧1を承

し,難 つ 鎮や の導入 も蕪購 である嚇が将購Lた,上 記

A継 歎A薫 》艶 の代謝が藷 しくないことから,無 欝欝は病

黙 穣鞠 軟不活縫の無機燐としてそ⑳ま》総稔慧彦稔し

ていくのではないかと考え馨事ぶ出夫纂.又 この変化は

蜜澗内に於いて薯購紅起つてい導喜 曝糊 肌 た、④ 難

澗内へ撫 機 鞭 は彦賦 多熱 読 蓼謡 纏 読 を知

つた。

烈鱒 繍諮核高喜部に於鞍蕊酸樵轄濃峯糠類につひて

東太刀洗簾)喜 露 立身,○ 鎌婁 岳襲

小柳 慕子

東久留米メ病 理)日 簿肇 灘欝

驚結鞍の炎疲初期及び炎症修復期紅於容纂酸盤織液多

稔類の変撫を追求 した鐙で報告す悉,,夫賦森鷺等は日寒

生化学会九彊支部総会で肺組織のヘギソサ ミンの変動に

ついて報告 したがヘギソサ ミンをメルクマールとした灘

定では病樂部跨酸嚢熱 液多稔類の懲 難を蕉繊 歌知導こと

がで蕊ない鐙で糠盤紡測定力法毒こ璽韓研究と改鍵を撫颪

た.

獣蕉常癒織の酸撰三懸液多糖類は乾燥綴織!グ 鞭ふ巌離

《》浮一!澄 ミ誉グ腸ム穫度 であ悉。肺結鯵講蟻都では酸

性粘液多糖難量に夫勤が多く最高乾繰懇稔/ゲ ラム峯箏

$ミ1タグラムから最緩載}譲駐/グ 讐ムとさまざ憲であ鯵

醐生粘渡多糖穣鱒絞も一定でないが修復期載あ番病巣部

はハぜr繋 キシヅ潰婆蔚鑓が勢い蕨から結禽織が薪盤 し

てい難も緯と薄えられ導.肺 の酸性粘液多稔顯串で簸 も

多いのはヒアル篇ン酸 であ り,諜 ンド繋イチン硫酸,ヘ

パ欝ンは 論%程 嚢であ愚.

免 疫 ・ ア レ ル ギ ー

鳶寅題 黛驚擬}～灘黛黛婁欝4月 導鑓懸袴蔓欝 第恥慧会ミ鋳)

蒙⑳蕪 牌織胞雄餐法によ薦ツベルク 婆ン ・ア紛ル潔一

の懸究 α 報)

東菰大結研)◎ 撫本 建一・,高岳 義夫

ツ ・アレルギーの叡態 を究講するため細鞄浮遊液培喜

法 を用いて,結 骸感舗 癖蕪胞の特異的稔解現象慰関与す

愚鰹子を検講 もた。

入i製結核癩熱死彦感作海翼の騨を細胞浮遊渡 とし,徽

れ賦結嫉高搾或はツ掛糖綜,蟹1喪 羅醗欝分灘を添濾灘運

培養後,核 数講算によつて各分灘の纏鷹融解簸を㌃らぺ

た。叉 撒》TA,翼 細戯 灘糠,撚 案輪難翼総 東裁鐵)纏 細

胞稔解縄象に及ぽす影響 を検討し懸.業,予 め蕾津多糖

韓を静漆した感費梅 獄鞍総騰愈 欲多籍綜添擁藩灘牌継灘

鵜彦爵によ葛融岳 をもしらべ次の結 犠を得 た、 拳 細胞

稔解慧与轟抗灘は藻議 して難縫であ導、鱒N蕪 ・総 撒艶,

黛>丁孤 批蜘 灘yc嶽 は…定濃変で蛋鶏載よ導総鞄灘解

を羅上す駆 灘)薦 難多嬉体 を欝注で 撫 蠣嚇 に予め

作欝させ葛か,漁vl執 ズ駕獅 二 日以上培養蕊れた藤作

鱗細強は蛋撫分翻によ葛融解 を免れ導.灘 ち勢彦体が螢

織の作愚を購止す懸聾

鷲騨 朕藤悸によ薦結核アぴル墨一訟鐵1中銃棒⑳稲互

蘭係の検討

東北夫桔研)◎ 撫本 健一・,有岳 純

蔑濡 義夫

慧藏感作現 象を薦いて,結 装アレルギーと磁中撹隷の灘

撚をもらべた岱

入型結核譲熱死菌感隼家免鵜OT,結 鞍彦 綜蛋 鑓,

経穫》難 及び搬熱死彦を夫群遵蝦 滋講載。遡 を濃つて ◎丁

瓢よ導皮曝アレルギー及び多糖韓,藤 膿貫,蟹 窪の各凝



捻

に灘す灘甑串抗体をしもべ 導欄薯遡に及携 ◎Tの 難に

菌韓彦爵及び 鞭 茎)一$によ嶺皮晴試礁を繕鋳賦 全隙 こつ

いて籔察 した.又 その後,脾 網胞鰹箆を行い上記3種 鐙

抗癒 を添鱗して細胞稔解 をもしらぺ,次 の結漿を得た.

1)《)Tに よる皮藤反応 蕊3種 幽 獄申抗ず璽8)融 こは鷹

獲濁係ぶない。 のoTに 対 し脱感窪されても麓体蛋ドー1

及び 狸 亙)-Sに澱 しては殆ど税麟 鵠されない。3)轄 れ

の鋭感痒換痒によつても ◎T,蚤槽魏s及 び彦体蛋嶽によ

灘騨細胞の融解現象は見られな くなる。

鍛囎 箋験結核におけるアナツぜラギシー抗原⑳精製

東繕療涛光縄)永 繊 三郎,庄 高 賢治

申村 京亮

く九大賦化学)岡 霞 書美,o森 沢成磯

li酎 雄一

結核藤惣糞濾液の職 こ騨ナフぜ響毒シ～抗醸とな難物

鍵が存寝寸ることは,す でに書 く鷺撮礫sら が指摘して

い るところであ 琴,こ れが結鱗薄に蒲来する多糖類であ

嶺とい う雄定もなきれている。演藤らは入型結核麟膏出

蕪株のソ～}ン 培養濾液を分懸 し,死 菌免疫騰ルモ ッ}

鷺慧してアナフぐラキシーシ薄繋クを鵡す物貫を精襲せ

んと試みた.療 料は人璽蔽膏撫繋株を7-$遡 闘培養 し

たソー}ン 培地を濃縮後 と1ク 雛ル欝酸で除蛋霞L遜 祈

して凍結難燥して驚いた.ア 庫灘一蔦分薩法で$o%エ

タノー搬,お よび 灘%工 亭ノーノレ水溶液苛溶賦分に抗

原活性が集中し,さ らにD轄 騰xs{肇IOは 全然吸藩され

ずF磁 難還慰(一)の 物翼で恐らく多糖類であると讐え

られるが,そ の糠製,化 学的諸撫貫については現在検討

中であ導.

籔}§ 騰結核⑳齢趨蒙抗体に閣する覇=究 東続報)

裂籔立メく販福嬢療)◎ 小!響池穣一,福 譲 孜

下夫 文雄,羅 日 灘一

演藩らは先に鐵蒐結縷塾鎌1鉾浮遊液の戦腔内操/㌻1こよ

嬬蕪難蒙 気誼綜抗黛物費)緯 出現することを報告してき

た.・今懸は概報の 獅蝿難£導載蜘$溶 漁反応 儲 心 慕灘

簾臨)鵜 よ1},抗 原として正常蒙菟舗及び正常入彊櫨出

液を薦い,霞 接藤倉家業嬢 捲 証嚇 しようとLて 勤物実験

鍮びに臨庫実験を試み,次 の如き絡 饗を得た.

/1)牛 型縷核彦窯輩株の経皮的家兎節注を脅ない,経

晴的に撫中抗体の推移をみ導と赤窺球凝簾億 東落鶴 抗蕪

額)は 遷 を滋つて上昇するのに麗し,1慧 ン灘.癒 は一般

に低縫であ1肇,縄菌株再感染により総期一過盤に上罫を

示 した鐙みで,誠h抗 体鎌の推移 との総に併行麗孫は認

められなかつ允。

鋤 肺結櫨患者の灘霞蒙抗偉の出現率は譲検蒋 欝 名

鐙 うち 欝 名 緑%)賜 幾焦 学研分類によ導とA及 び

縦 麟,礫4/%,哩 鵜 醗 であつ《,癖 、

的新鮮な病蟻糠 こ欝1率 の轟 ・菰と及び 勤 搬 顯 轟露

達が認め難いこ義が注謬峯さ量、た、憲た靴学療法膚麟鰭醸

は帯1罵に糠ギ穂毅鐙侭の1肖失する織 憩がうかがわれ鵡

難織 脳下垂体翻彦震鷺者ル騰ン⑳結穣縫に及籔す彦

響 東鐸 報) 。、＼1
-M巌 嫡 韓欲一獅 協 灘 二よる検討m憲

東大販毒大第 一ヅ評D塩 磁 憲三,○ 総摩饗叢 黙

結郎 綜 敷 辮 婁郎 衡 麦購 鋤 糊 轟 懸'聡 磁

隔で闘蹴的に 欝麟 購 蜘 黛載 東以下鍵 晴す)経 日投与 疲黙

を甑 ツ鵡 獅 嬬 撚 ・灘 舳 麟 沿繍 黛

法 似 γ 蕊緋 騰 お 菰よ1),ツベ・げ 粋 感鱗 蹴 三

球凝築簿縫 菅つて,その凝鰍灘歌 ぼす影響を観喜し 悉
＼"＼寸＼

蔚 悔 窒～～
繍"＼

感染後遷まては,F投 与離,毒 殺 与酵,夫 に体鄭 こ蕊 ＼

がなかつた.又 ツ燦応の強さ,懸 む 凝 簗傭の上舞に毒 滅

差がみ慈れないが,篠遡以後では,艶 投与群においては,ぎ

抹諭 妙 がや 蠣 脳,叢 れと聾1ぴ 反応の減弱,渤 ＼愚ミ

凝剰 灘徽 下がみられた.総 この際の網内系機能はっい 三

て,翁 氏鶏搬球法で検討Lて いる,其 の結饗も併せ報欝 凝

する、 黛

鍛鱒 結核に対する生体鈴防衛力に閣す嶺構究 ミ

東続報)髄 藤嫁 中欝 鶴 る鵜 鞭 牲 凝

物鷺に就て一 ぷ

東京夫結研}辻 騰介,大 島 稔窪 薬

藤繊 豊,○ 縄繊蓬藻 ＼隠

従来跨鑓究1こ引魏 匙 縫康入泉を厭緯と鮎て,生 稼内 勢

賦存姦す灘抗結撲蕊壕物質川 瓢挙的分締を続行した結黙 蒲

を報 撫す悉、既に報欝した方法に従つて入尿を篠っの分1

翻に分のた 第1三穿翻 輪 臨 魁 穏を奮む)及 第騨分翻 ㌦こ

糖類を念む)に は全く結檎薦発育綜織 を騨iがなかつた,,

第欝分灘 よ欝 罵な麹蕪1轡 鏑 示㌃,そ の本体は高分畢撚 ＼ミ

離 職 蜘 騒.簿 篇 東謄 ノ酸メ 脅 弾 を1

含む)も 第灘分翻 と縄様轡 臆 綜織薄発脊翻糊 緯 鍵 恭 三

Lた ㍍澱挫炭柱或はセ ㌻鷺一ズ懸末による力塑ムグ撚マ 訴
藁}グラ

フぜ一の絡嘆,麹 繭物貫と総われるベヅダイ ドを1

分修し,そ のア ミん酸綴成に就て検討を費つた,・ 騰

難鶯 結核藤桑に対ず嶺鋤物の修得姓抵銃力訟藤 こ!

勲 灘 総識 冶 勲 翻 鮎 ム礁 彦作 ＼1

鰭と⑳購連轍 二就て 越

東京 嬬 講)辻 礪介,○ 夫島 駿作 嚢＼謹

申島 道蒲峯,泉 孝英

結穣感染に対する動物の修得無抵抗 力 とい う立場か

ら,感 作家兎肺胞内の灘出醤 婁麟欝灘を多量鑓採簗す墨繕

方法を考案 し,そ れよ1警織胞抽出滅を作製し,そ の抗繕



惣

黙核灘襯 獅 韓蹴 て磯 行つ鵡翻 搬 換
/牲 劔 セ脚 一囎 鞭 熱 ・た拶 ム知 鴫 野 搬

塾誇範溝 議翻 響 薦駒 本鮭働編
この騨ゾチ～ムは 魏 癬 灘 で8《二G菌 に薄 し,彦 囎

な発薄搾総力を禽 し,爆 一3γ㍑ でその発育 を搾麟 し

た。

艇隙内細胞を採簗して,胤 れも細胞内に含欝麟 二鑓声

ゾチーム量を灘定,鵜 晴に抗結嫉薄作用 を試験したが,

灘胞内細胞を異導成繍 を得た農

22捻 晴繊によるS磯 蜘 の発生機転に閣する一考察

(府立灘曳野病貌)○木村 喪知,高 井 馨

橋本 武彦,縄 樗 愚一

無田 俊男,雄 田 昭繋

結銭露審の戴球が ヂツ」様物貫によつて感作きれてお

甑 且つ筑休産驚能 と麿することから,晴 嶽時のS蕊 漁

の発現難子 として之等敷入 きれ添漁淡に蕪鵬す導抗繊抗

搾猟礁が一部麗与す嶺のではないかを検討するため次の

如き実稔を行つた.鄭 ち結核死繭で型め如 く感作 した家

冤の気管内から ヂツ」藤作慮球を正常嶽兎漁漿及び流パ

夢に浮遊Lた ものを滋広 し,欝 縫及び3倉 日鱗に羅殺離

検 し肉膜的並に組織学的検討を加えた所,前 藩に於ては

肉縦的鵜異常所見が認められなかつたが総稔学的には類

上皮細胞結簸等の形成がみられた.之 に反 し後者に於 て

は肉眼的にも全鋼忙結節の形成がみちれ総織学的には増

殖鷲鮪胞炎,類 上皮繕胞結節の漁を慧 していた.以 上の

成繍から曙嶽晴戦入する愈濃はただ異物為してではなく

独露の抗獄抗体猟慰を肺臓騰蔭載於て惹趨し,s藤 癒 出

現の一鰹をなす臨の と藩えられる.

黛麟4ツ ベルク婆ン磁内笈応における藤漂線維膨

化の緯織化学的研究

東結衝 欝跡会撮生懸)○ 小方 鍵次,本 購 藤

前報でわれわれは電子鑛微鏡を使いツ反ならびにソー

》ン鰹地注射によ葛入韓皮藤の組織獄慰を比較検討した

結幾 瀬群 とも灘醸織稔の飾 蹴 論身はほ とんど変化を

う睦ないことを知つた、また今灘 の実験で欝猿線維の蕪

貫を欝続す導といわれ萎酸性参糖類がツペ 鵡グ蓼ンやソ

ー 》ン撃識 撲i種で特㌶日立つて雄麟 す薦ことは認めもれ

ない・そ ㌔て鍍鍛染色で膨化の鑓立つ部 分 と 舗議1沁響

氏フぜプ婆ン染色賜挫蔀分ならびに松井氏グラム染色隅

性部分が一搬するのをみたので,鰺 獄線維の膨駕現象は

多分ツぜヅサン様物貫が勝灘線稔裟漫灘醗着す葛ため跨

斑象 と慧轍きれ,ツ 藻 とソー}ン 鰭地群媒本質的な蕪が

認め られないところから,ツ 猟におけ導修原織維修轍を

ツ課の特翼現象 と考えるのは早計だと懸う。

難簿 ツベルク 攣ン繊海薫応訟貼付蔑応⑳病理総

織学的比較欝究 一総腱彦潤について一

束懸立村爵療)○ 安日 明罵,江 原 薩

離購 謙次.水 沼 忠雄

東予研)嚢 騰 駿穗,浅 兇 望

池照 絹子

病理組織学的検索殊に探感部鏡の細胞漫灘について検

索してい く際には,非 特異盤反応を轟来為だけ除査す巻

喜が璽ましい。 しかるに皮内法鐙際には,注 射賦よ蒸入

工的撰修を避け嶺喜は出来ない.そ こで我運は貼付法 を

応講 し細馳漫灘の検索を行つた,、即ち,未 藤作,死 彦藤

作瞭海モ 狸}を 使粥 し,F1聖 聴 に よ纂皮 内獄応 為,

P欝〉磁軟彦による贈付反臨を比較する為,蘇 応部繊をホ

ルマぴン懸定,ヘ マ}ギ シ夢ン ・諜オジン染色を=行つた

結果,皮 内反応 と貼醤簾応との聞には本貫的な差異を認

めなかつたが季皮内反応の際シ簸も早熱 こ観察 婁れ葛皮

下総織および磯組鍮 こ接す嶺輿皮深馨部の細胞漫潤は,

貼付反応の際には稔められない事が判明 し愛皮内反応の

細鞄澱灘検索の際には,糞 皮淺層部を対象として検討す

悉喜が濾切であ嶺箏が藤められた。なお,本 実験におい

ては,黙 付法による揚含にも非特異性茂応が認められた

ので,濁 癒応の除宏には一悪の配慮を必要とする.

鍛懲 鷲貼舞軟膏によるツベルクリン笈応についで

(予研)C漫 鑓 璽,池 田 繕子

霊講 豊穂

講緒 らがきぎに報告したツベルクリン新鮎付軟彦を驚

い,結 横患 藩(蕊3名),農 轡態驚(黛 〆》蕊)名 について

皮内反応 との姥較を行つた。

結核患蕃では講潔鰭がよく相関した,た 轄皮欝のた葛

んだ状態の奮 東多 くは老入)で は皮内反応 よ鞍劣つた.

農醤住驚では年令騨賦種聯検討を加えた結果寮本茂慈に

よる購臨を点状小丘疹 慧～3灘 以上 とすれば,皮 内茂慰

によく相騨することが晃出雲れた。二のような繋定賦分

によつて恋 欝{》才以上になると皮内猟応陽挫で本藻応陰

性の藩が現われ,齢 才以上てはその蓬が大 きくなつた、

これは皮藤謬吸取力の滅遜によるものであろう,

黛麟ア 欝一罵辮簾復旛行によるツ蔑応の捉違につ

いて 東v報)

東群岳夫小児科)○ 松島 蕉視,窟 下 晴夫

初鱗部位で1鐡 費つたツ反応鐙次籔の茂応紅及ぼす影

響を4年 後まで滋及 した.二主として叢然感染藩かちな導

藁簸懸 東各約 恥 名)で 夢1懸 ツ探臨を饗つた部位で蒙

1年,露 緯 カ月,3年 欝勲欝,爆 年灘力罵後に再びツ

茂慮 を行い愛4ナ 懇攣4$時 総後の簾応を対照紛購部紘と

地較した。
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1)慮 交復初灘1騰部位の45時 闇後の反癒の糞難藪轟騰繧鷺…

毒はいずれ 臨ほジ10泰%で 蓬がなかつた.硬 結触知率は

簾復部撹の方が儀かつたが,初 織部紘との比は,1年 後

1縞2年 後1/3夢$年 後1/2,遵 年後3/4で 撃次第に近づ

いてい葛億翼復部飲の色素沈藩のみの反癒は26.0警2$ぶ

⑳ 灘ひ11讃%で 少なくなつた書2)反 復部位の24筆4$

薦欄 後の反癒の沈較。24時 闇後の発赤の方が大嚢いも

⑳は夢54澄 季6S.§シ873,S2懇%で2年 以後変らなか

った貸24時 後既に硬結(一)の 愁の及び24時 闘後(十)

で 曝9時醐後(一)に なつたものは欝62。0歩5泰.嚢轡52憾象

3$。3%で3年 以後滅少 した。即ち反癒の綴進鱗 驚は発

赤か ら艶れば 感年後 も変もないが,硬 結から見れば弱く

なっている。3)茂 演部鐡の4時 闇後の強い反悠は鵡年

後識で殆 ど全樋に認められ九。

22綿 ツベルク リンの茂復注鮒による攣発笈応⑳

欝究

(奈良薦大第二内紛 黛来 善次,○ 辻塞 兵鱒

搬村 謙一,燭 日 元題

中谷 肇

磯一部泣皮内にツ注懸の選復によ 蓼惹趨 婁れ る瓶講

拶羅発賦碧侮 こついて,幼 稚國発および騨薫 を対象之し

た爽験 と死薄感作備鑑曇嚇》について蕊礎的実験 を行

い,次 のような成繊を荒た.

1.幼 稚國児および学璽の蝿一部1喪にツ注射を猟鍵す

愚と,反 復部縫のみならず初翻部泣へも離発猷癒が現わ

れ葛ようになる.こ 鐙出現頻嚢は,半 年毎にツ蘇臨 を誉

繊以上演i旛した鍵灘では2心.3%,1年 毎の集綴では 驚灘

趣翫9%で あ嶺

2.死 繭惑作動物緯皮内あるいは膜脇内にツ注癖を予

め行 うこと紅よ絵攣ツ注射課復縄蕨以外での部戴で鐙ツ

黛応 も影響される.

5.以 上鐙早発簾応 は 戯擁 撫畷 縫 勤o欝澱燃滋嚢憩x聾雛

混禽物あ灘いは 欝1難5灘難繍1融翻黛螂籍遷熊型 に感作した

載物に於てもそれぞれ 鑑蟹難搬 あるいは 綴擁撫漁 鐙翼

復灘欝の鑛に観演された.㌃ かも畢発反応は特異的であ

う て,惑 作あるいは前処麗に絹いたのと異なる抗購 隷

箏翼慈ぶ交叉的に促叢婁れ 嶺こと垂訟ない.

4.予 め注搬 婁れた色紫(鷺v鋤 繍 撫の 毫訟初灘ツ皮内

泣艇部泣よ師 鞭 部餓の膨隆糠へよ1購糊 轄しか磁多鑑

に遊繊す翫

22総 ツベルクリン笈1芯に及獄す諾種薬麹⑳薦税

作絹に就て

(郷 鰻 蕪概北野病院)(=隔 轟?羨 洋,長 尾 騰郎

結嫉藤隷多糖綜と欝菌綜蟹轟を混禽 して結核モル騰響

塾に皮内注射すると,離 藩の存寝で蟹爵の蕪するツベル

ク婆ン簾応が藩/パ 搾翻 婁れ犠こ為を知つた.こ の題融鋳

総 蘇 耀 齢 紋 瞭 いもの焦 諾核碑 嫉餐
に対す導薬物の影響 をみ嶺のに最毒簡離で明肺な方法妻謬

愚はれ薦.こ の方法で結核鐙アレルギー曇欄 鎌があ疑 詠

溝えられてい嶺驚干の薬斉葺を検/ぱてみた導

抗献スタミン趨(プ 彗ベ ンザ ミン)を 結核薙体螢織に亘

混 移て濾酎 した揚禽では全観演経懸(2～ 嬬 時間)壷 懸

膿i欝明に蟹鐵の量す導探応が搾霧寒され鵡 繭簿多聴隷も

これに次ぎツベルクリン探応の搾講効集がみられた。プ

レ劉論ゾ繋ン及灘一チゾンでは欝成む劣るぶ潤穣の織嬢

になつた.畷 ツ学管ンチン,グ 震チ難ンでは顕著な擁懸

効果は見られなかつた.

黛220《澱綴 難の麟鎌 嫉 繊の・糠難蟹鐵1無 の裳購化

に閣す薦硫究(綾 報)

(金沢大結研)◎ 雛下 正道,欝 東 利欝

松懸 舞決,小 麟 鰹一

霞本 純夫,榊 醸也

横井 健,佐 拶木 静

伊藤 結裕

o載麟幾◎麟醸"1磁 心一鰍焼駕鷲1泌 く◎A熟 鱒ノギ)は 精題

が欝易で,1畿 範よつて叡鑑慧蓬はあつて も皮織簾臨慧

趨力は異ならず,S磁 娩纏 のF搬 〉と講導く成入におい

てはその 鵬鱒㌢!{》.1癬はOT鐙1:2μ 矯,{き./鋸 と

等力磁であ鞍,し かも粉宋状態で 鐙 力年驚演温1後保襟

後もその力擁の変鋤は認められなかつた。

欝4§熱以来教叢懸人がOA識 齢ぼ と◎Tの 成人に

対す轟上記等力轍簸を糊縛に注購し46時 繕纏発赤縫を

沈較す墨瓢蕊によつて欝然惑染藩数Bα 蔓鵬転藩との題

懸が或孫程度薄能であ葛とする提唱はその後の講甕にお

いて熱おおむね再肺認 婁れた,

また夢獄⊃G接 種後の ギ帽 アレルギーの持続期醐轍

BCGの 接題量,接 総欝撫 譲鰭ぎされ導ぶ撫人藻も薯購

であつた、なお爾 ヂツ」において と臨に鍵進競象が認め

られ鵡

222璽 乾燥 欝《欝0裏〓種棄菱騨》ツ撹応隔肇生率書ζ二鑛す覆熱

購究

(結核予防会結欝)轟 鳥 忠男,○ 勘票 浩

昭26～26年 に棄窟近薦の小学校へ入学㌧て,入 学時

に乾燥BGG初 撲題 を受けた2200(男11鱒,女 獅5)

名に昭3婆 年漁最擾8年 闘ツ反続譲 求検査 を費い蓑ツ反

態騰性繋を1漁 繍簸鷺法によ謬算出 した。締接種後 鱒療

灘難のツ選応陽窪率は 驚子 慈7。6-8瀧蔭%女 子75。7擢

6翫麟%,6奪 欝では男子16。0～23。《》,女子3LO細49。 暮

%で あつて,接 種年嚢懸磯 器盤灘は年次の推移 為と臨に

篤 ま蔭,女 子は男子よむも嚇臨率はi欝く,そ 撒持横も鍵
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い.ま た溝一購演に 駕o蒋 接種 を行つたと轍ろ,再 接

種後のヅ猟礁鰍 搬率は柵接盤の霧含よ蓼張翻も 持続 も

長かつた餐初接種後6カ 月戦の接種騰所鐙麟 鍵の大鴛婁

駕Gの 生薄数貸撲種後6力 擁爵 および/年 簸のツ糞態

の強 婁懸にみた初接種後のツ茂慰騰性灘は嬢痕が大嚢

く,生 薄数が夢 く,ツ 藻応が鹸騰懸程騰挫灘は高 く,そ

の持続 も幾いことが聡かになつた.

22鍛 物残的諸國峯の 難C◎ ワクチンに激纈す影響

(霧瀧 大抗研)海 老名敏聡,○ 蔑嶽 幸弘

福士 こ主計夢 鐵日 淳慧

萱場 圭一一艶 猪縄 檸一

擾魯部栄鱗

(ま)駕 載 を濾紙の線 後鋏んで1淑}気 繊肺闇の磁力

をかけて得 もれ難楽灘盤は乾鍮 醜聾2獣1%の 水分 を

奮んでい難、之を姉灘襲麗串で24懸 気鑑難分灘㌃ても

生慧難紘数欝電騨籔慧変化はみられ ない が堂45春"気 鐵

1ぐ}分から撫蔽瀧紘の減少登鞍籔漁が見られる.72織

欝ゆ00気 蕉 欝 分と影響は大となるが1轍0{灘 気驚でも

兜金には欝滅 もない.(の 無滋麟 鰭地に生えたま醸,

半灘状態,承 奢後題濁,水 熱球で磨砕,凍 結就繰中のBco

の電鑛灘 こは種離の変化が児られ葛.脱 水,膨 化,麟 蝋

化等であ難.(111)凍 結輿嬢乾燥を反復す導とBα 纂の

生薄選繍数は乾籐毎載減少す惹,減 少灘は最初鐙 獅 灘

と小!l隣池,s鎌 糠欝馬鈴鞍繍地,鎌 櫨ぐ黙 矯惣 瓢移 して

からの 鴛 灘までは不定であつたが,翼 裟之等の壌地鑓

移もてかもめ10磯 では$藏 日から殆んど減少が認めも

れなかつた。

2223ツ 反応陽性管へ⑳ 登co撲 種強びに乱窃鴬

ワク勢ンの改喪

(瓢醜大大濾内科)大 瀧肺窯郎,○ 撫中艶 〓

松井 哲郎,斉 藤 秀夫

松井 欝五事 秋元 義滋

安繊 倫子

(東北大抗研)高 世 幸弘

ツ茂臨賜性者にBCGを 反嬢経皮接種することの斑否

について追求し夢また瓢切講BCGワ グチンの改良を志

した.約 憩メ)醗名の学童に経皮法によ鯵 難α蓬を接種

㌧夢3勲 月繋6力 聾浄膿 カ月後 にツ猟感 と縄辮の翻作

絹を検 した尊そのうも鍛約25登 警名織 よ艶ツ茂臨検嶽の

都嚢,ツ 反臨の陰曝慧か 墨わ毒ず 箏α}を 探復接種 し

た錯約60頭 の海狸が後の実験1こ鍵 され鵡 乱燐駕ワグ

チンは,戴 欝水,生 理的食塩水或は種 凝の軟膏を懲いて

作 もれたが,叢 た 叢響麟鷺難蕪磁蕊 が添撫 された。ツ蝋

癒騰挫藩にBα}を 反復経皮接種 しても,織 こ実陣が認

められないので,ツ 探応の陰陽にか凝わらず,鄭 も苧/り

めツ猷癒を検査す蒸こゐなし賦,猟 滋 を接種 す葛こと

が欝婆 れ猿.瓢 れによ毎ツ猟癒の曝鮭 を絶え聞なしに持

肺 婁せ導こ為が出来,ま たツ反臨検査の手数 を欝 くこ為

ぶ出来蕎。説切接種薦のB(二Gヲ グチンを作惹のには,

生題約食塩水よ鞍は蒸溜水 を繕いたがよく,ワ グチンに

は 轡議董慧繊 滋総6を 添潅1達する会)がよい.

病 態 生 理

(演題2301～2310,4月 ５日午後,第III会 場)

2灘1肺 織核症鋤心電灘 α難報)… とくに心鷺麟

翫難の分類について一

(賦 瀧難岡療〉 小野 鷹樹

これまで難嬬籔癒の特膚心電馨所箆,◎ 姦呼汲試験,

及び運動演欝試鰍 瓢ついて報告したが,こ れらの心電灘

を経過蛤瓢観察し,心 臓褒弱死に肺る竃での変動を追求

した轄業,凡 そ次の難段階を考察 した.勿 論心電麟の読

み方には講説があ態鐙で,更 に灘騨な糠携 を数多く,か

つ長期跨観康を必要と思うが,と13あ 丸ず,次 の澱分類

を試案した講で綴告す嵩。

/1/軽 難 讐竃購,麟 醗1》,欝9終 灘の降下,1蔦 露盤

磯叢$時 総鷲叢,罫 簿鷺下等の特慮湧難のうもの一部を

欝す曝ぶ,S黙 筆下や,Tめ 蔦獲後後鶏下織到らな触・もの

で,予 後は欝,好.

(2)機 態的窟心不全期,特 麿所難は艶一騒 籔㎎とな駕

又よ蓼多 くみ とめられ,Tの 明肺な平低下 磁 欝驚 蹴V欝

では殆んどみられる)を みるが 犠 呼隈試験や,運 動盤

欝試験(運 鋤後約$暮 分灘の籔察を要す)で,丁 矯趨 癒

みる臨鐙で,予 後は,病 状聾転によく畢行して婁貯.

織 震心不全期,前 期とほゴ磯穫度 の漸 艶で,縛 に

ST降 下 をみ蕎が,講 試験で,丁 増篤 を金然み とめ な

い、即も 賜 補給や,冠 臨流量増 幾で,心 肺好転の余力

を存 しないもので,苧 後は不漢,

④ 震心不全鷲 雛,前 期の経羅中,撃 に,叢 篤禽併藏

を免れ,心 臓嚢弱高度に陥つたもので,各 所見は蔑演で ・

$Tは 降下 し,Tは11で 陰性,嚢1,黙v欝 で冠性丁様の尖
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鋭陰樵 をみ蕎がその割にv藁 欝v5糞v懸 では丁単徽下をみ

ない欝予後は全 く不喪.

2紺2小 溌肺結核症における心驚國攣的購究 α 報)

一各病型ならびに手衛糊について一

(都立満瀬小児病院)福 島 漕,簿 薦 肋蔵

星野 皓,守 屋 叢i夫

○壌野 博

小児糠結核症の鯵病襲ならびに手術例についてその心

電灘を検討 した箒態象は2才 から1§ 才までの小児233

翻,465麟 の検査であ碁肇病難は1型42,1夏 型7夢 成

人灘125,其 の惣50で あ嶺.誘 導は籐準,議V.V1蝿,

V難黛。4鷺鐙14誘 導 をおこなつた答

A)初 銀鞭 嚢(233㈱ 軸醗泣は2㌻ 末満は鞍鰍意に多

く攣金般的には正常型53.7%が 勢く評左編紘は4%弱

にす謬ない.又B避.は 華垂藏一垂直紘が多 く,軸 偏繊

鶏銑 の欝蓄とも年令と,又 病灘との灘達茎は認 められな

い難異常所羅はP波(7。7%),$T,T〈6。4%)ひ 牽織 低

導障欝(11。 構の に認め,其 の臨F縫,縫 丁 時閥 を検討

した.病 型では 三,1三,w,畷 等に異常所見 を有するも

のが多かつた.B)経 遙観察溌(導2醗)で は軸懸輸,

鷺ゑ 等謬検討の外に1謎波,sT,丁 等を追求 したが製礎聾

にその出現或いは持続がみられた,C)手 欝灘(58麹)

は 丁波 の異常購著曙であるほか,駐,ST等 慧化変をみ

たぶ,そ の持続は簿れも短期間で徳後1カ 月以内には殆

んどの疲測は繕前に復帰 している撫手衛綴紘おいては6

カ月以後の追求 も必要と愚はれる。

欝盤 璽疲肺結核症⑳病勢と心難図藩晃について

一ことに心鐙図童ベク トル角および

驚滋欝重¢藤獣 墓職磁奪癬 の変勤から…

(東京鷹癌大第2内 拳の 大灘 叢敬艶○野灘喜代…

灘 博人,羅 部 恒男

高嚢進襲の瞭絡核症の心電図謬溌1こついては,典 懸樽

な霜黛舞荷 よりも,む ㌃ろ電室負荷砺響見鐙方が発葺続鑛

演ぶ篤いように思える怨そこ 讐今減はその意義を病勢 と

の國連において検討 してみることに ㌃た.

離欝F型 で排薄陽性の璽症患姦22演 を薄象とし夢漸

次増悪進残して死に蕉つた悪翫群 と,共珊 線合効 粟判定

によ解霧かな好転 をみ とめた軽映群の2群 にわけ,蒸 年

闘の観察期聞の2時 点をとらえて心電鐵赫見を紘鮫検講

してみること拭した.

その結果,悪 駕群 では 嬢《s・鞭畿蟹,QTぜ 就沁,sv1

およびRv3波 高の鞍大,難 瓢鋤 譲鍵 辮麟総鍵 麟〉滅少

をみ,飽 搬軽快群ではQ獄S-V。,QT数.の 識少,V灘.

の増大績向をみとめ,丁 波,5V1お よびRV3波 隷 雛は

変化がなかつた.

・・溝

避以上
の成績および趣 嚇 驚を講察 した結巣,蹴 醜 綾1

核症の心電鰹所昆は,儀7ル ヅ篤ン懸 こ猟映讃嚥 金難＼

的消耗性疾憲としての状態がまず左窯演懲9と 導て灘理賦

し,き らにその状態に露室負構ぶ撫わつてきて,肺 肺

末期の心電図蕨発をぷす叢ときこな灘場 念がかな蔭多い惑

の撮考えミ5ことがで蓼た.

23鱗 肺結核症における冶心演荷

(公霊獅肺 院内翰 蜘 難 織,○ 滝沢 進

難結鱗癒に浮う震心舞荷乃蒸肺蟹三心は,近 年緯嫉死亡

灘の激減 と共紘,そ 潰増搬が注日されて選ている.論 凝

は肺結渋憲藩 総 綴を鴬象 として・さ電鱗による右心鍛欝

断兇 をr舞心 として雛機能その鱗義詠沃見との搬驚聲猟を

検討し次の結襲を得た.灘 ち,心 電斑1澹 心舞誌を羅鵡

灘ものは,レ 線上竃癒盤を示すもの鑓多く,震 室聡大墓

藩の2壌 日以ま亘を満驚す葛ものが鍵症難の串約 灘%に

認められた,繍 縷能 上では,オ 蒙心難荷}葺見を示すもの全

濁に鐘等かの換気機能障碍憂認めたがひ慧 醐中$鰹 は混

禽逢の換気機能瞳碍を示した.ま た右心演燕醗見を蒙 書

ない濁に於ても,換 篭騰能離欝を認め るものが 多かや

た。続発幾の泰漁球増多i朧を来したものは1総 もなく,

又疾病持続期聞1辮 以上鐙ものに虞心賛燕を認め悉もの

が多 く,甕 載臨濠懲撲中,安1獅 寺勤添を訴えるものぷ多

いと歎 う結果が得 られた.叢 満電解蟹と癖心賃荷漸見 と

の聞には櫃関 を認め難 く,低 α 漁 を懸た導冷は全鰐巾1

例のみであつた.

23心5肺 結核症におけ蕊叢心霊灘大の心驚國攣的

響察

くi豪蝶瀞事野療)○ 答崎 雄彦,繊 島 洋

揚 維壌亘,島答 功

罵揚 治聾

聾結縷症載おいて治模の1蕪歩賦ともなつて経濃が螺瑛

し,い ちゆ導しく擬性鈴経過をと轍残糠醤搾ll心の状態に

な悉ものがかな蓼多いこと滅 馳繋され,ま た麟験摺謄惑

虐心室肥大が嵩瀬をしめてい嶺惚

死亡1窪誌心電麟検霧鐙行なつてあつた34雛 鮒の麟検

心と,心 電図を蘇高紘よらず,波 璽賦よる判定 磯灘 を癖

襲して比較検註を試みた,,

翻検}澤 沁 墜肥大 欝,鋸 蓑圭7纏 が輝電陽掩で煽 穿,

嚢心室艶大の疑わしい婁〉の 鱒 鯉では陽性はなく勲2纒

が痔欄 態をしめした。蕉常心で賦ほとんどが蕉需心電灘

であ舞,f乍襲した8項 日によつて,震 心黛肥大を判定 し

てもその薦実嚢は十分 であ態。

臨癖鰯は外科嚢餐処鷺鐙宇学われていないも跨231{翼につ

いて,こ の総準で判定を讐なうと,%vcが 鋤%以 下

のもの,懸 膜糠摩が懸漉 なもの,NTA分 鷺1で趨喪進残
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携賦おいては,判 潔階涯のものが 夢く轟められ嬰.

23総 翻響換気0膿難簸鍵螺麟 聯離撫 総鎌叢)1後影響

凝尊流難難挙1後轡場醸て

(漁 誌大後審1後1解・ゆ 量縫島 焦,蒸 藻 綴夫

高縫 良ぎ,金 野 公麟,大 へ獣 隆男

鴛{ぎ驚 なに於縫る講鴛換蟻(心"/1搬難麟 轡賊量1雛薫癖■)を

換蟻力葵的に灘黛する方法を簿慰㌃,彗 鑑の成犬の摘鐵

艦 蕊ついて講汁拠試の灘受,量 を罎鷺動ると!騒こ,換 蟻

蕊鷹,慧1ゴ内メべく縫の醜 、輪11蓬幹ナ櫓気に艇颪灘隈∫欝を検、ず書し

た、

羅醤ゴ漢気は鳶によつ ては懲んど認められないものから

著磯にず錘 三す騰もジ/まMびまち癒ちで,鱗 鷺く壌跨あ灘甑蕊

が察知された、 量蒸團4綬 以/ゴ 》ゆぱ鼎べ 撃㌃た攣気鵡に

究金な講新ご撲 鼠が蝶嚇場 ∫緊てあつても,茎 湿賑2秒 以ギ

跨誌い換気慕なる鉱繕幣㍗3要磯}1趨識搬織し,薪 窺 塾気は

謝 磯す撫.す なわ も瓢 零燦繕織 れノこ醸ば,浅 い込い換蟻

は劇讐機鼠壷蕩しく戴零す難 次に饗!融後鼠縫ぶ増講す

添蕊講縦磯騒o騰我はそ尋、華後態澤駕 て増 旗1摩導 ㌃た瀞鷺つ

て藤骨撲 気の磁路蕊弩颪ら爵胤ている賢1惑黙沁 小孔1よ,瞭

胞が膨張す騰轍つれて講鋳ミ1謂虞六 され る郊く 弩えら壁、

た,

2鍵7終 寒響鷺採数法1後よ蕊一醜 臨濃紫肺拡融縫力

(難導の 灘驚法 一騰に塞職辮肺拡激能力灘驚法

鈴臨旅的簿講～

(寅北大紘謄)金 ⊥ 購ワ総,◎ 鈴木 公志

縫 敏繋,1午 署蟻 一郎

轟場 健党,ゴ 璽'蒙 昇

(名 大日態野内潜)藻 ミ薄

奮で濃訟∫ゐ鉱数熊.り 〈1勘の は灘定が総めて護蹴なた

め鶏鷺1馨!二は 翫く齢二な黛澤れてい謙い.演 酸等はご1家鷲

璽!瓢よる織ぬて鱒痩が 率吸1質1欝盛ごを講いて,終 轄 ず窯

鍾取灘 後より安静時瓢お1}愚 批"並 び鵜窯 誉簿強の

1瞭難を灘烹 し,そ の1獅謬鋸∫応馨諭 武みた、

健康 鋒鋤 懸1こついて次の 黒/ぐ縫繧灘'濁 式 を孝導た.

1葱融認/乳2×翼ぐ夫藤罫轟一/1ぷ よた縫ゑ1、董ξ1名ζこおけ恭

左膚碁嘘鼻 翼轍》療言馨灘 鳶難隷,煮 裳 ㌔一56:麟 であ

拳,簸 の雄気1煮瓢分」駄 糞1釜灘鳶致Lた 、讐鷹膜磯および

気管烹鉱弱薫騰鴛1瓢鼻1後おいては略 ギ1議 撃=、♪障錠戯 婿 薫

つて1燦 湊が1蓬磯夢を越鮎た、所讃 ヂξ1ミ心課藩繋二!l§み患灘

讐鱗後おいては,駕 ～ミ縫は滋蟻霞を!㌔セ》1こもぎご麟 ず 日瀞 隷

■鰐な減少を示Lた 、,髄 跡〉全麟漁離擁3い ては鳶娘騰

存群よ鯵も駐拓騰窪群の方毒慧茎濠"の 増 嵐/ぶがよ辱ノくで

あ弓た、左誉聾等ゲ/1/鱒騨の灘ご達二は 渠ぐ欝1盤のよ1/讐演婁

な縷臨の搬1縫1畿,50各懸鷲1綻懸の 冥蟻垂嘱享置態竃麗叢究に

撲寛つ毒のと韓え薦、

23懸 響窯覇塞点窯て藤呼繊澱 ωV)轟 慧轍 鵜つ

いて

(癖 轍却}後寸内讐浮 滝島 蕪,織 騰 広近

嵩 繕 良」ゴ,金 野 公部,大 叙繰 隆男

欝 配i燦気鍾壷気管支騰雛慰者58織 畿つ、・て,最 大努

ノ/濠穿二諏撫線(丁 縫難軽羅 検轟)王 認められ際・響嬢購塞

点 鼠ての婁ぎ臓 黛 くJv),呼 糠藤 弩(謙)を 澱淀 し,之 訟

箒鰯 脚1.憂鉱と講1壌業から次の業豪薄論 をえた

議 は睡嫉 態群と竃、絵んど一定Lた 績 蘇 縄掃)を示/討

海、瀞vは よに撮L,騰 難欝 蝋灘L,勢 気饗灘1}。2シ 繍

で,謁 群1こ導らか鳶蕊漆㍉慧めもれた、従亘つ鴫曝欝の穣異

は,呼 鴇捨轟点鼠でぐ/呼気遠/凝の差と暮蔑られた、

藩Vと 箋萄率,呼 気購塞指数はよく膏 了するが,か な

蓼異つた指数 蕊蔭蔑られた、

誓湘 弾∵・會!雛 の1蟹蕪を理論撫 こ考察す導誌,Jvは 》

雛懸 ノ蹟 誉難部餓道.紙駕 講・姦偉函数記して柔わされ蕎

が,実 際鵬も,凝 大吸蟻!轍驚叢内;1《,粘性撒捻訟謬灘 黙

か轟総 墨された きく賦 隷Vl嵐 安 静鞭 竃ll臓瞬三抵抗を

よく蓬凝 し,霧 意義な指数鉱して注 日さるべ きであ難

2講嚢 一酸牝炭繋によ蕎肺拡激能力灘定の臨鎌的

憲義1後つい℃ 一特に鑛拡数鮨力(1㍉)及 び

肺毒総撫盤(vの 灘定⑳意義について一

(煎菰大簿 讐/海 懸名 敏購,¢ 金上 曙夫

総 敏癬,讃 鷲篤一郎

罵場 鍵児,鈴 融 公憲

懇彰 殺 穏,灘 癖 元鋸

脆蛮響磁凱鶴 璽∴磨,X譲 騒鯨維癒,心 療ヰ編 蟹鍵繋藤

勲灘欝猟窄慮.ご ∵くく種,鵜 忌,肺 繕蝶,餓 管支拡張症,

嘩 裳 冨 ギシ喋等魯!総 名誉漣康藩40/名 縫 灘春窯に

ついて安静:も鐘び}㊧竃懲陸鹸叢単一睡吸法 嫉よ聯 勲総ζ/

を灘定 し颪亘識欝強 心嘘疾患凝若401弼 について懲拡散能

力,節 認区瓢 葭 を灘定 し縣 鐵霞拡散能力溝號 の蕪!織雛意

義憶びに欝織心灘疾縁1こ隷 き嶺拡敵障露の騨 鱗騰1鞍を検

討Lた 懸 顎払散無力鐙ミ羅定は膿胞℃粛管ヅ黙壁ダ蕪

敷群み;》凝上灘欝 鷺あ撫ばか りでなく,繋 讐o嘘跨誰断及

び喘息との鑑畷に幾赦も驚墜謬誇断 獲び予蕊判惣 後も縫

ぬつ 先 鴨斗心『彊 書に心房l/編 欠撰及び警鋤{鷺瞬鎌攣

症み1寒 繭 心 蹟繁,心 ウテ蕊爆 徽倉繕な二蟻罫法であ鵜

又朕鉱激能力業び;ll磁1購戯量の灘定は/憾菰艦壌患の病態

糠の蟹擁のi牧に獣要なゐ法であ鯵,父 之讐藩疾爆におけ

灘拡激瞭霧の騰溝,原 因の解明の烹に掩めて薫要な意義

を蕎つものである.

23鐙 気響支鵜動態に翻す燕購究

く欝諾中野療)φ 北愚 嚇,1烹竹 黛夫
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呼騨叢動によ愚気管支分鹸角齢灘 臨は擬載 によつて異

な鞍,肺 を蕉講,測 藏のx線 写嚢において,鮪 門駆舞心

赴/。て,肺 尖,講 横隔肺雛欝瀬 蕊たは横漏膜心臓洞にい

た菱53綿 後よつて分麟すれば,糠 瞭2《撚含 まれ 薦区翻跨

みは,呼 織 隷 離気管支驚は翻大し,級 熟 後よ辱縮少

し,簸 緯難翻は反対謬態凝をと灘、

肺鑑域の呼犠蓬動は犠賦域により異1タ,笹 至ゾぎの鷹域

㌦
＼皐

($鳩 灘駕s6/は 懸翻 鋼養す嶺瀕 繕 運動を讐い,肺 鷹 ＼

雛 駅 鉱 艶 欝)は7慧 ～ヂ愛ンを奏す導澱 聴 還題

を貸 駕

蕉常な墨馨の気瞥叢分鮫鋳幾は藏角が叢も多く,鋭 麹 〔

これに次ぎ,鈍 轍灘雛 に少ない、しかし肺縛除衡 畷1

膨張肺菰思われ碁残畜肺の襯管支分妓角では,鈍 角鐙気

管支コき岐角礎が藷しく増潔する.

シンポジアム(5)肺 機能よリみたる手術適応

(演題2311～2316,4月5日 午後,第III会 場 ）

23誓 肺生理蟻的にみた肺結核症の露症縫購定蕊

準慕閣す箒研究 …とくに病態生理蟻麟鑓み

た叢症肺繕穣鐙診断纂撫につかて轟鰐察一

ぐ畷授鶯購内醤)聡 鷺 燃麟,簸 曝礁 浩

じ蜘 嚢 鷲薦,デ鍔蓄義一一郎,繕 村 ぐ趨

嘘瀟 究は驚蟹縷鷹の肺生理学釣な分類の蕪灘,潔 くに

病態生嘆学泳 後みた璽症賢赫壽鞍戯挑 懲 灘を検欝す導日

的でなされた.

モの憾醸 といご隷縫来よ1耀 議 量が多く繕いられてき

たのてあ導が,わ れわ蕊はNT義 の分類によ/鴛 鯨 離ゴさ

に難症懸糠強訟認定され,も か峯予灘臆に鷲博楼細 、嚢鍵

欝分驚 繰㍉1&7を 鑓Lた 肺繕渋礁鰐4懸 粥に吟い鍵 畿

討を力賦 ゐ緒 遷,薫 凱 も結雛糠 瓢おいては蓋lo魔る掬蕉騰

糠難 慧繭 いご,罫濃1=瓢 壁1騨 率 講嬉 ドあ 添いは 鋤

鞭欝擁1慧 をこ斌ヤず猿もの漆磁 後蕊数にみられ,瀧 れ ら弊

轡する瞭害ぶ繋械駁蟻 慧会を 一そ塾懲化させている濫蕊を

醗らか1こ後る燃謡蓉嘉・㍍、、鳳の∴とは肺嘘気c犠 堂

罵ぶ4春撫/寮1慧を二颪たいわゆる肺胞戴換f姦繊機 こおい

ても判然と認められ,董 簾蹄繧強(覧 生理弊 ヤに2転ご二〉

を騨活量ご/隊駅/γ ご響定す恭二諏は譲臓でない蕊の結

論 を得た ぞ 、1潔)指融 鶯ついても衡瀬を加え鰹1ぐ こな

今後の解窯方鍬 叢やいて毒ご轟汲 後囑.

23繋 理縫肺結核患慧澱作藁能力鉱襲す難研究 〈1報、

(蕪烹愛騰療)c吉 難 耕撃.磯 灘/ぎ獄郎

=掃導 薦夫,1謹 ゴ 安ご蕊

各種難1轡披外職∴穣1ゴミ後,?ε:凄～∴斌が 継%ゑ ∵下に鋤

下㌔ゐ蕊斑「鮮轡 ぐ{惣1欝 名を≧〉くの2欝1後 脊二華,心 ～々懸

競藤よ1誉讐の窪慧黛 な謬饗鐙を惣}亘1洗;試、た

第 後}辰1}嘆 条;燃 織5名)・1駕 菰 於1彗紅ぎ濾1二茎渡 の

歩行,図 は瞬鱗ま∴ギ韓 段の鱒 墜に際㍉,讃 、oξれ,麟 勝

等鐸 讃 乱婁囎 く幹へ.途 申1嶽 せねはならぬ茎、の心

欝燃鮮(ず饗凝 響麟欝/01名 〉蝋1・の運動;;撫踏隠喋大も

た購難を訴へずに,途 後騨翫せず1慧叢羅 菱～来るもジ/、

011鈴 業罫全群では%曳"C4的0以 ギ,%蟹 鷺0)45瓢以

下を題づも謬が大部管であつた、

021鷲 囎 事全灘は安静}痔蜘 畿 鋤 脈鴇 全藤穏濃 蝋紘

の昂}慧Lて い導慮》のが箏く,運 動舞緯弐験によ騰上畢嘉魔

も魯漿糞ぎ犠離 後焦 し鰹1}藁1こ蒜く,鋤 攣ミ漁 亀 館憩獲鈴紙

下 む霧;黛てあ1芦,磨 心賛総を来L樽 い績晦賦ある.

03/鶴 援の作漿驚ノ賭,礼 会鑓懸轟{懸の点よ1馨発れば,

劔縷謬 瓢V礁 は41》%歎 蓬二,%難1黙礁は45%以 。鉦あ導事

が璽 叢い ・.

23蒙3運 蜘演荷試験によ嶺拳衛題簿磯決驚捻繋灘

欝後経題

ぐ慶た外癌)ぐ ゴ強蕪 鱈,管 鑓 衆一

震潜 嘉高,鈴 承 一・郎

胸部外蓄競/発 遠によl/陰響三患の外誉療法は安齢 こ欝わ

れ恐鰹窪,鶴 呼戦機能の,鴨下 ㌔た蕉1嚇津鰭繊 薫等に鷲し

て外科横遇紹 芦 陽壽,罫 総瀞毒ヴ穏1漁 染が簾患諮がよ

く郵転に鷺え衛俊慰辱な経)羅を転導がぶかを挙測す瀧蕪鈴

に苦慮す燕鵜'であ亘るが,我 々はかか犠呼隈縷能の紙下㌃

九璽礁71ご糖描 選,気 轡慧鐘 貯薫 雛1鍔1こ蟻い(獄瀧 運勤

難鐙試験 を費い,衛 後経避を篶弗て漁液ガス鐙鷹鋤を滋

求 もた,安 静浜磨撫 隆o織饒漆ミ略 型雛難欝∵鱗 譲響 事きれて

いても運動戦 こは勤(遺漁酸噸飽 襟魔1よi欝 し濃酸ガ噛分

蕉は瓢下 建騨樹雛㌣ルウ難・づ讐スを示すものと,黛 の選

跨緩尚を写≧すものとがあ1!,蟻 接の漁演ザス謙お、・ても

それ等1よ響つた変灘 を罫㌔酬こいた 薫訂暁安灘贈のも凝査で

は藤 嚥 鱒 の欝樽を痢1鴬 で も講後穣こ後ヒ畷 は意外な障

欝1こ濃叢後る潔があぐ慕ボ,農 は然礎の恵 慧1礁於いてモれ

らの障ヂ鏡 凝す恐鱈応.癬 硬 導為礁ある。我㌣は愚の肺

応 ∫誌 ボ繕漁罎の廉、轍の為,濯 動職懸試∴を讐いご慧薫樽

難 鷺癒得た謬で∵西一雲黙 、
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23繕 肺雛除懇蟹⑳術麟術後⑳肺機能

(國立策京第一病醗)松 葉 卓郎,黛 上 次郎

頬井 窯郎,○ 森 欝二,飯 野美枝子

藤饗験の徳前縫の肺機能の変化 を検討す嶺響 く,各 種

肺機能検査を行つた譲縫を報鰹す昂.

L肺 活量は術後一襟に減少するが,術 肺肺活簸10毒

%以 上の臨の・術蕉肺成を加えたもの,術 後肺水貯灘灘

はその減少率が藩しい。

2。 絨BCは 術後減少 したもの15鰐 爵増加したもの

6劔 で饗増加 したも騨)は術酪,喉 綴め症状の強い臨ので

あつ鵡

3。 予備響気黛も懸穣慧減少の傾向があり葬24例中5

粥には軽獲の増加を認めた.

4・ 残気灘は増加驚減少共に樵辛ばしてい灘が攣鑓除

量の多い黙の,肺 水貯灘携等は増加Lて いる爵窯,補蕉胸

成群では非肺麟群に舞べて残気率の増加購軽蔑となつて

い蓬5。

5。 肺誇鋤的 綜鱗 藤灘韓1謙 術肺平均 蕪.1翻¢撫趣

術後単均 導論5鋤懲磯 で12鰐 申 欝 飼に減少 し,全

般的に減少の傾向を示 した.

2315肺 結核縫⑳外科的療法後におけ蕊轡作能力に

つ熱て ～aく に低肺機能傭凝中心にして一

(結核予防会結珊)○ 堀江栄一郎

(結鱗予訪金附属療)撫 澱 蕉俊,安 野 博

木下 鰻,蕨 蜷 義人

小蕪 密男,縫 規 爽雄

金子 毒罐

健簸人50鮒,低 肺機能縄 蕊 鰭を対象にして,結 欝

式 臨 翼1鷺・鍵欝鵬 轍 によ葛盤荷試験,理 動賛術時の

心力勢検査から,外 科療法後における最大労作黛,そ の

予灘式,低 肺磯離の限界を決驚し,婁 ら賦%VC礁 以

下の低肺機能鰹(肺 勢176,肺 成3鋤 を対象とした就

労の実態,1瓢 磁 の検識 詠 つてそれ らの婁籔難 をうも

ずけした.簸 大労伶能力は難,擁 難,%V(),一 勲 欝など

と櫓鑛1を牽す樵とからつぎの予測式を作つた.す なわち

肺切除の場餓 識は,欝(女)で 健康藩の捧璽溺簸大能力

(実灘 勲 はR識)×籔C秀2簸201x讐,

鑑 戴>1晩 灘 灘 微 肺 の騰鎌 熱

を1。5倍す匙

運動演術によ嶺動瞭漁酸嚢飽灘獲の下降演,肺 謝鎌搬

の上舞幾,分 時心簿出簸の増擁演,最 大労作能力予灘武

かもの計算醸などからみて,術 後の%VCは 肺切 除で

35量難趣成で30,戴 を隈演ことし最大許葦茎隈界 として業}〓舞奮

で30欝 後春で25に おさえるぺ 蓉であ蕎.こ8)こ とは儀

肺機雛鰐の就労実態,1菰G選 見からみて毒欝響巻.な

おかなりの紙肺機龍鰐でも無環纏ない労肺 をつづ締難醗

リ,モ れ穫欝易に代盤不全におちい導ものでない、、

23絡 肺膿拡歎能力からみた肺肺核外麟療濠⑳隈罫

(難大宮本外科)宮 本 忍,瀬 在 幸安

罎村 顕慧,撫 瞬 健一

〇奈良懸光磐,佐 藤 規

広購 悦文,阿 部 演義

原懸 裕光,嫉 鋳 洋欝

申村 潔,穣 本 光規

肺結核癒が肺嵩撫驚症ないしは優性肺性心の彫で撃夢

く跨問懸 をわれわれになげかけてい葛現驚,よ 滲鮮繕な

そして再現性鐙高い心肺機能検査法が要璽されてい嶺無

か 》鴇漫難糖漉心の病態生理を解明す嶺ために,今 織は

それ鈴肺濾にお脅葛拡敬隙警をとリ上げ,と くに拡散能

力から肺結核外科療法の眼界につ、・て欝究を試み,従 来

瓢 く肺職拡散障霧の 承標 として欝いもれて 来てい葛締

蹴一動鎌瓢間o禽分驚較藻と,きらに一酸鑑礎嚢によ難繍一

磁撫1薫01鐵難慧法(Fo蹴 灘欝法),細 麟跨 繍緯法(欝1縛

法)に よつて拡散能力 ①駕の を灘 定 して,銘 肺活理

著減例は肺胞動瞭藏纒 儀 分圧 較差の増大ぶ 騰騰1騰

麟撒三翼綴糠 心鱗 欝難総就 や 董驚簿鍵v6癩1滋 沁難 よ碓毒

謙6難わ懲総 心蓉撫欝雛窺に主として驚膚婁れ謹5ことを知

った.し たがつて比肺活量40揮3り%の 理亘疲肺結嬢患嚢

でも鷹心賛荷をと臨なわないかぎリ外科療法の題憲はあ

嶺が比肺活量30%以 下のものは肺胞拡藪憲鞍力も霧滅 し

ておつて,こ の藤かちも外科療法の輿旛は生存を危くす

る噂

隣 接 領 域

(演題2317～2323,4月5日 第III会場)

2鐙7理 轍黛管支炎⑳レ線藩擬訟換気機能

(結核予防会一健)中 轟 丈夫

達続3力 欝以上豊隈縄性病変によもない嘆と襲 を主藏

状とし妻2奪 闇以_嘉発,㌻をく蓼漆為えして墾、るような漫き1鷺三

気管支炎驚蒋 懸 綴について検討した.(1)男61,女

33ぴ6才 から 鱒 才に及び,羅 病期闘は3年 から55年
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に及ぶ尊(2)シ 線所見は全 く蕉欝4夢 半藁救大以下の播

種42豊 粟塞歳大の播懸32婁 半米織プく以.上の夢薄種1蕪継 峯欝

題影は下肺野の内飼鐙密で,広 範國のものが多い。癒鍵

鱗 藪襯 象は,ぼ やけのあるもの45%蝕 網状のもの51%

気題懲あ萎もの20%,横 隔膜 泣徽下と心立泣縁を伴う

ことが多く,中 葉症候鮮の合併が4%,結 核病巣の禽併

は24%に みられ鵡(3)蘂 に,レ 繊所叢捷 懸病期闇,発

病蒔年禽,嶽 覚癒状等と鐙騨係をしらべた瀞(4)換 気機

能緯審 としては1秒 率の幾下 と 癬 雛 麺 織慧 の季讐数の

増撫を特嶽とし聡塞殿障審が強い尊(5)ネ プライザ～吸

入によ導1秒 量の 鐙v6鷺漏11敏1こ ついて検懇 した.

23総 理牲気管支炎と黛管支拡張の醗究 α 報)

(懸立棄京療)渡 辺 誠叢,長 沢 誠懲

芳賀 敏灘,○ 蔑 栄

難結捜雛の縫盤肺部疾患 として,理 性気管支炎,気 管

麦拡彊の薦める投期は大きく,患 者数 も多いにか峯わら

ず,一 般に数鐙されてい導傾講が強い.私 達は非結核肺

部羨患研寵の一部 として,理 盤気管支炎症状 を禽する患

藩の講査を行つた心

董)巌 療養所入所憲藩約8《}o名,東 窟都養欝院東樗撫

分院入院中の蔑年藩約5リ"名 紅,喉 蹴,喀 襲,懲 切れ,

など15項 日についてアンケー}を 求めその結墨を集計

し為

2)そ のうも理挫気管支炎様癒状の顕薯なものについ

て膝機能検査を行つた灘

3)先 天性気管 婁拡張症 と鐸の 鐸鷺縫心飾鱒総 とが

國孫のあることは知られているが,私 達は成入の気管支

拡張癒 或は漫題生気管支炎の汗のグ鷺一ル簸 を,無 葱雛

轡董麟 総就 によ導灘定 した成雛を報告する.

23欝 気管支肺患の病型 による肺機龍灘警の特徽

について

(東北大中村内科)中 村 隆,滝 島 任

高杉 良吉,○ 金野 公郎

大久蝶隆男

鍾螺村内灘蕪こ来貌せ悉霞裁も6㍉縫乳蕃119名(男$3名 雰女36

名)をs瞬 総加撮 らの分類獄従つて驚 ア》ピー性,感

染甑 混舎性の3鮮 き後癒 題を分類し,各 群について%藤

活鼠1秒 雛,1紗 率,鍛BC,AV1,聾 撫F,残 気灘,静

嶽 瀦 率及嚇 鷺 抵疑 灘窟 し誰瞼 検討 し鵡 アぼ 一

轍三囎 慧と感梁雛喘懲の闇をこはかなりの肺機能 沙)蕪 違が

認めもれ,後 蒋は非発撫響紅於いても概紅器欝約障審を

曙灘す愚灘建 した閉塞挫障警 を羅するものが多く,更 に

は漫難蹄気腰雛変撫の醸横を呈す導ものの出現頻縫も藷

しく蔑い難之は奪令約要嚢も加わ り,感 染性嘱慰がア 塾

ゼー性嚇 醗 識 べて駒 容易載擾性簾気鷹に移行L得 葛

事 を承演す灘も跨であろう。又後の2群 欄の難磯龍ま二⑳

差違は気管支喘慧の病鑛論鑓対して毒根本的な後元難を

考えしめ蟻も跨である.

2320羅 原病特に硬麓建における肺蔑晃に幾ずる

観察威纏 一聞鷺性肺線題症⑳窯管支雛肺線

維症に対する比較について一

(棄大沖中内科)三 上藻一郊,◎ 藩農 鞍藤

福島 保喜,蕪 沢 灘

榮鐵1整 一,総 村 懸英

飛沢 綾牽,瓢 摩 武葵

肺線維症は我が議において《議 近注日されてきた.本

症はい くつかに分類され原欝的綜多くの狭懲が奮まれて

いる。畿 溜は先に気管支性 藩鎌蟻維黛の臨沫観察成績を発

演iしたが,今 総は闘鍵勃 縫豪維滋灘後ついて観察 し前蒋と

鐙鑑騎点について検討せんとした,一後 携 嘱 は全身嬢

疾患 としてそ鐙経過申に騨症状 を慧す聯後とがあ琴,中

でも硬皮症は講償 性齢線叢駄護を来すと知ちれている.従

って今翻我 隠は灘科へ入院 した膠膿病癬麹跨懸所見につ

いて検討を行つた、硬皮症嵐欝は2り 樹でそグ坤5濁 は

x線 ま亘輸野に線状陰影 を認めた.x線 所難,繍 痒症状,

肺機検査成績等について,漫 蟻餓管支炎に鐙来 した肺糠

維癒との比較 を行つた.x線 上の分霧は蕎督共に下肺野

に始まるものが多い,,瞳吸器疲状は前藩ではせ嚢,た ん

が軽いの鷺対 し後蒋ではせぎ,た ん等の炎症癒状が強い

儀のが多い。肺機能検査は離蒋では換驚糠審は殆んどな

いのに対 し後考では著しく慧つ続発挫灘気残を奮併す導

ものがある。従つて以 上の溝箆は雛線維撚劉》鑑騨診断上

叢理な点と灘える心

2321翼 鑛的硅肺症の研究

(東此大中村内蓄藩)串 島 郁子

霞膨県小瞬町産鐙石英粉/りんを用い,東 北大学1科学欝

灘研究所で作製しだ及入装麗を用いて実験的磯肺疲を作

製,と くにその進獲や難難結鞍について検討を響つた.

繍 羅中のレ線蕨見の推移を検討し 憩 月以降で萌らかな

肺紋理増鹸を認めたが,曙 瞭に硅蟹眺 の結驚撒驚と{灘え

るも鐙は!鯛 にと讃まつた,、/㎡かし購礫 解謙学的には単

純験入蒙兎20}羽 のうち!3職 こ難内硅繋窺!鑑櫛 の発生

を認めた。縫膿の発生は吸入1欝繋短かくとも飼育蔓期に ・

及べぽ認められ,膜 入臨購が或る鰻嚢叢くとも飼育期総

が疑かければ認められなかつた,ま たびまん簸線維化巣

と肺炎禽轡との聞鵜密なる麗縣が察翼慰 れた.縫 難に舞

藤 された結撫 謡繍 趨 麦な津瓢ぱ迅速難つ欝 薄な悪化を来

たし,珪 膿未膨成,軽 難1i糞肺の時購であれば感染後時日

の経過 とともに遂次的な増悪 を来たしたぶ,珪 肺乗形繊

で特ぼ幾入縛聞夢飼脊期覇の簸いものでは少なくと臨嚇
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蒔結繰 懲変化の進農が擁認婁れ懸かの態 をうけた.

2322簸 肺結猿⑳治療効築に対する検討

(日本鋼管溝翻餐嵐院)三 炎 義簸,○ 申村 善紀

蔑灘 薫太,梅 灘 義牽

1盤肺結核の経過及び予後ぶ不良なことは,幾 多の報告

によ沿既に知 ちれてい嶺尊我凝は昭灘24奪 以降本院に

て入肺加療を行つた懸肺結嫉憲考 鋤 名に就いて臨駄経

過を観演し,臨 詠的鵜みた濤療障薄籔挙 を遍求L,一 応

の結果 を得た。其の結果,簸 肺結核の結灘 寒藁に対する

効果では,安 静療法は此学療法に劣 り化 学療法の効 果

は,羅 純結核に講する化学療法齢効 渠より劣つているこ

とが分つた肇結核蕪水病難が攣研分類で欝型を薄妓。登黛

つ磯肺の範題ぶ 恥,斑 であるもの爵1化蟻療法の濤療効

果が鰻臨大 奪かつた.亦 切除術は趨確な治療効果を紫 し

た。以上よ鞍珪肺結核に対して駕単療法の効黙は多 くは

期待出来ないにして亀,結 嫉病蟻の魏鋳を問はず鷲うぺ

8で あむ,そ して安静療法ゆみによ灘懇fi聴防止する凱

とぶ出来鴇と考え嶺.

2323右 横隔膜部分的突鐵像の疫攣的考鍵

(寮京賑歯大第二内科)○ 藤森 岳夫

、 今辮 珍彦,購 部 犠欝

(江荊1肺 院)塩 日1幸 欝

1)研 究日理:一 般鋭民検診の間接懲においてもぱ し

ぱ遭題す碁撫横隔膜の部分的突鐵轍に注麟し,数 綴につ

いて臨ポ的に検討した結果大部分が霜部分的横隔鑛弛緩

症であろうと推定 した.本 疲は外國の報告は多いぶ欝本

では報審が少い.そ こで既の点を究明するために農村欝

と部霧鮮について調査を行い,疫 挙的分析を試みた心

2)研 輩兜方法:残 村群5㌘0}5名 都建ぎ群$70き名を欝象と

して講影 し,突出の程慶を分類 し,性,年禽瀦に集計した轟

3)研 糞結果 こ出現頻慶は濁群 と臨女子が嵩く養残村

は都憲より頻嚢がはるかに高い,か つ隼令 義ともに出現

頻駿が増加する.

4)結 論1外 國で報告が多いの1こわが國で少いのは攣

無盤状のためと都会に鑛嚢が低いためであろう難実鑛に

は少 くない と愚われる。また,こ とに鍵村においては肺

癌その趨の肺部疾患鑑聾鑓上注意を要す嶺と愚う.演 村女

子に多発する要羅についても考演す孫.
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内 科 的 治 療

（演題3101～3115,4月6日 午前,第I会 場)

3織 化攣療法によ薦盤潤朗鎖⑳様武(蕪 報)

(薙郊ガ叉診療所)○ 大島 摩生,加 藤 洋

我凝は臨捧酌 立場よ鞍駕学療法1窺よつて難灘が閉鎖す

嶺霧禽,議.熱.".嬢.鎗.蟹 の6つ の様武ぶ考えちれ

鼠つこの6型 叢と蜷澗鎖大 鷲書攣形警難(学 研分類)傘部

赦攣周國灘潤 との國無爵再発の状況等に就て繋欝細に検

講 し離総会誠於て報告したがその後薬鷲投与の方法と,

この蟹鑛様式の國係に就て検討し讐かの漸灘 を得たので

報告す導.撫 学療法齢み緯よつて鰻鎖した嬢澗の治療方

法を次の6治 療饗一ス賦分類した.

1.S戴,FA$,1撫 欝画欝A$,1恥 欝一・1撫1$(特徴は

最携蕊藩併用で全治療灘一ス菰 灘 厳s逃 鏡爽罵/♂てい

葛)

11.$懸,艶AS嵯 きA5,欝 溝欝瞬1簾熱穫S(特 藪は最購の

二者併欝に 灘蟹Sを 縫綿していな秘・徽と)

驚.難A5,1憲 難s一 蒔1鷺鱗5(特 徽は斜 議療 灘一スに 鎌叢

を併罵していないこと)

1V.1釜難$嚇(肺 は金灘 演欝一 ス夢緯独で$懸,PAS

を使矯 していない)

v.そ の臨の併灘籍武

以上5つ の治療謙一ス滋 叢.わ.凱 臨 軌 薫の6購

鎖灘武の國係をま8求しおう鴛う治療灘一猟をしたものが

だう鶯う鰯鎖型武をとるかを検討し次跨結巣を得た.

1)簸 初三考併驚か弱 難始 し全濡療 賦1垂1勲欝 を連月1

もた者の憲濁は理慧的 な叢型欝鎖型式(灘 も灘灘は ギ肺

少講のみによリ閉鎖す燕様式)を す葛も鐙が簸も多 く雑

にK熱 嬢溝は本治療慧一スで叢 も成繊がよい.

2)最 初にS赫,継$を 縫驚 し11灘Sを 鍵薦 しな㌦、

揚禽

(叢 治療灘一ス)は 塞濁が先つかなリ縮少 して後に内

容ぶ充灘㌧て朗鑛す導(無 難購鯉 題式)を と難ものが多

い.漁 嬢澗は本治療灘一ス慕よつて簸曝麟績がよい。

3)S慧 を全題過中金然に鋳騰㌃ない治療雛一ス(灘

漆療繋一ス)は やはリ黛澗がかなり肺少してから内審が

充濫して朗鎖す蕎ものが多い。

総繕的みてS嫉 欝A$,欝 擁$憩 三藩欝灘 した方が

s総,欝ASの 二併騰す篠よりも雛澗の閉鎖は理慧的の様

に態えられ翫 殊にK籍 灘溝裟は最初に窯者鱒羅すぺ 蓼

であ絵K犠 鍵溝は最初 瓢璽,欝蕊 後藩併矯でもかな辱成

績は よ鶴

3給2$紙 やA鶏1N鷺 無効肺結核⑳舞ナマイシ

ン,サ イク糠触婆ン欝競療法

く窟大結研)内 藤 益一一,○ 発雛1暢 夫

欝灘 敏郎,津 久闇陵次

中難i題 泰.溝 水 明

揖含 溝 中井 準

池獲/宜 昭,書 原 霊方

久盤 文幸,鑓 中 健一一

s羅,峯》AS,継 蔽 を擾期闇縷月奪瓢て,Lか 毒喀終申結

核麟が陰雛化せ ざ導肺結核患蒋にカナマイシン1瀞 題3

日サイク繋吻サン熊5毎 日欝溝した場 禽の残陰転離を検

索した,、そボ)結果F型 でガツキー賜性の患春では6ケ 月

で7.1%轍 陰転 を兇た戯みであるが,C型 患藩紅於睦葛

瞼転毒は6勤 月で75。導%に 違Lし た燃

本併矯法の奏効機転として,講 藩轡講戦よる静譲作罵

の嫌強の臨に,サ イグ雛セワンによるカナマイシンの鮒

性上昇題延効累漆業萌か慧 された。

3憩3肺 結核症に対するサルファ麹凝禽む3響 欝繕

療法

(國立東京第一病院)o櫓 蟹 購夫,三 上 次郎

我凝は 猟S灘 月峯により往凝麹 箒認 讐護織 麟 肺蟻審

によリ3春 鍵驚療法の不可雛となる場禽が多い⑳ で,

鋤1撫o黙 鱒1持 読盤サルフ響寮既1欝 蓬,S蟹,又 隷1N鵬

1蝋 との3蒋 鎌繕療法を鷲い,PASを 含む3藩 併驚療

法に劣らない訟愚われ蕎成績を得た.

懲象は当院の入院及び外衆憲巻33名 で欝治療期間は

6～尋 ケ月塗上説の薬品の繕合せに依 む3群 に分類した捻

3群 殊にサルフ響凝,1》愚 夢3鍼 併駕群には軽快弼多く

菌陰性化臨鵯明であリ又不変纒の 灘11醗 性麟の上昇 も

6ケ 月以内では認められなかつた瑞

溝演期期を題/激!液,肝 機能検査は異常を認めず,饗

脇障害,発 診等鐙駿鉾 飛もなかつた.湾 療後,病 樂の勢

除を行つた測では,PASを 奮む3藩 併薦と特に異つた

総織変/譲漁認めもれなかつた。

31艇 蒙N丑{ぜ鐵 術矯療法(∬ 報)一 鞭醗 一丁鑓嚇賊

供驚との批較につ蘇て～

(縫応大窯方内科)三 方 一沢,勝 正牽

難檎 孝男,○ 鷲井 瀦灘

朝禽 蜜,野 添 昇

舞 惣は 獅?年 よリ1欝 薫・TB薫の盤禰 効果の検討を読
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董テて来たが,魏 の併罵療法裟態驚 し得導聾成績を得た瓢

とはすで載報告した.

今翻は総鯖2総 綴のうも6カ 月以 上観察 し得た1M卸

丁斑 併欝鰹94魑 と1醗/-TB1-S蠣 併灘縄24側 の濾療

成題の沈較を試みた.爾 群中のA,B型 と◎,C,1>,1叢掌

欝型及び!絵療未使月携 と践使講鰐の比灘}醸警凝講粛で,

これ裟1騰1創2乃 至0。38欝TBIO蕊 乃釜 ○。/翼 を

毎日養$醗 は18を 遡2懸 投与した。この爾群の濡療成

縷を6力 灘及び12力 懸において姥較してみ導と,下 熱

勧下のみは 振猛TB1・s蟹 群が優れているが赤沈,舞 難,

曝蝋,喀 褒,欝 盤,肺 部 レ線所見(基 本病変及び雀溌)

に対す惹効果は講群鐙間に特に禽意の差 を認めず,綜 含

覇定の結集において懇又麿意の叢を認めなかつた、講作

月純 難驚なものを認めず,投 与前よ13貧慮 を麿 した1倒

にのみ病的灘漁球数滅少を認めたが休薬 に よリ恢復 し

た。即ち我凝の今醸の成横では 瓢H・丁獄 と 獄撚丁鶏・

$絨 併薦の治療効黒の閥に麿意の差を認め得なかつた繋

3搬5肺 繕核初躍化攣療法としてのS絨O。7,脳H

O⑥ ρAS7。O,鐡2.蒙,四 餐毎 欝欝用療法

(京大結研)○ 内〓 益一・,前罵 暢飛

吉欝 敏郎,津 久闇竣次

中藤 題演,濤 水 購

懲含 溝,中 井 準

池欝 宣昭,吉 原 宣方

久世 丈幸,購 中 健 一

肺結嫉紅学療法の一一つ跨日鑛として,出 来導丈皐期轍

撫来葛丈高灘に購整中結核菌 を培養陰性化し之を欝肺せ

しめた野と演畜等は考えた.耐 臨菌 を喀出して居ない初

麟化学療法肺結嫉患藩を薄象 として,こ の日理 を指漂と

して6力 鶯分観演を試みた結果,$蟹 焦7,猶 菱蓬奪。6夢

避A$乳 鯵,$12瀞,毎 日4餐 併月窪は3者 餅月護よ琴勝れた

績成を紫 した.殊 にc型,欝 型,螂 こ1(x,K¥,K聾

の講れかを持つ蒋では殊に其の差が著畷であつた.

3樽51》 磁 羅猿療法饗受けた患蕎⑳壱の後⑳経過

につひて

(九大桝樫内科う 撫麗 欝一,鈴 木 九五

高木 成,拶 藤 俊美

(灘立赤江療)木 村 磁欝

(飯塚病院)書 繊 政弘

(翻 繕県立嘉穂療)竹 鑛 孝

1澱薫業は1》轍 誘導搾の蟻独療法を受 轡た愚 鳶133

韓についで,そ の後の経過を調査した.そ して麟独療法

翻始時の陰影,塞 澗,及 び排〓の状態等に擁韓なる國係

があ孫かを検討した.そ の結果は次の題 リであ嶺.単 独

療滋聡始時,嬢 溝を講鱗㌔なかつたものでは,5!鋼 中

欝。3%が 蝋独療法のみを受縫,そ の後再発も来 書なか

つた.そ 跨講型は灘出難,浸 潤蛇酪型,線 維乾酪型,及

び結穣睡で拡が鯵は巾等慶以下が大勢数であつた.

単独療法羅始時,嬢 潤を窟す難ものは 繊 編で,こ の

うち非硬駕型の擦豊澗を欝す灘もジ)が4黛 携あつた瞭その

30。7%が 単独横法緯みを受け轡発もなく,50.1%は 臨

の治療法に変翼 し鵡 単独療渋のみを受けた鰐のうち,

濃潤藥串の塞澗を轡するるのでは,単 独療法灘始時,結

核藤験性で陰影の拡が りがr小 」のものが多かつた嫌

再艶を来 した5例 は灘独療法を羅期に中止した纒であ

つた。

3欝γ 鱗蒙撫磁懲6蜘鑛 鎗(S峯))の 抗肺核体講に閣

する箋験的叢ぴに臨床的欝究

(北火第一内科)○ 撫購 蕪治,今 井 英

坂井 英一・

(國立北海道第一療)醸 濁 壬婁

(國立北海道第二療)近 藤角五郎

(鑓立率鵬 療)宮 城 行雄,懲 居 典夫

(國立帯広療)佐 藤 睦広

(國療怨/l肺院)小 野 英夫

(懸立名寄療)灘 中 瑞穂

(幌 繭病院)小 野 純一・

(中央病院)嬉 日 正治

(蕪通療)趨 肺 義彰

Gと電療)松 罵 良裕

1・ 懲1》の 漁 轍 鐙 鷺於縫播撹結核作懲

〔研究日的コ

311の 漁 轍 欝 に於げ導抗結織 鰺灘の病理細欝 糞的

検禦

欝醗 方淘

鋤物は海狸 為マウスを,接 難菌採は人難結核薄感性及

び1繋1{醗鍛 懲 演繕,海 獄は薩接3種 遍後から治療し,

5遡 で劇翫 臓器鐙病変を観察し,牌 の定量培養を鶯い

響ウスは麟接種蕊後から2遷 漆療 し,焦 轡日数をみた尊

鰯 究結菊

1)実 験的結繍に対す孫5駅)羅 独勤果はない.

2)$軌1N1叢 蟹饗渤 羅は 鋤1毒 膿獣 脳難1■ 壌惣

爵職 茎綴 れ,之 は1N11薦 挫題の講合も講横であ導.

3)$撫 と 瓢1轡 灘群は5擁 単独群に劣馨,濁 繭の

拮抗伶驚がうかがわれ灘.

1L肺 結嫉に対する 鋤 の濤療成縫

麟 的き

肺結核慮藩樗懸及び再治療者紘つ愚,黛 》と1醗 ズ業

漣 黛舞響馬の・簿欝麟芽メ黙療識璽日 外
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繍 濁

初繊漆療欝75竪羅湾療12嚢艶計2の4名 を,A)S難 や

脳 鑓二,B)5リ 後1N慧十S賊塗C)51》 牽$赫 群に分縫薯6

カ月濡療 して,購 演中結核薩,肺 部レ橡,一 般肺羅断晃,

翻作薦などをみた。

1)結 媒嚇擾中結嫉欝は塗採,嬬 養襲,秘 羅治療iでは

80%,欝 治療では25.7%に 険性化し九導

2)肺 部レ像改糠は,初 醸のA群 磁。5%夢B鮮76。2

%,C鮮54。2%で あ齢費蒋治療 では15%に 過ぎな

憂㌔

3)一 般臨床検査成糠臨初灘群が。演静であ轟尊

4)綜 含判定ではS籍 鰹欝1十$瓢 群が最もよい鑛

5)酬 擁 導では肝機能陣警1編,懲 漁 球減少4。攣%

であ鵜

3簿6働8な がらの肺結核⑳化攣療法について

(策鉄保健管理所)千 葉 保之,○ 麿賀 光

森騰 幹,実 灘 濡

化学療法の効果に影響す嶺譲灘子について検討してい

導が,今 撚は働 きながらの化学療法の効梁鑓ついて検討

した。

集懸検討をく蓼かえしている國鉄従事畿において18騒

年から 議957年 の閥に新しく病藥発見婁れたもの齢中妻

要鷺療患饗 為婁れ,化 学療法をおこなつたものを薄象と

した.そ の癒弼は次のようほ分げて観察 審れた.

1.鋤 愚ながら化攣療法Lた も鐙221例

2誰 休麟縫嚢二鯨薫療法 したもの21561慧

3。 泳業化学療法後外科的療法をおこな

つたもの7制 難

以上の各熱 後ついて病型瓢 最大病蘂の大8蕊 駕に次

の諸 点にづいて鰭較 した.

1・ 化学療法肺始時と終了蒔跨経過篤較

2。 嚢二学醸法申の悪費二灘

3。 化学療法終了蹄跨病型

4.終 了後の悪化

この麟縷の結累,働 きながらの駕学療渋でも,完 分な

化学療法をおこ。なえぱ,休 蜘 ね学療灘 こおとらない効墨

をしめすことを獄つた爲

醗鱒 肺結核懇餐⑳短期入肺に蘭す薦醗究

(健撮癒鱗遵)○ 北沢 幸夫,佐 藤 実

(紙藻題陶診療所)佐 藤 暫郎

糠結繍 こ対L入 貌駕療,外 来化療の侮れが簸当であ嶺

か を検討す孫霧舎載外剰 難療が蕉隙 こ,欝われねば撫らな

鶴 そこで検診で発驚きれた膝結核患藩151名 ㌶短期間

入院 をすすめて入院 させ結嫉教育 を徹趨的碁爵劉・種聯な

入院期闘後,濃 醗婁せ就労下で外来撫療 を行つて 驚甥

かも1年 半に璽つて経過を観察 した難

入院時の病型では蕪 期(1奪!痘 後)入院鮮(53遡)

は短期(4力 飛以内)入 院群(53例)及 び準蓬期(5岬

5爵 月)入 院群(45劔 よむもやや滲鍵熱傾向が強 く拡

り婁嬢洞の嶽でも璽い傾向があつた誉退院時の病i漿では

短期瀬 こ比較して準長鑓群,擾 羅群の撫 こ硬化幾傾織淋

強い農外来化療羅よるレ緯効業を3群 糞ついて此較す導

と3群 闇載懇化率の藻は殆どな く,か つ低率でありぴ短

期鮮と灘擾期群 とは擾期群よ琴改善す5も の購多いが薦

群聞に藻がない。従つて不変は長期群に多い.検 診で発

見 された患藩に治療 を行 み場禽に短期入院は3カ 月でも

それ以上でもその後充分外来翫療を就労下で行えば畏題 匙

入院に劣 らないと藩えもれる難

3輯0化 攣横法中の耕菌状態(肺 報)

一蒔期的撰蕊考⑳規期牲に就いて一

(中央鉄道病院肺部外科)遷 藤 兼相

数か搬 こ璽る携菌陽性又隷陰挫ド)縛期ぶ交濡戴に繰リ蒸

して出理する例に就いて洲査L次 の結論を得た.騰 性期

の購性澱数は大部分が惑月以内で陰性期陰性鍔数はよ韓

瓜い範懸 こ分術する.従 つて陰性月数平均は騰性月数平

均よリ大である。初麟濡療飼の陽性期騰性月数は題読治

療醗のそれよ鞍も短いものが夢い.糊 一人で2織 以上の

騰性期を繰返す懲のでは餐郷毎の叢大騰性月数 と簸少購

性月数の差と平均騰挫灘数の間に正の櫓灘がある.陰 性

期陰樵驚数に就いても懸様である.厳 篠に規定 された騰

盤期の前3月 後4月 闘に孤立的に舞繭する月を箆ること

が灘拶ある。x糠 写演上の変!難はこの拡大 された陽機期

とよりよく一歎す葛蟻

31誓 ストレプ 鮎マイシンの副作絹に閣する礒究

(繕術隊中央病駿i内科)騨 翻,藩 霞 晃

○盤三島 和男

s纏 の翻作幣鐙うも第3神 経の瞭審 と全身挫ア勧ルギ

ー性瞭審鵜ついては多 く鐙報密があるが
,注 射の度毎濾

出現す撫1過 性の副作稽(我 欝は前2者 を 灘 麺 捻藤

磁¥,後 蒋を 懲魏鍵 駕糠蠣雛 と繕 び鷺購したい)は 従

来軽視 されがもであつた.し かし後 奮ぴ)領変はかなむ高

く5舗 の減難叉は分舗注射 を要するもの毒あり態講に

無え犠苦痛はかな蓼多いものである.私 共は本院入院お

よび外来患藩についてs醗 注簿爵の嚢繍 麟1診 によりその

翻,縛灘を調査 しその題類,麺 嚢,持 続時醐,な らびきこ製

晶 との窯係,撃 節気候との関係を講査し,ま た各種薬離

を驚いて翻作綿軽滅効梁を検討し,ま た 《1総礫y嚇 簸 謬

叢麟覇 にいての調査等をおこなつた、2年 闘に1瓢255

携欝21件 の注射で 難撫鍵 熱x沁量讐 の症状 と頻嚢は,頭

痛i灘戴38%嚢 頚薦日響しびれ感34%勤 熱感総意感17%俸欝
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叢驚感?%等 で全簿 としで 総鶉 に慧めもれた.出 鏡毒

繍襲轟との騨係があ灘穫鷹認められ,撃 簾では 難,鷲

飛に薦 く,誌 月に低い傾織ぶ晃られたぶ気羅との灘猟は

認齢られなかつ鵡 嶽鱒xy壽 纏 豪謙複含 黙懇箒獣。発麗

顯獲に差は見られなかつたが,穫 獲の強婁が軽 く欝競縛

懇ぶかな鎗短縮 された.のF跡G黛 蒙,熱)撫 購 隻蹴 糊 欝,

⇔ く)恥綴群灘礁 各 懲 劔,の や。A。〈》.欝 粥について醐

作罵軽減勧果を毘灘と蕪では藩効 窯○%欝 効 欝%穂 拶

憲勲 灘%,勢 では麿効 黛{妻%稽窟効 鍛%,心 では穂聲

麿欝 嚢心%,熱A。(藁。では著効 鷺幅 禽効 婆蕪%穂 鳶膚効

灘嘱であつた.欝.A。G.は 澱 雛 の試作蕪で私共はこれ

を神経癌の濃療に試みてい葛うち隅然 の機金にs雛 講

権驚に禽効なことを発兇Lた ものであるが,こ れ鼠でに

獣みた臨のの中では鰻曝効集大 嚢く,$纏 の翻津綿のた

め減灘叉は分翻瀧懸 を饗す導患奢にとつては大饗な期待

麟繋 たれ導であろう。

$璽鷺 結核蕪韓抽 轟物質(丸 出)⑳ 案験的海猿結

核窪に離丸蕊影響に就いて

(麟療溝瀬病院)o壇 隙 響,擾 禽勢麟離

淵沢縫之助,常 石 三郎

爽験的海狸結核藏の紺する結嫉菌緯抽出物質(丸 鋤)

淺雛の影響並に$懸 との併繕効果を検購した.抽 出物

蟹欝藩液注射群を(),馨 万縷液群 を難,葺万倍液群 を鷺,

欝照無処識群 をA,$瓢 羅独注懸群を暴とし,轡 稽鰹で

は 難やc群 を群靴 黙牽夏)鮮を《纂多撚率鷺群 を擁とLて

次の各項に就いて観察 し以下の成糠を得た.

め 体露増加は,c>葦)藁 鷺藁A渉 鷺藁銭〉(驚藁 ド謬

簾に藷 しかつだ の 注射期聞中の動物死亡は,鴛>A

>叢)>c,叢 ㎜G鷹 欝繍欝㍊◎,で あつた.$)薦 接.癒

驚辮灘蕩の大 藝さは,欝>A藁 難>Cで 大差なく,欝 綴

欝講G講 鷺,と な 鯵特にFで は膿瘍が 捻 遡叢存した.

縄勝淋磁瞭は,ワ ダチン単独鰹で煽れも対照に比し大愚

く,欝 飛綴では各群闇に愈意差はなかつた。 暴)醗 縮

変の鰹鹸斑箆は,A藁 鷺〉撫>c,難 姦G>F>8,の

麟 くc群,篠 群鹸も軽甕であつた.紛 臓器定量培養成

績臨上記肉眼所見に略 凝平行した.s)病 理総織学的藩

鑑として淋雛簾及臓器内乾酪撫病変を見愚と,封 灘に姥

㌔て乾酪舞傾向が少い 蔦とが畷もかで,ヂワ嚢鵜韓醗紘購

癒的作驚を愚はせるものぶあつた.一 方$厳 併購では殆

ん蕊著 もい差を箆出せなかつた。

謙 欝 蹄結核初獲1冶療弼に於ける 灘鱒謹灘岬織¢綴鷺

(丸霞ワクチン)・転牝攣簾法翻⑳欝鶏療法の経験

(鐵十宇会麗轟サナ 轡 慶ム)○ 蒼林 三圭

中野 輿一,井 幕 輿畿

齢結麟の濃療に麗撫でも織簸蟻効果がある懇の として

線 も れてい犠化学療法の方法は,灘 を灘む窯魏錨 繋 、

療法であ難.灘 毒擁 難論療懲 こ欝効のあ灘ことも禽た欝 繋

箋であ翫

我凝は 難雛 τ難騰藤 雛(丸1王轡 グチン)葱,$鍼 嚢

除 く難の結鞍化学療法凝 との欝琴護療法 を,繍 結嫉の初籔

濃療1龍 ころみ鴇機会に葱 震れたのでき灘3灘鐙少数例な 冗

ぶら$絨 を愈む辮講窯・藩併繕療法の初鱗治療編 鱒 欝訟

その効墨 癒比鞍検講 し得たので報告し鱒批判憂菰う次欝 冗

であ鵜

即ち胸部x織 漁に対 しては学研分類A,鷺 講型に於鞭

悉基本病変及び叢溝の改蕃は,窯 者併溺療法 ゐ鱗穫慶の

改善を承し,《灘,丁 型はそ纏効墨は著購でなかつた.

喀整串結嫉繭陰撫 繍 購搬慧,窯 欝簸欝罵療法 と1灘欝懸程

度灘成繍をお漆め得た。総肝機能,宋 欝臨液鍮,一 般状

態についても観察したが,琉 在まで鐙処,み 嵩べ慧灘 繁

愚は全く認め繕れなかつた.

鱗纏 灘縮核癒に対す蓄メチール抗簾治療に蘭す碁

研究(瓢 報)一 遠隔成纏について一

(灘立窟城療)撫 形 叢,○ 蜜鍵 綾子

菊池 一・郎

蓋一9奪 の聞種舞の化学療1蕪をうけてもなお鉾蕪かつ

灘挫を禽す轟漫鍵灘溜雛糠結嬢憲藩 轟$名 ㌶対 して,メ

チー隊航原と抗結骸離毒の鍵絹療法を1年 購欝なつた麟

縷については先に報憲したが,叢 れら患春中1箪 以上経 、

過 した 勢 名及び菟亡嚢 慈名菰ついてのべ惹,な おメ響

一ル抗駆療溝後轍攣療法のみ跨ものは 欝 名
,菱 に外轟

手簿をしたも鐙 熱 名(成 形衛又は騰切醸欝)で あ纂.

メヂール抗懸治療中に地較 して,搾 難ではやや減少の ・

鱗触 紫す都 みられ蔀 沈ではた駄・して蹴 韓 か鱗 …

た。舞欝状態では薄鶴性撫が馨名(藝 鰹中)で あ絵,x鰹

線搬では好転は磁名,悪 撫難名みられた導薬凝鰍盤で繍'

PA$が 灘療中とほぼ翻横緩ド騨〉傾向がみられた($姦 綴

中 繊 名)。

死亡,騨 切除 を行なつた憲1こついては,病 藻総織蟻趨

検案を行なつたので,瓢 れ1凱ついてものべ導が,以 上鍵

所兇よ琴みて二の様な簸 蓬灘 こは,翼 にメチー膨抗醸療

溝の継続ぶ蟻ましいものと愚われる,

31欝 騰結核病羅に対する剃激療法⑳購甕

(三叢大絢部外科)○ 撫本 利罐,嚇 鐸 漕

輿繕 患欝,森 欝とし艶

われわれはかねてから結嫉性炎癒の蕊本簾応彩武轍繋

いて種 蘭検討を続睦て嚢た,、特に藤結糠病熱 箒濃癒機鱗 、

について検鍛戯 醜 げ海結果,蹄 結嫉病纂の安定出轄馨雛 懸

懲安定化の機韓 こついての灘論を確立す 載 鱒 糠麟 懸

鵡 そこでこれらの麗論麟 とにし鴫 齢繕嚇 鍵礁難 灘
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駁鍛痕化鐙ための条僻を馨難出し,そ の霧・難 こついて欝

細な動物輿験を行つた.こ れ もの鋤物鍵験の結嬢,蹄 結

核病難 を吸醸嬢鍵化せ しむ灘ための理論 と方漁 を確立

し,そ れもの方法を藤結核症に対す導醐 灘療 漁 と名づ

酵.約 櫛 鰐の肺縛被懲糠 慧臨灘し,そ の成綾 を検討し

た.築 の結果.藤 結核病藁に購す難鋼激療法は,病 藁⑳

級取簸痕化に樵めて欝力な手段であ導ことが確認盛れ嶺

と共に,今 後欝大いに検討され黛つ改婁 され嶺儀鰭を禽

す嶺も跨であ導為驚蔑毒れたのでそ鐙成纏を報轡噂幡 心

シ ン ポ ジ ア ム(6)欝 鱗 了h

〈ミ寅難滋3/薫 蕪～3薫露蟻博 篠、霧曝鷺午 毒餐,第 璽会場)

31織 蔽葦麟 畿献 靭箋・癒沁叢難貸癬導磁量懸撚羅磯(麟 毒

丁無)の試験管内結核蕊発闘懲止力及び釜⑳灘性

に鰐す轟蘇究 α 報〉

(欝瀞無立中央病院)多 賀 一臓暮,○大霞 馨

(福 講県衛生部)木 村 隆徳

私違はY難 灘識難 培地を用いて 欝叢ギ撫 の抗結嫉欝

作鱗及び縫搬醗性出現の状況雛ついて検講して,次 の様

癒ことを知つた。

1)縦 篠職 は試験管内で 撫。3㌢緩 かも 烹㌢纈 跨濃

褒で 難欝Rv,s瀬 醗性菌,薫》A$鮒 性菌,姻 蚤董灘性薦,

心s醗 盤薫,熱 簿A$鰍 撫 懇,勲A鑓N難 醗性菌,s簾

欝 縫醗難蕪の灘欝 を購鳶した.

慧)↑ 雛 酬 黙欝は 御旗 で 発育が搾凝 され導二とが

認められ九.

勢 結撚慧はYむ 灘懸懸 壌地上で 璽}沈較的容揚に醗

盤が得 られたが渉艶AS養据 菱葺渉の轡糠 こよ鞍 黒3懲丁難に

蒐す為醗性蕾の出現鐙速度は遷熊す導鱗 蒙導が認 め毒れ

た。

$鷲ア 結核藤の13纏 丁難鰍性獲響訟蔓⑳隙止

(熊本大湾盛内科)金 井 次郎,○ 土欝 縫彦

松麟 武寿,醐 島 林燈

玲 入灘結嫉麟 驚訳v株,幾 株の 玉3慧丁転に対す

導耐簸獲得状況を,丁 熱ポ独の場合 と,欝 騒,PA$,鑓,

s欝,K麓,鷺A,を 併講 した騰合とについて紘較Lた.

培地には 葦)癖輔 液綜培地を用いて 熱灘講購の増簸鍵代

法によ善鶯つた難その結果 鶏燕翠韓で は欝蕪業PASの

併欝は 丁無の灘慧上罫に対し阻止効粟を認めず,鑓 は

やや蹴止効集をみとめ,業 斑 株で は 掘叢 の併繕は

丁簸醗盤ま二舞に対し繊止効鱗をみ とめなかつたぶ婁欝AS婁

欝 では繊鳶効果がみとめられ,薦 株 に よ滲差のある事

を知 蓼得た.

の 丁無 をi撲毒した患藩について3カ 月憲でその 丁熱

醗難上昇を追求㌃た結巣,高 慶醗盤菌翰出環はみとめ ち

れなかつ為

31総 叢N雛 及び 捻纏丁数⑳生物攣的滋度について

(千葉大滋輪内科)慧 輪 溝慧,福 永 瀦雄

砂霞 孝,∫ξ瞬 光

○繊灘 蕉久,難 村 騰壷

(健 辮ミ熱籔荘)掘 部 寿雄,北 沢 毒夫

(千葉県療鶴舞病院)斎 藤 広,宮 晦 隆次

1購認覚太郎,杉 繊憲久欝

(栃木県上都欝病院)石 塚 正治,大 久保慧夫

池 北 購介

(千葉県東騰病院)鈴 木 和夫

鐵研窺難繧難 生物学的に 鷺轍 漁中濃麗及び 欝騒丁難

血中濃度を灘定 し,銃 結核化学療法 との麗係 を検討 し

た.(研 究方勲幻 漁中濃度測定は戴立拡散法によ蓼実灘

した。対象は蟻科並びに蘭係病院入院患藩 蓬鈴 擁夢(欝

撚 綴,女 響 携)で あ孫。麟 寛結菊 ◎悼 醗 内臓後 辱

の漁串濃嚢は/時 閥縫が最高で,以 後低下す導載漢し,

脳難 誘導体では,最 高濃度は低いが 驚畷 時灘 に簸蔑

とな絵織下 もお くれ嶺.◎)綴 人差は薯聡であ導ポ灘一・

鰐に於ては,欝 縫,獄 蕪誘導体とも懸様の鐙向をと蕎.

③ 癬叢 蹴中濃獲の高い綴ではx織 懲に蕪 購な改瀞を

承したものが多い訟縫欝 に 至簸蓬趨醗性蕊を認め墨綴で

亀漁串濃鷹の趨い綴が多い.(婆)肝 障審鰐では 笠嫌蕉撫

中濃鷹の薦い纏も認められたが,低 い儲が多 くみ られ

た。⑤ 撒 嬉丁熱内膿魑では,輔 瓦では7劔 巾 烹鋼を

除 藝撫中濃慶を誹 欝しえなかつたが,烹 勲 駕内膿の鷺例

は共に 導～暮学の濃嚢を誕購 ㌃たが懸時に翻作駕の発理

をみた。

31緯 慧3猛丁難鞭 曙A蕪 と供用 §爵欝間⑳使驚礒纏

(鷲報)一 叢NA難 撫中澱度および鐡溝蛋白驚訟

効果ならびに翻作罵⑳蘭係一

(棄京総鹸大第黒内科)大 淵 露敬

藤森 岳夫,大 欝 稔

○野寺 修,静 谷 購夫

須繊 書広,三 婚 潤子

斎藤 隆

三)研 究欝繧:3霧 藩性の菌賜性1巻に 欝熱 丁無 と



総

脳A難 を併鶏し,導 カ月闇各種の臨床生理 ・生化学的検

査 および 脳A鷺 血中濃度灘定 を行い,こ れら検査懲毒

臨濠熱果および翻作驚 との麗簾を分析 した農

の 欝究方法:検 査項灘は 蓋N藻雀撫申濃獲,轟 液諸

盤状,欝 液酸愛,肝 機能,灘 律神経機能,翻 馨皮欝機

能,心 電懸などであ導.

3)研 寵結果 ほ蕪A慕 嶽中濃度の高いもの(肝 機能異

常者を除く)で は臨濠効果の聾転する繧向が認められ瀞

叉,血 溝蛋織の状態良聾なものはやは 箏臨床効果の野転

を見た.消 撫器系翻作驚の強 書と磁溝蛋趨諸堂との閥に

はあ蕊程震の樵閣があ雛,羅緊鰺慧の強いも講はアルブ ミ

ン量少 く夢艶薯筆 グ膿プ騨ン董多 く婁 ㌃たがつてA雌

が黛い と云 う蘭係が認められた.そ の畿の検査には著変

は難られなかつた,

爆)結 論これらの関雛は,本 剤投与に蜜つて役立つ資

料 とな愚と考える.

鱗⑳!綴 べ臨 に閣する硲甕 αH報)
一尿中赤紫螢光物質について(其 の二)一

(欝立羽曳野病院)Oli搾 実,!妾照 亘

(獣大第三内科)篤 濡 洋一一,刀 磯 健治

捻懲丁熱内澱藩尿のアン騰諜アアルカ 渉性メチルエチ

ルケ 》ン紬出物中に欝麿の赤紫螢光物質のある事は先に

報告 したが,更 にこのものにつ嚢検討をすすめた.即 ち

本遡内搬患者蕪及 びその 瓢鴛K抽 出物を 鞭(二で検討

す導と溝藩 と叡 謡 乃至3ケ の赤紫螢光 スポ サ》を認

め塗この志のはポルフィ撃ン綜でもきV銑 誘導鉢でもな

く,又 アン}ラ 轟一ル酸とはその螢光が発常紅類懇す灘

も 鞭c上 では 蟹 を異にした。 次に入箏 し得た 鋤識

チルイソ謙鷹チン酸及びNな メチル 捻欝 丁蝕に 就き螢

光 を検 したが陰性であつた.然 しながら後春 をアルカ婆

牲でフ講婆チアンカ 箏で酸化す嶺と強い赤紫螢光 をもつ

物蟹⑳生ず蕎事を認め,こ のものが尿中赤紫螢光物欝の

一・つであ慕驚能輯三が大であると考えられる。

3稔筆 漫性鮪結核に対する13董ぺ騰 の治療戴綾

(桜町病院)○ 篠膜 薪爺,安 藩 胤一・

穣壌 忠子,灘 利 吉郎

森購 幸雄,蔓 鳥 環

桑環 弘欝,欝 藤 縫利

(棄大無研附属病院)懸 曝 徳光

松宮 恒夫,杉 濾 宏政

獄慧捻蹴職織 の禽成 した新抗結嫉離 欝慧丁董茎に就い

ては,す でに昨年の第35灘 欝結病学会紘発表 したが,

今灘は難下臨床実験申の 欝導余名中翼寝叢判曝した 懲

名の成糠を報告す嶺鐸

臨床成綾;

消翼減馨瓢 饗議 瓢驚織舗
悪化 漏%・ 、灘

 繊灘製雛繊/
3)結 核懇 畿け る効果 塗抹で1蔦S・窺 騰 ではll

§3護%の 陰性化ぶあつた。s鵬 踏S,三N蕪,K醜 等の 鷺

趨麗灘盤灘 誌 険臨駕がみ 嚇㌻た事斑蝦 に纏する.'ξ

毒)酬 乍用.霧 腸障審が相灘数に兇 られたが投与量

敬驚 にする事によ蔭緯 名中74名 ぶ投薬 を継続 し得 ・

た、その難の翻作罵な』

以上の黙講載 糠 よ蓼本麟は発常に膚望な新抗結嫉凝と

誤風難雛

議鶯 腕結核に繋する 欝欝丁諏療法の臨床的購究
一特に1欝 ◎灘霧投与法の検討一

ぐ神戸赤十字療)○ 欝絹 保路,嬬 畷 敬 一

(府立灘曳野病院)峯11本 瀦男,木 村 良知

桜井 驚,相 沢 春海

(欝療大獣輝生園)瀬 良 好澄,高 木 蕃胤

福井 茂

(懸立大販療)岩 聴 爺霞溶,東 海林麟部

霧多 欝灘

(懸立奈叢療)岩 鍛 糞娚,下 河還愚隆

(麟立福泉療)覚 野霞太郎,灘 沢 翼生

小難灘穰一

(縣立愛媛療)赤 松 秘鶴,山 本 好牽

(懸療延寿浜獺)謎 置 達雄,出 本 鍵一

(大販逓鷺病院第工内科)巾 谷 雛之,弘 末 元勇

(神 戸蜜立薫津療)渠 村 武敏,影 浦 正輝

(轄嫉予防会大販支部療)浅 海 懸太,予 葉 隆造

(阪大学第三内科)堂 野離維摩郷,轡 藤交難

轡木 隆一

繕礁蝕y獄漁 細 癖 の妻漁 蝋 醜G3欝 丁熱)の 烹難投与

量 を《購 翼に隈定 した騰 撫磯 誠 鷺効果ならびに酬 ㌻用の

出現状態を検討す為鰻的で協闘研究を行つた.上 紀の各

療養蕨 ・病院に入院中の藤結嫉患嚢を対象 とし/3懲 丁熱

三欝《}。驚 にサルファ剤(鎌 夏盤鱒撒凝 奪 三鷺惣β磁 ・

謎蹴 嶽繊照 薫魏 および 藤 ま麟 鵬 撫纏沁鱒は 烹黛春。穂)

を主として欝縦し,一 部症鰐には1轍 騰購罵至捻G遷3

～爆慧),礁y蕊㈱顛 騰(:/鑓{矯 蕪),蓋藷AsG簗 憩翼)等

も併環 した.こ の うも,毒 治療纏は特に治療麗始離,菌

がs鱗4M勤FA$に1翻 畿を獲得した.獺 粥を選んで本

療法を行つた.漆 療麗始後3力 欝以上に達 した疲騨は競

在のところ,初 翻溝療マ携,毒 治療 鱒 鯛で禽計 詑 傍



齢

であ翫

まつ胸部x線 漁はついて濡・鵡る蕊縁叡病慶および喪灘

翫毒警勲 治療欝鉱 欝濤・寮鋭難こ翼す難も磯 馬 欝 彗/改

欝 獣等度改簿を含む縄率の改簿麟を示 ㌔た蘇 麟脅寮

導・F璽 群では軽変歎 欝灘 こ1響めたは過 ぎなかつた。瓢

れに猟し喀擁i中繕鱗蕪の陰熱イし麟は拶擁 濤鷹 再治療緯

騰群 とも講璽騰舞1鯨を潤わず可成1熟等ぶを蕊 ㌃た。翻撫

用は 鐙 灘中 撚 鰐 く騒%)1瓢 食欲翼 駕 悪心 を伴う胃

症験を認めた以外に,下 瓶 艶儀 ぞ慧グ)しびれ感等を

訴え激 慧～3鐙 犠覇 や鱒験駄臨 こを誘 縫灘磯繊 こつい

て報告する、

S絵3/瀞 鐸 熱 雛よ灘繍結楼癒⑳灘療について

(!翼立激豪絡 ・轍齢 ぐ 二。レ 次鵡 無蘂 卓郎

櫓蝿 鰭蔦 弘溝 彗こ 璽

磯煮勲 メ第一一病院1黒入藏装謙外宋を誌れブコ賢懲～藁鱗愚欝

鐙うち璽N欝にi購繰 を寳箱凱灘響濤療患習慧胃ぎ1に黒馨慧丁轟
噸

を瓢の 抗結縷擦/董熱雲孟 ぎ心1輪轄董辮,サ 濫フ学斉㍑ 併欝/冶

塵 瓢た.

癒灘は全農翠聴 を認ぬ∴ll線ご鱗X隷}繕 邸蓋謙鳶i嶽欝 灘

繕慢濃騰犠洞を奮擁導もの4納 線 維韓麟黒B縦 であつ

鵡 投与後3カ 月の成績で胸部x線 懸ゐ好転を昆たもの

3総 麟の1撫蔭北 した毒の$灘 あつた.

離露鱗は驚欝載繋部不快感 を姦慧ぬ 飯繕が投 撃を1撫転

し 馨鐸舞 減縫L膿 葉を鑓轟醸してい難 その漁藍液騨騰

能には特に異常は認められなかつた.

欝麟 纈 騰驚熱 轟 葺猟A鷺 欝購曝灘驚闇磯驚繕繊綾

α 報)一 臨鎌効擬訟灘作矯～

〈東窟瓢掃鹸醤大第二内科)大 灘盤敬,藤 騰 鍮夫

○大欝 捻,野 寺 修

静谷 疇夫,欝 欝 書嵐

三好 灘避,欝 繋 隆

(め 禦究難穣 讃 猷 結縷編 箋綴轟丁熱 が難 績 結 嫉薄

策轍押 讐であ曝か蒼か を鷺講ミ的に検討㌔た。〈黛)研究露

濠1璽 象 驚 欄(翼3,女 紛,す べて鍛態に大量の轍

響療漁を幹い,碁 齢 鋤窒で浅部分は雛餐灘;鷹醇 ぐ講療養

患 酸をこぎんだ一董3鍵丁熱は 篭貰測穂 分憶で 璽NA雛 又

は 葺}熱璽sとf苓糟,観 餐 鰯穣よ曇が警筑 転歌置窒搭 カ月以

患 蕪 鰐 継Ψ}轟灘攣轡撮影鐙縫酬 ケ灘や魯盤鴬嚇ミ検査

を詳綜に追求 したべ 慕)欝サ鷲纏塾:④ 絵械欝 庶は 嵐爆の

犠難驚 薄海 ②x線 所晃も至13薯こ軽礎瀧ゴ紙 轟 譲ポ鐵乾

灘樂鈴蕪鷹 融解が特葺誘.⑧ 餓謙嬢状としては陣濃単熟

傷,1亀沈黙常轍を高ポに認めた。休璽はこ黛ぽ下変,駿 蝋

購褻はむしろ増 撚す導ものがあつた.㊧ 蔑凝選三は食慾不

搬を全輝に認め,悪 心嘔鞠を夢く伴つだ 激鑓鳶歌轡部不

挟感,騰 やけ,胃 癌,腹 痛,下 購、又不眠,難 講蒙,眩

搬,飛 較叢各 蓋.融 瓢藻髪猫毛 慕ぶ注欝をひいた、欝経

異常,蟻 藤浮騰,欝 常翰痙鷹,遡i麻 疹等少数は。懸)結

論:捻 懲 丁無は難濤麟縷対策に霧驚である.

病 態 生 理

ぐ葦叢蒲憲 欝懲擁撫 嚢黙蘇》勲 壌月 毒難侮懸灘遵第 貰会 懸養)

3難1結 撲燐除灘磯薫管支筋に対す纂篠種 欝簿檸

経舞鐙影響

(劇 靴た魏欝)○ 樵爵 嚢評1.懸癒 蓼賞～華

新鮮な嬢除箕・から,鯵 部犠管 肉をリン=プ撫 こ灘拳」欝藷

軟管を除去して薄鎖状に慮率評1も,馨/ンゲ意液・1賦入れ,

囎ゲ》嬢 法に従い,弧 繕運動をヘーペ㌻を∫凡 て.す す

紙ま翼 記録 ㌃,ギ欝戦ミミ蟻毒を1鱗/させた.ゾ 饗ン驚ヅジ

ソず一で籔滋 狭窄等のあ叡 樹∵威讐旗 慧1き畷,τ鑓筏竃

轡支 ブ穣こつき黛絞倹ぷ獅 た、自ず韓醗 慧Lて,董1牌

齢γ受チー鑑轍ジ1ン,織 ニデト 峰,マFレ ナワろ 及

び 箋麟 轡 のヒス撃ミンをぎllい撫 蕊審嗣管 燐 弩,真融鍵

嬢警支鱗,い つれ書、を灘厩臨態嚢縣羅導であ一㌻灘が,慧

動力に 聯賊 み潔めだ 蓑防 病薦蔓繕1斜 切 に曝塞1象を鮭

す懇も鐙は.ギ詳鋼 懸 濃 瓢婿し,叡 纏,導《鰻 をぷさ職か

つたが,轍 舞の嫌ミぐ葦,{蕎灘,翻 懸 乏1欝漁 をギ∫す萎簿讐;生

気管寛拡張窯ては,そ の藏 嬢凝 ∵ 気轡鹸 ㌻の 箋・蕊以下

ではあつたが,療 縮,さ継警がみとめられた.鵡{耽 搬 こは

窯簿気瞥支鰐が マ∴讐 支筋よ誉糞鎚好な蹴嘘を量㌧た.

繊◎黛 結核叢灘諜齢縫導生体防禦機構獄灘蜜嶺研究

αx報)一 藩 撲牝攣療法の経遜凝 ド灘婆一簿

試験笈1芯灘の鑑移澱ぴ化攣療法鳶ヅ難叢ヂグ

嶺ン欝醗⑳効果 一

ぐ構繰 沖 挫解 慌Dシ!・呼疇 畿購,烈 罠 灘

～凶1敷 己,彦 難ミ 蔭一繍

字議野公義,£1覇 孝礁

黛 隆雄,瀞 雀 寒

i灘 敏,調 無 ゴ三徳

く麟駕 劉誉繊澱癒憶)ll即 痔t,、 擁 蕪 熱 繋

若倉 轄陵,瓠 彗 …叢

靴濾 宏政

灘i穣1或いは申轡姦の碁翁蓼を璽、つ讐麟 猿ノ£憲 獣 蟻賦つ

いて,ク 繋一ルプ鷲マ ジンを嶺えた轄縷瓢学寒法 を讐



鱒

い,そ の経過 と六 拶 一海試験謀臨の推穣をみ嶺と,先

懸プ繋スチグ業ン併総緯場獄 纂較べて濾療後N型 に集中

す導傾織が灘襟に認められ悉∴ 叉グ繋一ルブ繋マジン併

繕勤果は理叢5)撰余 む藩 しいも跨が認められない"

$黛{灘 誌結核癒に禁ける惣溝 霧蒙鉾《》群戯難漁 簸び

撫鷺叙》欝撫雑熱 ⑳変動に閣する欝究 α 報)

一撫溝 鍵童翼雛騨麟綴簸及び 蒲腿¢o鮮の績鎌

の臨鎌像鼓びに鐡溝蛋白分澱と⑳綴閣姓

につひて一

(北大第一・内科)大 僑 亮二

麟 的》 鯵結嫉憲審に於いて癒満 鋤 及び 懸欝が臨

庫鍮,漁 溝螢霞及び蟹霞分屑 と如何なる相蘭樵をもつで

変動す嶺かを検討した.

護方濁 対象は健康藩 欝 名,灘 結核憲藩 勲 名で,

病型分類は 蘇TA及 び蟻研に従つた.①G欝(欝 獣・

響撫鍛 法)② 真類(W重 綴 鍵 法樋 耀麹 鐘 猫 法)

〈3)撫 溝欝滋(熱量犠戴 法)④ 漁享欝蛋織分贋(濾 紙電

気泳勤法)

ぐ結巣灘 《沁 及び 議欝侮 れ懲病 変の増大轍つれて平

鶯的に増驚す孫.軸,瓢 欝穣蕊に縮灘穫三があ導療慧,増加

灘 を総較す悉と小病巣或は雰活勤雛鯛では離者が優 絵,

病勢の進農につれて縫藩の増加察は大 とな嚇.漁 溝螢鷺

との綴隣性は少い.鋤,鱗 欝侮れも 爆 と 偽購亘に大

鷺い絹醐鰹 をと導が,嫉 α とは樵麗ぶない.ポ 沈縫 と

の纏欝畿は鹸藩の方ぶ大紫い.

(結灘 肺結鱗の生物獅学的診断,経 遜,予 後湾判定の

一つ として,叢 溝 《沁 及び 賊整翼に血溝蟹鐵分層の変

動 を追及す墨ことの意義は大嚢い懲のと考え嶺.

3⑳講 騰結核患溝の癒溝アルぬ讐フ露スファター

ゼに閣す愚響究一騰に全身琵疫力a⑳ 閣連

牲につ峯、て

(神欝憲薄愛会安鐵病院)ご 之灘 栄

鮪結核憲藩を中心 とし,そ の麹の外科的疾患を対照 と

して,漁 液生化学的変化糠に漁溝 アル露 讐フボ スファ

ターゼと全身免疫力 との騨達を検討 し,次 の結論 を得

た藤

三.ア 鳥力讐フ愛スファターゼ纏上舞は肝機能障審の

指穣 となむ,ア ル爵婆フ藩スフ響ターゼ鍵磁 び善こ 学一グ

繋ヅ讐ン億上昇聴には漁中喰瀧纏は儀下 してお鯵,此 等

蹴液生化学的変化 毒野臓に於ける抗搾盤盤能 とは密接な

鑓係ぶあ翫

露.爵 ルシ寧ム代謝とアルカ夢フ摩スファ穿一ゼ億

との醐逮性は,骨 折,結 石症に於いて,密 接な濁係があ

鵜

3.肺 癌の病羅摘繊鰐に於ては血溝アルカ彗フ激スフ

アターゼ濾は蕉常篠を承 し,鄭 も,癌 病藁を除嚢す馨諜

とによ導鷺漕アル勲撃ツ激スフ響ターゼ,競 ぴ護魔串喰

繭欝は正常状態に襲復す嶺も鐙であ嶺.

3⑳纂 滲綴牲肋膜炎患響⑳翻蟹皮鷺機龍

(慶大聡購内科)灘 灘 黒郎,鞍 本 浩 〕

細野 漕士,大 橋 敏之

寧醐i英 雄,驚 驚 徽得

○盤藤 昭雄,高 木 康

轡達 俊央

灘出性肋膜炎紅近蒔磯馨皮欝ホル愚ン趨が欝難され麿

効で あ悪ことが 報告 きれてい導ぶ,藤 薦 皮質機能の藤

よ験 瓢 た謡 鞭 灘 鋤 て競 薫峨 翻 内嚥/

鮮な肋膜炎の患考 鷲{磯 菰ついて 騰 騨轟 雛醜 爆申!

岸K$,尿 中 三マ心蔓駕$欝 瀧量,κ 丁黙 蝉 艶就 を費 黛

つた.灘 熱跨及獄す影響 をみ葛為,単 熱群 と徹熱群 と裟

わ骨て観察Lた が,爾 藩の職 慧禽意の叢なく微熱群は機

能寛進を紫した。尿 簾7・董《$,羅 露()駕$掬 畿鍍は滲出

液 く牽)で 撫沈寛進時には低鑓を示Lた が溝灘勧 響織

され,漁 沈蕉常化 ㌔,累 温化す犠賦つれ て尿17心 難C$

礁は漸次増盤 し正常範 灘内に窯昇 した.s灘,欝A購

脳A難 の龍学療法斉臆 翻腎皮鍵の活勒性 を寛進せしめ得

ない爵欝欝皮質予備龍,好 酸球数の態獲よ翰滲出液(牽)

の時期は治癒期に比 して機能寛進を紫すに拘 毒ず尿 礁

o難cs鰭 が無纏 を承すのは熱麟欝獅繍$騰 鐙羅無鍵瓢雛総

の需饗が寛進しているものと思われ 導。A()丁難 に鐙す

慈 認驚撫1難 糟鱗鎌 の悪いものほど欝驚轟癬懸恥驚 ぶ

麿効であつた.

3蒙(欝擬鵜 核鑓に於ける αμ 母鑓

(懸立広議療)鎌 懸 達

¢轡艇麟 に就いて,楽 療養蕨に於いて,一 慰の結果を

得たので報轡す葛。

め 憩蘇名申 器 名に α溝轍 陽雛三(慧爆%)

黛)学 研分類では,α 欝鑑性蒋は,c灘 く鍛%)欝

型(欝%)に 多 く艶られた.繋TA分 類では,聡 らか載

に 棄鍵 麟職罵畷 が多 く晃ちれ凝 く騒%)

帥 璽溝の膚無に就いては,購 轟かに禽塞溝奢に多 く

⑬3%),無 璽澗蒋では蘇%に 灘 窯饗あつた.

の 餐噛 藩は 蕊%綜 騰盤であ鞭,無 癖薦蒋は 嚇%で

あつ鵡

s)赤 沈は,促 進熱 こ瀞%騰 陸であ鞍,蕉 常嚢は?

%騰 性であつた.

3黛のγ 肺繕捜⑳鑛溝茂応に閣す薦糞験的臨簾的欝究

(健保絵籟荘)○ 北沢 幸丸 欝 艦麟

鈴木 一声

寒冷凝集獄応は非定型性締炎の瞭に特異的に騰性とな



懸

難為歎われてい鳶が蕊報及び今鐡の麟纏か 穆みて実験約

嶽兎繍結嫉鐙場禽に感染後,窺 期閥の闇は騰糟議 な導事

爵鵬 らかとなつた,,しか も今麟ポ冷凝集反臨⑳経過を遍

求 もた結 犠からみ悉と結核燃肺炎が綴痕化 ㌃ても察濁化

㌧て臨3力 欝後には陰性ぜ獣。た点か も考えてポ冷凝犠摂

臨の騰雛駕は籔結嫉の初期の状態灘も結核幾肺炎の状態

と醐瓢があ葛ものと考蔑もれ鵜 次紅結嫉に特轟的な漁

溝反絡であ馨 鱗撚 熱撫矯窯～夏)蜘韓 猟臨 をみると寒冷

凝集臓応より趨纏を紫してお靱 その経過は異な嶺態嚢

を示すようである.翼 に今後 菰の点について検討を撫蔑

嶺ぶ寒冷凝集簾悠が絃核に特異嚢勺に反臨す聯とは考え難

い.臨 捧覇 媒総蟹i蒲蝋顧 艦ついて検討した心蟹露藻癒は

肺結核ぶ難癖であ感鰹譲欝1ミとな樽易い傾薩 があ難,離 報

で寒冷凝藥漢臨鈴陽雛三は改讐ぶ期待で縫た薫かもみてc

蟹霞反応と寒冷凝集反礁とは臨鎌意義瓢おいて必ずしも
一・致 しないように懲われ蕎

.

鍛鰺 結核の貧搬にたいず籍グ糠ンサン鉄⑳効巣

(羅療溝光麟)申 村 憲亮,熊 谷 撫雄

(騰鰹福寿鎌)窯 野醸愛道,蕪 畷 弘

(羅療縫膨繊病院)大 購 英夫,藤 井 舜輔

(懸立鍵縛療)信 厭 醗入,楠 木 繁勇

(購療銀水購)擾 縄 研慧,

(縄立綴縄療)潮 縫 慧郎,○ 繊申 一

絃核による欝蕪の実態 を調登L,グ 欝ンサン餓裟よ導

治療効果を検討㌃た,,

灘査対象 鷺総 名 中慮色嚢 驚%以 下 の藩 は 飴 名

靴蕪%で あつた.こ のうも男は7齢 名中 総 名 姦惑%,

女は 鵡導名中 灘 名 慧。難%で あつた.

結嫉の程慶を 嬉学A分 類によウて検討す導と,戴 磁素

は中等蔑進騒の藩及び高痩進腿の藩紘無 く,臨 潔係数は

蔑農進農の嚢に黛かつた.

グ繋ンサン鉄投与後,比 較的速か緯約 簿%に 漁色講

及び&素 係数の上罫を認めた、,これ解)改 欝は結核の穫

魔とは著曝な灘 系はみられなかつた。魯嚢鎌数の低いも

謹〉は高いも戯 鶏比Lて 漁難索の増叢難及び色嚢猟数の上罫

が藩聡であつ鵡

$⑳ 黛 灘織繊縫及び擬樵騰蔓懲に難蔭激駕薦轡病変

につ駆て α 報)

(名大轡撫内科)松 醸 弘愚,鈴 村 文蝶

佐鷲 羅央,○ 安藤 昭寛

搾講 勝

く醗生病院)1!沐 潤一

藤盤心或は擬性聴疾患患嚢に欝潰鱒が多い とされてい

る、我離は髄結鞍癒及び鱗幾驚疾患に晃られ愚饗病変の

検討を鴛つ鵡

灘検。1紹和 欝 年以降鈴藤結嫉髭 鱗 粥癖 難鰐(蕪 ぶ

%)織 欝濃癌の発無柔を認め,業,?婆 纏ゆ震鰹聡大 を灘

す もの 欝 駕では欝潰繊 認 鰐(叢器護%)載 箆曝れた.

年次的に晃嶺a響 潰瘍は昭麟 総 年以前で1灘 擁(慧 灘

%)で 少なく,昭 灘 論 年以降では屡携(鶯%)織 認め

られ鵡

臨蹴/鷺饗1騰佛 疾患 として齢気腫,気 管支拡張癒,気 管

霞嚇懲,珪 繍計 灘 織 こついて検討Lた.欝 病変として

は表覇難欝炎が最懲多い魁 欝潰繊 麟 磯 く慈%)に 晃

出謎れ,講 検鰐と1醗識こ糠気腫の藩明 な弼 雛認め もれ

た.今 織は霧液について検討を行つたが,著 騰な欝酸上

轟 粥があ 善,霧 濃瘍は霧醗あ罫織 慧見られたが1毒癒繰 を

示した轡潰窮{鞭は無酸であつた、又,無 酸鰐は 撫O露 難

%以 下のものが灘く,轟 酸綱は 舗病 纒%以 上の曝の

慧多いが,霧 酸 義 叢》鞭 の闇には一・定の騨 藻はなかつ

た、

鍛簿 偉液⑳結楼菌鍵欝に及す影響について⑳一箋験

(慈大林内科)高 礪 舞蕊,杉 出 戴灘

朝鱗 晃,○ 趨濡 響饗

撫溝,曝 液,繍 こは結核慧の発欝を揮翻す葛作罵購あ

む,該 作総は結嫉憲藩に於て強 く発現す導事が多 くの報

告纏にみられ凱

我聯は俸液 を無慧的に凍結乾燥 しその粉宋を得た⑳で

趨濃震瀞液を作饗 し,結 核簾 と接触せしめ,藤 の発育に

及ぼす影響を比較検討Lた.冷 凍乾燥す犠事によ嶺結嫉

繭発育鑓及ぽす作稽の変化はみられず発育搾麟津欝は儀

灘轍よ穆礁壌 され葛と愚われない.

唾液及び罎の上記凍結乾燥粉末の鶏濃獲の溶液は発欝

郷灘作罵が強 く現れるが鎌液の 緯 濃鍵以下に稀釈 した

誌のでは揮麟力が弱化乃蕊羅聡出来なかつた鳶捧液樽撹

藤的発育隙止作絹を健藩及び結籔難患春轍於て沈較 した

と凱うその差は撫濃に於て最も聡瞭に現われ,唾 瀧 嶽

にては軽度であつたが蕊者闇に華行灘係が認められた.



繊

解 剖 ・ 病 理

(豪寅嚢懸3黛烹レ》3蒙嵐7蟻藁懲 §蕪擁織警象第 叢余揚)

3黛1肇 攣ウス箋験的結楼癒⑳病変度寧腱 方濠について

(結核予防会結研)○ 膏木 蕉鵜 工藤 賢治

続木 蕉大

磁Y系 雄盤マウス鐙1船 講 勲騰慧 よ鞍 蓋瓢繕に灘 嶺

学段階の繭量の感染を行つて種蘭な灘凝の実験的結核症

をつ く蜘 マウス結核癖の基礎的闘懸の検討を行つた,

感染は 撫潔v凍 結乾繰菌で費 い,薦 量は1櫛,{獅,

雛,o餓 §馬 鰍),黒!縦),童 鱒,慕 鱒 および 烹撚慰拶ア

澱階であ孫。先づ,マ ウス結核癒で常にみられ導騨鵜腫

騰につい鴫 感染薄簸,羅 患蕪数,繍 病変そ鈴簸との繕

閣麗鎌を検討し,そ の慧義について考察 を藤蔑た,次 賦

既 腎,撃 ンパ糠鐙病巣につ謬観察 を行い,マ ウス結嫉

症の病変嚢の判定は,騨 所織櫛判定で代褒L得 愚二とを

示 もた.最 後に肺病変の判定方法につ糞細菌学的,総 織

学的に検討を療えて,Y心 蝋瓢織慧氏法の改良を欝つて新

しい判定方法を提案した.こ の方灘 隷 れば,審 琢 二判

定を行うことができ,か つ,よ く病変嚢を承 ㌧得ると考

え嶺.

3黛線 織穣菌の畷入感染に閣する案験的欝究 一特に

環H鮒 性麟による感染と発疫との懸係一

(申河原病院)○ 下出 久雛

(結核予防会結研)翻 蓑 希…

結核慧の戦入感染装欝によつてモル騰ッ越徽相薄的定

盤的に 欝鷺 高度醗黙,カ タジーゼ墓 応陰性 繭お よび

罫購 感染 蔽 を級入感染せしめ講臨株の毒力鐙鰭鞍を行

紘 又 鋸獲 趨度醗性薄の敷入感染に対す悉 鎌二《》の免

疫劫渠を検討 した.本 装置によ嫡畏入感染せしめると,

鶴縫鐙病変は殆んど藤のみ鑓鍛局され,肺 の結節は各葉

に均等に分獅す懸。肺の結核結節は 璽澱璽鰭性菌感染で

は 鋸蕪 憲雛菌感染に地し総 めて微小 であ 翰,数 も少

い弗併/謹戴かではあ纂が 猶鷺 醗娃薄によつても畷ミ心に

壌死のみられ導結簸が膨成 婁れた.臓 器定 量培養 でも

鞭醗 醗盤菌感染群は感性繭感染鮮怠鷺L肺 内繊生藩数

は約 叢1欝津騨では約 薫～玲 であつたが掌騨では寧ろ耐鞭
売薦感染群の方が感性薄群よ翰多く

,こ れら培養鷲見の差

異は継織所鷺の蕪異 と…・致していた.か よう紅襟力騨〉低

下した 禦獲 醗機藏験入感染妻凱蟻 し 欝CG接 種は極めて

薯鰐な免疫効果を示 し,繍 内の病巣膨成も殆んど阻止 き

れた.

 
ウ蹴 欝 華種蜘 する細 ド騰
(化学療法研)轟 濡 金彌,○ 篠塚 轍

演藩等は弱毒焦 した 禦懸 醗性結核麟の毒力後帰につ 、

いて概究してい導が,今 繊は結核繭の発欝にあ嶺種の影 烹・

響 を与え導といわれてい難焦幾ブ ドウ酸を投与 し九騰撫

愚ッ》に於ける 叡鷺 耐挫株の毒ブ3慧ついて検討した.資

供試藩株 鐙 綜のうち焦樵ブ ギウ酸投与群が薄照群に

此 して各種臓漁 こお締嶺結核症が増悪していたものは烹

株のみで,澱 照群 よむむしろ軽盤鐙ものが露株あつた.

併 し乍毒臓器の窟簸培養で投与群が対照群よ鞍発鷹集薄'i

数のまさつていた鰯りは爆株あつた.

以ゑ灘実験成績 よ葦)猶蘇 醗鷲結核慧接種動物に欝す

導焦性プ ドウ酸投与は結核薄の毒力ならびに結核癌の進

轟 磯 曙な影響を与え嶺とは考えもれないと思潟 ご誤

鍛鱗 マウス⑳箋験的継核癒⑳進膿と,総 網内皮

系総胞の喰食機能と⑳閣連について

く結核r讐防会結研)欝 木 疋和,○ 瓢藤 賢治

織網内皮系櫛機能灘定法として従来使灘謬れて器た謙 ・

ンゴ赤指数に疑義がもたれたので窒墨汁 を使懲 して網内 .

系の喰食能 を灘窯す難一方法 を考案 した,灘 ち,溺 麟

蒲後の鍛粉職 妊を 欝撚鎮1憩貸潔 の濃嚢に含禽す導議汗

をマゆスに 瓶総癖癬 騒静波L,⑳ 分後紅採漁して漁中

よりの墨汁消失の灘慶を光電沈難計で測定し,そ の薄数

懲を指数として羅いた.本 法を矯いてマウスの実験的結

核癒 趣 磯 翻 纈綻すると感 雑 鱒 臨 灘 憲
脚 難に闘 薦 獅 灘航進を紫し錨 照 瀬 欝灘

正常醜に戻蓼,以 後 §遷 まで藩変を認めなかつた.次 に ＼録

網内系を麟激す導といわれ騰チフスワグチン,網 内系機 、

能 を紙下 させ葛といわれる篤バンス轡,そ 跨臨 支沸錨 ご、

を欝いて,継 内系喰禽機能跨充進及び低下状態を作滲,

かかる状態にお締感結核癒の進藤紅ついて観察した.灘

能慮進状態賦おいては病変は輕微であ韓,低 下状態轍お

いては病変跨進襲を認めた.

鐙繕 モル騰拶トの嚢験的空溝盤騰結核症におよ

ほすACT難 と 磁 蟹$,お よび鰻の懲薦⑳影

響について

(北 漿研附属病院)○ 高橋 智広,足 立 灘

購井 隆,小 ∫馨 澱次

モ騒 ツゆ 懸難 瀞 織 実験 仙 村氏法)に お謙 す
、凝



盤

輿α 瓢濃(以 下A)の 影響を検討 し,つ ぎの成縷 をえ

た.Aの 三鑓量は講 鯵鍵験では第 烹遷は3一 欝ポ雛,つ

濯の3遡 購は 三単建 とし,第 窯実験では 蒸欝黛単癒と薫

難 蝕 慧 鐙 撫 欝sを 単独あ導いは併絹㌔暴遷闇蕪縫使

驚Lた.(麟A群 跨塞溝形繊灘は対照群と大差なく,A

は轄はi襲澗膨成 を蹴止または鰻進する傾織を示婁なかつ

た嘗② 鵬 牌の臓器結穣菌定縫鱗養域績ではA群 は蛸

照群瓢比し第 烹実験では大叢な く,第 窯実験では購らか

に懇駕鰹向がみちれた。◎)闘 織学的にA群 では両実験

とも結骸病変跨悪薮豫 を認めた、韓)叢 撫繋 にAを 併繕

して徽 撫懸s単 猿灘 畿難し特 鑓慮利な所箆は見られな

かつだ ⑥Aで1繭 臓 で述べた 脚 ⑳蜘 蜘 総(11緯

雛繕 毒選総使鋤 のよ携に鰐らかな塞洞彩成貫綴慧,結 核

盤肉芽績織彩成羅翫纐総がみられず,結 核を悪撫惑鷺葛

傾向ぶ著Lい ぶ,こ 鈴悪駕は 撫蟹Sを 併欝博Wれば防 ぐ

菰とが出来鵡

3襲絡 峯欄不透購髄の脇鎌的ならびに病理攣的欝究

一鳶くに憲黛管枝病変との閣係について一

く購療村榔 灘慧荘)○ 鹸申 墾撫獄,葺 欝 勤

飯塚 穰

入工気胸衛の擾絶後なお レ織学的綜 麓縄肺跨不遷1猫事

をしば しばみとめる.瓢 ど憲は1醗 不遜聡藤につ㌦・て臨

鱗ミ的ならび鵜病理的研究を行つたので報轡す萎.

癬覇数は入院患藩暮欝 鰹,肺 全切除 懸 鰹および劇検

灘 鰹,対 照となつた叢偲瞭不透購灘 濫鰐 灘であ葛,,

成縫は次のよ彗であ養

め 蓋側不遡幣 貧は蕪∫らかの臨床症状を難す葛もの求

多かつた、

の 肺活盤は 憩%以 下のものが大部分であつた.

慧)叢 測不遜萌糠は気管支遷影写爽上 曝つの璽 こ分つ

謙とがで薫導葺

の 主気管枝えの 婆ンパ瞭穿孔は 蓉わめて少 く夢 玉磯

不遜明肺鐙発撫とは密な溺簾を有しない。

紛 烹偲不遜明騰発生には隣接臓器鐙編醜糠総織鞍壊

鷺よ導線維性,蝋 気性変匙,窯 気管枝の潰蕩の結果の鍛

痕!生狭窄が主要な嶺灘子であ惹と考えられ嶺

3灘ア 勤物案験よ雛みたる騰,肝,馨 病変への轡 、

蘭簾結核嶺の影響

(戴郵大整形外科)講 新助,○ 小農 正央

茂欝木蕊男

骨閣簿結核巣が渠 して糠,肝,腎 巣鵜影響を及ぽすか,

蒲も如鍔な愚条件下に於いて存13得 るかを,家 蒐を驚い

て実験的賦検索 した,,第 蓋群は栄養幾下時に騨簸内結嬢

A難懸麟 馨簾応 を起 した場含,第 露群は卵撫 爆藻鍵麟緑反

癒を縄節に起した場禽,第3群 は感染皮麟灘 を併麿す碁

場合の溺簿内障審疇,第 尋群は闘籔部外編によ蒸影響を

各群とも数種の条件を加味 して調査したが,そ の結果,

栄養低下締の麗灘内灘変は驚,肝 難雛憩速な発展を葬え

欝に単慧な病 変の発現を招 く,叉 蘭飾筋に難結核性漢礁

を趨した愚の緯於ても,又 皮欝紅感染麟を併轡す孫騰念

に於て黙膏醐飾繋の激鋤は締薬を進め,肝 鍵 を発縫せし

め,更 に繋に病変の畢期且つ急速な拡大をもたらすが,

外勢 菰よ導も鐙は余 馨影響がない.従 つて骨開節結核病

巣の進展は以 七鵜条件に於いて,肺 そ醗醸こ影響を及ぼ

す嚢が知られその取扱いま二に於け葛注 意点 を鐙懸 し得

たぐ

シンポジアム(7)空洞 形成に関する実験的研究

(量欝題 難慧笠蕪一$馨慧3嚢 姦灘 繕欝樗な鳶靱 第 黙会墨み)

識総 灘にお雛る結穣溝巣⑳形戴(鷲 報)

一蒙鷺藤におけ薦結核菌体騰鷺及び蝋質分灘

織分に轟愚ア靭ルギー蔑応一～

〈京大結欝第 慧部)○ 小醸灘盤,安 畢 公夫

(新鷹菱神芦蕪鞍)露 本 伸

結核惑作家兎聾麟凱結讐死慈を注入 した際に生ず愚種欝

⑳変化は,ア レ痴ギー盤に起孫と考蔑られでい雛 この

変化を菌隷分醗成分を驚いて分析的賦追求 し,ツ 多糖体

では 薫鑓後を籔点とす導A欝撫薦 灘の変瓢 ツ蟹霞では

黛鑓鑓を薫煮とす嶺ツベルグ離ン鍵藻艇反繕が趨導こと

を轄轡瓢た、今懸の羅蹴では,感 作嶽蒐では燐謄欝A窪

蝋鷺 置),心漁慧轄㈱難緯 熱 笠輪 及 び 蓄撒心漁難Rに よ

つて,注 入後 黛～3遡 後ほ典型的な類上皮細胞棄の彫成

を認めた。一方鑑常家蒐では約 驚還聞のズ レを躍いて,

縄一繰格の選憲が規われる,,後者では鮪内に注入された

筑療によつて醸雑が感作され,そ の結果饗 婁れたア レル

ギ～挫の組織変f捻 考えられ,期 搬な変麹を趨遷難i型選

態 と睡ぷ孤とを提嘱 したいな

3黛糧 案験的結核病樂⑳形成機序におけ薦結核菌

体蝋様物質の役割について(登 報)

(三璽大胸部外科)○ 石/ll治,撫 本 利雄

輿柄 忠哲

(黒部摩徽病院欝ご外科)鈴 木 健彌

我凝はかねてから結核性肺病繋緯形成機序について種



纒

凝検討を加えて叢たぶ,毒 球細飽漫灘を主とす嶺壊菟雛

とそれを被難す導我瀞の欝う外騨 蟹状総織の形成と欝う

点に於て,結 核繭隷蝋襟物蟹ぶ指導的役麟を演ず墨こと

を聡らかにした.併 しながら乾酪化 と欝 う大量纏簸死を

伴う潔応は結核 アレルギー即ち抗隙航賛収 悠の結巣生ず

悉樵とは疑 う余地のない所であ纂、そ瓢饗郵縫アルブ ミ

ンのみで慈作 した蒙叢と結核死繭を主 と㌃て 麟麺轍蹴

として罵いて感作 した家兎と紅,二 次抗瞭として卵縫ア

ルヅ嵐ンのみ毒.こ れに結核藍綜蝋様物欝を混入Lた 《}

謬とをそれぞれ藤内に注入Lて 経時的載欝察 した.そ 鐙

結集,灘 慈 作群の間1こは,我 凝の検索した上記の点に麗

す嶺隈滲では,単 に炎痘巣の鑑約な差が認められ嶺のみ

で翼的な差はなく,結 核挫炎盤巣の特殊性は,感 作の狸

方 にあ嶺鐙ではなく,二 次抗懸注入時に 混寝する物質

(結核菌体蝋繊物蟹)載 よ絵決建藩れる可奮疑雛の大なる

篇とを1搬もかにし得た箒

$難難 窯潟形成懸止に閣す巻案験的購究
一繕核菌欝体の静脈内注射について一一

〈麟療刀根幾病院)○ 小携 彌栄,高 啓一郎

仁士 賢 一,爵 凝 莫毒

中村 滋

結灘 雛 綱 の形成麟 吐 するた醸 こツベル甥 ンあ薦

㌦・は抗アレルギー遡等 を絹いた実験は既 綜多凝報欝せら

れている。筆藩らは新たに結核薄加熱死蕪臨舞を静嶽内

に黛覆灘継す悉ことによ鞍実験約に盤溝聯成を繊止する

方法を試みた.要 サギを絹い,そ の欝鰍内鵜生理的食塩

承に浮遊 した結核藤加熱死繭の一定盤 を獄覆注躬す蒸と

義毒に,撫 村 ち戯方法によ勢,騰 織内に箋濁の彫成 を蕎

つた.静 灘内注蟹を施さない群には襲簿 〉嬢澗と1鰯 の

壊死巣 とが見 られた.こ れに蘇し静鎌内注射翻 謙きいて

は き鰹の葬灘溝の病巣と3魑 の小簗1綴とが形成せられて

お 鞍,病 巣はいつれも蕪だ小 く壌死物鷺は殆んε見られ

ない。ここに麟揮鐙撫行性散奮と総織抵抗搬獲得につい

て論及したい.

雛蟹 鍵澗凝中心灘する麟総織各部の穣酸および

燐脂鷺の経蒔的消長に翻する案験的聡究(そ の1)
一驚襲濁⑳病態生理に閣する概究(XXV翼 報)

嬢 大第一内科)萩 猿 患 交,C鱗/ミ 驚勝

蘭 孝慈,吉 田 麟

遠藤 文子

鰹溝の病態生懸を検嚢 しているが,今 繕は憲澗膝の中

糊代謝の…灘を究明すべ く,箆 澗その惣鐙肺総織各錦の

核醗および燐購蟹等姻 繕長を滋求した.実 験は§捧嫁 兎

嬢澗を稽い,箆 洞盤戴 の全経過にわたつて,塞 澗 く病羅

部)・ 鱒澗壁 ・爾周懇部および健綴対応難1の各癒織の核

酸 ・燐撫 鍵および酸轡溶性鱗を$撫 麟 醜 丁無繊蕪鰻騰欝

改良溝で抽出 し,麟 磯 溝載よつて,経 時的鑓定盤匙較

して,つ ぎの結論を裳た.

珍 酸可醗挫燐はレ線上および舗検 趾,鱗 瞭な簑濁⑳

撫現後(と くに繋次貌療藤内注入 総 難以降)叢 潤部お

よび醐騰灘麟1こ増鍛す灘.

の 燐騰賛は飽の部紅翫 して,畢 期よ矯とくに病巣部

ない し樂洞瓢では根墨漁こ減少す嶺、

$)鷺NAは 懸 繕彩成の初期では鍵溝壁および欝灘懇

部で増幾す愚が,そ 鐙後は各部でいつれも減少す難,

愚)難NAは 欝i繊織部で空瀞 轟城 離期および麺期鑓や

や増鍛し,そ の後は経遍にしたがつて各部と《、減少傾懸

を承す.

3鍛黛 入工騰鍵澗形戒過程に麓おける病樂部⑳蛋

鷺分解酵紫について

(舞 騰会総学研)◎ 鶯縄 誇

(窟 大結欝第叢蕊)大 島 駿作,淺 購 趨聡

昨撃の本学会で我凝は嶽兎紅生ず撫餐溝がラッテで生

鷺難いことが瀬勲鰯鐙鐵漁球申緯 轡 ヅターゼ含麿盤の

藻に帰せ曝れる事を鍵測発嚢したが,更 に講動物織蕊1村

法紅よ導入 鷲越慧澗膨成実験を試み,病 藥部鈴螢霞分解

酵爽を検索して次の結鱗を得た.(め 健常聴カテヅ鍵一

ゼは蒙璽び〉方が趣 こず甜 嚢 が大であ難.¢)勘 繋注射後

象冤識於て鐙み 鷺を追つて該酵嚢の活挫誕の上罫が見ら

れ導.(3)家 兎雛於てのみ効果注射後叢遡欝跨み瓢 轡

プダーゼ活臨が確認せちれる鷺くの 以葱の事実よ蔭乾酪

墨の軟化融勲 こは勿論カテプ外一ゼも閣与す灘が,少 く

ともそ跨初鑓には 轡 プターゼ纏存在が必須条齢 とな嶺

のではなかろうかと想雛せ毒れ鳶よ灘 ω 麟織 が驚動物

闘喫 驚灘形成難易に密接に閣連してい嶺誌鐙と懲欝せら

れ鵜

3難3結 核懲 薦鍵灘 ㌻製案験へ⑳欝毒

(予研病理部)○ 江頭 靖之,小 滞 秀正

黛常慶サギと黛 常母ル騰撃}に 牛型結核葭 継v磯 麟

株の極 く微鍛(生 麟単綜 継癒 鰻)を 経気道的に感桑す

導ことによつて数力飛以内に 懸一懸%以 。鍵)篤 率に結

樹 聯 嬢溝 を作製す蕎徽とが繊来た.そ の繕織癒は結禽

織雛被膜を欝しないと云う点を除いては轍}に 見もれ導

嬢溝と全く懸様であ愚,、即ち塞溝内癒の凝鐵壌死馨に縫

いて定型的な類上皮総叢囎 の形成瞭慧児もれる.こ 謬点,

懲触 舗 と呼ばれてい嶺従来磯 銅 壁の繕織懸瀕 塒 に'＼

難入されたパラツぜン或は油類の猷悠が主徽 をなして転・

導鐙と聡らかに異つている.

3)撫 誌 て得 られた嬢灘 談重す葛航結撚 ゆ 濤療勢

媒 を試す一携訟して感染3力 薄経適後から爵ナマイシア



鶉

醗 熱慰撫馨 を達鑓黛力薄及び 姦力薄闘投撃す灘実験を行

つた.鷺 力灘で灘溝慧病巣以外は殆ど港央 したが,爆 力

懲の治療でも犠溝難病犠は算続 していた,

その糖離処麗によ轟灘溜膨成繋へ灘影響等も隠隠麟あ

れば述ぺ翫

外 科 的 治 療

G寅 鑓蕪33{議 一33ミ》嚢,轟 月 春羅・弩瓢き警,襲講難蓋会騰)

お麟 空潟壌開一次縫禽して潤騨轡移櫨騰廓戴形

講欝鶏の歳績

編 本蔽へ斎藤外科)○ 片縄 一郎

(麟立懸禽蜘 大野 敬,木 野 蕪郎

膝縫骸甕溝で,齢 講鍮の濾繕が磯欝 婁れ灘場合1こ,轄

かの麗撫で灘鱒鍮の如蓉縫懸を爆蔑騰胤との1灘難な場奮

購あ嶺.期 機撫鰐載灘慰を求めて,雛 溝切醗夢掻爬溝拭

し 蝋鎌 欝無 充蟹,一 次縫含 して,講 騨脅移擁胸成徳

を鍵継 し好繊雛を醸めている緯で報撫す聯.

癬縄は簿後 烹年を総た 欝 縄紅ついて調ぺた.嬢 澗叢

径は 慧一慈.総糠 で,欝 縫急速媒喀療は滅少し,漁 沈麟

は欝鐸以内鑓蕉常鰭紅復し,肺 活量は 烹年 で徽前値 鐙

鱒%恢 復 し九.喀 褒中薄は鱒%険 転 し,徳 後蜜溝秘の

多醗,縷 胸を憩した毒戯 濾 だない、乎繕薩接死が 芝纒

あつた.

本粥式瓢凝 紘,灘 雛 二次的驚鐡 こ焦し}撫療経過が鷲

縮で藩,第 曳熱驚は切除せず,趣 饗舅除畏霊を鷺縮 し・

切除数を滅少で嚢灘ので,手 徳鍵襲及び衛後姿勢の変形

を軽獲にし,灘 翻勧 霧膨騰を防 ぐので,繕 後餐澗の欝

囎を防 ぐなどの利点があ碁,前 述の如嚢灘応裟は購成徳

のみを行うよ融,本 法慧よるのぶ一騰効果があ輪

33難黛 中,下 髄野窒溝に繋する繋濁甥閣欝

く窟大結研)○ 毒松 毒,矢 縛 次郎

(灘立銘鍵轟)大 蒙 臨金

結核焼鋒藤盤澗は薫肺野に認められ導ことが多い醐係

か齢,我 凝が規在叢に讐なつた巾,下 肺懸鐙嬢溝に対す

轟雛澗切鑓繕鋼臨未だ態較的少数鋼に止まつてい導.併

し,串,下 藤野の鰹銅 は凝 難々常な齢野串轍孤立挫に霧

寝も,雛 澗附遮の灘鍵に黙殆んど癒藩がない菰とが多い

為に登それに対しで餐濁轡灘衛を行なう毒菰際しては種礎

な懸難ぶ窯ず犠恐

今懸は難験鑓か聡得た我紺の串,下 瞭野叢澗に欝す導

甕澗鐡麗徳⑳事徳凝武を繕介し,轡 せてその際に特に留

意すべ 鴛点を明穆かに したいと、懸う鶏

3鉛3鍍 濁及び膿騰腔燐繋衛劇に発生した 餓麟 撚議

癒催について

く九穴麹研)籔 総 勝菟 杉幾灘太藤

荒木 宏,電 秘 償昭 、

○鬼壕 懸也,篠 繊 摩

坂叡 秀三,広 磁 繰簸

勝購禰三部,萩 本 獄次

鱗の嬢濁或いは膿麟鰹の醗数衛後ガーゼ交換中に凝蘭

難熱及び縄所の浮麗などと共にガーゼ に 職憾 強 が検

出 される鳳鉱をみた.

これが切醗蒲縫の抗生物難使灘状況 と翻達を麿す導臨

のか否か を検討し,業 樵れに対す悉各種薬鶴の効簾を観

察 した,、又一叢入院申の絢部嫉患凝潔の気管支鏡検査縛

に騰注気管支緯講轟部附近よ鯵喀漆を採取 し,¢ 麟戯磁

の検出を試め懲 鶴獺 翻 よ蔭の検出 との対姥を試みた。

又騰部疾蟹で入鞠 舞の患藩の喀痩中の 職総漁 を検患

し,健 康入のそれ と緯較す蕎と共に抗生物蟹癬 難状瀦 を

検討した,そ 鐙絃墨我契の聡放徳創のo議 麟 磁 増殖纐

は舞増聴翻瓢比してK灘,欝 磯蓑磁無 の争騨1衛 後使騰盤

が多い轍とがみられ婁又その ぐ議総漁 を発全に消失せ

いめ嶺には,か な1欝の懸難を感欝た箒 婁

衛前気管支鏡険蘇 こよ鯵採取した瀧注気管交の 蜘鍬

との縄係は醗らかでなく,叉 喀蔑中の 職麟 諏 検出鰐

はやはり筑生物質鍵講鋼に於いて,や や高かつた。

33鱗 欝症騰結核に鶴する凝撫隷織轡片轡充墳胸

成徳

(京都欝大灘村外科)河 村 雛嵩 策 軍介

○岩佐 裕,横 灘 巖

勝繊 善之

(麟立欝野ケ醸療)飯 灘 澱郎.溝 淵 浩

(購 立福井療)久 保田 修,安 野 憲央

糠結鞍の治醸は現今化学療法 と外科的処麗によつて輝

かい ・成業を挙げてはいるが,構 璽症結核,灘 性薄保禽妻

その簸江よ嶺不濤病状藩きらには勢除不灘繕患者ぶ増加

の傾海にあつてこれに蟻す嶺濡療方錯の確立には化学療

法の鷲進の外瓢簿 糊 に臨新たなヱ夫を凝らすぺ 諦 澱

階にある.

演者の一入溝村は響 鎌 の結鱗病醸に対す嵩特異的態

農について検討し,こ れ毒について昭灘3姦 年度難本結

核病学会に於てr結 嫉病巣に対する能勤霞主的鴻療健進



総

に圏す嶺欝刻 の題下に特購講演を鶯つてい嶺ぶ,水 庸

に於てはこの諸種実験的藻論を実際上の璽癒謙結鞍濤療

法として応繕Lた 凝癒加織骨片骨充蠣絢載犠の脇床癌例

鋪 劔を藻礎 として,本 法の意義及び繕法,更 紅そ鐙臨床

藏弼の衛後経過について観察を報告 しようと思 う.結 論

として本手衛法は切除不適応繍結核患者に対し最小隅の

手衛量で最大の手衛効果を挙げ得 る衛法としての優秀難

を認轟た。

33鱒 霊症灘結核に鰐する騰縫縮徳について

(購立鷹璽療,京 都癒大潜村外科)安 藤 良輝

講村 耕治,湾 村 章治,C池 醗 誠

虚號療法,特 裟胸成徳の遠醸成綾が発褻書れ,灘 勢除

衛のそれに近い効業を得てい犠ことが報告されて以来,

騨繕核外科的療法において,虚 購療法は轟び藁縄され嶺

ようになつて来た難

峯蕨においては,昭 和 鍵 年来,長 期瓢学療漁鋸につ

いて,その手衛濾応 を選ぷ載際し,欝然鐙結果として肺縫

縮徳 をおこ、ない,凱 れに億の虚脱療法 を併絹して,良 妊

な成績を得たので報告す嶺.籍 後 半年以上経過 した 鱒

例 ○ ち肺膿藩 嵐鋼)に ついて検討 したが,金 雛癒その

飽危険な状態に離つた亀のは皆無で,驚 活簸の滅少も少

なく,X線 糠査にて難大塞澗も消失,喀 終申結核薄もほ

とんど険性撫し,全 身状態の婚転するもむを認めた,、

観察期闘 も鷺かく,少 数鰐ではあるが,本 法は安全簸

つ簡単であ蔭,手 徳鍵襲が少なく選択的 な虚騰 が得 ら

れ,内 科的治療の見込み鐙ない璽疲綴瓢対て,そ 灘譲応

如欝によつては,鍵 施す嶺癒値のあ 纂もの と考 えられ

鵜

33総 小騰患審期灘結核症の磐科的療法

(蟹立療養辮小兜結核共嗣薪魔斑)○ 上島窯郎

ω 欝究韓標,手 衛灘臨の検討,特 に発欝瓢及ぼす影

響について

鋤 研魔方滋,小 児病糠入漸後手徳をう睦た難篠名の

臨床事項,聴 に腕活董の変化の検討

鋤 籍究結羅,切 除 餅,成 膨鍼 難結嫉切除 器 鋼.

最小年$才,欝 一蔦 才の手衛ぶ多 く,鍔 女の姥は 総:

轍 ・衛後合併漉は気管支撰$例 膿騰驚灘で麟騨 蟹 とし

ない臨の,$蟹 灘性 鈴轡 以上に問題が多い,茸

切除後肺活量跨変化艶窃～捻 才では徳後 掛嚥 力遡で

徳離億に灘達し初め墜 叢年で獺 霧鐙 よ 雛増加の傾講.

欝湘欝才では婁ややおくれ1年 で衛前態 とな導傾向む鱒

才獄上 業年擬復しない弼が多い。

左切除が膚切除よ勢籔復ぶ畢い。部位によむ異 鞍,左

上薬が畢も 膚下葉がおそい.又,成 形は鉄復おそく,

藤結核の切除は皐い.

/篠)結論,小 驚畢衛の予後は蔑薮で,学 灘期発欝に必

要な藤活難は保持 霞れてい孫ようであ導。

託髄ア 薬灘蕎搬 騰結核癒⑳灘燈懸 に献 ナるv瓢 ⑳

効桑

(麟 立神菊1瞭)上 緯 等,○ 購醸 縷

下爵繊和央,松 黛 正智

i繋濾 愚亮襲 奈良 漁灘

薬麟醗性蔀結核癒の糠留除賦齢 篤,v嫉 跨効梁を講

べ葛ために,麟 立神奈灘療養藪で,昭 灘 蕊 年 び 馨よ1),

欝 年?月 §熱こ行われた藤縛除を3群 に分け,3群 の徳後

禽鋳櫨 にやいて比較検討した.難 ち第 蓋熱 繭 搬 例に

v蟹 を使用㌃た 蝿 鰹,第 窯群は醗轍綱 にv赫 を使灘

せず,$懸,FA$,撫 獄 を薩罵 した 麟 綱,第$群 は感

樵鰐にsM,撚 翫 欝鷺 を鍵繕㌃た 暴聡 纏 であ嶺。第

薫群と第黛群の醗樵樹は全て$欝 載 茎轡 墨試上の醗性を

翠 したものである。

徳後結嫉盤合併症について,各 群 を駕較す葛と,気 管

支癒は第 露群v蟹 非使稽醗雛纏からは 蕪。毒%鵜 発生し

たが,第1群v騒 使灘醗性魑からは発生せず,ま た禽

併癌全伽 甑おいても,第1鮮v澱 使購勢か曝の禽併癌

発生率$謙%は 第3群 膿熊鰹から鐙金併疲発生率3.鷺%

には及ぱないが,第 欝群v袈 叢難欝 繍轍1難穫の 綿.烹%よ

わは選かに少 く,V鱗 は醗性綴鐙糠 勢絵徳後禽併癌防

止に効果があると考颪灘無

33騰 衛後肝障轡について く鷺報)一 塒 に輸搬後

肝炎の予防と治療について一一

(九大胸欝)漿 鑓 勝美,鷲 木 宏

e灘 繊 欝昭詳吉購 猛購

下野 兆介

く九電病院)坂 光 秀蕊

く麟療蟹形原病院)肥 高 幸彦

胸部外科手衛後の輪濾後肝炎について,昨 年の第 圭報

にひ鷺つづ 讐検討 を憲ねた結果,次 のような薮Lい 成綾

を得た.

め 昭和33年 憩 欝以降現在叢に輪癬後肝炎の発生

率特に黄痘発現率が年聯減篶,蟻 初のポ 暮%が 現在 亙%

程慶になつ鵡 福濁地区の纏砕慧病競にお1ナ薦最近の叢

痘発義率は総s%以 上であつて,当 研究蕨におけ導減少

は輸慮後 よ蓼$遡 以上にわた疑 筆鷹護実施のためと考え

られる。

の 輪血後よ翰3週 以上肝鷹護実施繊 講 野障審は灘

こ惹魁 その程嚢は軽く,輸 漁後瞭霧発環叢の期闇購遷

れ嶺傾向があ導.

3)肝 機能検査(瞭 ㈱漁 黛騰$匙)轍 魚Pぼ .勲 賦.

贈 織 斌 検訊 鵡 ・1



鮮

の 衛離の欝陣審は輸磁後肝炎の聡黛灘轍は影響がな

いが,肝 炎発生後の溝療経過が羅簸す燕傾向があ轟.

3輪 血後肝炎の治療について…知難を得た。

の 韓磁後騨炎の予防鷺ついて,翼 織各導の検討を鷲

つてい翫

33総 嚢療養再}に叡 ナる衛後気管支癖⑳統謙的観察

(懸立愛鰻療(磯 鐵 ㈱鄭,○ 中野 罵

薬窟 公達

ω 昭憩 灘～欝 年寒叢嚢療鋤 聾費こおける肺藏達拳欝

驚2粥 串 灘 溺(薮2%(紅 犠⊿後痩併発をみた.

鱒 量症肺結嫉の増繍 菰よる撰{津詐発鰐の増繍がみ急れ

駆

鋤 症併発弼では藤癒灘手徳誌$真 薫発全灘性婁導麟鶴

響携 が多い心

翰 肺薩達拳衛饅鐙遺残驗腔鐙大なる蓬〉のは撰欝発淋

みもれ凱

紛 癒に頬 しては,有 蘂筋麹辮充〓衛牽驗域籍 垂薫 管

寳痩醗鎖撃衛が轡効 とみられ養.

㈱ 縷閉鑛繕不戚功後は%V。C.鐙 懸下を来すので藤

鷹達手衛蕊朔 毒機能瓢ついては充分検討し,た とえ撰併

発を来しても難症紘せしめない様に注意すぺ嚢であa畿継

シンポジアム(8(一 側糠全切除療法

《ミ寅驚懸33叢{》陶$3蓋$,購 蓄1謹蕪鷺醤蕊轟舞要第 雛1会場(

$3糠 灘織核に対ず薦片肺全慰⑳讃縷 一蒋に右測

全翻に號亡が多い原磯について一一

ぐ雛 叡病院)α 薄 世雄,織 取 薫慶

宮本 懲明,驚 絹 漕三

穂 載 驚,石 燈 竪欝
一般に膚藤全麺藝によ導死亡離は,左 織 謡環。蔦い為云

われてい葛.鱒S樋 の総結籔によ導全魏簿鐙死亡灘は露

灘3烹 冷%,慮 獣2%と 露綴優位を激 してい勢ため,こ

の懸欝について検討を加えた.

総死亡締13溺 の斑欝よ軽,畢 期死は急挫の心肺性不

全が殆んどであ辱,儀 髄機能 為密に灘簾してい嶺のに鷺

し晩期結核死の全部が脇機能よむ臨膿胸気管支痩の併発

によるi斑亡であ薬凱とが轡 灘した.よ つて全症鰐を不遜

嘆臨 広髄病藁,膿 騰,薩 達不成功,〓 税不成功及び手

徳過導の轟群は分轡,衛 細聾魔 各群の心締機能及び含騨

癒併発の諸条件について検討した.鵜 の結 藥翻 鋤寒菰齢

よ蓼曝大 慧い生麗的状態を受けついで,病 的状態でも擁

較的叢全細纏に低鮪機能轡ポ多 く,又 左:霧懸の解麟学的

差によ悉手徳燕絡燐藻,病 遜の瀧状や手衛照難樵に も較

量生¢,結 果的賦癬側金搬簿に畢期死や晩期死 を来す獲

嚢ぶ多いことが判聡した.

錨 茎 一{懸腕全切除術⑳威績

(菌立愛知療)○ 懸中 欝,秋 爵 環郎

轟懸 難膨,a林 春騰

当所において昭織$0年1磯 よ箏羅護職3S年 ア弩寒ま

でに肺切除講爆鱗 魑,う ち一灘獅 金鱒除繕鰐 静 携施響

㌃た.気 管実嚢 毒例,衛 後 シ識一ブ,再 悪化 篠例,死 亡

はシ講一ブ鰐のうおの2例.纂 の全切除携についてその

成績を,燕 戴 牲灘,左 震溺,年 令雛,糠 濡量 く左灘懸)

よ滲検討し,さ も紅発病 よ鞍手衛までの年數,癒 藩盤,

麹脇内汚染,衛 前対細蹄の病蟻,衛 前講導,醗 挫につい

て検討 し,ま た叢れ触瓢ついて躰切除繕全疲溺 とそ⑳成

績を比較検謙す嶺

$312騰 結核⑳叢娯栓 麹除衛における菟亡穣ゆ 検酎

α 報)

(照療漕光懸)中 村 京亮,○ 梅本三之助

熊谷 難雄,藏 村 姦峯

州綺 洋助,導 畷

庄導 量三,勝 穣 満江

大職 都子,永 松 二離

松本美智子

昭灘 舗 年宋までの肺切除衛施行鰐 欝㈱ 中一次的全

鰯除鰐 は 嵐麟(約 勲%)で 麿側 聡 例左灘1欝 弼であ

聯.う ち本手衛と閣連あ融と考えられる死亡綴はa寳鰯 ㌘

弼(27%)・ 捕 騒 鰐(総%)で 震側ポ充鰯に鋤 して導 ,

しく成績が悪いむかか嶺傾向は諸家 臨導 しく認めてい為

淋,未 だその凍鐵は必ずしも解鴨 謬れていない。恐らく

諸細の饗賎が打ち量なつた結果と考えら叙 蚤が,私 共は'

先づ膚測施衛鰐について菟亡不成功灘 と成功綱とを対此

もつつ以下の諸項難を導ねて今後におけ碁手衛成績の向

上紅資せん とし鵡

主要細査項欝は,藤 機能,心 電図,手 衛時間滋ぴに翻

驗蕨見衛串出血量二及び衛後癖液量,気 管切麗の麿無,衛

毒弩衛後む処職(準 備成形,講 再皮量ホル螢 ン使用 の麿

無)評手徳時蕊での病歴の畏短肇徳側並びに対鰯震の病変

の程慶,レ 繊 熱よ鯵みた封鰯勲膜肥摩織の有無,衛 鹸癒

沈纏,薬 細醗性,肝 機能,蛋 幾代謝,一 般症状等 であ

嶺



鱒

33捻 叢騰金蟻絵欝⑳症鹸 盤工についで

く羅立策窟療(○ 渡灘 識黒,芳 賀 敏憲

吉村輝鶴永,大 野 茂勤

騰立策窟療量所に識愛嶺肺切験籍によ嶺鐵接死は,憩

醸聡の平均がλ融%で あつたが,そ のうち窯灘金勢除衛

⑳みをと融上げ贔と,乳1%に 及び濾め衛式にくみべず

ぱ醸 糞て高く,ひ と鞍で藏接発亡率 を轟 くす悉役懸 を演

難てい孫.撚 が 陣難不全や,肺 水麗は讃 藤金切除跨嚇

含ポ織とんどであ導なそこで襲一鶴肺全切除後鍵魏細藤

⑳み となつた症鰐で,細 かな纏機能検査を行い,左 震を

態較 し熟 ところ,安 導時まで捻,動 蕪蹴0慧 飽糠変始め

為くに量異はなかつたが,呼 獣予備力には,明 かに差異

ぶ翻められ,平 均繊で,肺 活灘では,総 難以上,簸 大換

気盤では 馨%以 上,換 気指數では,鱒 蒙以上鐙蕊を認め,

左1細のみで呼駁す嶺症纏は,膚 測蹄のみで呼験す蕎症鰹

にくらべ,一 般的には不利であ鵜 その難徳後膚纒では

艶懸 礁臓 鎌鮎 ポ鷲遠婁れ難二となどc導 慮 されねば

ならない。

3$欝 鷺隔蒔におけ葛一灘繍全溺除懇麿⑳心懸勤導

一心灘勤導からみた稱後騰鐡徳菌応について一

(蜜北大撹研外科)耀 禽 勢,鈴 木 公志

○萩猿 轟
一縄肺金細除患蒋の遠驗蒔にお縫嶺心糠動態を知導た

め,演 藩導は徳後2{曝 年,畢 均3年 を経過した…傭藤

金魏嚢 露 纏について,換 気,ガ ス分獅,鉱 散および循

導撫 議を検討した.

換気欝では残黛量の増加ポ織立つたが 集秒事,轟 無夢

酸讃議量などの所毘から,単 な悉代償性過膨騰 凱よ嶺臨

のと解 婁れ鵡

欝導縛轟心繍機龍はよく代麓 毒れていたが,歩 行懸數

が編 く,運 蹴舞燕縛の1欺 葵の導加が少ないこ毒,及 び

遜鋤賛荷心電麟載機能的変化淋羅め毒れ,盤 蕎前心電灘

へ誇鋏復が遷獲 謁 読 などか 毒一 一鰯 翰 細除審⑳遜

鋤盤蒜特 叢隷 幸犠心糠予備能力鐙謙 しい鳳とが難綴婁れ

た恐

一一欄肺全黎除繕後の譲撫胸成衛が心肺機能灘に及ぽす

影響については,胸 成徳を併用 しても幾夥欝紛過夥膿を

防ぎ得ないなど鐙点かも,心 藤機龍麟に灘す翻 駒 追擁

胸成辮は不要であろう為鐙結論 を得た.

33欝 織穣鰍 簸葉甥除愚量⑳就労禦鱗

(懸 立宮城療外舞)榮 吹 漕一

(欝城県立細導療外税(○ 佐藤 顯

(磐城共立病院外科〉 猪蔚 ■昭

躍郵3導 繕 §灘諜で瓢費なつた華/瀦繍 こ対す蒸全藥切

除態憲 欝難醐中,退 蕨後就労した 灘 鰯轄ついて就労事

構の灘細を導騰iした、

驗導と㌧ては舞子では翻叢,並 業,女 子では難事,瀦

洋裁が簸も多 く,識 れに茂 して共総的,あ 嶺いは強細的

驗導は至つて少ない.平 均就労時閣は7時 賜.嶽 覚症毒

しては慧切鵜 心導蝿進,再 部不快膿嶽どぶあ絵,蕊 三

蒋は過半數 を露め嶺が擾時灘蟄量労鋤や導導に際Lて 義

れ導遡単導には訴えは殆んどない.後 藩に対 しては畢衛

縛に競 叢意 を要す碁.遜 所後結婚は男子2名,妊 籔 もた

蓋欝人は慌灘Lて い導.患 藩の過楽數は将来に辮して漢

黙 訟した不安を麹いてい導ポ,籍 覚症や病状に基く不繋

噂はない。

シンポジアム(9)肺 癌 ・特に肺結核との鑑別診断

(棄簑量懸3$烹 嚇脚3欝2s爵 壕欝 愚欝醤轟毒羅撃第 灘会携(

$3欝 切除結嬢齢⑳気管支上皮再常について

(徳大趨騰外科)轟 稱欝久夫,○米本 仁

加導 逸央,轡 本 忠

われわれは數量で経験した結嫉締切除材料2総 磯につ

いて讐性購,衛鰯懸,衛 量鴛化学療法の期閥および種類あ

難いは病型溺(学硫黛類)か ら気管実織膜上皮轟常を滋

求し 従来,症 痩癌発盤の導と臨な鯵う嶺毒いわれてい

篶凝導症ぶ発〓導地ゐしての意導を轡す嶺や誉やを検討

した。

上皮異常分類のうち,気管支系は基底細膿増殖,移欝

娘 増臨 杯細鉋増殖,異 璽的増症,驗聯上皮化生およ

び再盤上皮に,終宋気管支系は〓様化生,癬 ルチノイド

型に分専ナて観察 したがジ種礎の程嚢に出舞す愚気管寅上

皮の病的〓懲や化生は悪難の 曝の訟は考蔑られず,従 や

て,結 嫉病遜は癌に転ず難響鰍 生の極めて少い瓢とを郷

蜘1選 蒔に,こ れもの上皮轟欝は蔓期灘の化学療滋によ

つてかな警の糧嚢綜影響を受脅,病 翻 蕪では欝型に導し

いと鐙結巣を響鵡

鍛 ア 繍癌訟齢結核症轟⑳震達について⑳病理導

繭欝甕 α 報)

一締癌鵜禽欝し驚藤繕核症について一

(慶大病麗(髄 総 黛蕊緊○溝水 興一

欝藤 豊臨 海 灘 欝炎

繕灘22奪 以降慶応導塾大学賑学部病環学鍬量で講檎 、



鱒

した約 薫鎗 魑の膿発雛締癌例薮欝細に検導 した結墨 器

携 ◎7灘%)に 糠内2次 結鞍濾を見出し豊徽れ導につい

て癌及び結核病導を系競的に検導 した絡果,肺 結嫉疲の

場に縢癌が発生したと考えられ孫綱は 叢例も晃出し得ず

肺癌の欝寝ポ肺結核症の再燃,及 び増悪を助畏したと考

えられる結果を得た.こ が〉ような結論に饗郷 数的並謬こ物

的証拠を提承 して騨癌発生に濁す孫糖結縷症の役舗につ

いてわれわれの晃解懸述ぺたい。

33懲 肺症におけ灘拡数機熊灘定⑳繊糖

く策北大抗欝)金 、ヒ 麟央,撒 糠 敏辮

鈴木 公憲,霞 貰難一が彗

欝場 難児,懸 離 光藏

鳥膨 鵜 魁

齢 携の肺癌を中心型,串 間型,締 塗盤,導夥 型に分類

も膝騰能特に拡數機離について検討L次 跨結論 を得た.

篭)肺活量,簸 大換気縫の減少す灘症鱒は少 く,病 難に

よ灘量 も認め鑓 癒 い.3時 鰐瞭澱量は気管支購塞の

導明な中心型,中驚灘では滅少す葛が,購 塞軽嚢な宋梢難

導移型では■常である.3閉 籔讐錦 餓騰撫禽併は 欝纏

申毒鋳(蓋3.3%)に 遜蓼ず程嚢も軽嚢灘 ものが多い.の

肺内ガス分騰は約楽數が緯審 され難、3換 気機能陣審

に地 し拡敬蹄導が導磯で安静時 難α》獄中心型,中 購盤

末梢難,転 移難いつれも儀下す愚が特に癖心型,中 闇難

⑳拡數瞭導ポ導灘しい.縣 庫上簸も予後の悪い中心灘饗

拡數瞭導ポ導明であ犠から 業沁"灘 定は肺癌の予後覇定

上量翼な慧導を轡す鵜 の 瞭癌に於縫嵩拡散糠審砕繊

灘は滋 として纏導及び転移Lた 繍門 撃ンパ腺騰によa導難

動蕪緯磁違の結黒,藤 毛細管摩藤漁流量跨滅少を来すた

めと蒋荒られ臨

鈴欝 肺織核撫肺症訟⑳X線 鑑別診断について

(導嫉予防会結研(罎 瞭 竜郎,○ 罎井 瀦郎

初騰 野灘

(結核予防会諜生圏(御 震生謙輔,賞 下 籍

盤本 蕉男

(結核予防会 一・難)串 藷 丈丈

(癌欝醗鷹病院)灘 縫 勇蹴,黛 麟 細次

割 舞 一允 灘1=霧 也

窮永 仁承

驚結核と際発撫肺導とのx線 鑑懸診断について,そ れ

ぞれの初診縛のx許 を対象 として検討L,合 せて騰癌舅

除材料の病環細織学醜検導を行い,齢 癌のx線 鍛の特徴

についての蕪骨鞭を獣みた。灘象は癌研甕食附属病肺お

よび結鱗予防会餐施毅騨瀞 導患藩 蓋澱 鰹,お よびこれ と

よく似た繕核患蒋 叢鈴 綴を結核予防会結緩研號断邊所患

嚢よ鞍選び出し,緯 較 導た欝肺癌は畢講写嚢烹いくつか

⑳難に分類婁れ,そ の孟な懲⑳は肺門並導岬漫潤型,無

窯肺型,肺 野鷹癖一漫灘型であ嵩、各型について,愚 れ

それ舞離,肺 門 ゐの溺係,無 気肺鐙形,癌 数蟹,小 無気

蹄奮轡の轡無,又 円形病藥については縄遡部の鮮麟鷹 な

どの点を検討した.舎 せて病理総織学的に癌敏蟹はい ろ

いろの陰影の集 絵であ辱得,又 肺野懸癬の鷺縁は結核 ⑳

如 く鮮鋭に境され葛ことが少なく,膨 叢性無気締押無気

肺幾肺炎などを伴 う場含の夢いことをま ㌃た、購疾患の

年令分帯,喀 痕検査麟織 透兆出現頻鹿などについて も

のぺた燈

3鍛0肺 結核訟肺癌の鑑別診断
一一特に臨床検査凝中心撫して一

(購 慧魯 撫菌病院内科(和 鐙 導央,○ 撫藤 光鷺

古沢 久警,山 本 鷹鰐

かつては轡年懸の疾患鉱考えもれていた肺結嫉は,そ

轟診断治療の進歩に伴い死亡離は難 薄減少 の傾懸を承

も,磯 在では壮年,老 年層緯疾患に移行 した感ポあ鵜

雛力近年その憎瀦を認められてい嶺姉癌は 憩押齢 才奮

が 総%以 上 を占め蚤特に 齢 才以上樽男峯で我凝の競

計で鵡 懸 灘%を 示してい葛.従 つて壮老年層⑳肺部 レ

繍欝艶に異常陰影を認める導合,肺 結穣と陣癌と⑳鑑懸

が肺床上量要難を増して来た.こ れは我々の紹灘 鋤 年

一騒鱗叢の簾発生締癌 鱒 弼の撫診縛病名が肺癌39魑

く3獄$%),締 結核 鍛 郷(欝 矯%)な 導事実から毒㎎か

であ翫

我潔は溝淡憲の鑑懸診断のため鐙臨床検査法の臨 姥

較的欝易に実施しう葛.胸 部 レ線検査,細 胞繊 癌簾繕

(松蹴反応),気 管支導検査を,蹄 癌 盤 鯛につ量その診

断的癒麓の検討を試みたのでその結果を導告す鵜

3鍛1肺 腫瘍診断⑳嚢点に蘭する臨床的礒究

(東京逓信病院結核科)藤 懸真之助,○ 小須懸達乗

中山 漕,河 灘 鍾濡

書縄 一郎

醸発性肺癌2§ 綴を串心に輯 移性腫導(23綴(導 繊

麗,無 気肺等類似嫉患群 を鋤較鰐照しつつ,肺 縷導櫛診

断について検討した.餐 種〓影法を用いたx線 診断では

発生部櫨,K罫 鋤熱無繍,巣 門結禽,用 逡撒獅巣i羅 状陰瓢

無気驚.険 影の増大導に慧味があ警,気 管支燈影法では

狭窄〓の形態,鋸 欝状轍,気 管罷撲懲,異 常像の発環部

位等に診噺懸緯がある.気 管支鏡では腫導導の大部分に

鷹導症状があるが,こ の方法のみで確診に達した綴は少

ない導以上の諸検査法においては鷹導の増殖破壌難欝傾

懸 と炎症性病変の漫灘取縮簸痕化傾麹に欝意す孫ことポ

難要である.喀 痩塗嫁細脇診(撫 欝蜘 磁 磯)の 診断的

儀髄は縄 く,漂 発性肺鋸の大部分に購性であ確,偽 購樵



叢o懸

率は蔑 くない。懸定講坪継胞診の騰盤離はかえつで〓い.

鎖欝上 夢ンパ飾生検 ①鋤嶽の によ悉組織診断鐙確診

繋は原発生肺癌では必ずしも轟 くなかつたが,繊 鷲費羅、

磁 蕪の2携 ではいずれも購挫で確診 を下 し得た,、

3322肺 癌の畢期診噺について 一細腱診訟レ線像

の臨床病理学的検討～

(九大肺研)繊 中 健鞍,荒 木 宏

璽松 懸昭,c勝 醗擬三三郎

蕪葉 鰹 …

我 慧々 藤癌 を學期に診断し,早 期に鱒除する為めに各

種の検討 を行い次の様な成導 を得た.

豊)肺 癌の挙期及び切除前のい線織について臨藤購 理

学的な解析を行つた.

2(所 講簸痕癌の発生機序について検討を餐つた.

3)疑 癌患藩の細胞診を 欝鱒.染 癒,コ ハク驗脱水嚢

驗素渋 餅 ダルク縢轟ダーゼ法によ1)鍵施 し,x線 漸難

切絵並びに趨検肺の肉眼並びに組織学的所 見 と対姥 し

た。癌患者の細胞診では 覧%の 騰性麟を得たが,非 癌

鰹でも灘變S%,騰 性3%の 成績を得た、

のX線 上の肺門型は肺野型 よ絵細鞄診 の購性 零嵩

く,切 除標本及びブ難ン灘グラムより得た次数 と鈴閣{系

では低次の気管枝に発盤Lた 癌ほど賜懸離が篤 く,$次

以上の末梢では導 しく低下L警 かか嶺肺野宋梢醗鐙繕驗

診についてはなお多 くの検討を翼す導ど導えられa葛藤

3323集 灘検診で発難された肺癌⑳案態

(策京蕪大外科)単 濁 導薄,○ 上野 茂之

久乗 睦央,林 源爆

織職 吉欝

集繕検診は繰 婁の発兇のみなもず糠癌麟難期発見及び

生存率を1愚上させる点に於いても璽要であ滲,繋 検で発

鶏された肺癌の実態の報欝は少い、

我爆 謙教黛で鞭扱つた韓趨泌 澗の中簗懸検診で愛晃

された$2鰐 の患蒋について,診i蟹,x線 嫌発見時ポ〉症

状の禽紙 鱒除灘及び生霧峯 を集検外跨ものと比較検講

した、

燐除率では蘂検外根治 切除率が 慧ミ1講%で 頗 舞藻 検

綱では 欝・2%と 縄愛な纏を蒙態 ているが集検測に於い

て根治手術事能網が2魯%も あ参,腕 癌濡療の罎難なこ

とを知つ鵡 穣湖 憲葉切除群の生存灘は嬢検欄で1灘 年

以上がs嚢%,暮 年以上333%で あ1♪,簗検外では 欝奪

以上生存率が3乳 慕%,馨 奪以,勤=は玉灘 与みであ警,切

除率及び生存瀧韓れに於いても藁検鰍祭方が好成導であ

甑 築懸検診の漿饗なご訟を物藷つてい悉.
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玉澱

示 説

示説演懸は難鑓闘恭説会導において農栄護鵜 演題は 蔑岬欝 毒薄難欝

午後1時2暮 分 よ鯵,鷲 一31は 曝鴛 嚇蕪午離 慧 時より夫費嵐時闘討

論を蓉う一

1,肺 窒潟⑳病態生理に蘭する欝究(XXV細(

一窯濁撫誘導気管麦⑳禽成撫騰導型櫻本

による形態薮中心として(養 ⑳1)一

頓 火第一内科)萩 醸 忠文,○ 絹綴 導久

幣玉 完雄,北 野 懲郎

藤木 孝

肺塞溝鐙病態生理について,し ば しば鵯浩 して泰た.

今総は叢 も生鉢縛に遵い状並跨灘瀬 為誘導気爽の彫態馨

的震篠を分析すぺく,山 村法に灘 鴛て生成したイ鑓の難

濁肺に経気管支および経漢鷹接蜜澗内禽成樹肺注入の導

型標本をつくつて,観 察究明し,つ 憲》嚇 渠をえた.

叢.奮 成購贈鋳型法 ぐヂイ凄搬)で は,棚 めて携瞭に箋

澗 と誘導薫管実の形態学的騨係を,し かも,ほ ジ生鉢時

に近い状態響導察し荒た。

2.雛 瀬 訟誘導気貰 との擾続様 武は複 雑であ 蕎が,

鞍 」型では爾者の関係を報鷹明確に追求する叢とが懲

能饗,大 韓 難難に分類Lえ た。

$.鑑 瀬の諸性状との蘭鎌は単再塞洞の方が,ま た小

難潤の方が 婁らに鎌欝樵嬢洞の方濤覇 かに騰懸す悉誘聯

気管支數は多い,

4.喉 囎発作蒋では明瞭に叢澗に震遡 しでい難誘導気

管支臨,そ の 鐸 」型漂本上では誘導気管支は狭攣し,

宋梢部は途絶懸を量す蕎ものが多 く,叢 れ転から喉〓に

よ導症導気管実の〓龍的形態 を症知 し蔑た.

2.鰻 肺献憲澗の選縮機転に震す薦購理総織攣的

欝究

(東北火抗研(○ 導羽 武,芦 沢 久子

佐藤 瓢郎

炎症性の変化は〓露ポ とむ除かれれば治癒に晦うのが

原則であ灘.結 嫉麟が消失した浄化灘澗は全 く無用の塞

閥であつ鶴 窯偉鰯に穣稱的な保襟理磁は考えちれない尊

誘導気管支の弁状機転が解消 した 穆,導 質的にふ欝が

つた警すれば,響 籔逮動の際に灘気の過細導穣を趨すご

為がなくな導か魯,内 部の犠気は次第に戦駁喜れて,減

驚の鋤 灘を生ず蕊であるう.藩 し嬢潟壁の肉芽が葬薄で

輝懸の状況が之を妨げな雛れば,嚢 胞状の浄化塞溝(又

は浄化灘灘拳毒ので粉,バ 夢シ 胤一》が細む様に溝央す

嵩ことを,家 兎の撫村犠澗に化学療法 を試みた鋤物実験

で確認 したので病環総織学的所児を報告し,人 体切除例

跨漸箆と比較す導.

3.鷺 濁変態⑳臨鎌購磯学的薪究(n細)

一聴に学観⑳経過学捷 暴準癒中心としで一

(結 嫉予肺会保生懸)盛 本 正欝

学研の経過判定藁準によ悉xや 所範と切除肺にお脅

難病麺響見鐙構闘,嬢 澗変態の病理学的安定性,嬢 灘治

癒鈴解析を鷺的として本研究を行つた.対 象は3s奪 末

まで保生薦で行われた約1紛 春灘の肺切除偶巾,嬢 澗の

改導をみた 薦 綱 器 ケの病樂 である(第 叢報 欝 綴

2心 病巣(.

(1)K無,撫 では線状化,濃 縮 畿,総 では充塞,K翼,

蓬驚,K欝 では嚢腫廊が多 くみられ,各 盤洞型と変態型の

闇にはある穫嚢鐙絹閣がみられる。(2(化 療離携導は購

性 暮9%で あるが 箋～3カ 月内に陰性化す嶺.変 導期闘

はその 雛%は 欝力驚以内である.⑬ 〉線状駕難,濃 縮

犠23の麟 畏的病珊 欝見は〓痩 爆,簸痕中粟灘大壌死物質

選残 亀 小薫大遺残 慧 である。濃肺難は惑らに鑓径 難驚-

以下,叡 肺臨拳禽無で2分 す愚ことによ蓼,そ の予後

の寮全幾をよ鞍確実に雄定しう灘。(姦(濃 肺 難3,充

導 器 の接禽部は,闘 輪%,閉32%,不 明 灘%で あ

輪(導)嚢 騰化 無 では麟 畏的浄化塞澗9,一 部非浄化蜜

溝sで あつた。

嬬.結 核姓工鞍線窪溝像⑳菌鎖ないし縮少例⑳病理

総〓攣的概究 ～殊に鍵濁の閣放治癒及び鷺

鎖治癒について一

(神芦醒大第一病理(○ 嶽襟 武夫

(麟立加古羅療)書 永 郷夫

繋A9養S欝 及びIA銭 の併用療法によ蔭驚 レ線的灘

澗像の閉鑛乃至縮少を承した 総 幌の切除縢について病

理組織学的検紫を行つた。

主病獅 潮 は肉眼的に譲 包完婁乾酪病蟻葡 鋼⑱%)

灘澗$例 く1磐の 及び總維閉鎖 藁綴 σ%(よ13な 鵜

被短売実乾酪導は絹織学的に被難葬崩導乾灘病巣G型 〉

騰 例(照%(,被 犠崩壌韓酪病鍵(n型)懲 傍(瓢%(,

被驚融解乾肺病巣(灘 型(叢3綴(22%(に 分類され鵜

劉 鵡 懲 硬 に組織学的に不全撲除(乾 酪)蜜 澗(騨 難(

2鋼 〈欝の,排 除(薄 層乾齢)灘 潤(V型)姦 鰹 σ

%〉,事 浄化塞澗(職 型(玉 濁(2%),浄 化難澗 纏 難(

蓋鯖(2%(に 分類きれ墨.線 導性閉鑛鰐は総畿騨的に



鱒慧

縞 鑓鎌糠導性縮小充爽蜜溺(犠 灘>2溺(3撃 の と兜

全線維枇(購 型)慧 測(3%)に 分類 婁れ嶺、

これ らの9灘 のうち糞 峯-VV型 を不全治癒暴鐵職畷

蟄 を此較潰癒 通獄型 を発全治癒 とし,職 礪型を醗数治

癒 灘犠獄 を鵜鎖治癒 為すれば,不 全治癒は 欝%を 占

め・姥較及び兜全治癒 欝 鱗では麗数治癒が 欝 鰐を占

め鵜

これ蔭嚢型の懇織学的所見について述べ難.

§・ 化学症法による ギレ」線盤悪駕の競象について

(懸立棄京導2病 院(○ 熊谷 謙二,控 藤 武簿

宮鐵 澄,猿 鑓 栄助

築騰 久雄

昭灘 濾 年よ離ア年闇S鱗,-鷺 闘欠,酔A$導 滋3

嚢併用の初懸漆療 を入院串並行した11難 例の勝結鞍憲

藩⑳騰部 ギ円 線写翼 を再検討 した結渠治療3力 懲後に

おいて濃癒肺よ融騰部陰影の濃照,拡 大化 を承した 鶯

携を認めた。全騰とも学研分類において浸潤就瀦型と思

はれ萎ものであつたニ1纏 は塗掠塗壇並陽撫で治療 肺

$懸,I幾PA$い ずれにも醗性な く勿論化学療法の既

往謄のない志のであ箒.化 学療法後の毎 遡の喀襲検査に

おいて導量は次第に減少してい義,ま た塞潤 も断驗写糞

によ馨と肺少 している。しかし周焦炎は拡大 しまた濃摩

化 を示 してい導。この理象は全纒とも治療後蓋力弩後かも

欝勲月壌まで続き次いで次第に吸敬 して蘇カ月後の写輿

では全例治獲肺よ蓼導鱗な改導を認めてい孫.病 型は漫

灘鞭 導型に隈毒れ病樂の拡が蓼も 露1塞に 繋鰐,魏 熔糠,

撚隻は2綴 であ導.鰯 のものは綜量滅少L ,審 熱で赤沈

健 進 し購旅症状が導騨に悪獅していて3癬 薄頃霞では菰

の疲状の改導が緩變であa碁黛3>一 薄的の繍病巣の灘撫

懲選薦のおこ愚際馨について湾察す導,

翫 肺アスベルギルス症について

(醸立棄京療)牽 薦 良蔵

麟麟の結麟病学会において,本 症の霞験纐 懲 弼を報

告 した。そ鐙後難維設か ら跨漉鰐報告数 臨慧激に増加し,

われわれも霞らに灘型 轟例,気 管支型$溺 を経験 した.

胤樽ように肺アスペルギルス症は顕導な増加綴海にあ嶺

ので・篇れに対す導騰 鰍艇導床診断,き らには内科的治

療法 などの導点について再検討の必饗があ葛臨のど導蔑

あ蔑てその後の漉納について報欝する.

肺型爆例におげ孫臨隊経過,及 びその診断について報

轡 し 婁らに本疲に灘す添早期診断の轡ノ7な手がか1鷲

な嶺べ奪漁溝学的診籔法について報告す愚.

窯た,気 管支型3綱 についての藩干の治療経験につい

て報轡す葛とともに,本 症患春の病窒に隷 ナ葛塞緯嚥 麟

の状導について叢干の経驗を報欝す導。

凱 織欝o量面漁 ⑳暴鯛

(群罵火七条内麟)立 羅 裁,○ 笛塞 隆黒

(利綴中央診療辮)小 内 幾三,撫 賂 達講

我潔は昭灘 詑 年か も鷲灘3暮 年跨聞に暮鰐の 難議難.

磁 幅蕪 を経驗した・発兇縛年令は 欝 才～鱗 才平均 鍵

才であつ鵡 大部分が外来患蕃のため検査不充分のもの

もあ導が,結核簗麟検診で発糞猿 れ議 搬 輝騰 鑓腺結嫉

として撫われたもの7総 視力障導で縦科外来を訪れ鰻底

瑛鞄及び肺部x二線写輿で発箆 警れたもの覇 であつた。観

察期総は3力 樽乃薫3奪 平均1年3力 欝であつた.肺 部

x繊 掌輿では全例灘側肺門琳繊腺騰張を認め,肺 野にも

陰影を俸つたものが3例 あつた.ツ 探臨は全纏2窃心◎倍

墨鱒 藩で陰駕 赤沈叢時闇織 齢{峯鯵 叢驚驚 を翠した

難金鰐が正常櫨 を示 した.血 液所懲 離 繊 球滅少が$鰐

中7鍬 好酸球増多は$鰐 串 欝綴,好 酸球減少2例 噂あ

つた 嚢撫雛淋鷺線腫張 を伴つた蓮の は3蝋で,纂の中1

覇に総織学的に類上皮細胞結節 を認め,業 皮霧に結簸を

あらわしたもの薫懸で総織学的に類上皮細縮結簸 よ蔭成

つてい鵡 肝・腕 骨,心臓に変撫を認めず全身状態は良

好で説 力瞭審を訴えた1例の鍵賦 総覚簾状は殆んどなか

つ鵡 経過は 轡綴㈱圭難 使用群$鱗 中3纏 はx線 写翼

上肺門淋繊腺腫張が殆 ど消失,難 の2鰯 は軽嚢の並張を

残 し,撲C鱗1難 非饒用群$擁 は金弼淋露然緩解を示 し,

内2劉 は騰張が殆 ど消失 した.発 病前ツ探応鶏性でi難病

縛2ξ懸 倍細}藩 で険樵だつたにも掬 もず,x線 的に導

Lく 好転 した後に再び陽雛撫 なつたも鐙黛灘(鱗 は来検

査不萌)で あつた。又発見縛好酸蘇増多艶携勲球減少の

講蒋を伴う3灘に今 愚,X線 懲軽快後群検灘を施背Lえ た

が・好酸球鷺率は3鋼 共鰻常撫し,鷺血球数は2纒 に於て

■常郷していた.3年 後張蟹鑓出瑞を児た 三鯛のぎ數為全

粥経過叢好で愈身状態は鰻婁れな爵濡つた。糠驚磁縫幅 慕は

藩翠藩に多 くかつX線 懲が結嫉難疾患と穣誤す嶺為誤つ

て縦褒嵐欝 として扱われ,適 切な診断及濤療を遷 らせ蒸

ことがあ孫ので注惹を要す贔情

歌 肺 総難綴蜘 露 ⑳懸簾に蘭す蕊欝究(慧 報(
…鑛簾お予後一

(麟鉄 鎌糠激1懸熱 研究班)千 蕪 保之,

達藤 兼稱,麟 村 雅炎

長懸 浩聾 譲藩籍 薄翼1

◎細購 裕,膚 賀 光

近藤 簿盤 森岡 幹

霜島 蕉簸,木 内 達細

実鱒 灘㌧w杢 保 文灘

高橋 秀三

轡1難は康京池鑓鑓鉄〓籔から鍛近 学爵年に発艶霞れた



篤3

鰍鷺磁 儒漁窪サ」〉に徴 ・てその鑛嚢為予後とを報告す

難.購 象は ギサ」発見量罅 年繊烹ツ探とx線 検査が行わ

れた嚢の中かち発晃叢れジゴサ雄の 鑓菱既,ザ サ」の疑い2

綴讃?綴 であ凱 初発発後の観察期聞は蕪ケ月{が 年 難

ケ欝.ド サ」導 §例中2倒 は投i導せず,残 む3鐡 は難搬o羅

牽抗結核粥.rサ 」疑群2働 ‡飛 蓉灘 抗結核灘,残 箏笈鰐

捻無撲導であつた.鵜 発箆蹄病型は騰鰯肺門睡張⑳み3

携,漏 蕗に肺野険影 を伴 う蔚 瑛測.後 に鱒つた臨の2綴

であつた.経 過は観察の鷺い2魑 は麗在鍵瞼膨を残 して

い蒸ポ,全 陰影消失の暮例は,溝 央趨に鹸短7ケ 胤 最篤

違奪隙 ケ驚を饗した.う も笈鰐は難糞が ケ灘で再発。燕

携は 懲無難総 を残 し為 懲 闘の煮欝令は2{}才 養京 鰐,30

才禽3鰍 金対象67脚 春入に対す犠頻凝を昭織34,舗 年

について毘難と各畔 略聯 鱒瀞 命=命.3.年 令2鯵 才禽と

齢 才奮については各奪共略凝 緯,o毒り 費護 であつた。

凱 壌除窯灘肺⑳総織学的並びに電峯顕轍鏡的研究

(寒大結研外科)c縄 灘 慶夫,樹1騰 之助

職滞 難灘,大 滋 難夫

畿凝は肺気騰の病理綴繊導を再検謂し,翼 に肺気鷹に

於鞭葛肺胞壁の微細導透の変海と舗機態と鐙騰連性を検

講す感欝的で烹 として外科的に切除書れた気獲聴を病理

細織学的叢びに電子鎖徴鏡的に観察 し以下の 結論 を得

た肇

め 粥難性締気睡,老 入性雛気雛及び代欝ヒ1三肺気騰の

轄れの型の蔀気腫に於いても藤胞鱒域の葱織学的変傷は

全く綴蟻であつて,橿 蕊の総に差異を難出 し難い.

2)購 叢性肺気縷に於いては,欝 鍵〉璽の ものに翫べて

終寒細気管支附近の炎癒性変化や単滑筋櫛肥大等の変化

ポ顕導に認め毒れ凱

㊧ 電華鑛微鏡的にみ嶺と,難 胞壁は緯獲きれて,肺

濾壁毛細血讐の分布は諜 となつてお1),畿 細漁管壁の肥

輝 と漁管内鑑の減少ポ罎凝みられ難.こ のような形態潔

的変鵜は,肺 気睡の薩例に於け鑓 麹戴管抵魏の増撚や鉱

轍糠警導の麟灘の…つ となつてい薦ものと考荒ちれ愚難

婚.擬 盤肺藏騰⑳ぴ線診断a讐 ⑳騨綴

(策北大罅嚇 内斜(緯 嚇 隆,c戴 沢 轍夫

驚縛 鼎,蓬 谷爵 樽

醗藤 康警,中 轟 郡笹

湊 貧 灘夫

厩往歴,臨 鎌競状,レ 線所銘を嚢照 し罅騰能検査成綾

から明ちかに縫性職気懸と診断婁れた本症患藤 総 例に

ついで,従 来籍窯が本癬に特徴的と述ぺて来た各灘跨 レ

線症盤を検認 した難瞥臨鞠細で隷鎖脅挙上診貌膏学上夢

肺閥脇醐穴,樽 璽肺騨など纏れ もその断箆騰獣率は憩%

肺後にゐどま鯵,肺 野の レ線透邊度増加も陰性の臨のが

$む%あ 魁 騰縫の懲ので毒その楽數以上ポ部分的な臨の

にとどまつ鵡 しかしかか薦黙ので 臨僕懸 嫌で胸脅後

脇 心後腔の嶽 を見 萎も⑳ぶあつた.驚 た滴状心を毘

る臨の艶逆に心肥大を毘導臨の夫凝 鱒%誌 後にすぎな

い・一教の背膜写糞では横醗膜の下降慶,編 準嚢が最臨

隣性事ポ高かつたが,深 騒,睡 気時の背腹ならびに{細醤

轍撮影によ嶺〓隔膜運鋤嫉や い線学的残窯率の計灘,心

後腔拡大嚢によるレ線牽的簾気腫症変の分類などは或葛

程麗肺機症障轡の程度と稻闘 し,維 総鹸 壌 艶就 として

禽用であろうと考えられた.

婁1。慢盤肺炎の臨床病理

(漿窟鎌大外科)○ 難鐵 量薄,辻 公蒸

篠醗 章,斉 藤 雄三

炎症性肺挨患の串で藤癌と導別を婆す愚ものに變性肺

炎があ観 漫盤藤炎は髭生機序及び病理総織学的所兇よ

蓼肺化〓症鐙中ではや 》異つた性賀を禽Lて 層 む,そ の

銭汲 獄灘には講説があ鞍未だに確定的な臨⑳はない.

我紺は今蓬取扱つた22粥 の嚢性肺炎について驗捧1症麗

を串心とLて 三議の検討を行つた.即 も漫性肺炎は肺驗

腔内のみの変撫を示す磯醸肺炎,釜》醗麟o灘 滋総-為 難鋤'

を主隷とす 灘S轟 撫購 醸鎌 締 鱗-黙 懸,中 隅及 び闘

蟹鐙変化を主体とす嶺闘費雛三肺炎,及 び更に油の犠叡に

よつて生ず愚ザポ球 ド肺炎の灘型に分鞭ちれ,そ の餐凝

のx線 懸及び臨確症状等について響察を行つたぶあ墨程

慶の意導は晃出された.然 し診籔に於いては未だに決定

的な臨のは得られなかつた.

12。 饗馨導核性胸鷺器疾懇遷二つ妻、てのこ登三蕊⑳ゴ導察

(販大堂野前内科)○ 樵懸 進雲於勢 撫鷹

遭特 舘鱒疾患亀 各驗の講犠聾繊 翻爽患の導加が注欝婁

れてい鵜 そこで当内科に隷愛aる灘和2蕊 年以降の外来

及び入院藩蒋 について結捜瀧及び難結嫉性疾患の奪次的

推移癒細査した,惑 らに診断の縫実な入院患藩の非結嫉

牲疾患 欝2鋼 と蕪作為的に還んだ藤結核3鱒 蠣を対象

として,年 令別,雛 別等について続計的観察を行う為共

に,肺 部x線 漁の鋤較検討を試みた結罵 一毅に誌蒋は後

蓉 に沈㌧,病 巣が下肺野,繍 門郎に窪左す萎臨の,勲 膜

駿に液貯溜す灘も鐙が導しく多い事を認めた韓なお舞結

綾欝三疾懲 麟特に懸辱ミ的に結鱗又はサルコぜドージス赴鑑

灘の繍難であつたが灘検烹は翻検によ鞍確め毒れた癌性

淋礁管炎嚢血管肉睡の肺転移驚悪鷲三撃状腺腫の灘転導湊

肺アデノマ トージス,肺 胞微欝症,粟 粒性撒霧をポ毒 た

気管支嚇懲溺等の掌輿 を提承し,糠 結核と鋤較聴察を試

み鵜

欝。 菌滲透圧導莱導地における結核菌⑳生霧形態

について
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(搬大細繭)秋 藥細一郎,○ 灘 再 昭窯

江田 享

生緯内の結核病巣巾,乾 灘熱 轟 高灘選繊であ悉事ぶ

鷺えられ,結 鱗菌はそ鐙中で生存す難はずであ灘.し か

し,膨 態学的な蕨見はなお明らかでない.演 蒋導は,分

離株を用い,血 漕アルブミンがペプ}ン 寒天培地上にお

け嶺繕核導の変態を導嬢 し,そ こに生黙た細粒態発育が

纏の細導におけるL奮蟹難 に:酷似す愚事 を観察L,そ れ

を継代した後,灘 蜜な条件を奪・え導訟,樽 び結核繭の形

態を承す事を識明 したので報告する。

韓.結 穣菌⑳生体染色と形態的巽変⑳観察

(天輝結核研〉 沢竹 宗美

結核菌緯生体染薦叉は黒色に関す碁記 載は稀少で あ

轟.演 審は 籍v毫鱒 及び 擁 轍 難 で 総o・蹴 糠欝魏 懲

塩に対す蕎菌鐙呈色能 を追及し,色 導の簿つ三機構 を確

再した。即も盤叡翼鋸と分磯灘与である∴叉量色作驚は

薦に分及び一部爽膜で行われ,其 の色細 とこれに伴 う形

並を黒つ細出来る二蕊を知つたので報告する,,

(方法灘 各再塘地や謝物隷内の緩織嚢 を職用し,塗 抹

や切片を準備 し,チ ー苺 ・ネル働ン法や演藩麟案の特殊

染色法を採用した.

導成綾き 色素の酸化選元作用によ鞍各株の結核麟が紫

染するが,菌 韓は針状に変形 し,薩 織撫もてウ膿状に凝

集す馨.之 導の異膨は購&細 を盤す嶺爽膜の影導 と解 謬

れ菌の分製への阻審 作用に誌因す葛楼であ萎.串 闇期の

曇色と染難 と混禽臓応の場合,菌 は一部筑酸性と一部紫

魚の細織に化し,懸 織の藍群は擾い 鎌鼠騰 紋 状の鞘に

珠數状に封入 され,其 後$購 搬鱗甑 董onを行つて各儀暴叢

分裂離磁す嶺様である嘗

1§.継 核菌⑳電峯顕微鏡的概究 一薪 しい包埋翔

による菌体微細構造の観察一

く東北大抗研)○ 福士 主計

鈴本 隆織,佐 藤 哲鄭

長魯部栄簿

菌韓導遣の観察のために,こ れ まで主としてメダク夢
ゆお お

ル酸樹贈ポ用いられて来たが,量 禽時醸縮率が蔑いこと

導の灘震で,簸 近エポキシ〓謄やポ蓼エス勢ル〓贈によ

嶺包蠣が試みられるようになつた伽今麟ポ 婆エステル樹

贈 としてRi量 麟欝 の混禽濃,畿 ポ聾シ〓購としてA鉄

隷憾驚M.及 び 鷺欝鷺雛2を 結核菌緯包機に用い,翻 定

法,騰 承濠などと共に憾埋法によ愚欝稼微細構造の変翫

を紘較概察 した。更に蔽簿を機械的に破壌して細胞膜藤

分,穎 糠醗分導に分懸し,これらについても懸搬に包理法

を検討 した.R玉 欝鋤2蟹 磯 と 欝暮磁 心7耀 との?m3

混禽液によ慈短理法では,萬 捧細鞄膜及び細胞質膜がメ

整グ撃ル犠埋よ鞍も鮮かに鑑別撫来,核 部癒は〓細な線

維に溝諮れていた。A麟 構糠 鍼 及び 鴛脚蕪綴2犠 機法

ではかな鯵類似した構造 を灘 したが,細 脇蟹内のミ》難

ン簿 ア様構瀧(驗 状捧)を 観察す箒類礎は,1叢欝難磁2

懲壌において高率であつた.又 本導燈が細灘禦膜 と連絡

す灘臨 細胞分璽時隔壁彰成 と閣遮す嵩像 も見織警れた。

欝.肺 支柱總織および結核菌菌体内導造⑳菌子顕

微鏡的観察 α瀬)

一惣律神経遽断下の肺胞系微細構造一

(徳 晶大縄騰外科(高 霧謬久夫,河 欝 晃

太灘 乙シ臨 大塚 飾央

糠支樵総織の微細導遭賦ついて,近 年,電 子顕微鏡を

醗いた蘇究がす 》めもれており,特 に締職系の彫態に灘

しては,既 に多く鐙報告がみられてい胤、

私共の數蜜では,オ スミウム酸懸定によ葛満甥勢及び

家彊轟実験動物蹄緯超薄鱗背について,蕉 常肺細織の微

細構造 を観察してい嶺が,蝋 れ と対沈 して,欝 導神経遮

断遡を投与 した実験鋤物瞭について愁試料を1乍製L.特

に肺胞系微総構遺の藻異について検討を試み,こ れちの

薬剤によつて締麹上皮結胞,壁 細胞及び血管内鞍細胞に

顔 瀧罅 癬鞭"綴 欝1雛の崩壌懲を多 く認め,蕊 縦膜にも

変化ポみられ嶺ことを観察した。

貸.諜 定難抗酸菌嬢種マウスの蔵器における菌の

濾量潔病理總織学的籏晃

(公衆衛生院衛生微生物学部)染 谷講部,林 治

(予研病麗部)小 河 秀H三,○江頭 燐之

撲試薄株は,所 購雰鍵型抗酸麟(懸 内麟来 欝,米 麟

由来 導株(鐙1)ぬ 鱒 淡辮鞍並 を生食水で大体 叢撒量緩

に稀釈,こ の 嚇 心◎を 麟 系 おマウスの欝趨 職瓢撫 難

(接種生菌蟻位は第 叢嚢に示す)薫 蕪,2還,毒 選及び

憩 遡後に偉露 をはか鞍,各3匹 ずつを殺 して,肺,肝,

騨及び欝繊におけ愚結棲畿病変を肉隈的に観察す嶺と共

に,そ の量量をはか穆,半 分は小絹の方法によ嵩定鍵導

養 残 むは病麗緩〓学的に検査 した。

マウス主臓導鈴病変には,結 核薦のそれと本蟹的に異

つた所見は得られなかつた。永繊,三 宮を除 くと,醗 内

由来株は…毅に標灘強羅結嫉欝よむ弱 く,8CGと 略凝

織程嚢或いたそれ以下で,米 園醗来の 懲 及び 熱 に及

ぶものは認められなかつた暮 驚に米鐵鍛来株P$と 懸様

の特異な肉芽瞭挫猷応 を趨す…,瓢 の薄株があつ島

総.抗 酸菌ファージの増殖機構に閣する難峯鑛〓

鏡的研究

(九大細薄)○武谷 健二,小 池 嚢淳

井上i難 子,森 劇 一

抗酸導フ?一 ジ黛織 の増黛機導に関 しては従来から数

織にわたつて報欝 してい嵩が,今 鱗は主として改良 婁れ



黒鱒

た趨薄切片法に基づ くその後の成績にい てのべ翫 職

ツ響一ジ灘場合 とは異な鞍,抗 醗導ツ騨一ジでは感染後

核の崩壌は認められず,潜 伏期 を懸 膿て核 は変化L癒

い難憲たファージ 三)NAプ ールの構慧 も 丁鷺フ響一ジ

の場含 為異な諺,嫉 様構造内部に箆られるような細〓導

に充たきれておらず,単 に 鵬 麟 ㈱難 蕪驚縫 として認め

られ灘.こ の事実をグ繋嶽マイセチ藷処理によつて確認

した.導 伏期の繭捧内に多數鍛卜 一ナツ様織子を認め灘

事実 も丁装フ学一ジの場含 と異なる。一方,響 イ}マ イ

シン処麗菌は量わめて擾 くな鞍,麟 憾 化するが,マ ぜ

}マ イシンによつてはフワージ産1熱に影響を受韓難い と

い う結漿が得られた.

簿.ナ イアシンチス鮎 ～敗鍵法⑳検討 一

(康北大抗研(醗 嶽 蕊 ○今野 淳

擬撫 英欝

鶴型埼地上でナイアシンテス トを行彗上は最も敏感で

慧つ儒細出来る方浅 を検討した,,K撫1羅 癒態 を利 用 も

ア無ンとしてア齢夢ン,ベンジジア,パラアミノアせ 》フ

黒ノン,アン》ジ講一ル酸,パ ラア ミノ安懲香醜 オル》

}婆 ヂンを稽い患考か ら得た抗酸蕪について実施 ㌃た結

果次の方濠ポ最良の結果を紫した,鄭 ち 欝 揮1擦 以上

の懸穣に灘讐講一があ嶺培地に λ纂癬 の水 を注 ぎ暮分

闘導欝して導の轟慧チン酸 を抽鐵す馨登抽出液を藤本の

小試驗管に分かも2本に3%識 タノ～ルベンジジン撮1認,

2本 に$%諜 タノールア諜變ン{}。2癬 を加え,そ れら

の 叢本宛に 鎗%翫 《灘 水溶液 華。2癬 を撫え嶺雛難κ舗一

ペンジジン法では人盤繭はゼンクの沈澱勲薄照及び惣の

抗酸繭は鐵亀沈澱 となる鼎騰 《演一ア講婆ン濠では入型繭

は黄難,封 照及び簸抗酸導は蕪色に止まa甑,抗酸薦病研

究所入院燈藩 よ鞍得た 騒7株 の定型的慧繋講一を盤する

抗酸麟はすぺてナイアシン賜性 を示 し,嬉3株の非定型鷺

欝諜一はすべてナイアシン鍮性の結果を得た。

⑳、13纏r撫 による肺結核⑳漁症成績

(欝 本結核撫学療法研究会)○ 堂野前維〓郷

藤滋糞之助,五 味 ご郎

林 鷹徽,鑓 姥野 進

黛来 善次,岩 騎 龍郎

舞灘 勝美,溝 盛 勇羅

北本 漆,蔓 沢 聞

内藤 益一,ゆ 村 隆

岡 捨e,島 村喜久治

砂羅 黄 一

演轡導は昭鵜 舗 年2鍔 以来,各 所属施設に入院蝉耀〉

肺結嫉患藩につぎ,繋 澱丁無く毒ズギ丁懸 と醗す)に よ難

漁療の臨難研究を費い,そ 鐙成縫の一彗駆は既に臨の機会

に発嚢 したが,そ の後婁らにd症傍を加鵡 量た 丁厳 と趣

麹 との併用に麗して蟻検討を試みたのでこ》にその成導

を次の如く総撰報告すa翫

め 丁蕪 は購独に使用して亀膚効であ導が,鑓,欝A$

導の併用により書らにその効果が増驗言れ導.2)丁 慕

によ孫胸部x線 灘の改導は沈較的新鮮粥(学 研分類欝型)

では顕藩であ嶺が撃陳賑漉鰐(C型,F型)で は導しく

ない.し かし喀淡中結核薄の陰性化は各病型 とも絹嚢趨

灘に認められる.3($鱗 及び ー纏 轍繰錬 懸薬鰐に対

し,本 凝 とKM又 はKM及 びcsを 併用 した場禽は

s蓋導を鍵用 した場合に鎗し,一 部症綱においてその効果

の増強が晃られた.の 趨作用とLて は霧症状最 も多 く

極めて少數懲 こは肝障害 を来 したが,簿 れも投薬中止に

より消遜 した.3以 上から本剤は簸講醗性遡に試み難

傭鱗跨あ輸 一新筑結核講であ導と認め嶺.

鴬.導 核牲肺病棄に対する製載療法⑳欝究(V報(

～特にギグ蓼チール リチン」と 難N猟 」為の

欝購例⑳その後⑳威導一

(輝癒欝特殊研寛麟戟導法脇溝研究班(

(懸療姥良懸)e害 村 蘂w-,膏 木 毒平

(麟 鋸 て都療)常 盤 太助

(羅療刀根窺病院)幾 縫 蕉保

(麟療紫欝楽麟)久 保 泰造

く羅療千職荘(大 井 公夫

(菌療灘叢園)大 久保佳峯

〈羅療難野荘)小 林 鴬美 、

(京大結研(寺 繊 嚢

我離は數辮離から,肺 結核に対する化学療法と細戦療

法との轡用療法な悉ものを提唱㌔,そ 轟成細の一部は昭

細 鍛 年塵の本学会総会の席上で報告 した。

今織は,そ れ等の串の,誌 蹴に報告 もた ギグ婆チル婆

チア」 とr脳 駕 との轡用療法のその後の載導について

報欝する.

1全症鰹 簸ア溺中,肺 切除術を施行したものは,簿 鰐

であ鞍露その中で病樂が簸痕紅しているか警又 た簸痕離

期に達 してい悉かを確認し得たものは,s2鰐(姦2%)で

あ葛.肺 勢除衛を行うことなくその ま幅経過 を観察 し

た症粥は 鷺 携であり,そ れ等の申,X線 的にi導灘改導

携は ・婁董鰐(灘%(で あ愚.以 蓄ψ ようにそが〉成績は優

れておむ,又,本 蝦法によ1穿翻撃用 をw摺来した謬,X線

的に新病巣を発来もた翰したもの1灘 轟 もな㌦㌔ 従つて

本療漁は,藤 結核に対する一籍治蟹法として翼に詳細に

検討 されて然るぺぎもの と考えもれ灘。

22.肺 結核症⑳外麟症法遼隔成纏

(澱療協嗣研究導)加 納 保之

化学療法剤の繊現はながい経験の。Cにたつて発農して



鯉欝

量た安導療法 と虚税療法を後邊婁せ鵜学療法と切除導法

の時代を嚢胸 だ知た.し かしこの新 い 輪 療方法につい

て懲既に 鐙 奪近い羅究と臨駄縫験を黛ねて来た謬で

あ 蜘 今やこれらの譲療方法撒成果 を検二欝鷺し今後鈴結嫉

溝療に震す嶺参導資料を搬縫すぺ奪時期に違 してい 薦蕊

考え毒れ鵜 従つて金羅の懇0余 の羅立療症所の導擁 を

得て外科療法遠隔成綾講査欝 避研究羅を編成 し,昭和2掌

難初めよ鞍 鍛 年末 までに行われ2年 以上経過 したすべ

ての磐科療法施行綱について次の項欝に震 し検討した.

の 徳式,2)議 臨3(達 隔成績,嬉)漉 導期聞,3肺

成徳 の 肺窮除徳,7(合 併症,㊧ 死亡灘の分析.

23。 肺導核患者入院時の薬剤肺盤に閣する観究

(摩生憲結繊療法研甕協導会)熊 魯 岱蔵

療研ではその婁量の震係す蕎全織約 簿 並設に昭灘32

年および 騒 年の各 茎奪総に入饒 した肺結核患藩それぞ

をれ約13,心0毒 名について入院時の結嫉導薬趨醗幾検査

成綴集計 した。

入院蕊化療を実施 したことのあ灘患藩中入院時菌驗臨

醗性検i量実並繕は昭秘32奪3,鎌2鰐 欝贈灘3爆 年3繁齢2

縄で縄年の入院時鰯性鰹を晃葛と,醗 性藩濃を 熱=御

完全醗性以上I難,P酪 舞 は発全醗盤 以上とした霧

舎,一 粥醗性鰐はそれぞれ 器.黛%お よび23。$%三 遡

鰍盤鰐は1s。9%お よび22。3%,窯 購醸性 鰐は 蓋oゆ%

および123%で,醗 性健の禽計は 詑 年 騒。的も,34

年 灘ほ%で 無 年は麿意的に高率 となつてい葛.入 院

醗化療を婁施 したことなく,入 院時導陽雛羅 性検査実施

は 鑛 年?72名,騒 年は 鈴懸 名で,一 剤耐簾綴はそれ

ぞれ 乳慧%叢2ほ%三 斉繍 性醗は3。2%お よび2。9%,

慧細醗雛鰹は0。9%お よび 鼠懲%で 醗盤 灘齢合計は

焦 野轟および 撚s%で3喚 年は32年 に沈 し欝意的

に轟潔であ懇。肺挫鰐の出麗率は地鷹別に差があ導が,

いつれも増加の縷晦があ葛.

鱗 。 欝本にお雛る葬驚型航酸菌麟綴導餐についで

(名 大鍵鋤野内科)○ 須藤 憲烹,小 禽 攣夫

仁井谷久嚇,桜 井 藻之

島 ■蕎,藩 鱈 穰

安藤 ■購,森 明t

欝薬 騰滲,讃 本 正奪

鑓本に於け愚非窯整號酸藷癒を全酸鐙療鐘所病院等合

計 纒2施 設について講査 し,そ の講 査より求めえた患

藩7爆 名について分轡 した.

欝導源については喀綾 よ1欝暮溺でそ鐙捻蔽黙数は烹懸

よ罅$緩 にわたりかな 辱鱒頻懸撲出綱がみられた.そ の

飽切除弧 並液,縷 婆 より分離された《、鐙が暮名あつた.

地灘的分賓では購騰よ鞍は報告を得なかつた.

醗群については 麟伽 嫌欝難鱒騨 総 麟, .鱒 聯 雛 ・
戯灘 辮 欝欝2亙 縁 就嚢獣 蕊麟 購 欝欝2姦 蝦,撒 躍 。

羅鵜耀蕪総 蕪鰐でぎ癒は拳蟹"讐あつた.

病灘については撲蕪 纒 鎗義下の灘 幾比 してs灘 以上の

例に欝叢澗麹が多 く驚られた.

濡療効果は排 灘ll茎数の多い鋼は薩の陰盤化少 く,

x一諏賦継の改導嚢においておとつた.

2翫 零邦 における諜定型撹酸菌感染の疫学的欝究

(n報(

(名大挙蹴 蓬学)織 繋 博,○ 欝木 羅罐

加藤 孝之

(熊本大内科(河 擬 蝿造,大 場鍵携

(九大細繭〉 武谷 健三

く薙北大抗鎌(今 野 淳

(北大衛生)趨 桑 栄松,・小野 懸憲

絹村 繋融

(公衆衛生院)量 松 逸遣,憲 毛ただ子

薩鵬 光子

(埼 薦嬢小厭療)藤 縄 芳雄

(結麟予防会結欝)大 林 容二

(灘本難《二G欝(沢 醗 響治

(康鉄保健管纒所(千 葉 保之,福 灘 安草

(結 核予防会大販支部)濁 灘 導雄

〈窟大結研(小 林 裕

わが懸で分離きれた難定型抗酸薄及び鳥型繭かち講製

した兀 を用い疫学的研甕を行つた.対 象は結核患者,幼

児小 ・串 ・趨校生及び成人で,全 購各地で実施 した.結

嬢は上驚蕗感染例は現在の所低率 と愚われ薦が,地 城で

かな鞍異つた成綾 を紫 し興瞭深い、

2畿 全翻翻立療獲籏における誌核斑亡細査

(澱療量症結核協鰹研究斑,

内科部金,繕 核菟亡細蕪灘〉 島村憲久治

(結鞍予防会結研結核死亡灘査藻(

隈部 英雄

(結 捜予防会結研)○ 木野智導光

全懸ミ磁 欝療で昭灘 騒 年の 蔓惹麟1に 死亡 した結樵憲

蒋について死亡の実態 を細 欝 した、細査數2麟 難名,

麟 ・$%の講驚撫であ為 細査跨結嬢,死 亡の欝%が 肺結

核死で,藤外結穣死は織か3%㌶ 轟徽死,難 結核死が夫凝欝

%を しめ導こと,そ 鵜背簸には變憾心麟磯 能不全ぶ大嚢

な沈磁を療めてい導こ鉱.入 辮臨既に学会病型 薫型ポ半

数を占め,死 亡時はは肺結核斑の欝%が 黒灘であ嶺こ訟,

入漸欝よ13高嚢薬剤醗幾 を紫す例鱒擁めて篤率な蝋と,

発箆後の単均毒癖は約7年,三 型移行後の畢均寿麟は2

年余である等,種 聖興糠あ導事実が判聡した。この難,



、 撫学

導綾臨 識結穣幾禽轡癒,死 亡懸別分驚.発 菟蹴磯,騰

児か毒医療羅姶譲での期鵜.発 簿》薦亡醐騨受療状況,

鍮族内結核欝病 および死亡め状況,診 鍵費支払方漁等菱

樵別,死 亡原灘懸等に分篭ナて鮮細に分轡 鮎た.

2歎 無作為細議によ轟化学症法方威め鋤較(-細(

(欝療化学療法典隅研究斑)ポ 松 松鶴

藤井 実,渡 叢 鷲郎

勝溝 穴鋤,蕪 撫 羅央

漂騰 薫奮,細 灘 三郎

轟村警久濾,○ 砂原 茂 一

窯井 藁澄

導一次,第 瓢次に穣欝つづいて今灘は下紀 難方式の擬

鼠 細作用を娩較 し鵡 漉搬 櫓 方式への細熱 繭雛 獄

悉講機 織繍轟ー に鶯つたな

ωs薄 ・-難華AS併 用(《轍謡雛難を2地 鷹に分かも

A地 区には 縦磯似艶$蟹 を用いた)

〈2/-慧 一騰1撫鰍 麟欝驚

紛I難 牽鎌茎蕪譲ゆ翻煮棄難

《勢-疑 十P鴬A

紛 蜘 輔 蜘 総 垂PA$q慧 しA地 賦は撫 癬 欝 継s

鷺地翼は 難AS・CAを 用いた)

導険樵化率については 導爵懲翼に垂諏 〉,/姦(,紛,韓(,

織の鑛で 細・}懸%の 騰にほ卦灘導閥購になもび,烹 奪欝

にもこの順序は くずれないがωが稔の方式を鎗%ζ繕 は

なし三春欝用蹄優紘を霧確認 してい馨.な おx線 線の獲

化・肺盤出現 臨床症状む変化,羅弊 用cと に 融鱗 ぎ.

s躍 と簸の$澱 罵 議重-漁o・筆》ASとc撫 撚$毒 の闘

の藻異(な どについて輻告す嶺.

鱒 。 肺導核外来牝学療法の効菓(導3報)

～X導 改鞍 と治症終了後⑳悪化一

繕核予防会撫学療漁協1驚研究会導

(婁 澱喪 隈部 英雄(

磯江驗 一郎,淺 海 通太,城 芦春分働

○飯塚 導藻i

菰海滋黛繍蟻 醗漣康縮談蕨

宮蟻麟丈麟 難嚢棺談所興生館

神 楽絹県受麟 事映 縫康相談所

愛知県実部第一診療所

京都騰粛ぎ戴鳶京健康繕叢幾所

大販騰業醗醸康横談蕨

広轟県支部広島難撫樵談所

趨知麟支麟蝿知難凝撚談鯵療蕨

福灘県支灘壌 縄縫康繕談溺1

結縫研究郷 賑 愚療饗所

保葉撫

1導・一・健麟櫓譲繕響

渋谷診鰹所

外来化学療溝の治療によ導改導と治療終了後 の懇 化

(x緯 学的及び細蕊学的)と の 各々に影響する赴考幾懸

れ蕎鰹子 を検討㌃た、誰

昭灘2$奪 烹驚 薫蕪か ら灘灘33薫1必2ヌ1議 欝迄に

化学療法 を終7し ・そ抑後 も導肺 藩観察し得た症携欝鐙

弼(初 醤治療 欝惣 働 再治療 磁難鰹)を 集めた.こ の

症鰐につい鵡 各澱子毎に糞雛》灘子を一定にもて,そ の

鰹子灘禽緯影響を検討 した結璽,x線 改導に影導す嬢菌

子は・麗始蒔病墾 年令 化攣寮法歴の3鶴 子であ鞍,

終了後鐙悪撫に影導す嶺鑓子は,終 了時病型,年 奮,簸

大病巣め大愚さの霞子であ導瓢とを購かにし,翼 に夢x

線敬導に震しては・開郷 舗囑 初麟治療鰹鐙年令霧畿簿

麗 をしもべ・終了後の悪化に麗 しては,終 了時c難 型 ,
cc型 の初澱鴻療鯉の年令別,最 大病藁の大藩き別⑳懇

化鑛嚢をしらぺ鵡1二 れによ鞍,X線 改導について臨,

終了後の悪撫についても 年令が鑓子として量饗であ悉

ことを議明もた0

29・ 馨通撮影装菌に装潜鐵来導簡観立覆断穰撮影

導灘に就いて

(県立愛知病院(秘 本 驚雄,鈴 木 正儒

α)研 甕 譲稱

結鞍の診断に欠 く事の出来ない断霧寧糞 を薦癒 な装鷹

や汰い設麗場所を要す導ことなく現在鑓購申の導並導影

装澱を利用して霧易に籔層撮影を実施 し得 添欝的を以つ

て簡易立歓断響撮騨装灘を考案試作 した.

鋤 研究 寒法

導鐙鐙構遺は濃紫の如 く遊鋤瞥にて果秤式に管球轟欝

壷 響勢を結携 遊動讐の支煮を申心1こ灘藏移鋤をす導芳

法にて ヂマイグ繋蔑ぜ轡チ」に藩趣 撮影時総 を細節し鼠

つ撮影鐙導 も欝爵に変翼出来悉..

㈲ 薪を建結巣

臨床的実験跨結羅空溝導の濁職出は鰐磯絵良 くHつ 薄臨

農も鍵いので・陰影の解析は審勢であ1,爾懲奮跨体位を

普並撮影時の賛く鉱に一歎し得 る覇点婁、ある.

/違)結 び

以上鐙如 く‡襲護は断層撮鎌壊 鐙としてほぼ満難出来

難結墨 を得たが,照 射線薙二が常に鮫写緯の二弩晦に講いて

いないため織生ず難種艀の欠点も少くないので環艦爾欝

究申である.

3載 肺外麟華徳後⑳機能療法の案施法お効桑

(灘 立業京療(◎ 盛ゴ量 良事,長 沢 誠灘

千葉 罎央



鐙慕.

灘立東京療養蕨において約 魏昏弼の肺外麟手徳縫の機

能療法⑳経験 を量ね,ほ ジその治療林系 を確立す導篇と

ポで慧たので,実 施方法 と治療効果を報告する.

め 箋施饗領に衛肺1遷 闇蕊から行い,衛 援は灘勲の

種類によ鯵手衛当 難から実施L,s還 後にな導と集懸的

に一翻藤に集めて行 ㍉

2)運 動ポ単講で飽紫ないように種礎の運渤形式を工

廉劇案し,ま た各種器呉を準備し,こ れを用いて興味 を

臨たせ嶺ようにする。

の 機能療法箋並群では勢かに肺切除術後の残霧鮪の

再夥張は良繕であ 瓶 肋膜欝鷺形成倒が少い.

鱒 〓隔膜⑳還動溌亀機能療法によつて極めて良好に

保たれ悉。

§(肺 活量の灘復度は一毅に挙く衛後姦カ月で機能療

法(+)導 と(一)群 との闇で約 蔦%の 差が生ず蕎雛

の 〓能療法によつて再欝脅学上,脊 注灘轡などの変

型,上 駿再騨震簸運動障審 を導明に減少,予 防で謬,ま

た衛細握力の減少度臨少い。

掌〉 機能療法を患老はどのように感 にとつてい嶺か跨

アンケー}の 集計を見て毒,そ の殆んどの例がそ舜灘的

を麗解 し,Hつ 繋意を蓑し,効 果のあることを認めてい

鵜

$(機 能療法による病巣および心肺への弊審講隼作用

と愚われるものは全 くないといつてよい。

の 機熊療法は今後肺外科手衛後善誌 欝U叢総 に取む

上げられねばならない.

31.肺 の弾性について

一われわれの弾性灘定法⑳一試案一

(九大肺麟)黛 繊 勝美,長 野 灘

1縮 溝 ○大和 庸次

眉橋 凡雄,吉 懸 稔

末次 勧,撫 瀬 隆士

肺の麿す導難難潔簸の測定法に震 しての試案について

報轡す翫 方法は現在行われてい悉肺駕肺率測定装麗を

そのま》用い,安 欝呼気黛に於いて気流をマウスビース

に於いて遮断 し,睡 數運動のみを継肺させ,そ の際に生

ず嶺食道内圧,欝 鰹内難及び両騰の翫差鐙慧藩よむ肺の

蝉撫 觀 を撫定す悉。この場禽の弾性率 鳶は,肺 胞量に

働く単位長さ巌蓼の張力 丁ノ騰胞壁学位灘穣灘 鞍の変形

量 礁 と定導きれ蕎毒のであ嶺.

われわれは以下こ⑳ に々ついて実験 もて,次 の考察の

許に肺の弾性を検討した.変 形が微小な総は 学繍к娼

(フ 響クの法則)が 成 鞍立つ導は弾性緯に震す導隈 鞍蕉

しい考えであ愚.又 一欝に於いて鷲意 の縛 に肺騰 内蕪

(欝)と 肺内紙(の との叢が2Tノ齢鰹内径 倉)と 釣禽

つてお瓶 かつボイルシ攣一ルの撫則ポ成立つから,海

は灘も 媛聯一欝〉綴 響獅船一D為Lて 導量う蕎熟そこで

聴えもれる導は 建～欝即ち総量麟鷺大な愚程,欝 ぶ麹 に

逝い猫 鳶は大という事にな鞍,こ れは鄭 ち肺ポ硬いと

いうことを意瞭す悉ことにな蕎.


